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ま  え  が  き 

 

本市の令和５年度予算は、「子どもの成長とともに創る、未来のはなまきを確かなものに」

を方針として当初予算を編成しました。 

また、国の令和４年度補正予算等に対応し、小学校や中学校の施設維持事業やスマートイ

ンターチェンジのアクセス道路の標識や照明整備事業などを、令和４年度の３月補正予算に

関連経費を前倒して計上し、令和５年度予算と一体で事業の実施に努めました。 

さらに、原油価格や物価の高騰による市民生活や、経済活動への影響を緩和するために早

急に取り組む必要性がある事業については、補正予算を編成して対応しました。 

令和５年度の主な取り組みの成果として、「しごと」の分野では、施設再編を進めてきた道

の駅石鳥谷が完成し、令和５年７月１５日にリニューアルオープンしたほか、民間事業者が

行う産業用地の整備に対する補助制度を創設し、支援を行いました。 

また、新たに産業団地事業特別会計を設置し、花南産業団地の造成工事に着手しました。 

「暮らし」の分野では、ＪＲ花巻駅東西自由通路整備事業の基本設計に着手したほか、ア

クセス道路の整備などを行って参りました、花巻ＰＡスマートインターチェンジが令和６年

３月２０日に供用開始され高速道路の利便性が向上しました。 

「人づくり」の分野では、令和５年８月から小学生、中学生及び高校生等の医療費助成の

所得制限を撤廃し、市内の全ての子どもを対象とする制度の拡充を行いました。 

子育て支援については、県の制度を活用しながら、３歳未満で第２子以降となる児童の保

育料の無償化や、在宅育児世帯への支援を実施しました。 

また、市独自の支援として、３歳児以上の児童を対象に、保育施設利用世帯から徴収して

いる副食費のうち、第３子以降の児童に要する副食費の全額を支援しました。 

「地域づくり」の分野では、子育て世帯住宅奨励金、定住促進住宅取得等補助金の対象と

なる要件を、「中学生以下の子どもと同居する世帯」から、「１８歳未満までの子どもと同居

する世帯」に対象を拡充しました。 

「行政経営」の分野では、市の自主財源の確保や、返礼品の提供を通じて花巻市のＰＲ・

魅力発信を行っているイーハトーブ花巻応援寄附金は、ふるさと納税の市場規模の拡大傾向

が続く中、国の制度改正を見据えた駆け込みによる寄附も含め、全国から多くの寄附を頂き

ました。 

これら事業の実施により、令和５年度一般会計の決算は、歳入総額で 629億 9,141万 3千

円、歳出総額で 608億 4,896万 8千円、実質収支額は 17億 1,285万 6千円となったところで

す。 

 以下、令和５年度の主要な施策の成果等について報告します。 
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一 般 会 計                           



 



（単位：千円）

１ (Ａ) 62,991,413 57,795,188

２ (Ｂ) 60,848,968 54,863,508

３ (Ａ)－(Ｂ) (Ｃ) 2,142,445 2,931,680

４ (Ｄ) 429,589 847,766

５ (Ｃ)－(Ｄ) （Ｅ） 1,712,856 2,083,914

６ (Ｆ) △ 371,058 △ 24,853

７ (Ｇ) 1,052,718 1,063,939

８ (Ｈ)

９ (Ｉ) 2,185,514 1,060,000

10 実 質 単 年 度 収 支 △ 1,503,854 △ 20,914

一　般　会　計　決　算　状　況

区　　　　　　　　　　分 令和5年度 令和4年度

歳 入 総 額

繰 上 償 還 金

積 立 金 取 崩 額

(Ｆ)＋(Ｇ)＋(Ｈ)－(Ｉ)

　注）計数は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端数においては合致しない場合がある。

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

翌 年 度 へ 繰 越 す べ き 財 源

実 質 収 支

単 年 度 収 支

積 立 金
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千円 １　会議等開催の状況

270,982 　(１)　定例会・臨時会

1 0 0 0

6 2 1 5

6 2 4 9

6 2 1 5

1 0 0 0

6 2 4 10

1 0 0 0

会
期
日
数

会期内訳
傍
聴
者
延
人
数

本

会

議

日

数

常

任

委

員

会

特

別

委

員

会

休

会

日

数

64

35

4412/1 12/14

第1回定例会R6

第1回臨時会

第2回臨時会 1

14/25 4/25

32

14

9/1 9/21 21

1

14

科　目

１款１項１目

議会費

3/22

6/16

2/27 3/19

区分

会期

招集日 最終日

6/29

決算額

R5

第2回臨時会

第2回定例会

第3回定例会

第4回定例会

事　業　内　容　説　明

1

2

2/8 2/8

3/22

1

22

【議会改革推進会議】

　議会改革に取り組むための議会改革推進会議では、オンライン会議システムを活用した会議を行うこ
とが出来るよう条例・規則の改正に繋げたほか、議会が政策立案等に取り組むにあたっての手順や手続
等を示す基準を策定するなど、各種検討を進めた。

【行政視察の受け入れ】

　他市議会等１３団体・１０４人の行政視察を受け入れた。

１　議会費

【常任委員会】

【定例会等】

　４回の定例会及び３回の臨時会を開き、議案等を審議した。

　議員活動の検証と報酬の適正なあり方を調査検討するため、令和５年１２月より花巻市議会議員報酬
調査検討特別委員会を設置して活動を開始した。
　広報特別委員会においては、市民への情報提供を行うため市議会だよりの編集・調製を行い４回発行
したほか、広聴特別委員会においては、議員と市民が自由に情報及び意見を交換するため議会報告会を
市内１５か所で開催し、活発な意見交換に努めた。

【特別委員会】

　陳情・請願の審査を行うとともに、国等の関係機関へ意見書を提出し、その実現を求めた。また、所
管事務調査を積極的に行い、政策提言を行うなど活性化に努めた。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

　(２)　委員会等開催状況・行政視察等派遣状況

２　議員発議等の状況

　(１)　議員発議の状況

　(２)　請願・陳情の議決等状況

付託
件数実施日 場所等

主　な　管　外　行　政　視　察

0

0

0

5

10/30～31 那須塩原市、一関市、奥州市

7/19～21 掛川市、越前市、射水市

文教福祉 7 11/13 新庄市、酒田市

総  　務 10

119 － －

議会費

１款１項１目

議会改革推進会議 9 － － 0

区分
開催
日数

議会運営委員会 22 － －

常
任
委
員
会

7

0広聴 14 5/24 北上市

予　　算 4 － －

同小委員会 6

報酬調査検討 3 － － 0

産業建設 10

決　　算 4 － －

区分 条　例

特
別
委
員
会

広報

件数 4 0 0

規　則 意見書 その他 計

件数 1 1 5 2

区分 採　択 一部採択

6

2

計

9

－ － 0

0 0 0 6

趣旨採択 不採択 継続審査 審議未了 撤　回
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　男女共同参画の意識の浸透を図るため、講座等の開催や広報等による情報提供を行ったほか、男女共
同参画推進員の活動として、デートＤＶ防止に関するチラシを作成した。また、多様性を認め合う視点
を持った男女共同参画社会を形成するため、令和６年度から令和１３年度を計画期間とする第３次花巻
市男女共同参画基本計画を策定した。さらに、法律婚が認められていない中で、性的少数者の方々の生
きづらさを少しでも解消するため、同性カップルなどの関係性を市が証明するパートナーシップ制度
に、いわゆる事実婚や親や子も含めて協力し合う関係であることを証明するファミリーシップ制度も含
めた上で、条例による導入を目指し検討を進めた。

【男女共同参画の浸透】

　公益的活動に対する市民の意識高揚を図るため、市民活動団体ガイドブックを作成し、市ホームペー
ジや公共施設等に配架したほか、広報はなまきに市民活動団体紹介のコーナーを設け、市民団体等の活
動を周知した。
　市民団体等の育成を図り、協働のまちづくりを進めるため、市民団体等活動支援事業補助金の交付に
より資金面での支援を行った。

【市有財産の適正管理】

　公共施設マネジメント計画【基本方針編】は、数値目標などの項目を追加し、改訂を行った。また、
「まん福」跡地は整地等を行い広場として整備した。用途廃止した施設は、解体工事や解体工事に向け
た実施設計を行い、市有財産の有効な活用と適切な管理に努めた。
　庁舎については、老朽化した設備の改修等を行い長寿命化に努めた。

【空港利用の促進】

　いわて花巻空港の利用促進のため、加盟する岩手県空港利用促進協議会やその他関係機関と一体と
なった活動を継続して実施したことにより、航空旅客の回復と定期路線の維持につながった。

２　総務費

【公益的活動に対する市民意識の高揚】

【市政への参画・協働機会の拡充】

　花巻市まちづくり基本条例に基づく市民参画を促進するため、基本的な仕組みを定めた市政への市民
参画ガイドラインにより適切な市民参画の実施に努めた。また、市民参画の具体的な方法や手続きを定
めた花巻市市民参画条例を制定した。
　情報共有による相互理解を深め、団体や市民などからの意見や提言を市政に反映させることを目的
に、市政懇談会や市長との対話を開催したほか、要望・陳情、市長へのはがき・メールの受付を実施
し、得られた意見について検討した上で事務事業へ反映させた。

【市政情報の発信強化】

　市の施策や事業、情報を広く市民にお知らせするため、広報はなまき、ホームページ、ＳＮＳ（Ｆａ
ｃｅｂｏｏｋ、Ｘ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、ＹｏｕＴｕｂｅ）、コミュニティＦＭ、ケーブルテレビ、東
和地域における有線放送などの複数の手法による広報活動の充実に努めた。

　令和６年度から令和１３年度までの８年間を計画期間とする第２次花巻市まちづくり総合計画の策定
に向け、計画素案の検討段階から市民及び関係団体等の意見を聴く機会を多数設けたほか、素案策定後
も関係団体等との意見交換、地域説明会、まちづくり市民ワークショップ参加者への説明会、パブリッ
クコメント、花巻市地域自治推進委員会及び各地域協議会への諮問・答申など多くの市民参画を経た上
で、議会の議決を得て長期ビジョンを策定した。

【第２次花巻市まちづくり総合計画の策定】

【コミュニティ会議の基盤強化】

　コミュニティ会議へ地域づくり交付金を交付することにより、地域の実情に応じた地域づくり活動を
推進した。また、地域づくりを担う人材育成等について、中間支援組織への委託による支援を行ったほ
か、地域課題の解決に向けた取組みに関する有識者の講演とコミュニティ会議関係者による意見交換を
実施した。
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　公益財団法人花巻国際交流協会による語学講座等各種講座の実施のほか、今年度より花巻市国際交流
センターに常駐している国際都市推進員による情報発信や多文化共生に関する講座等の実施により、市
民の国際理解並びに多文化共生の推進に資することができた。

【国際交流の促進】

　青少年の受入れ・派遣事業やホットスプリングス市との姉妹都市提携３０周年記念事業の実施によ
り、姉妹都市等との友好を深め、今後の交流継続を再確認することができた。

　花いっぱい運動による花のあるきれいなまちづくりを市内全域に浸透させるため、花壇実践者や関係
団体の協力を得ながら花苗配布を継続し、市内の美化を推進した。また、市民に花と緑をより身近に感
じていただき、花と緑を通じた環境保全への意識啓発を図るため、花と緑のまつり２０２３を開催し、
花のあるきれいなまちづくりを推進した。

【生活相談の充実】

　市民の消費トラブル等への消費生活相談員による相談対応、複雑化する生活相談等への法律の専門家
や人権擁護委員及び行政相談委員による相談会を開催し、市民の抱える問題の解決の一助となった。

【イーハトーブ花巻応援寄附金の推進】

　市の自主財源の確保や、返礼品の提供による花巻市のＰＲ・魅力発信のため、イーハトーブ花巻応援
寄附金については、ふるさと納税の市場規模の拡大傾向が続く中、国の制度改正を見据えた駆け込みに
よる寄附も含め、全国から多くの寄附を頂戴した。また、ふるさと納税の仕組みを活用してウクライナ
への緊急人道支援としての寄附を募り、日本赤十字社「人道危機救援金」への寄附を引き続き行った。

【防災危機管理体制の充実】

【定住・交流の促進】

　花巻市への移住定住の促進のため、専用ポータルサイトを通じ首都圏等の移住希望者に対して、市の
魅力発信や移住支援情報の提供に努めたほか、対面での相談が可能な移住関連イベントの開催に合わせ
て、積極的に出展するとともに、移住相談件数の増加に対応した。併せて、市内への移住支援や市内に
居住する子育て世帯、若者世代の定住促進のため、定住促進住宅取得等補助金や子育て世帯住宅取得奨
励金については要件の拡充を図るとともにともに、若者世代等空き家取得奨励金等による住宅取得支援
を行った。

【効率的で利便性の高い公共交通の確保】

　市街地循環バスやコミュニティバスの運行、不採算民間路線バスへの補助を行うとともに、交通系Ｉ
Ｃカードの導入経費を補助し、市民が利用しやすい公共交通サービスの提供に努めたほか、効率的で利
便性の高い予約乗合交通を運行し、日常生活の交通手段の確保を図った。また、花巻市地域公共交通網
形成計画の計画期間が令和５年度で終了することから、計画期間を令和６年度から令和１０年度までと
する新たな「花巻市地域公共交通計画」を策定した。

【花のあるきれいなまちづくり】

【国際理解の醸成】

　防災危機管理体制を充実するため、指定緊急避難場所の環境整備、市と関係機関及び自主防災組織が
連携した防災訓練の実施、自主防災組織に対する各種支援及び防災士資格取得支援による人材育成、土
砂災害のおそれのある世帯に対する防災ラジオ無償貸与、災害エフエム放送設備の更新、大迫地域防災
行政無線親局操作卓等の更新等により、共助及び公助による地域防災力の向上を図った。

【日常生活でのトラブル防止に向けた意識啓発】

　消費者問題をはじめとする市民の日常生活上のトラブルや困りごとを解消するため消費生活相談員を
配置し、解決のためのあっせんや助言を行った。また、悪質商法や特殊詐欺の手口による被害の未然防
止及び被害拡大の抑制を目的として、市民団体等からの要請に応じ出前講座を実施したほか、市ホーム
ページやコミュニティＦＭ等メディアを活用し、市民への注意喚起、情報提供など啓発活動に注力し、
市民の意識醸成を図った。

　交通事故のない安全で安心なまちづくりのため、関係団体と連携して街頭啓発活動等を実施し、交通
安全意識の高揚を図った。また、高齢者が関わる交通事故の抑止を図ることを目的に高齢者運転免許返
納支援事業を実施し、運転免許証の自主返納を推進した。

【交通安全意識の啓発】
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千円 ① 非核平和推進事業

2,452,157 【事業目的】

【事業内容】

　

科　目

一般財源

非核平和に対する意識の向上を図るため、平和の尊さを感じる機会と
して非核平和推進事業を行う。

財源内訳

決算額

○非核平和学習会の開催　629千円
　小学生を被爆地広島市へ派遣し、戦争の悲惨さや原子爆弾の恐ろし
さを学ぶ学習会を開催　市内小学5・6年生9人参加
○非核平和学習会感想文集の発行　47千円
　非核平和学習会に参加した小学生の感想文集を発行し、市内小学
5・6年生に配布　1,440部発行
○平和教室等の開催　3千円
　平和教室（広島平和記念資料館を通じたオンラインによる平和学習
講座、平和ＤＶＤ上映会、平和に関する紙芝居）を市内小学校及び学
童クラブで開催　平和教室2回　市内小学生128人参加
　非核平和展（平和ポスター展）を花巻市博物館で14日間開催　期間
中入館者数合計1,036人
〇非核平和都市宣言のまち　角柱型看板修繕　446千円
　新花巻駅前角柱型看板　1基

事　業　内　容　説　明

事業費

(単位：千円）

1,125 1,125

国・県 地方債 その他

２款１項１目

一般管理費

　犯罪のない安全で安心なまちづくりのため、関係団体と連携して街頭啓発活動、防犯パトロール車に
よる広報啓発活動、コミュニティＦＭやメール等を活用した防犯情報の提供を行い、防犯意識の啓発を
図った。

【防犯意識の啓発及び生活安全対策の推進】

　自然災害対策を強化するため、指定緊急避難場所への誘導看板の設置、防災知識の周知啓発、災害用
備蓄食料や飲料水の更新、ダンボールベッド等の購入、避難場所用発電機の定期点検等を実施すること
により、災害時の住民避難が円滑に行われるよう環境整備に努めた。

【自然災害対策の強化】

【賢治のまちづくり】

　宮沢賢治関連のイベント・セミナー・ワークショップ等を実施するとともに、積極的に情報発信を
行った。また、公民で構成する賢治フェスティバル実行委員会において賢治フェスティバルを開催し、
市内外から多くの来訪者があったことで、宮沢賢治並びに「賢治のまち花巻」を市内外へ広く発信する
ことができた。

【マイナンバーカードを活用した行政手続き等の推進】

　マイナンバーカードを活用した行政手続き等を推進するため、マイナンバーカードを利用したコンビ
ニエンスストア等での各種証明書の交付サービスを継続的に実施したことにより、市民の利便性を高め
ることができた。

【安定した自主財源の確保】

　滞納整理の推進や各種納税方法の周知を行い、安定した市税等の確保に努めた。また、地方税統一Ｑ
Ｒコードを活用した収納の運用を開始し、スマートフォン決済アプリなどを使った納付方法を拡充し
た。

　ブロック塀等の安全確保を推進するため、広報はなまき、ホームページで事業の周知を図り、ブロッ
ク塀等の除却費用等について補助を行った。
　旧耐震基準で建築されている木造住宅の耐震化を図るため、広報はなまき、ホームページ及びコミュ
ニティＦＭで事業の周知を図り、耐震診断を行い、耐震補強工事費用について補助を行った。

【安全な建築物の整備促進】
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

※新型コロナウイルス感染症の影響により中止した非核平和学習会の代替事

　業の成果

千円 ① 広報活動事業

117,425 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

60.3

一般財源

実績値 58.1

○広報紙の発行　46,644千円
　市の施策や事業、情報を伝える「広報はなまき」の発行、転入者等
へ配布する「花巻市暮らしガイド」の発行
○ＦＭ番組の制作　19,310千円
　市の施策や事業、情報を伝えるコミュニティＦＭ番組の制作
○ホームページ等による情報発信　17,446千円
　ホームページ、ＳＮＳ（Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｘ、Ｉｎｓｔａｇｒａ
ｍ、ＹｏｕＴｕｂｅ）等による市政情報の発信
○映像データの作成　2,317千円
　市のイベント等をニュース映像として保存するとともにケーブルテ
レビで放送
○有線放送　21,353千円
　東和地域における有線放送による市政情報の発信及び有線放送施設
の維持管理

成果指標 単位 区分

２款１項１目

一般管理費

100.0 100.0

※100.0 100.0

平和教室に参加して「勉強になった」と
感じた児童及び生徒の割合

％

成果指標 単位

107,070

4年度 5年度

非核平和学習会に参加して「勉強になっ
た」と感じた児童の割合

％
目標値 100.0 100.0

実績値

10,214

区分 4年度 5年度

市民に市政の状況を理解してもらうため、各種広報媒体を効果的に活
用して情報を発信する。

18,800 78,016

各種イベント等に関するお知らせや市政に関する情報について、複数
の広報媒体（ホームページ、ＳＮＳ、コミュニティＦＭ、ケーブルテ
レビ等）を効果的に活用し、わかりやすくタイムリーな情報発信に努
めた。

２款１項２目

文書広報費

戦争の悲惨さや原子爆弾の恐ろしさを学ぶことにより、非核平和の尊
さを後世に伝えていく子どもたちの育成につながった。

目標値 100.0 100.0

実績値

％

財源内訳

国・県 地方債

40

広報など市から提供される情報が分かりやすい
と思う市民の割合[まちづくり市民アンケート
結果]

目標値 70.0 70.0

(単位：千円）

事業費
その他
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 市有財産適正管理事業

1,639,395 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

未利用市有財産収入（土地建物の売払及
び貸付）

千円
目標値 43,183 38,738

実績値 121,095

地方債 その他 一般財源

財源内訳

12,700 21,000 14,616

(単位：千円）前年度繰越事業（繰越明許費）

２款１項５目

財産管理費

その他 一般財源

持続可能で健全な財政経営のため、市有財産の適切な維持管理と有効
な活用を図る。

公共施設マネジメント計画【基本方針編】は、数値目標などの項目を
追加し、改訂を行った。また、「まん福」跡地は整地等を行い広場と
して整備した。用途廃止した施設は、解体工事や解体工事に向けた実
施設計を行い、適切な管理等に努めた。

48,316

国・県 地方債

○公共施設マネジメント計画の推進　3,420千円
　公共施設の総量縮減に向けた数値目標を追加するなど、公共施設マ
ネジメント計画【基本方針編】を改訂
○市有財産の最適利用　523千円
　未利用市有財産の売却を行うため事前準備としての土地の測量
　市有財産貸付　40件
○「まん福」跡地広場整備工事　22,068千円
　「まん福」跡地の整地等を行い広場として整備
○用途廃止した施設の一部の解体工事に係る実施設計　3,905千円
　旧内川目小学校プール、旧亀ケ森小学校プール
○供用廃止した施設の一般廃棄物処理等　831千円
　旧亀ケ森振興センターの一般廃棄物処理
○用途廃止した施設の解体工事に係る実施設計　10,395千円
　旧東北電力石鳥谷出張所、旧田瀬湖交流センター、旧浮田保育園、
旧田瀬小学校（小倉地区）講堂
○用途廃止した施設の解体工事　7,174千円
　旧東和いこいの森キャンプ場
○用途廃止した施設の解体工事（繰越明許費）　16,610千円
　旧東和淡水魚栽培センター

4年度 5年度成果指標 単位 区分

(単位：千円）

事業費

22,576

16,610 14,600 2,010

事業費
財源内訳

国・県
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 庁舎設備等改修事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 空港利用促進事業

6,837,429 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

財産管理費

本庁舎等は、老朽化した設備の改修・更新等を行い、長寿命化に努め
た。

54,791 24,300 18,000

国・県 地方債 その他 一般財源

○本庁舎設備改修　5,115千円
　本館地下１階厨房改修工事実施設計
　本館受変電設備改修工事に係る基礎調査及び実施設計、本館駐輪場
移転新設工事実施設計
○大迫総合支所設備改修　26,510千円
　ＬＥＤ化工事単価更新等修正実施設計、空調設備改修工事基本設
計、照明器具ＬＥＤ化（執務室等）工事
○石鳥谷総合支所設備改修　15,576千円
　空調設備改修工事基本設計、防災盤の更新
○東和総合支所設備改修　7,590千円
　電話交換設備更新

(単位：千円）

事業費
財源内訳

12,491

庁舎を安全安心に使うため、老朽化した設備等の改修を行い、長寿命化
を図る。

２款１項５目

花巻空港利用者数 人
目標値 534,000 534,000

実績値 380,706 476,768

企画費

花巻空港の利用促進のため、関係団体と連携して要望活動やＰＲ活動
を行う。

一般財源

○空港利用促進関係団体への負担金等　2,261千円
　岩手県空港利用促進協議会等への支援及び団体と連携した利用促進
活動等の実施

２款１項６目

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

2,261

路線
目標値 7 7

実績値 7 7

2,261

いわて花巻空港の利用促進のため、加盟する岩手県空港利用促進協議
会やその他関係機関と一体となった取組を継続して実施したことによ
り、定期路線の維持につながった。また、国内外における観光需要の
回復や、国際定期便のうち台北線の再開により、花巻空港利用者数は
前年度より増加した。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

定期便路線数（国内、国際）
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 市民参画・協働推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 市民団体等活動支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

60.0 60.0

その他 一般財源

1,353

成果指標

２款１項６目

企画費

市民が積極的に市政に関わることができるよう市民への周知・啓発を図
るとともに、市民参画・協働の機会を拡充する。

実績値

単位

1,353

％

まちづくりに関する重要な計画等の策定及び変更について、市民参画
ガイドラインに基づく事前・事後の評価を実施し、市民参画の手法を
検証したほか、市民参画の実施予定や結果の周知を行い、市民の参画
に対する意識の高揚を図った。また、市民参画の具体的な方法や手続
きを定めた花巻市市民参画条例を制定した。

238 238

市民参画と協働のまちづくりを進めるため、市民団体等が行う公益的
活動を支援する。

○市民団体等活動支援　930千円
　市民団体等が新たに取り組む公益的な活動に対する補助
（補助率3分の2、上限300千円、同一事業につき3か年まで）　7団体
○市民団体等の活動周知　423千円
　市民団体等活動紹介電子ブック作製（毎年度更新）

(単位：千円）

49.0 50.0

区分 4年度 5年度

事業費
財源内訳

国・県 地方債

目標値市政に意見を述べる機会が確保されていると思
う市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

市民団体等活動支援事業補助金を交付することにより、市民の公益的
活動を支援するとともに、市民団体等の活動を紹介することにより、
市民の公益的活動に対する意識の高揚を図った。

38.6 42.1

28.5

成果指標 単位 区分

○市政への市民参画ガイドラインの運用及び検証　208千円
　市民参画・協働推進委員会の開催　5回
　職員チーム会議の開催　4回
　市民参画の予定や結果の周知　随時
　市民参画条例の制定と運用に向けた周知
○市民と市との協働指針の運用
　協働指針に基づく事業の実施　随時
○広聴事業の実施　30千円
　市政懇談会、まちづくり懇談会、市長との対話の開催、要望・陳
情、市長へのはがき・メールの受付

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

この1年間にボランティア団体やＮＰＯ法人の
活動に参加した市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値

31.5

4年度 5年度

実績値
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 男女共同参画推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 振興センター等整備事業

【事業目的】

【事業内容】

(単位：千円）

【事業の成果】

実績値

3,067

事業費
財源内訳

国・県 地方債

企画費

(単位：千円）

41.2 45.2

職場や学校・地域など身のまわりで男女の平等
が図られていると思う市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

男女が社会の対等なパートナーとしてまちづくり等に参画できるよう
男女共同参画の浸透を図る。

実績値

２款１項６目

3,067

○意識啓発講座の開催　621千円
　学習講座、ＤＶ防止セミナー、ＬＧＢＴセミナー等の開催 20回
○男女共同参画審議会の開催　184千円
　男女共同参画基本計画に関する事項及び施策の基本的事項・重要事
項の調査審議　6回
○花巻市地域婦人団体協議会への補助　700千円
　男女共同参画社会の実現に向けた活動を推進する団体及び人材の育
成
○「第３次花巻市男女共同参画基本計画」策定　1,562千円

その他

30.8 31.0

一般財源

60.0

審議会等委員に占める女性の割合 ％
目標値 38.8 40.0

57.5

男女共同参画についての講座等の開催や広報紙等による情報提供によ
り、男女共同参画の浸透を図った。また、令和６年度から令和１３年
度までを計画期間とする第３次花巻市男女共同参画基本計画を策定し
た。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

％
目標値

コミュニティ活動の拠点施設であるとともに、生涯学習の場である振
興センター等の利便性、安全性を向上させるため、施設の整備を行
う。

○花南振興センター改修工事実施設計　4,268千円
○笹間振興センター建物調査・保全計画書作成　1,705千円
○振興センター等関連施設修繕計画予備調査　5,313千円
○湯本振興センター改修工事　90,948千円

102,234 85,000

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

17,234

コミュニティ活動の拠点施設及び生涯学習の場である振興センターに
ついて、利便性、安全性の向上と長寿命化を図るため、計画的に調査
を実施した上で、必要な改修を行った。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑥ 在京人会運営補助事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 地域づくり活動推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

在京人会が行う市のＰＲや郷土との交流を深める活動を支援する。

○在京人会活動支援 2,037千円
　在京人会運営補助金、在京人会支援に係る職員旅費

(単位：千円）

2,037

運営補助金を交付することで、在京人会の円滑な活動を支援し、当市
の情報発信の強化が図られた。

地域づくり交付金の活用により、コミュニティ会議によって地域主体
のまちづくりの取組が展開され、地域の活性化と地域課題の解決が図
られた。また、中間支援組織等によるコミュニティ会議への個別の支
援により、地域の実情に応じた地域課題解決への取組が促進された。

２款１項６目

企画費

2,037

事業費

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

住民による自主的な地域づくり活動の推進及び地域課題解決のため、
地域づくり交付金を交付するほか、中間支援組織等による支援や地域
づくりを担う人材の育成支援等を行う。

○コミュニティ会議活動支援　203,119千円
　地域づくり交付金により地域課題解決等の取組を支援
　（交付金の配分基準：均等割50％、世帯割35％、面積割15％）
○協働によるまちづくりの推進　1,491千円
　・中間支援組織等によるコミュニティ会議へのサポート
　・コミュニティ会議との協議の場等の開催

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

204,610 54,800 133,000 16,810

地区課題総件数のうち地区で課題解決し
た件数の割合

％
目標値 85.0 85.0

実績値 83.0 86.0
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ イーハトーブ花巻応援寄附金推進事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

【事業の成果】

⑨ 移住・定住促進等対策事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

4,600,399 4,600,399

自主財源の確保と市の地場産品のＰＲ・受注拡大を図るため、ふるさ
と納税制度を推進し、寄附受入れに係る事務処理を行う。

○寄附手続　532,392千円
　寄附の受付に関係する事務処理
○寄附者への返礼品の贈呈　3,306,392千円
　花巻市の地場産品等を寄附者へ返礼品として贈呈
○寄附額の拡充を図るための情報発信　10,744千円
　イベント等への出展及び各種広告の掲出
○ふるさと納税取扱事務の外部委託　526,310千円
　寄附金受領証明書の発送や返礼品発送の取りまとめ事務等を委託
○受領証明書の発送、ワンストップ受付事務　220,424千円
○ウクライナ人道危機救援金への寄附　4,137千円

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

２款１項６目

企画費

千円
目標値 2,000,000 3,000,000

実績値 4,608,477 9,034,270

国によるふるさと納税の制度改正により、新制度の施行前に全国的な
駆け込みの寄附があったほか、ポータルサイトを通じた効果的な情報
発信や新規返礼品の開発に努め、事業者の協力を得て安定的に返礼品
を提供したことで寄附額の増加につながった。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

寄附件数 件
目標値 154,000 220,000

実績値 319,759 610,671

寄附金額

11,944 11,944

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

本市への移住定住を促進するため、移住希望者に対する情報提供や相
談支援等の充実を図る。

○移住定住ポータルサイトによる情報発信　2,294千円
　市の魅力や移住定住に係る支援制度等の情報を発信するポータルサ
イトの運営
○移住相談窓口の充実　9,135千円
　移住支援相談員及び移住コーディネーターによる移住・定住にかか
る相談支援のワンストップ対応
○首都圏等におけるＰＲ活動・ＰＲイベントの実施　515千円
　県や特定非営利活動法人ふるさと回帰支援センターが主催する首都
圏等での移住関連イベント等に参加
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

⑩ 地域おこし促進事業

【事業目的】

【事業内容】

⑪ 婚活支援団体育成事業

【事業目的】

【事業内容】

２款１項６目

地域の活性化を図るため、新たな地域の担い手として地域おこしに意
欲のある人材を「地域おこし協力隊」に任用等し、地域での活動を行
う。

○地域おこし協力隊の活動等　36,111千円
　協力隊員8名による市内での活動（シティプロモーション、伝統工
芸ＰＲ、観光振興等）
○地域おこし協力隊の募集と着任に向けたサポート　3,595千円
　地域おこし協力隊の募集と採用に係る業務委託料等

移住関連サイト閲覧数 回
目標値 150,000 150,000

実績値 128,311 116,281

地域おこし協力隊員採用者数 人
目標値 3

39,549

企画費 新型コロナウイルス感染症が5類となったことにより、移住関連イベ
ントがコロナ禍前と同様の形式で開催可能となったため、移住希望者
に対して市の魅力や支援制度をＰＲすることなどができたことから移
住相談が増加した。また、初めて開催した移住者向け交流会について
は、移住者と市民の交流が育まれるなど、一定の成果を上げられた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

移住相談件数 件
目標値 200 366

実績値 670 810

3

実績値 4 2

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

39,706 157

3,829

【事業の成果】

地域おこし協力隊員の確保と活動サポートにより、地域の活性化を促
進させた。令和4年度中に採用活動を行って令和5年度に着任した隊員
は目標を下回った。令和5年度の採用活動は、地域の方々と協力隊志
望者等が関係性の構築や課題の共有を行うオンラインサロンの開催の
ほかに、新たに協力隊員にとって必要なことなどをまとめた「花巻市
地域おこし協力隊カルチャーデック」を策定した。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

若者の出会いの場の提供や結婚活動の支援のため、結婚活動支援団体
や新婚世帯へ補助金等を交付する。

○婚活支援団体育成事業補助金　30千円
○いきいき岩手結婚サポートセンター運営負担金　333千円
　結婚を望む人を支援する「いきいき岩手結婚サポートセンター」へ
の負担金
○結婚新生活支援事業費補助金　10,396千円
　市内の新婚世帯に対し、結婚に伴う新生活のスタートアップに係る
費用を支援する補助金

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

10,759 6,930
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

⑫ シティプロモーション推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑬ 花巻・遠野広域連携事業

【事業目的】

【事業内容】

単位 区分 4年度 5年度

移住希望者に花巻市を移住先として認知してもらうため、市民ととも
に花巻市の魅力や情報発信を行う。

登録団体の支援による婚姻数 組
目標値 5 5

実績値 3 1

２款１項６目

企画費 婚活支援団体において、婚活イベント等を広域的に取り組んだが、目
標値は達成に至らなかった。結婚新生活支援事業については、前年度
と同様、多くの新婚世帯に向けて、住居費や引っ越し費用などの支援
を行うことができた。

成果指標

4年度 5年度

ワークショップ延べ参加者数 人
目標値 40 40

実績値

交流人口の拡大を図るため、花巻・遠野の強みを生かした効果的な情
報発信や広域観光を推進する。

60,000

79,437

市民ライター登録者は増加しており、市の認知度向上に貢献していた
だいた。また、ブランディングの推進については、障がい者アーティ
ストの原画などの展示を通じて、市民のシビックプライドの醸成を図
ることができた。

41 32

県外からの閲覧数 回
目標値

5,807 5,000 807

○ポータルサイト「まきまき花巻」の運営と魅力発信　3,387千円
　花巻を好きな人が市民ライターとなり、花巻の魅力を発信
○福祉分野と連携したブランディング推進　2,420千円
　障がい者アーティストの原画・複製画等を道の駅「石鳥谷」にて展
示

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

97,520

成果指標 単位 区分

9,048 4,153 2,816 2,079

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

90,000

実績値

○児童・生徒パラスポーツ体験交流事業　407千円
　両市の児童・生徒を対象とした専門指導による視覚障がい体験やパ
ラスポーツ教室を実施
○オンライン移住等プロモーションイベント開催事業　1,750千円
　首都圏等の移住希望者を対象とした両市合同によるインターネット
ラジオを活用した情報発信及び移住ツアーを開催
○花巻・遠野インバウンド誘客促進事業　1,257千円
　今後の訪日外国人旅行者の増加を見込み、メディアを活用した両市
の観光プロモーションを実施
○花巻・遠野連携旅行商品造成支援事業　5,634千円
　首都圏及び関西圏からの観光入込客数の増加を図るため、両市に宿
泊する旅行商品を主催する事業者への支援を実施

(単位：千円）
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

⑭ 総合企画アドバイザー活用・連携事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑮ 定住促進事業

【事業目的】

【事業内容】

子育て世帯や移住希望者の市内における住宅取得等を支援するため、
奨励金や補助金を交付する。

○空き家バンク制度の充実　1,289千円
　空き家バンクの情報管理及び発信、空き家バンク登録の周知活動、
全国空き家バンクとの連携
○子育て世帯住宅取得支援事業の実施　31,000千円
　市内の子育て世帯の定住を支援するため、親と同居・近居または生
活サービス拠点内に住宅を取得した場合、奨励金を交付
○定住促進住宅取得等補助金の交付　20,087千円
　市外から移住した子育て世帯・空き家バンク利用者等に対し住宅取
得費用補助
○若者世代等空き家取得奨励金等の交付　3,600千円
　若者世代（39歳以下）又は県外からの移住者の住宅取得を支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

55,976 1,350 30,000 24,626

成果指標 単位 区分 4年度

２款１項６目

企画費

5年度

課題解決や活性化につながるよう、関係機関や市内企業などとの意見
交換やアドバイスを展開したほか、「花巻市内見学ツアー」「岩手県
花巻市フェア」などを通じ、花巻市産商品のＰＲ・販路拡大に取り組
んだ。

(単位：千円）

594

庁内外の課題解決や活性化のため、人的ネットワークやフットワーク
を有するアドバイザーと連携した取組を行う。

○総合企画アドバイザー業務　594千円
　総合企画アドバイザーによる助言や指導、情報提供、花巻産食材の
販路拡大にかかる協議・現地調査や企業誘致に向けた企業訪問やマッ
チング支援等

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

課題解決の件数 件
目標値 2 2

実績値 2 3

594

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類へ引き下げら
れ、行動制限がなくなったことにより交流人口の回復が見られ、成果
指標の目標値並みの実績を達成できた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

広域（花巻・遠野・平泉）観光客入込数
（暦年）

万人
目標値 486.1 500.0

実績値 423.3 493.4
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

⑯ 地域おこし研究所運営事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円

232,756

石鳥谷地域予約乗合バス 3,342

東和地域予約乗合バス 4,033

湯口地区予約乗合タクシー 134 1.2

大迫地域予約乗合バス 3,949

２款１項７目 コミュニティバス利用状況 （単位：人）

交通対策費 路　線　名 利用者数 １便あたり

西南地域予約乗合バス 3,667

市街地循環バス 92,432 12.6

大迫・花巻地域間連絡バス（病院連絡バス含む） 9,396 3.9

定住促進住宅取得等補助金交付人数 人

5年度

研究したプロジェクト数 件
目標値 3 3

実績値

成果指標 単位

目標値 10 17

実績値 20

1,832

空き家バンクの物件登録数は目標値を下回ったものの、前年度を大き
く上回り、一定の成果があった。子育て世代や若者世代、県外からの
移住者を対象とした定住促進住宅等取得補助金、子育て世帯の住宅取
得を支援する子育て世帯住宅取得奨励金について、要件の拡充を図
り、移住・定住を促進した。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

130

市と大学が連携し、まちづくりの課題や各地域課題等の解決に向け、
共同研究を行う。

○地域おこし研究所運営　11,080千円
　まちづくりの課題や地域課題の解決を目指し、市職員それぞれが設
定した研究実証活動を大学・地域と連携し実施
○職員大学院派遣　1,752千円
　重要な政策課題解決に対応する専門的な技術及び知識と能力を有す
る人材を育成するため、職員を慶應義塾大学大学院ＳＦＣ政策・メ
ディア研究科へ派遣

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

35

区分 4年度

一般財源

12,832

3 6

地域おこし研究所の運営については、各班員がテーマとした地域課題
の解決のためのワークショップなどを通じた実証実験に取り組み、研
究を深めることができた。また、実証研究「通い神楽」をモデルとし
た旅行商品が、民間事業者と関係団体との連携によって造成され、実
際に花巻を訪れた方からは大変好評であった。職員の大学院への派遣
については、職員１名が大学院修士課程にて、研究開発活動に取り組
み、修了することができた。

11,000

子育て世帯住宅取得奨励金交付件数 件

空き家バンク物件登録件数 件
実績値 21

実績値 107 100

目標値 40 40

目標値 100

13

２款１項６目

企画費
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決算額 事　業　内　容　説　明科　目

① 公共交通確保対策事業

【事業目的】

【事業内容】

○土沢線代替交通車両改修業務　8,656千円

※次ページへ続く

バス乗り場案内板修正業務、市
所有バス車庫火災警報装置点
検、バスロケーションシステム
導入業務委託、公共交通マップ
デザイン企画業務、土沢線バス
停留所設置業務

1,993バス案内表示改修等

○バス等運行事業補助　162,218千円

○バス運行等業務委託料　6,063千円

項　　目 事業費(千円) 内　　容

予約乗合交通（大迫地
域、石鳥谷地域、東和
地域、西南地域）

4,070

ＡＩ配車システム運用管理業務

○地域連携ＩＣカード導入業務　3,507千円

大迫・岩手医科大学附
属病院・盛岡赤十字病
院連絡バス

3,741

大迫地域から岩手医科大学附属
病院、盛岡赤十字病院を経由し
盛岡駅までの直通バスの運行に
要する補助（平日1往復、第1、
第4土曜1往復）

交通空白地域の解消を目的とし
た予約乗合交通の運行に要する
補助（大迫地域、石鳥谷地域、
東和地域、湯口地区、西南地
域）

広域生活路線バス等 39,305

交通対策費

快適で便利かつ持続可能な公共交通サービスを提供するため、コミュ
ニティバスの運行及び民間路線バスへの運行費補助等を行う。また、
路線バスや予約乗合交通の利用促進を図る。

２款１項７目

○地域公共交通計画策定業務　　8,910千円

予約乗合交通

項　　目 事業費(千円) 内　　容

市街地循環バスふくろ
う号・星めぐり号

35,532

公共施設、医療機関及び市街地
を循環するバス（ふくろう号・
星めぐり号）の運行に要する補
助（毎日各10便）

大迫・花巻地域間連絡
バス

29,464

大迫地域から花巻中心部への直
通バスの運行に要する補助（平
日4往復・土日2往復）

51,226

市内を運行する民間事業者の路
線バスのうち、不採算路線の運
行維持に要する補助（県補助2
路線、市単独補助5路線）

県立中部病院連絡バス 2,950

大迫地域から県立中部病院まで
の直通バスとして、大迫・花巻
地域間連絡バスをＪＲ花巻駅か
ら延伸するバスの運行に要する
補助（平日4往復）
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

※前ページからの続き

【事業の成果】

② 公共交通事業者緊急対策事業

【事業目的】

【事業内容】

地方債

交通対策費

49.0

日常生活で公共交通を利用できる市民の
割合[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値

事業費

18,943 18,943

財源内訳

国・県

(単位：千円）

新型コロナウイルス感染症の影響による利用者の減少と燃料費の高騰
により、公共交通事業者に大きな負担が生じているため、地域公共交
通の維持確保が図られるよう、乗合バス事業者やタクシー事業者に対
し、事業継続に向けた支援金を交付する。

　花巻市内に本社、支社、営業所を有する乗合バス事業者（1社）、
タクシー事業者（14社）への支援金交付

公共交通に満足している市民の割合[ま
ちづくり市民アンケート結果]

％
目標値

79.0

40.1 38.4

実績値 70.8 69.9

80.0

○公共交通事業者緊急対策支援金　18,943千円

定期券購入補助 492

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

50.0

実績値

188,229

○生活バス路線利用促進事業補助金　492千円

項　　目 事業費(千円) 内　　容

○地域連携ＩＣカード導入事業補助金　12,723千円

その他 一般財源

項　　目

市街地循環バスやコミュニティバスの運行、不採算民間路線バスへの
補助を行うとともに、交通系ＩＣカードの導入経費を補助し、市民が
利用しやすい公共交通サービスの提供に努めたほか、効率的で利便性
の高い予約乗合交通を運行し、日常生活の交通手段の確保を図った。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

209,125 20,896

事業費(千円) 内　　容

２款１項７目

地域連携ＩＣカード導
入事業補助

12,723

地域公共交通の利便性の向上の
ため、市内を運行する路線バス
への交通系ＩＣカード導入に係
る事業への補助

○公共交通会議運営　188千円
　花巻市地域公共交通会議委員報酬
○予約乗合バス試乗体験会開催　42千円
　予約乗合バスの利用促進を図るため、試乗体験会を開催
○啓発用印刷物作成等　2,242千円
  時刻表・ポスター等、車庫光熱水費等
○大迫～岩手医大病院・盛岡赤十字病院連絡バス車両購入
4,084千円

路線バス大迫石鳥谷線の利用促
進を図るため、大迫石鳥谷線を
利用する高校生を対象とした通
学定期券購入費への補助
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

③ ＪＲ釜石線利用促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 国際都市推進事業

39,458 【事業目的】

【事業内容】

14

1

２款１項７目

交通対策費

ＪＲ釜石線の維持 路線
目標値 1

実績値

乗降調査や沿線地域住民の意向調査の実施により、利用者や地域の
ニーズを把握することができた。時刻表を掲載したポスターや利用を
促す懸垂幕の作成により、沿線住民のマイレール意識の向上を図っ
た。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

2,409 400

タクシー事業者事業継続件数 事業所
目標値 14

5年度

乗合バス事業者事業継続件数 事業所
目標値 1 1

実績値 1 1

成果指標

実績値 14 13

単位 区分 4年度

2,009

〇調査業務委託　2,156千円
　ＪＲ釜石線の利用状況を把握するための乗降者数の実態把握及び意向
調査、沿線地域住民の意向調査
〇利用促進印刷物等　253千円

ＪＲ釜石線の路線維持のため、地域住民の生活利用の増加を図ること
が必要であることから、利用者のニーズを把握するとともに、沿線住
民のマイレール意識の向上を図るなど、路線維持に向けた取り組みを
行う。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者が大幅に減少し、事
業者の経営環境が急激に悪化した中、事業継続に必要な支援をしたこ
とにより、事業が継続され、地域公共交通の確保が図られた。

20,191 2,258 47 17,886

財源内訳

２款１項８目

(単位：千円）

事業費

花巻市の国際化推進のため、国際交流活動や情報発信の拠点となる花
巻市国際交流センターの運営、公益財団法人花巻国際交流協会が実施
する各種事業の支援を行う。

国際化推進費

国・県 地方債 その他

○花巻市国際交流センター運営等　16,586千円
　花巻市国際交流センターにおける国際都市推進員の雇用・情報発信
等
○公益財団法人花巻国際交流協会事業補助　3,515千円
　多文化共生サロン、市民語学講座、コミュニケーション支援、生活
支援、団体育成、国際フェアinはなまき等
○団体への負担金等　90千円
　岩手県日墺協会会費、JICAボランティアを支援するいわての会負担
金

一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

② 国際姉妹都市等交流推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

※新型コロナウイルス感染症の影響により実績値なし

千円 ① 地域協議会・地域自治推進委員会運営事業

77,830 【事業目的】

【事業内容】

国際化推進費 新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことにより、公益財団法
人花巻国際交流協会による各種講座や国際フェアなどのイベントを通
常開催することができた。また、国際交流センターに国際都市推進員
が常駐したことにより、外国人材の視点による情報発信や多文化共生
に関する講座等を実施することができた。

成果指標

目標値 700

単位 区分 4年度 5年度

交流会・講座等参加者数 人
700

実績値 2,057 1,930

姉妹都市等との交流を推進し多文化理解を深め国際感覚を醸成するた
め、国際姉妹都市等との青少年や市民の派遣及び受入れによる交流事
業を行う。

○公益財団法人花巻国際交流協会補助　9,719千円
　公益財団法人花巻国際交流協会が行う交流研修等事業への補助
　・青少年海外派遣研修、海外青少年受入交流
　・市民等受入、海外来訪者受入
○姉妹都市等交流受入バス借上料　176千円
○ベルンドルフ市への高校生派遣　684千円
○国際姉妹都市提携周年記念事業　8,688千円
　ホットスプリングス３０周年記念式典・市民ツアーの実施

11,856

(単位：千円）

事業費

32

実績値 ※　－ 32

新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことにより、国際姉妹都
市等との直接の交流が再開し、青少年の受入れ・派遣事業やホットス
プリングス市との姉妹都市提携３０周年記念事業の実施により、姉妹
都市等との友好を深め、今後の交流継続を再確認することができた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

人
目標値 32

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

姉妹都市等への派遣人数

19,267 7,411

姉妹都市等からの受入人数 人
目標値 50 50

実績値 2 68

国・県 地方債 その他 一般財源

地区行政費

市のまちづくり総合計画や各種地域計画などについて住民意見を市政
運営に反映するため、地域協議会及び地域自治推進委員会を運営す
る。

○地域協議会・地域自治推進委員会開催　721千円
　開催回数　16回

財源内訳

721 721

２款１項９目

(単位：千円）

事業費

２款１項８目
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

② 地区行政推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 消費生活相談体制整備事業

38,240 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

区長と行政が連携し、行政からの連絡を地域住民に円滑かつ確実に情
報伝達するための、区長会への支援等を行い、行政と市民のパイプ役
として役割を発揮した。

○消費生活相談員の設置　9,998千円
　日常生活上のトラブル等の解決を支援する相談員の配置　4人
○出前講座等啓発活動　381千円
　市民団体等の要請に応じ出前講座を実施
　市ホームページ、コミュニティＦＭ等を活用した啓発
○消費生活相談員研修　382千円
　多様化している相談に対応するための相談員のスキル向上
○消費者行政団体負担金　19千円
　東北及び県内市部の消費者行政団体の連携を目的とした協議会（2団
体）への参加

(単位：千円）

消費者行政対策費

２款１項１１目

消費者トラブルに遭わないように注意している
市民の割合[まちづくり市民アンケート結果]

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

％
目標値 59.5 60.0

10,595

実績値 45.2 74.0

市民の日常生活上のトラブルや困りごとを解消するため、消費生活相
談員を配置し解決のためのあっせんや助言を行うとともに、消費者ト
ラブル防止のため、出前講座などの消費者教育を行う。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

10,780 185

消費生活相談員4人を配置し、寄せられた相談に対しあっせんや助言
を行うことで、契約トラブルなど消費生活問題の解決の糸口を見出す
ことができた。また、悪質商法や特殊詐欺の手口による被害の未然防
止及び被害拡大の抑制に資することを目的として、出前講座を随時開
催するとともに、市ホームページやコミュニティＦＭ等により市民へ
情報提供し、注意喚起するなど啓発活動に注力し、市民の意識醸成を
図った。

地区と行政の連携を円滑にするため、区長を通じて住民へ情報伝達を
行うほか区長会への支援等を行う。

○区長報償費　57,904千円
○広報等配布業務委託　3,239千円
○地区行政運営交付金の交付　14,683千円
○区長業務に係る経費及び区長会運営交付金の交付　1,283千円

地域ごとの課題を検討するため、地域協議会・地域自治推進委員会を
開催し、地域課題への認識を深めるとともに、各地域に関わる各種計
画等に地域住民の意見を反映させた。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

77,109 69,003 8,106

その他 一般財源

２款１項９目

地区行政費
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決算額 事　業　内　容　説　明科　目

② 専門家相談会開設事業

【事業目的】

【事業内容】

　令和5年度末時点の貸付状況 （単位：千円）

【事業の成果】

○無料法律相談会委託　1,200千円
　弁護士による無料法律相談会
○市民生活相談会開催　40千円
　司法書士等による無料法律相談会、人権擁護委員等による市民生活
相談会、消費者信用生活協同組合による消費者救済資金貸付相談会

２款１項１１目

法律無料相談会(司法書士) 15 65

消費者救済資金貸付相談会 6 11

法律無料相談会(行政書士) 3

○消費者救済資金貸付金預託金　26,000千円
　債務の整理等に要する資金貸付のための預託　2金融機関

債務整理等資金 生活再建資金

預託先 東北労働金庫 岩手銀行

預託額

市民が抱える法的問題等の解決を支援するため、弁護士等の専門家に
よる相談会を開設する。

貸付枠 預託額の4倍 預託額の等倍

○人権擁護団体及び犯罪被害者支援団体への支援　220千円
　花巻人権擁護委員協議会及びいわて被害者支援センター

消費者行政対策費

4,786

件数

貸付実施者 消費者信用生活協同組合

貸付限度額 5,000千円 1,000千円

うち新規分 13 22,390 7 2,060

貸付利率 年9.10％ 年8.525％

41

相談会名 開催回数 相談件数

法律無料相談会(弁護士) 24 157

19,000千円 7,000千円

4

市民生活相談会(人権擁護委員、行政相談委員) 48

26,000 1,460

償還期間 10年以内 6年以内

貸付状況
債務整理資金 生活再建資金

件数 貸付残高(貸付額)

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

貸付残高(貸付額)

総貸付分 46 53,993 16

市民が抱える高度な法的知識を必要とする諸問題に対して、法律の専
門家との相談を通じて適切な判断がなされることにより、よりよい解
決への道筋を立てることができた。

地方債 その他 一般財源

27,460
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 交通安全推進事業

25,012 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 高齢者運転免許返納支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

運転免許証の自主返納者数（65歳以上）
（暦年）

人
目標値 450 372

実績値 379 351

高齢運転者の交通事故防止を図るため、自動車運転免許証返納者に対
する交通手段確保の一助となる支援策を行うことで、運転に自信のな
くなった高齢者が運転免許証を自主返納しやすい環境を作った。

成果指標 単位 区分

514 20,888

事業費
財源内訳

目標値 14,000 14,000

実績値 10,058 10,557

国・県

２款１項１２目

市民の交通安全意識を高めるため、交通指導員による街頭指導や交通
安全関係団体への支援を行う。

○交通指導員の設置　13,783千円
　交通指導員数　55人（令和6年3月31日現在）
○交通安全専門員の設置　5,291千円
○交通安全関係団体支援　3,721千円
○交通災害共済　31千円

事業費
財源内訳

一般財源

交通安全推進費

4年度 5年度

2,186 630 1,556

高齢運転者の交通事故防止を図るため、運転に自信のない高齢者が運
転免許証を自主返納しやすい環境をつくり、運転免許証を自主返納し
た高齢者への支援を行う。

○高齢者運転免許返納支援　2,186千円
　65歳以上の運転免許証自主返納者に対し、バス及びタクシーの利用
料金の一部を助成
　助成券交付人数（1人あたり10,000円分）　289人
　助成券利用枚数（1枚100円）　19,729枚

(単位：千円）

交通安全教室参加者数 人

地方債 その他

交通事故のない安全で安心なまちづくりのため、関係団体と連携して
街頭啓発活動、交通安全教室を実施し、交通安全意識の高揚を図るこ
とができた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

22,826 1,424
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 花と緑の創出事業

14,092 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 自主防災組織支援事業

138,933 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

美化推進費

花と緑に親しむ機会を創出するため、花いっぱい運動や公共緑化の管
理を行う。

○花と緑のまつり２０２３の開催　4,000千円
○花と緑の会への活動支援　100千円
○花いっぱい運動の支援　6,055千円
○公共緑化業務等　3,558千円
　

5年度

花壇実践登録件数（花苗供給を受けた団
体・個人）

件
目標値 350 350

実績値 338 338

２款１項１３目

花いっぱい運動の普及、推進を市内全域に浸透させるため、花苗配布
を継続し、市内花壇の充実に努めた。

成果指標 単位 区分 4年度

13,713 9,000 4,713

(単位：千円）

団体

4年度 5年度

940

２款１項１５目

900

目標値

地域住民による自主的な防災活動を促進するため、自主防災組織の活
動と未組織地域における設立を支援する。

○自主防災組織支援　190千円
　出前講座や訓練支援、自主防災アドバイザーの派遣による活動支援
○地域防災組織支援  900千円
  自主防災組織による災害用資機材の整備を支援
○防災士資格取得支援事業補助金　750千円
　自主防災組織が推薦する方の資格取得費用を補助　16人

3 3

実績値 9 6
自主防災組織結成数

成果指標 単位 区分

防災費

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

目標値 99.0 100.0

実績値 96.9 98.4

自主防災組織の体制強化や防災訓練の実施にあたっての助言、研修会
への講師派遣等を通じて活動の活発化を図ることができた。

自主防災組織数累計 団体
目標値 220 220

実績値 225 231

自主防災組織の結成割合（世帯数） ％

1,840
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 災害用物資備蓄事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 建築物耐震対策促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

アルファ米や飲料水等の備蓄品の賞味期限に応じた更新を行ったほ
か、指定緊急避難場所に配備した非常用発電機が確実に始動するよう
定期点検整備を実施した。また、能登半島地震被災地に救援物資とし
て提供した災害用物資の補充を実施した。

国・県

ブロック塀等の安全確保を促進するため広報活動を行い、震災に強い
まちづくりの推進に取り組んだ結果、危険なブロック塀の除却等が9
件実施された。

成果指標 単位 区分 4年度

1,896

地方債 その他 一般財源

ブロック塀等の安全確保を促進するため、市内のブロック塀等の所有
者等が行う耐震改修工事等の費用の一部を助成する。

○ブロック塀等の耐震改修工事等費用の補助　3,598千円
　ブロック塀等の耐震改修工事等費用の2/3を補助
　（補助対象限度額80,000円/m）
　交付件数　9件

(単位：千円）

事業費
財源内訳

1,702

ブロック塀等安全確保事業費補助金 件

3,598

5年度

4 4

実績値 4 9

目標値

２款１項１５目

防災費

災害発生時の初動対応のため、水や食料、毛布等の物資を備蓄する。

○災害用物資の備蓄・配備　3,898千円
　・保存食 アルファ米3,000食(ご飯2,250食、お粥750食)(更新）
　・飲料水 5年保存水2,820リットル(更新）
　・粉ミルク11,260ｇ（うちアレルギー対応3,200ｇ)(更新）
　・液体ミルク768本（更新）
　・ダンボールベッド200台（追加）
○避難所環境整備　1,247千円
　・災害用発電機点検業務委託　全80台中40台を点検
○新規指定緊急避難場所用物資購入　1,272千円
　・ＡＥＤ3台 ・ポータブル電源3台 ・避難所用トイレ2台
○災害用物資輸送業務委託　618千円
　・能登半島地震救援物資配送輸送業務委託
○能登半島地震救援物資提供分の災害用物資補充　2,805千円
　・携帯トイレ1,000個・紙おむつ1,536枚・生理用品2,400枚
　・トイレットペーパー384巻・避難所用プライバシーテント203張

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

9,840 9,840
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決算額 事　業　内　容　説　明科　目

④ 木造住宅耐震化推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 避難対策事業

【事業目的】

【事業内容】

災害時における迅速な避難及び避難所の円滑な運営を行うため、環境
整備を行う。

20,000 26,270

○避難行動要支援者名簿の整備　6,176千円
　新規対象者への案内及び避難支援等関係者への名簿提供等
○指定緊急避難場所等の環境整備　9,657千円
　指定緊急避難場所等の環境整備（誘導看板、公衆無線ＬＡＮ整備）
　備品・消耗品の購入（無線機更新、スロープ、ブルーシート等）
○災害ＦＭ放送設備等環境整備業務　11,442千円
　災害ＦＭ演奏所及び送信所の機器更新
○防災ラジオ配布　18,995千円
　新たな「土砂災害が発生するおそれのある箇所」に居住する世帯に
対し防災ラジオを無償貸与
○大迫地域防災行政無線設備更新業務委託　40,700千円
　親局操作卓設備等の更新

(単位：千円）

事業費
財源内訳

86,970 40,700

国・県 地方債 一般財源

建築物の耐震化に対する市民の意識啓発を図るため、広報活動を行っ
たほか、木造住宅が連なっている主要な道路沿いの住民を対象に耐震
化促進の資料を配布するなど、震災に強いまちづくりの推進に取り組
んだ結果、耐震診断が15件、耐震補強工事が１件実施された。

その他

1,426 790

○木造住宅耐震診断事業  426千円
　昭和56年5月31日以前に建築された2階以下の木造住宅を対象
　診断件数　15件
○木造住宅耐震補強工事等助成事業　1,000千円
　耐震補強工事費用の一部を補助（補助率4/5、最大100万円/件）
　耐震補強工事　1件

簡易耐震補強工事実施件数 件
実績値 0 0

目標値 1 1

成果指標 単位

耐震診断実施件数 件

耐震補強工事実施件数 件
0 1実績値

区分 4年度

安心・安全なまちづくりを進めるため、現行の耐震基準に満たない住
宅の耐震化を推進する。

２款１項１５目

防災費

目標値 1

636

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1

5年度

実績値 10 15

10目標値 10
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

千円 ① 賢治のまちづくり推進事業

81,464 【事業目的】

【事業内容】

○賢治を学ぶ場づくり　8,858千円

○賢治イベントの開催　66,105千円

※次ページへ続く

２款１項１５目

防災費

２款１項１６目

全国高校生童話大
賞

全国の高校生から童話作品を募集し表彰　応募
総数564篇、金賞1人、銀賞3人、銅賞7人
表彰式12/9

賢治フェスティバ
ル

童話村の自然と光のオブジェを融合させ賢治の
作品世界を表現する「童話村の森ライトアップ
２０２３」を7/22～10/29の毎週土曜日、日曜
日、祝日、お盆期間8/11～8/16に開催
入場者27,054人（期間合計）

推進費 宮沢賢治及び賢治のまち花巻に魅力を感じる市民及び来訪者を増やす
ため、賢治の作品や考え方に触れる機会を提供する。

映像・音楽・朗読等を通じて、賢治の多面的な
魅力に迫る「イーハトーブフェスティバル２０
２３」は8/26～8/27開催
入場者6,400人（両日合計）

宮沢賢治創造芸術
公演

賢治作品を題材とした芸術公演の鑑賞
ミュージカル「賢治さんの贈り物」1/28開催
来場者598人（一般532人、小中高生66人）

宮沢賢治没後９０
年事業

「チェロでつづる宮沢賢治の世界」11/25開催
来場者634人

宮沢賢治記念館特
別展

「本物に出会える空間」として資料を定期的に
入れ替えながら展示
「カイロ団長」　R4/10/1～R5/5/7
「銀河鉄道の夜」前期 5/13～9/10
「銀河鉄道の夜」後期 9/16～R6/2/12
「山男の四月」　R6/2/23～5/6

宮沢賢治関連全国
大会

賢治に関連した全国俳句大会の開催に要する経
費を補助　応募者437人　大会9/24

賢治のまちづくり

宮沢賢治賞・イー
ハトーブ賞

賢治の名において優れた研究・評論・創作・実
践活動を表彰　宮沢賢治賞1、イーハトーブ賞
1、宮沢賢治賞奨励賞1　贈呈式9/22

賢治セミナー
市民講座として賢治セミナーを全4回開催
延べ参加者81人

「賢治の世界」
セミナー

市内小中学校、高校、一般を対象に、宮沢賢治
作品をわかりやすく紹介する出前講座等を全16
回開催　参加者1,321人

区分 4年度 5年度

「賢治の世界」
ワークショップ

宮沢賢治作品に関わる「ゆかりの地探訪」等の
ワークショップを全3回開催　参加者58人

自然災害時における避難場所を知っている市
民の割合[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 94.0 95.0

実績値 86.1 83.7

県が公表した新たな「土砂災害が発生するおそれのある箇所」に居住
する世帯に対し防災ラジオを無償貸与することにより、住民に対する
防災情報の伝達手段の充実を図った。また、指定緊急避難場所へ誘導
する案内看板を設置することにより、住民だけでなく観光客等の通行
人の非常時の安全確保を図った。

成果指標 単位
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決算額 事　業　内　容　説　明科　目

※前ページからの続き

○賢治イベントの開催（繰越明許費）3,002千円

○賢治の香りあふれるまちの整備　242千円

○賢治情報の発信　2,442千円

【事業の成果】

千円 ① 国内友好都市交流推進事業

34,681 【事業目的】

【事業内容】

日常の生活の中で宮沢賢治の作品や考え方に
触れる機会があると思う市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 63.0 65.0

実績値 51.3 51.3

成果指標 単位 区分

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

事業費
財源内訳

２款１項１６目

4年度 5年度

7,595

新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことにより、以前の水準
で賢治を学ぶ場づくりやイベントを開催し、賢治に触れる機会の提供
に努めるとともに、市内外に向けて賢治情報の発信を行ったことによ
り「賢治さんの香りあふれるまち」への醸成が図られた。

77,647

国・県 地方債 その他 一般財源

3,002

国・県 地方債 その他 一般財源

3,002

イギリス海岸の由来や年代別の写真を掲載した
リーフレットを国及び市民団体と作成
発行数800部

イギリス海岸リー
フレット作成

賢治カレンダー作
成

賢治ゆかりの地や市内イベント日程、おみやげ
品などの情報を掲載したカレンダーを作成し、
市内外へ配布
8月発行数15,000部　3月発行数19,000部

70,052

賢治をテーマとした絵を市内外から募集し、優
秀作品を新花巻駅から宮沢賢治記念館までの沿
道に展示
オブジェ10基、展示期間4/1～R6/3/31

賢治アートスト
リート事業

(単位：千円）

事業費
財源内訳

映画「銀河鉄道の父」タイアップ事業の実施
特別試写会 4/8開催　来場者524人
パネル展及び賢治関連施設3館周遊スタンプラ
リー　4/29～6/25

宮沢賢治没後９０
年事業

賢治のまちづくり

推進費

1,454 1,454

２款１項１７目

諸費

友好都市（神奈川県平塚市・青森県十和田市）との都市交流を推進す
る。

○友好都市との交流　1,454千円
　花巻市友好都市交流委員会が実施する事業に対し補助金を交付し、
自然体験交流事業、市民ツアーなどを実施

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

② 防犯推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 市民憲章推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

86.7

市民の防犯意識高揚のため、防犯パトロール車による広報パトロール
活動、コミュニティＦＭ等を活用した安全情報の提供を行い、広く市
民の防犯意識を高めることができた。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

6,013 6,013

市民の防犯意識を高めるため、安全安心まちづくり大会の開催や防犯
協会への支援を行う。

○花巻市防犯協会の活動支援　5,000千円
　安全安心まちづくり大会の開催、防犯パトロール、啓発活動、防犯
教室の開催、防犯メール配信やコミュニティＦＭを活用した情報提供
の実施
○空港周辺地下道防犯対策　1,013千円
　緊急通報装置の管理　3台
  映像記録用防犯カメラの更新　2台

外出時に施錠している市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 86.0 86.0

実績値

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

86.1

諸費 新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことにより、市民ツアー
や自然体験交流事業など、友好都市との交流事業を通常通り再開する
ことができた。また、情報誌を4回発行し、構成団体や市内小学校、
振興センター等に配布するとともに市ホームページに掲載し、友好都
市についての情報を広く発信することができた。

成果指標 単位 区分

２款１項１７目

4年度

市民憲章の市民への浸透を図るため、花巻市市民憲章推進協議会の活
動を支援する。

○花巻市市民憲章推進協議会活動支援　300千円
　花巻市市民憲章推進協議会の事業への補助
○市民憲章推進業務に係る経費　34千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

5年度

友好都市交流事業参加人数 人
目標値 200 200

実績値 118 353

市民憲章の市民への浸透を図るため、花巻市市民憲章推進協議会への
活動支援を行い、市民憲章運動（まちづくり運動）の推進の拡大に成
果があった。

334334
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ コミュニティ助成事業推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 被災者支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

自主的な地域づくり活動を推進するため、住民の活動拠点施設の整備
や住民組織活動に対する支援を行う。

5年度

一般財源

２款１項１７目

諸費

国・県 地方債 その他

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

22,500 22,400

市内に居住する震災被災者の交流活動の促進と経済的負担の軽減を図
るため、各種助成を実施する。

採択件数 件
目標値 3 3

実績値 3 5

（一財）自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業による支
援により、コミュニティ活動に直接必要な設備等の助成を行い、地域
コミュニティの活動の充実・強化や、地域社会の健全な発展と住民福
祉の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度

被災者交流事業参加実世帯数 世帯
目標値 22 15

実績値 10 13

引越補助金の交付やタクシー券の助成により、被災者の経済的負担が
軽減した。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

3,210 3,210

○被災者交流活動支援事業補助金　238千円
　被災者支援団体が行う被災者交流事業の経費への補助　1団体1事業
○被災者支援タクシー券助成　230千円
　自動車を所有しない65歳以上のみの世帯へタクシー券を交付 18人
○被災者生活支援相談事業　2,742千円
　高齢化、孤立化に伴う被災者の支援ニーズの多様化・複雑化に対応
するため、生活支援相談事業（見守り）を実施

100

○一般コミュニティ助成事業による支援　7,500千円
　申請団体 4団体(郷土芸能備品整備 2団体、公民館備品整備 2団体)
　採択団体 4団体(郷土芸能備品整備 2団体、公民館備品整備 2団体)
○コミュニティセンター助成事業による支援　15,000千円
　申請団体 1団体(集会施設の建設)
　採択団体 1団体(集会施設の建設)

(単位：千円）

事業費
財源内訳

- 31 -



科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 １

176,604 　(１)　個人市民税（現年課税分） （単位：人、千円）

　(２)　法人市民税（現年課税分）　 （単位：件、千円）

　(３)　種別割（現年課税分） （単位：台、千円）

　(４)　市たばこ税（現年課税分） （単位：本、千円）

※手持品課税は、たばこ税の税率変更時に適用

　(５)　入湯税（現年課税分） （単位：人、千円）

※ 非課税者133,123人を除く

区　　　分 入 湯 客 数

558,671 83,801

日帰

44,368 1,553
自炊旅館

宿泊 33,208 2,325

日帰

公的機関 0 0

その他の入浴施設(日帰) 180,594 6,321

計 977,739 105,263

計 110,809,699 726,025

税　　　率

製造たばこ 110,809,699 726,025

7,885 39,618

408

調定額 7,610 18,345 336,812 8,214 370,981

減免台数 0 6 402 0

小 型
二輪車

計

登録台数 3,607 7,922 40,089 1,369 52,987

160,898 11,263

1,369 52,470

非課税台数 9 31 69 0 109

6,552円/千本

手持品課税分 0 0

課税台数 3,598

軽 自 動 車

調　定　額

一般旅館
宿泊

品　　名 売 渡 本 数 調　定　額

　　2月 322 52,029

　　3月 151 33,682

区分
原 付
自転車

小 型 特 殊
自 動 車

 5年4月 166 19,140 （参考）
 納税義務者数
　1号法人　1,644
　2号法人     15
　3号法人    417
　4号法人     37
　5号法人     81
　6号法人     22
　7号法人     85
　8号法人      9
　9号法人     15
　　計     2,325

    5月 558

計 2,916 617,701

   12月 126 31,708

 6年1月 84 17,620

146,854

　　6月 338 89,359

　　7月 202 24,267

　　8月 250 46,696

　　9月 176 28,296

   10月 179 22,000

   11月 364 106,050

年月 申告件数 調定額 備　　　　　考

普通徴収

現　年　度　分 10,001

4,033,787合　　　　　　計 47,985

663,181

過　年　度　分 195 14,375

計 10,196 677,556

特別徴収

現　年　度　分 37,621 3,338,177

退 職 分 離 分 168 18,054

計 37,789 3,356,231

２款２項２目 市税の賦課状況

賦課徴収費

区分　＼　年度
令和5年度

納税義務者 調定額
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

　(６)　固定資産税（現年課税分）

　　ア　課税の状況 (単位：千円)

※

※

　　イ　納税義務者数の状況（固定資産概要調書） (単位：件)

　　ウ　固定資産評価状況（固定資産概要調書）

(単位：ha、筆)

家屋 (単位：万㎡、棟)

償却資産 (単位：人、百万円)

　(７)　国有資産等所在市交付金 (単位：千円)

２　督促状発送状況

非木造 252.1 11,606

計 1,011.1

区分 納税義務者数 決定価格

畑 2,759.0 28,857

宅地 3,184.7 101,874

24,492.5 35,738

原野 2,943.3 32,775

木造 759.0 63,593

評価総棟数

法人 1,872 99,958

計 4,792 101,889

区分 土地 家屋 償却資産 計

交付金(国県有資産) 166,862 16,957 36,964 220,784

土　　地 41,417 32,499 (30万円以上)

104,296

家　　屋 39,511 35,302 (20万円以上)

償却資産 4,792 1,406

1,680,624 2,696,724 1,354,909

評価総筆数

田 13,361.1

調　定　額

(150万円以上)

土地

２款２項２目

賦課徴収費

区分 土地 家屋 償却資産 計

課　税　額 1,683,400 2,714,827 1,411,684 5,809,911

減免等の額 18,103 56,775 77,6542,776

個人

区分 評価総床面積

2,920

区分 評価総地積

　減免等の額は、生活保護、公益、公衆浴場及び災害の減免並び
に過疎法、企業立地奨励及び復興産業集積区域の免除の額。

区分 総数

（ 合 計 ） 28,727 件 533,035 千円

区　　分 件数 税額

1,931

75,199

5,732,257

　土地、家屋、償却資産の区分は課税標準額の割合による。

雑種地等 1,152.9 16,318

計

市 県 民 税
普徴 6,008 件 156,965 千円

特徴 1,463 件 37,231 千円

法定免税点以上

47,893.5 319,858

山林

法 人 市 民 税 114 件 8,206 千円

固 定 資 産 税 17,247 件 289,331 千円

軽 自 動 車 税 3,860 件 30,991 千円

入 湯 税 35 件 10,311 千円
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

３　不納欠損処分状況

４　滞納処分状況（国保税を含む）

(対象税額の単純タテ計と合計欄は一致しない)

（１）口座振替

（２）コンビニ収納

（３）クレジットカード収納

※ネットバンキング収納（ペイジー）の件数を含む。

２款２項２目

賦課徴収費
区　　分 欠損額 人数 件数

15,449 千円 417 人 1,010 件

入 湯 税 0 千円 0 人

467 千円 1 件 0 千円

1 件

動 産

債 権 64,772 千円 489 件 44,980 千円 739 件

そ の 他

3,945 千円 9 件 430 千円

（ 合 計 ） 61,431 千円

５　納税方法別の件数・利用割合状況

45,737 千円 742 件508 件

軽 自 動 車 税 52,123 件 11,288 件 21.7%

区　　分 期別件数 振替件数

固 定 資 産 税

（参考）市税全体 357,448 件 72,160 件 20.2%

市県民税（普徴） 34,815 件 16,342 件 46.9%

利用割合

市県民税（普徴） 34,815 件 6,226 件 17.9%

54,646 件 33.4%163,789 件

軽 自 動 車 税 52,123 件 166 件

軽 自 動 車 税 52,123 件 24,784 件 47.5%

利用可能の上記3税 250,727 件 95,835 件 38.2%

0.4%

（参考）市税全体 357,448 件 1,039 件

（参考）市税全体 357,448 件 95,835 件 26.8%

0.3%

利用可能の上記3税 250,727 件 1,039 件

0.3%

243 件 0.7%

固 定 資 産 税 163,789 件 630 件

274 人 732 件

459 千円 48 人 64 件

区　　分
差　　押 換価・取立

対象税額 件数 金額 件数

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

12,716 千円

固 定 資 産 税 163,789 件 54,709 件 33.4%

327 千円 2 件

取扱件数 利用割合区　　分 期別件数

利用可能の上記3税 250,727 件 72,160 件 28.8%

1,621 千円 9 件

90 人 208 件

法人 252 千円 5 人 6 件
市 県 民 税

個人 2,022 千円

0 件

不 動 産

0 件

（ 合 計 ）

0.4%

区　　分 期別件数 取扱件数 利用割合

市県民税（普徴） 34,815 件
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

（４）スマートフォン決済（PayPay）

（５）地方税共通納税システム

（６）年金特別徴収

千円 ① 証明書コンビニ交付サービス事業

173,415 【事業目的】

費

【事業内容】

【事業の成果】

２款２項２目

賦課徴収費

250,727 件 2,582 件

360 件

固 定 資 産 税

区　　分 期別件数

市県民税（特徴） 103,694 件 4,997 件 4.8%

1.0%

軽 自 動 車 税 52,123 件

固 定 資 産 税 163,789 件 26,408 件 16.1%

市県民税（普徴）

軽 自 動 車 税 52,123 件 8,860 件 17.0%

利用可能の上記5税 13.2%357,448 件 47,005 件

区　　分 期別件数 取扱件数 利用割合

（参考）市税全体 357,448 件 2,582 件 0.7%

0.7%

利用可能の上記3税

区　　分 期別件数 取扱件数 利用割合

3,027 件 479 件 15.8%法 人 市 民 税

34,815 件 6,261 件 18.0%

市県民税（特徴） 103,694 件 48,832 件 47.1%

（参考）市税全体 357,448 件 48,832 件 13.7%

（参考）市税全体 357,448 件 47,005 件 13.2%

取扱件数 利用割合

市県民税（普徴） 34,815 件 582 件 1.7%

住民票や戸籍謄本等のうちコンビニで交
付された割合

％
実績値 15.3 27.1

10,212

各種証明書のコンビニ交付サービスの継続実施により、市民の利便性
を高めることができた。

成果指標 単位

10,212

区分 4年度 5年度

目標値 15.3 21.7

国・県 地方債 その他 一般財源

２款３項１目

市民が利用しやすい窓口サービスを提供するため、個人番号カードを
利用したコンビニエンスストアでの各種証明書交付サービスを行う。

○各種証明書のコンビニ交付サービス　10,212千円
　交付場所：キオスク端末が設置されている全国のコンビニエンスス
　　　　　　トアなど（市内は、セブンイレブン、ローソン、ファミ
　　　　　　リーマート、ユニバース）
　交付時間：午前6時30分～午後11時（戸籍謄・抄本、戸籍の附票の
　　　　　　写しは、平日の午前9時～午後5時15分）
　交付証明書：住民票の写し、印鑑登録証明書、課税（所得）証明
　　　　　　　書、戸籍全部・個人事項証明書（戸籍謄・抄本）、
　　　　　　　戸籍の附票の写し

(単位：千円）

事業費
財源内訳

戸籍住民基本台帳

163,789 件 1,640 件 1.0%
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　安心して子育てができる環境づくりを推進するため、小学生から高校生等までの医療費助成の認定基
準であった所得制限を撤廃し、市内のすべての子どもが医療費助成の対象となったほか、市内医療機関
に限定していた高校生等の窓口での支払いが軽減される現物給付方法を、県内医療機関まで拡大するこ
とで、子育て世代の経済的負担を軽減した。
　子育て環境の充実を図るため、新たに保育所等を利用しない世帯を対象とした在宅育児支援事業を実
施したほか、第３子以降副食費等負担軽減事業など市独自の取組を継続して実施した。また、第２期花
巻市子ども・子育て支援事業計画（イーハトーブ花巻子育て応援プラン）に基づく子育て支援事業の推
進に努めた。
　妊娠・出産、子育てへの支援として、伴走型相談支援と経済的支援を一体的に行う出産・子育て応援
交付金交付事業により、妊婦や子育て世帯へ利用できるサービス等の情報提供や、経済的負担の軽減を
図ったほか、保健師や助産師が乳児がいる全ての世帯を訪問する子育て支援家庭訪問事業により、子育
てに関する不安や悩みの軽減に努めた。

【介護サービスの充実】

　認知症高齢者グループホームの９床の整備を行い入所待機者解消を図るとともに、介護施設の新型コ
ロナウイルス感染拡大のリスクを低減するため、介護施設の設備補助を行い、介護サービスの向上を
図った。また、介護人材の確保と定着を図るため、新たに家賃補助を行うとともに、市奨学金の返還補
助や将来の介護人材育成に向けてお仕事セミナーを実施した。

【障がい福祉サービスの充実】

　障がい者の自立と社会参加を促進するため、障がい者の能力や適性に応じ、各種障がい福祉サービス
の提供と医療費の給付を行った。また、障がいの特性や発達段階に応じた適切な療育支援が受けられる
よう、保健・医療・福祉・教育の関係機関が連携を図り、児童発達支援や放課後等デイサービス等の障
がい児通所支援を行った。

３　民生費

【地域福祉の推進】

　地域福祉訪問相談員の配置等、支援が必要な世帯の見守りを行い、民生委員の負担軽減を図った。ま
た、電力・ガス・食料品等の価格高騰の影響により経済的に困窮している世帯や子育て世帯に対し、支
援金を給付した。

【妊娠・出産の環境づくりの推進】

　妊産婦の健康づくりを推進するため、妊娠５か月に達する月の初日から出産した翌月末までの妊産婦
に医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付を実施することで、妊産婦及びその配偶者の経済的負
担を軽減した。

【地域における子育て支援の推進】

　児童の健全育成のため、学童クラブの事業運営委託を実施したほか、学童クラブの待機児童が発生す
る可能性が高かった若葉小学校区へ新たな学童クラブの開設を行い利用需要の増加への対応に努めると
ともに、南城学童クラブの屋根塗装を実施し、放課後や長期休暇期間等における児童の安心安全な居場
所づくりに努めた。
　子育ての不安感等を緩和し、子どもの健やかな成長を支援するため、市内６か所に設置した地域子育
て支援センターにおいて、未就学児とその保護者が遊びを通して交流できる場を提供し、育児不安等へ
の相談対応や各種の子育て講座の開催等により、保護者が子育てにゆとりと自信がもてるよう支援に努
めた。また、ファミリー・サポート・センターにおける有償ボランティアによる児童の預かり、送迎な
どの援助活動により、地域における子育て支援の推進を図った。

【障がい者の自立した生活の支援】

　障がい者が住み慣れた地域で安心して生活するため、専門相談員等を配置したほか、医療的ケア児等
とその家族の支援を行う医療的ケア児等コーディネーターを配置し、個々の状況に応じた総合的・包括
的な支援を行った。また、障がい者自身の重度化・高齢化・家族からの支援が受けられなくなった場合
を見据え、緊急時の受入体制の構築、グループホームの入居体験の機会を設けるなど、地域生活支援拠
点等の運営を行った。

【子育て支援体制の強化】
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千円 ① 福祉相談体制充実事業

1,625,840 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

【保育環境の充実】

　公立保育園の安心安全な保育環境を維持するため、太田保育園屋根塗装工事や湯口保育園駐車場整備
を行ったほか、年次計画に従い冷暖房機器や屋外遊具等の設備を更新した。また、宮野目保育園の電気
照明設備をＬＥＤに更新し、公共施設の脱炭素化を図った。

【青少年の非行防止】

　少年の非行防止のため、少年補導委員や関係機関との合同で街頭活動や広報啓発活動、有害図書調査
を実施したほか、県及び県内各市少年センターとの事例検討会や各種研修会などへ参加し、非行問題に
関する傾向や対策などの情報共有を図った。

【保育サービスの充実】

　働きながら子育てをする家庭を支援するため、待機児童の解消を目的とした私立保育園等に勤務する
保育士等への家賃補助や奨学金返済支援補助などの経済的支援による保育士確保策を継続実施した。ま
た、保育施設等への保育委託や給付の実施、市内私立保育園等が行う多様な保育サービスや地域での子
育て活動、設備整備等への支援を通じて、保育サービスの充実に努めた。

地域住民が抱えている様々な問題を解決するため、民生委員・児童委
員や地域福祉訪問相談員を配置し、関係機関等との連携を図りながら
広く相談に応じる。

○民生相談　20,107千円
　支援を必要とする地域住民への訪問や相談　8,958件
　民生委員・児童委員245人
○地域福祉訪問相談　28,291千円
　民生委員・児童委員と連携し、一人暮らし高齢者等への訪問相談を
行い民生委員活動の負担を軽減（地域福祉訪問相談員10名配置）
　訪問回数　9,554件

事業費
一般財源

100.0実績値

100.0

実績値 100.0 100.0

目標値 100.0 100.0

20 48,378

地域福祉訪問相談員充足率（4/1時点） ％
目標値 100.0

48,398

(単位：千円）

社会福祉総務費

民生委員・児童委員と地域福祉訪問相談員が連携し、住民が抱える
様々な暮らしの相談に幅広く応じ、相談内容に応じた関係機関へつな
ぐことで、住民の課題解決が図られた。

成果指標 単位 区分

％

地方債 その他

財源内訳

国・県

98.8

4年度 5年度

民生委員・児童委員充足率（4/1時点）

３款１項１目

科　目 決算額 事　業　内　容　説　明
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 地域福祉推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

※サロン活動（地域での交流の場）件数を含む

③ 婦人相談事業

【事業目的】

【事業内容】

87,301

３款１項１目

1,386

人

女性の生活の安定と自立を図るため、家庭内暴力（ＤＶ）や離婚など
に関する女性からの相談に応じ、必要な助言・指導等を行う。

福祉ボランティア活動件数

75,000

実績値 5,448 4,882

保健福祉に関わる複雑な課題に的確に対応するため、地域福祉専門員
の配置等、保健福祉関係機関が連携し、花巻市保健福祉総合計画に基
づく福祉のまちづくりを推進する。

国・県 地方債

2,788

○福祉情報の発信　1,840千円
　地域福祉専門員による広報はなまき等を活用した情報の発信、地域
福祉推進のための情報収集、相談受付、助言等
○団体活動支援　85,461千円
　ボランティアセンター事業補助金
　総合福祉センター管理運営事業補助金
　花巻地区保護司会事業補助金
　岩手県更生保護協会事業補助金
　花巻市社会福祉協議会事業補助金
　花巻市社会福祉大会開催事業補助金

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

4年度

市内福祉団体によるボランティア活動や情報発信への支援を行ったほ
か、会議、研修会へ参加し関係機関との連携を図った。福祉施設にお
いては、感染リスクへの危惧によりボランティアの要請控えがあった
ことから、感染症予防に係る研修の開催等、対策を検討する必要があ
る。

成果指標

件

(単位：千円）

○婦人相談　2,700千円
　家庭内暴力や離婚問題等に悩む女性への助言指導の実施
　　婦人相談員の配置 1人
　　婦人相談と助言指導の実施 100件
○母子・父子及び寡婦福祉資金貸付
　申請受付と県への進達　24件
○女性のための無料弁護士相談業務委託　88千円
　困難な問題を抱える女性を対象とした無料弁護士相談
　　年２回（4人×30分×2回）

単位 5年度

目標値 10,000 10,000

その他 一般財源
事業費

財源内訳

区分

福祉ボランティア活動参加者数

1,402

12,301

目標値

社会福祉総務費

3,000 3,000

実績値 1,869 1,553
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

④ 子育て家庭支援給付事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 成年後見制度利用促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

地方債 その他 一般財源

取得した資格を生かした職種への就職率

○成年後見相談窓口の設置　6,891千円
　制度利用の相談対応や市長申し立てによる制度利用支援を行うた
め、専門職員3人を配置
○成年後見制度等、権利擁護支援の普及啓発　72千円
　講演会や広報、ホームページ等を活用した情報発信
○権利擁護支援の地域連携体制の整備　39千円
　要支援者の早期発見・早期対応への連携体制の整備に向け、後見専
門職を始め、福祉、地域、医療等の多分野の関係者との協議を実施

(単位：千円）

事業費
財源内訳

7,002 543 6,459

ひとり親家庭の自立と経済的な安定を図るため、資格取得に向けた講
座の受講等を支援する。

国・県

権利擁護支援を必要とする高齢者等が適切な制度利用につながるよ
う、一次相談機関や後見専門職との連携が図れた。

100.0 100.0

実績値 100.0 100.0

区分 4年度

100.0 100.0

実績値 100.0 100.0

4年度 5年度

必要な方が成年後見制度利用につながっ
た割合

％

目標値

給付金を支給して就労に有利な資格を取得するための支援をすること
により、母子家庭の母又は父子家庭の父の生活の負担軽減を図り、就
労意欲を高めることができた。

1,712

解決に向けて方向性を見出せるように
なった女性の割合

1,283

その他 一般財源

目標値

成果指標 単位

目標値
％

4年度 5年度

女性からの相談に応じ、助言指導することにより、問題解決に向けて
の方向性を導いた。

成果指標 単位 区分

実績値 100.0 100.0

３款１項１目

社会福祉総務費

○自立支援教育訓練給付金　32千円
　ひとり親家庭の父又は母が、指定した教育訓練講座を受講修了した
場合に、経費の一部を給付金として支給　実績1名
○高等職業訓練促進給付金　1,680千円
　ひとり親家庭の父又は母が対象資格（看護師、介護福祉士、保育
士、理学療法士、作業療法士、准看護師、歯科衛生士、栄養士、調理
師、理容師、美容師）の養成訓練を受講する期間、給付金を支給
実績1名

(単位：千円）

事業費
財源内訳

75.0 95.0

国・県 地方債

認知症高齢者等の権利擁護支援のため、成年後見制度の利用促進を図
る。

成果指標 単位 区分

％

5年度

429
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑥ 価格高騰緊急支援給付金給付事業

【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

⑦ 社会福祉施設等物価高騰対策事業

【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

1,760 1,760

物価高騰の影響を受けている社会福祉施設等の経済的負担を軽減し、
安定的かつ継続的な福祉サービスの提供を確保する。

○社会福祉施設等物価高騰対策支援　1,760千円
　物価高騰の影響を受けている、設置者が花巻市（指定管理者制度に
よる運営も含む）であり、県事業の支給対象外である高齢者社会福祉
施設に対し、支援金を給付

国・県

○価格高騰緊急支援給付金　1,041,520千円
　電力・ガス・食料品等の価格高騰により特に家計への負担の大きい
低所得世帯に対し給付金を給付
　　住民税非課税世帯　3万円給付 9,195世帯
                  　  7万円給付 8,447世帯
  　住民税均等割のみ課税世帯
                  　  3万円給付 1,790世帯
                    　7万円給付 1,703世帯
○給付に係る事務費　10,961千円

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

その他 一般財源地方債
事業費

財源内訳

381

電力・ガス・食料品等の高騰により経済的な負担が増大し、特に家計
への影響が大きい低所得世帯に対し、その生活を支援することで、世
帯の生活の安定が図られた。

(単位：千円）

社会福祉施設等の負担を軽減し、安定的かつ継続的な福祉サービスの
提供が行われ、利用者やその家族の生活の維持が図られた。

物価高騰の影響を受けている住民税非課税世帯の経済的負担軽減を図
るため、緊急支援金を給付する。

1,052,481 1,052,100

３款１項１目

社会福祉総務費

(単位：千円）
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ 原油価格高騰対策緊急支援事業

【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

千円 ① 高齢者在宅生活支援事業

329,812 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
主に高齢単身者、高齢世帯を対象に事業を展開し、高齢者が安心して
自立した在宅生活を維持できるよう努めた。

○高齢者の見守り体制の整備　3,534千円
　発作性疾患等を有するひとり暮らし高齢者等への緊急通報装置の貸
与 66件
　高齢者見守り支援ネットワーク協定締結事業者　22事業者
○在宅高齢者生活支援　16,668千円
　ひとり暮らし高齢者等に対する軽易な日常生活（草取り、雪払い
等）の援助　99人
　住宅改造費の補助　6件
　高齢者福祉タクシー券の交付　1,577人
　スクールバス一般混乗登録者タクシー券の交付　7人
　見守り機能付き服薬支援装置の貸出　2人
○寝たきり高齢者生活支援　99千円
　在宅の寝たきり高齢者等が衛生的で清潔感を保持した生活を送るた
めの各種支援
　寝具の洗濯乾燥消毒クリーニング　延べ9件
　訪問理美容サービス　延べ56件

(単位：千円）

その他 一般財源

79,468 32,224

財源内訳

国・県 地方債
事業費

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

17,000 2,807

高齢者の在宅生活を支援するため、多様な在宅福祉サービスを提供す
る。

47,244

３款１項２目

老人福祉費

３款１項１目

社会福祉総務費

(単位：千円）

灯油購入費を助成することで原油価格高騰の影響による低所得世帯
（住民税非課税、均等割のみ課税）の経済的な負担軽減が図られた。

20,301 494

灯油価格の高騰の影響を受けている低所得者世帯（住民税非課税・均
等割のみ課税世帯）の経済的負担の軽減のため、灯油購入費を助成す
る。

○原油価格高騰対策緊急支援金　76,951千円
　低所得者世帯に対し、灯油購入助成金として1世帯当たり7千円を支
給
　　住民税非課税世帯　　9,207世帯
　　均等割のみ課税世帯　1,786世帯
○支援に係る事務費　2,517千円
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 高齢者介護予防対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 高齢者福祉サービス提供事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

３款１項２目

423 317

事業費
その他

生計困難者に介護サービスを提供するため、介護サービス事業者に対
し、利用者負担の軽減に係る経費の補助を行う。

地方債

事業費

○介護サービス利用者支援　423千円
　介護保険サービス利用者の負担軽減を実施する社会福祉法人への補
助　2法人

区分 4年度

老人福祉費

要介護状態への移行予防のため、心身機能の維持向上を図るサービス
を提供する。

○湯のまちホット交流事業　33,088千円
　65歳以上の高齢者に対し、市内温泉施設等における、無料入浴と高
齢者自身による健康増進や介護予防の取組に向けた最新情報を提供
　契約施設19施設　　延べ利用者数　55,921人

(単位：千円）

高齢者が介護の必要な状態にならないよう、関係機関との連携により
介護予防推進の啓発に努めた結果、介護予防に対する意識の醸成が図
られた。

成果指標 単位

介護保険要支援認定者の割合 ％
実績値 5.1 5.3

国・県

106

33,088

財源内訳

33,088

国・県 地方債 その他 一般財源

財源内訳

一般財源

生計困難者が介護サービスを受けられるようにするため、社会福祉法
人に対し利用者負担軽減制度を周知した結果、軽減を実施している施
設では全ての対象者が制度を利用し、生計困難者の負担軽減が図られ
た。

5年度

目標値 5.4 5.4

(単位：千円）
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 高齢者福祉サービス基盤整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 高齢者交流活動支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

25,865

7,77228,278

高齢者の意欲の維持推進のため、交流や活動の場を創出する。

○敬老会事業開催補助　24,114千円
　社会福祉協議会を通じた各地域で開催される敬老会経費への補助
　米寿及び百歳到達者、百歳以上の高齢者への記念品贈呈
　対象者数　18,268人
○ふれあい・あんしん交流　1,751千円
　社会福祉協議会のふれあいいきいきサロン事業に対する補助
　延べ3,992回（延べ参加者数42,086人）

(単位：千円）

事業費

73.1
サロン実施行政区割合 ％

目標値 73.5 73.5

実績値 72.4

３款１項２目

36,050

○地域密着型サービス事業者選定委員会運営　4千円
○老人福祉施設建設資金借入償還金補助　7,768千円
　老人福祉施設の建設、改築時の借入償還金元利補給　1施設
○介護施設等整備事業費補助　4,674千円
　認知症高齢者グループホーム開設準備経費補助　1施設
○新型コロナウイルス感染拡大防止対策支援事業　8,204千円
　多床室個室化改修、簡易陰圧装置設置に対する補助　2施設
〇認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業　15,400千円
　非常用自家発電設備整備に対する補助　1施設

(単位：千円）

財源内訳

国・県 地方債

高齢者福祉サービス施設等の整備促進のため、社会福祉法人等に対し
施設整備に係る経費等の補助を行う。

高齢者の集いの場の創出と交流促進を図るため、社会福祉協議会等で
実施する敬老会事業、サロン活動事業へ補助を行い、住民同士の交
流、地域住民の敬老意識の醸成が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

介護施設（特養、老健、療養型病床）
及びグループホームの入所定員数

人
目標値 1,648 1,648

その他 一般財源

25,865

国・県 地方債 その他 一般財源

老人福祉費

財源内訳

実績値 1,639 1,648

施設整備にかかる支援を行い、介護サービスを提供する事業所におけ
る基盤の充実が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

事業費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑥ 高齢者社会参加活動支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 高齢者保護措置事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

○養護老人ホームはなまき荘管理運営　136,137千円
　はなまき荘の指定管理業務委託
〇高齢者短期入所　110千円
　急迫的に保護を必要とする高齢者の短期入所業務委託
○老人保護措置費　46,506千円
　養護者不在等在宅生活が困難となった高齢者を施設で養護するため
の扶助費等

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

３款１項２目

老人福祉費

(単位：千円）

高齢者の生きがいづくりや社会参加の促進として、老人クラブの活動
支援や地域課題解決に資する事業経費への補助を行う。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

友愛訪問、清掃奉仕、見守り、いずれかの地域
支援活動を行っている単位老人クラブの割合

％
目標値

2,409

定年後の生きがいやライフスタイルの多様化により老人クラブ会員数
は伸び悩んでいるが、単位老人クラブや市老人クラブ連合会の活動に
対し支援を行い、円滑な組織運営や活発な事業活動が行われた。

100.0

実績値 97.0 98.9

単位 区分

182,753

4,453 2,044

4年度 5年度

25,901 156,852

○単位老人クラブ活動支援　2,605千円
　単位老人クラブの活動に対する補助　90団体
○市老人クラブ連合会活動支援　1,698千円
　市老人クラブ連合会の活動に対する補助　会員数3,059人
○市老人クラブ連合会特別活動支援　150千円
　市老人クラブ連合会の特別活動に対する補助

経済的、環境的要因等により居宅での生活が困難な高齢者を養護する
ため、養護老人ホーム等への入所措置を行う。

経済的、環境的理由により居宅養護の困難な高齢者に対し、施設での
適切な生活管理のもとで養護を行った。

その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ 介護人材確保事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 障がい者地域生活支援拠点等整備事業

2,285,746 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

単位 区分 4年度 5年度

市内介護サービス事業所運営法人のうち職員
が不足していると回答した法人の割合

％
目標値 55.0 60.0

実績値 64.4 62.2

国・県 地方債 その他 一般財源

単位

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

障がい者が地域で安心して生活できるよう支援するため、相談支援体
制の強化や自身の重度化・高齢化・家族支援を受けられなくなった場
合を見据えた地域生活支援拠点等を運営し、地域における支援体制の
充実を図った。

障がい者が地域で安心して生活できるよう支援するため、相談支援体
制の強化や自身の重度化・高齢化・家族支援を受けられなくなった場
合を見据えた地域生活支援拠点等の運営を行う。

5年度

○基幹相談支援センターの運営　19,579千円
　基幹相談支援センターの運営、障がい福祉サービス事業者等情報提
供システム運用支援業務委託、医療的ケア児等コーディネーター業務
委託
○地域生活支援拠点等の運営　33,819千円
　障がい者相談支援業務委託　8事業所、緊急時受入体制の整備、グ
ループホーム等の体験の機会・場コーディネート業務委託、地域自立
支援協議会専門部会運営等業務委託

(単位：千円）

地域生活支援拠点等事業の機能を担う事業所
登録数

箇所
目標値 20 20

実績値 20 20

37,000 8,653

事業費

成果指標

53,398 7,745

財源内訳

区分 4年度

奨学金の返還を補助することや家賃を補助することにより、市内の介
護サービス事業所等で働く人材の確保につながり、セミナー実施によ
り介護の仕事へのイメージ向上が図られた。

老人福祉費

３款１項２目

障害者福祉費

３款１項３目

介護サービス事業所等で働く人材の確保と定着を図るため、介護の仕
事を紹介するセミナーの実施及び新たに介護事業所に就職する方への
支援を行う。

○介護のお仕事セミナー　177千円
　市内中学生・高校生を対象に、市内介護事業所に勤務する若手職員
を講師に招き、介護の仕事やその魅力を紹介するセミナーを開催
　開催校　5校、受講生徒数230人
○介護人材確保事業補助金　48千円
　市内の宿泊を伴う介護事業所等に新卒で就職する者が、継続して勤
務している期間における市奨学金の返還に対し、最大60か月、貸付額
の1/2を限度として補助
○介護職員家賃支援事業補助金　175千円
　市内の宿泊を伴う介護事業所等に新卒で就職する者が負担する家賃
に対し、最大36か月、家賃（上限42千円）の1/2を限度として補助

(単位：千円）

400 49 351
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 障がい者等相談支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 障がい者地域生活支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

○相談支援等　14,568千円
　相談員（ろうあ者等1人、障がい者等3人、身体障がい者19人・知的
障がい者7人）、支援員（精神障がい者1人）の設置
　意思疎通支援
○団体活動支援　1,124千円
　花巻市身体障害者福祉協会事業補助金
　手をつなぐ育成会事業補助金
　岩手県身体障がい者福祉大会運営事業補助金
○障がい児・障がい者支援施設整備事業補助金　800千円
　就労継続支援Ｂ型事業所1か所の改修費補助
〇第７期障がい福祉計画等策定　4,378千円
　障がい福祉計画等策定調査業務委託

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

障害者福祉費

３款１項３目

障がい者が慣れ親しんだ地域で、安心していきいきと暮らせるように
するため、相談支援を実施するとともに各種団体で実施する事業に対
して補助を行う。

障がい者の能力や適性に応じ、自立した日常生活を営むことができる
よう、各種障がい福祉サービスの提供に努めた。

○地域生活支援　70,591千円
　地域生活支援業務委託（声の広報・点訳広報、奉仕員養成他）
　地域生活支援事業補助（日常生活用具、訪問入浴サービス、日中一時
支援他）、職親委託
○補助・給付等　45,132千円
　難聴児補聴器購入費補助、身体障害者住宅改造事業補助
　福祉タクシー券給付、酸素濃縮器使用助成
　特別障害者手当等給付、小児慢性特定疾患児日常生活用具給付
　車いす健康診査委託、障がい者スポーツレクリエーション交流会開催
　障がい者通院時交通費助成

障がい者がその有する能力及び適性に応じ、自立した日常生活を営む
ことができるよう支援するため、各種障がい福祉サービスの提供を行
う。

800 17,661

障がい者が地域で安心して暮らせるよう相談支援等に努めた。また、
補助金交付により、障がい者団体の活動及び施設整備を支援した。

20,870 2,409

115,723 50,476 5,000 60,247

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

障がいへの理解が進んでいると思う市民の割
合[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 36.5 37.5

実績値 36.7 31.5
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 障がい者自立支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 １　医療費給付の状況

430,323

86.8

障がい福祉サービスを遅滞なく適正に提供するため、相談支援事業所
と連携してサービス等利用計画書を作成し、給付に努めた。

成果指標 単位

重度・一般 966 24,137 112,667,902

重度・後期高齢 969 28,060 68,239,671

乳幼児 3,325 56,938 107,681,473

心身障がい児 40

11,102 22,726,914

282 664,965

中学生 24,681,772

140 1,931 11,915,293

小学生 3,684 30,804 49,155,121

妊産婦

高校生等 1,935

2,005 12,589

障害者福祉費

障害者総合支援法に基づき、障がい者の自立と社会参加を促進するた
め、障がい福祉サービスの提供と医療費の給付を行う。

３款１項３目

86.6

1,553,020 542,735

その他 一般財源

2,095,755

4年度 5年度

障がい福祉サービスに満足している障が
い者（児）の割合

％
目標値 89.2

○自立支援給付（介護給付・訓練等給付）　2,032,069千円
　居宅・生活介護、施設入所、自立訓練、就労支援等に係るサービス
利用に対する給付  延べ19,524人
○補装具給付　17,614千円
　義手、義足、車いす、補聴器等の購入費用への給付　延べ133人
○自立支援医療（更生医療・育成医療）給付　21,938千円
　身体の障がいを除去・軽減するための医療費の自己負担軽減　決定
者数　更生医療52人　育成医療12人
○療養介護医療費等給付　24,134千円
　入院等で医療と同時に常時介護を必要とする場合の医療費等の支給
延べ269人

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

区分

90.0

実績値

３款１項６目

乳幼児妊産婦重度
区　分

受給者数 給付件数 給付額

心身障害者医療費 （人） （件） （円）

- 47 -



科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

① 重度心身障がい者医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 乳幼児医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

107,681 25,107 82,574

円滑かつ確実に助成を実施することで、就学前の児童を持つ保護者の
経済的負担を軽減し、児童の健康づくりが図られた。

３款１項６目

円滑かつ確実に助成を実施することで、重度心身障がい者本人及び保
護者の経済的負担を軽減し、自立した生活の推進が図られた。

180,908 81,253 99,655

心身障害者医療費 重度心身障がい者の自立した生活を推進するため、経済的負担を軽減
する。

○重度心身障がい者医療費助成　180,908千円
　対象者：身体障がい者手帳1・2級、障がい基礎年金1級等の障がい
          者
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
　　　　　した額（非課税世帯及び就学前の児童は自己負担なし）
　給付方法：医療機関で一部負担金を支払ったあと、診療月の2か月
          後に給付する償還払い方式
          0歳から高校生等までは、医療費助成分を控除して窓口支
　　　　　払する現物給付方式(高校生等は市内の医療機関に限定)
          ※令和5年8月より市外の医療機関も現物給付開始(拡充)

○乳幼児医療費助成　107,681千円
　対象者：出生の日から就学前までの児童
　給付額：一部負担金相当額（自己負担なし）
　給付方法：医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付方式

財源内訳

安心して健康な子どもを生み育てる環境づくりのため、保護者の経済
的負担を軽減する。

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

事業費

乳幼児妊産婦重度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

③ 妊産婦医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 小学生医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

○小学生医療費助成　49,155千円
　対象者：小学校1年生から6年生の児童
　　　　　※令和5年8月より所得制限撤廃（拡充）
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
　　　　　した額（非課税世帯は自己負担なし）
　給付方法：医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付方式

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

41,000 6,80649,155

円滑かつ確実に助成を実施することで、小学生の児童を持つ保護者の
経済的負担を軽減し、安心して子育てができる環境づくりが図られ
た。

1,349

12,473 5,011 7,462

円滑かつ確実に助成を実施することで、妊産婦及びその配偶者の経済
的負担を軽減し、妊産婦の健康づくりが図られた。

小学生の保護者が安心して子育てができる環境づくりを推進するた
め、経済的負担を軽減する。

３款１項６目

乳幼児妊産婦重度

心身障害者医療費

(単位：千円）

妊産婦の健康づくりを推進するため、経済的負担を軽減する。

○妊産婦医療費助成　11,915千円
　対象者：妊娠5か月に達する月の初日から出産した翌月末までの者
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
 　　　　 した額（非課税世帯は自己負担なし）
　給付方法：医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付方式
○医療費助成制度拡充対応　558千円
　令和6年4月からの所得制限撤廃に向けた医療費給付システムの改修

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑤ 心身障がい児医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 中学生医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

665

中学生の保護者が安心して子育てができる環境づくりを推進するた
め、経済的負担を軽減する。

○中学生医療費助成　24,682千円
　対象者：中学校1年生から3年生の児童
　　　　　※令和5年8月より所得制限撤廃（拡充）
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
　　　　　した額（非課税世帯は自己負担なし）
　給付方法：医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付方式

その他 一般財源

665

財源内訳

国・県 地方債

円滑かつ確実に助成を実施することで、心身障がいのある児童を持つ
保護者の経済的負担を軽減し、安心して子育てができる環境づくりが
図られた。

心身障害者医療費 心身障がい児の保護者が安心して子育てができる環境づくりを推進す
るため、経済的負担を軽減する。

３款１項６目

○心身障がい児医療費助成　665千円
　対象者：身体障がい者手帳3級～6級等の対象者で、18歳に達した
　　　　　日の属する年度末までの者
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
　　　　　した額（非課税世帯及び就学前の児童は自己負担なし）
　給付方法：医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付方式
　　　　　　（高校生等は市内医療機関に限定）
　※令和5年8月より小学生から高校生等までの所得制限撤廃により、
　　当該事業対象者は年齢に応じた事業の対象者に切り替え

円滑かつ確実に助成を実施することで、中学生の保護者の経済的負担
を軽減し、安心して子育てができる環境づくりが図られた。

22,000 2,682

(単位：千円）

事業費

24,682

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

乳幼児妊産婦重度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑦ 高校生等医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 １　ひとり親家庭医療費給付の状況

40,365

① ひとり親家庭医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

17,593,050

児童

40,365 17,180

631 7,489

977 10,572

22,727

20,842,429

父母なし児童

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

2,727

父母

23,185

○ひとり親家庭医療費助成　40,365千円
　対象者：配偶者のない者で18歳に達した日の属する年度末までの
          児童を扶養している者、その扶養を受けている児童、父
　　　　　母のない児童
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
  　　　　した額（非課税世帯及び就学前の児童は自己負担なし）
　給付方法：父母は、医療機関で一部負担金を支払ったあと、診療月
　　　　　　の2か月後に給付する償還払い方式
　　　　　　0歳から高校生等までは、医療費助成分を控除して窓口
　　　　　　支払する現物給付方式(高校生等は市内の医療機関に限
　　　　　　定）
　　　　　　※令和5年8月より市外の医療機関も現物給付開始(拡充)

(単位：千円）

事業費

円滑かつ確実に助成を実施することで、ひとり親家庭の保護者の経済
的負担を軽減し、安心して子育てができる環境づくりが図られた。

ひとり親家庭の保護者が安心して子育てができる環境づくりを推進す
るため、経済的負担を軽減する。

円滑かつ確実に助成を実施することで、高校生等の保護者の経済的負
担を軽減し、安心して子育てができる環境づくりが図られた。

給付額

費 （人） （件） （円）

３款１項７目

ひとり親家庭医療
区　分

受給者数 給付件数

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○高校生等医療費助成　22,727千円
　対象者：高校1年生から3年生の年齢に該当する者
　　　　　※令和5年8月より所得制限撤廃（拡充）
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
　　　　　した額（非課税世帯は自己負担なし）
　給付方法：市内医療機関は、医療費助成分を控除して窓口支払する
　　　　　　現物給付方式
　　　　　　市外医療機関は、一部負担金を支払ったあと、診療月の
　　　　　　2か月後に給付する償還払い方式
　　　　　  ※令和5年8月より市外の医療機関も現物給付開始(拡充)

(単位：千円）

1 5 6,554

20,000

乳幼児妊産婦重度

心身障害者医療費 高校生等の保護者が安心して子育てができる環境づくりを推進するた
め、経済的負担を軽減する。

３款１項６目
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 １　寡婦等医療費給付の状況

13,880

① 寡婦等医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 発達支援事業

815,727 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

３款２項１目

児童福祉総務費

乳幼児の発達障がいの早期把握と療育のため、発達相談及び親子教室
等を実施し、乳幼児のより良い発達を支援した。

15,817 14,000 1,817

乳幼児の発達の遅れを早期に把握し、一人ひとりの発達を考慮した、
総合的な指導及び援助を行う。

○こども発達相談センター運営　15,817千円
　発達障がいの早期把握と療育指導
　発達相談　21回(119人)、親子教室　533回(延べ1,615人)
　保育者研修会　4回(参加保育者延べ91人)
　療育研修会　4回(延べ36人)
　発達支援保育巡回訪問　20園30回(延べ75人)
　屋外物置、砂場ユニット購入

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

事業費
財源内訳

13,880 13,880

円滑かつ確実に助成を実施することで、寡婦等の経済的負担を軽減
し、ひとり親家庭の保護者が子育て後も安心して生活できる環境づく
りが図られた。

国・県 地方債 その他 一般財源

区　分
受給者数 給付件数 給付額

（人） （件）

寡婦等 680 10,136

○寡婦等医療費助成　13,880千円
　対象者：配偶者のない者で、かつて配偶者のない者として18歳ま
  　　　　での児童を扶養していた者（70歳未満）
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
 　　　　 した額の2分の1
　給付方法：診療月の2か月後に給付する償還払い方式

12,207,580

（円）

寡婦等医療費

３款１項９目

(単位：千円）

ひとり親家庭の保護者が子育て後も安心して生活できる環境づくりを
推進するため、経済的負担を軽減する。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 障がい児支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 放課後児童支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

国・県 地方債

児童の健全育成を図るため、放課後や長期休暇などの安心安全な居場
所づくりと地域との交流を促進する。

○学童クラブ　338,846千円
　学童クラブ事業委託　19クラブ（33支援の単位）
　放課後児童支援員等処遇改善等事業補助　17クラブ（29支援の単
位）
　放課後児童支援員キャリアアップ処遇改善事業補助　18クラブ（32
支援の単位）
　放課後子ども環境整備事業補助　1クラブ
　寄附による学童クラブ備品購入　5クラブ
　学童クラブ保育料減免　383人
　放課後児童支援員等処遇改善臨時特例事業補助　19クラブ（33支援
の単位）
　学童クラブ臨時開設
　学童クラブＩＣＴ化推進事業補助　11クラブ（20支援の単位）

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

04

一般財源

学童クラブの待機児童数（4/1現在）
実績値

00目標値
人

その他

児童福祉総務費

３款２項１目

施設を利用する障がい児の保護者の経済的負担を軽減するため、施設
運営団体へ支援を行う。

○障がい児利用施設の運営支援　2,727千円
　わかば病棟「いこいの家」協力会負担金
　あすなろ療育園協力会加盟市町村負担金
　イーハトーブ養育センター事業補助金

その他 一般財源

健全で安全な育成を図るため、学童クラブの運営により児童の放課後
等の居場所を確保した。

338,846 201,680 28,300 108,866

(単位：千円）

事業費
財源内訳

障がい児が利用する施設の運営団体に負担金を支出して、運営管理を
支援した。また、イーハトーブ養育センターへ給食に要する費用に対
して補助を行い、利用する児童の保護者の経済的負担軽減を図った。

2,727 2,000 727

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 子育て推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 子育て支援家庭訪問事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

1,355

事業費
財源内訳

18,463 7,842

保健師等の専門職が、乳児がいる全家庭を訪問し、子育てに関する
様々な相談に対応したことにより、保護者の不安や悩みの軽減が図ら
れた。

成果指標

事業費
財源内訳

国・県

単位 区分 4年度 5年度

2,867 1,512

実績値 86.5 89.4

7か月児健診で体調良く安心して子育て
できる母の割合

％
目標値 95.0 95.0

(単位：千円）

子育て環境充実のため、花巻市子ども・子育て支援事業計画を推進す
る。

○イーハトーブ花巻子育て応援プラン（第２期花巻市子ども・子育て
支援事業計画）の推進　4,626千円
　子ども・子育て会議開催　2回
　第３期子ども・子育て支援事業計画策定支援業務委託
○子ども・子育て支援に係る情報発信　1,016千円
　子育てガイドブック（改訂版）の作成・配布　2,200部
○子ども・子育て支援に係る保育等従事者の養成　24千円
　子育て支援員研修の開催　1回（修了認定者16人）
○移動式赤ちゃんの駅貸出
　貸出セット（テント、おむつ交換台、ベンチ等）2セット配備　7件
○病後児保育事業　12,797千円
　傷病等回復期の園児及び児童を専用施設にて一時預かり　延べ160
人

３款２項１目

児童福祉総務費

一般財源

○乳児家庭全戸訪問　1,661千円
　訪問者：保健師・助産師等
　対　象：生後4か月までの乳児がいるすべての家庭
　内　容：子育て支援の情報提供、母親の不安や悩みへの相談対
　　　　　応、養育環境の把握
○養育支援訪問　1,206千円
　訪問者：保健師・助産師等
　対　象：全戸訪問により見守りが必要と判断した家庭
　内　容：保護者の育児・家事等養育能力を向上させるための支援

(単位：千円）

国・県 地方債 その他

10,621

令和2年3月策定の第２期花巻市子ども・子育て支援事業計画（R2～
R6）の主要事業109事業の進行管理のほか、令和6年度に策定する第３
期花巻市子ども・子育て支援事業計画（R7～R11）策定の基礎データ
となる子ども・子育て支援アンケートを実施した。また、子育てガイ
ドブックの配布等により、子ども・子育て支援に関する事業を広く紹
介し、子育て世帯の支援に努めたほか、病後児保育室を開設し保護者
の就労を支援した。

地方債 その他 一般財源

適正な育児支援のため、乳児家庭全戸訪問及び養育支援訪問を行う。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑥ 第３子以降副食費等負担軽減事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 特定妊婦支援事業

【事業目的】

【事業内容】

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　内　容：妊娠期から出産前までの様々な支援を個々に対して行う

【事業の成果】

　　　個々に訪問や電話相談、パパママ教室を開催し出産前から支援を行った。

3

その他 58

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

医療機関との連携等 48

支援内容内訳 延べ人数

訪問相談 10

来所相談 13

特定妊婦を把握し、安全安心な妊娠・出産を迎え、一人孤立して育児
に悩まないために、計画的に訪問や電話相談など必要な支援を行う。

○特定妊婦支援　841千円
　訪問者：保健師・助産師等
　対象者：出産後の子どもの養育について、出産前において支援を
　　　　　行うことが特に必要と認められる妊婦 24人
　内　容：妊娠期から出産前までの様々な支援　延べ 189人

多子世帯の経済的負担を軽減するため、所得制限の撤廃など制度を拡
充し、安心して子どもを産み育てられる環境づくりを推進した。

児童福祉総務費

安心して子どもを産み育てることができる環境づくりのため、保護者
の経済的負担を軽減する。

３款２項１目

10,500 2,523

○第３子以降副食費等負担軽減補助　13,023千円
　市内に住所を有し、幼稚園、保育園、認定こども園及び認可外保育
施設等を利用する児童の第3子（世帯が監護する最年長者を第1子とす
る）以降の利用者負担額の全額（月額上限4,500円）を補助　336人
（児童数）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

281

計画的な訪問や電話相談のほか、パパママ教室や産前・産後サポート
事業等での支援を通じて、安心安全な出産へつながるとともに、育児
不安の軽減が図られた。

成果指標 単位

赤ちゃん訪問時の産後うつ質問票が9点
未満の産婦の割合

％
実績値 96.3 96.3

841 560

区分 4年度 5年度

目標値 98.0 98.0

電話相談 57

パパママ教室

13,023
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ 児童福祉施設等感染拡大防止事業

【事業目的】

【事業内容】

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

【事業の成果】

　　　個々に訪問や電話相談、パパママ教室を開催し出産前から支援を行った。

⑨ 学童クラブ施設整備事業

【事業目的】

【事業内容】

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

【事業の成果】

　　　個々に訪問や電話相談、パパママ教室を開催し出産前から支援を行った。

３款２項１目

1,686

児童福祉総務費

児童福祉施設等での新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を推進
するため、感染防止用の物品購入等の支援を行う。

国・県 地方債 その他 一般財源

81,352 42,704 27,000 11,648

財源内訳

○保育園等の感染症拡大防止のための物品購入等　2,899千円
　私立保育園等（保育園、認定こども園、地域型保育事業所）への補
助　8施設
○学童クラブ等の感染症拡大防止のための物品購入等　701千円
　延長保育事業実施私立保育園への補助　2施設
　学童クラブへの補助　3支援の単位

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

学童クラブの適正な保育環境を確保するため、施設整備を行う。

○旧花巻学童クラブ施設解体　19,760千円
　耐震基準を満たさないため使用を中止した旧花巻学童クラブの施設
解体
○学童クラブ施設現状復旧　8,601千円
　令和5年4月に開設した学童クラブの施設完成までの期間、臨時利用
していた施設を所有者へ返還するための現状復旧
○南城学童クラブ屋根塗替　1,529千円
　平成10年に施設整備を行った南城学童クラブの屋根塗替
○笹間学童クラブ設備修繕　218千円
　電気容量の不足及び電子機器使用増加を踏まえた電気設備修繕
○学童クラブ施設整備事業補助金　51,244千円
　株式会社ニチイ学館が設置・運営するニチイキッズ銀河わかば学童
クラブ施設整備への補助（令和6年4月1日開設）

(単位：千円）

事業費

地方債 その他 一般財源

3,600 1,914

新型コロナウイルス感染症に感染または濃厚接触となった利用者や職
員が発生した際、職員の感染等に伴う人員不足に対応するための費用
や消毒掃除費用等について、対象施設への支援を行うことができた。

令和6年4月1日に新たな学童クラブを開設し、若葉小学校の児童が利
用する学童クラブの定員数を確保した。また、既存施設の適正な保育
環境を整備した。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑩ 在宅育児支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

　　　個々に訪問や電話相談、パパママ教室を開催し出産前から支援を行った。

⑪ 出産・子育て応援交付金交付事業

【事業目的】

【事業内容】

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

【事業の成果】

　　　個々に訪問や電話相談、パパママ教室を開催し出産前から支援を行った。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

100.0

実績値

○伴走型相談支援　236千円
　妊娠届出時、妊娠8か月前後、赤ちゃん訪問時にアンケート及び面
談を実施
○出産応援交付金　18,350千円
　妊娠届出時の面談を受けた妊婦を対象に妊娠1回あたり5万円を交付
○子育て応援交付金　19,350千円
　赤ちゃん訪問時に面談を受けた養育者を対象に子ども1人あたり5万
円を交付

7,519

在宅で育児を行う世帯の経済的負担を軽減し、安心して子どもを産み
育てられる環境づくりを推進した。

安心して子どもを産み育てることができる環境づくりのため、保護者の
経済的負担を軽減する。

○子育て応援在宅育児支援　14,609千円
　保育所等を利用しない生後8週間から3歳未満の第2子以降の子どもを養
育する世帯（育児休業取得世帯を除く）に補助　157人

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

％
目標値

すべての妊婦、子育て世帯が安心して妊娠、出産、子育てできるよ
う、伴走型相談支援及び経済的支援を一体的に実施する。

37,936 31,599 6,337

98.3

14,609 7,090

悩みや困りごとの相談先や利用できる
サービスを知ることができた母の割合

伴走型の相談支援を通じ、妊婦や子育て世帯の悩みや困りごとが軽減
されたとともに、交付金の交付により、出産・子育てに係る経済的負
担の軽減が図られた。

地方債 その他 一般財源

３款２項１目

児童福祉総務費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑫ 保育施設等物価高騰対策事業

【事業目的】

【事業内容】

　　　訪問者：保健師・助産師等

【事業の成果】

　　　個々に訪問や電話相談、パパママ教室を開催し出産前から支援を行った。

⑬ こどもの安心・安全対策支援事業（繰越明許費）

【事業目的】

【事業内容】

　　　訪問者：保健師・助産師等

【事業の成果】

　　　個々に訪問や電話相談、パパママ教室を開催し出産前から支援を行った。

こどもの安心・安全を確保するため、送迎用バスへの安全装置やこど
もの見守りサービス及び登園管理システムの導入に対して支援を行
う。

３款２項１目

物価高騰の影響を受けている保育所等の負担を軽減し、安定的かつ継
続的なサービスの提供を確保するため、私立保育所等が負担する給食
費及び光熱費に対して支援を行う。

児童福祉総務費

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

8,131

4,611

○保育所等給食費支援金　4,731千円
　私立保育所等（私立保育園、認定こども園、地域型保育事業所、幼
稚園、認可外保育施設）　35施設
○保育所等光熱費支援金　3,400千円
　私立保育所等（私立保育園、認定こども園、地域型保育事業所、幼
稚園、認可外保育施設、学童クラブ）　37施設

(単位：千円）

8,131

物価高騰の影響を受ける私立の保育所、認定こども園、地域型保育事
業所、幼稚園、認可外保育施設、学童クラブに対し、給食費及び光熱
費を支援した。

○送迎用バスへの安全装置の導入支援　1,101千円
　車内の幼児等の所在の見落としを防止する装置の装備のための改修
への補助　6施設
○こどもの見守りサービスの導入支援　320千円
　こどもの見守りサービスに係る機器等の導入への補助　2施設
○登園管理システムの導入支援　5,236千円
　幼児の登降園の管理システム導入への補助　9施設

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

6,657 2,046

私立保育園等の送迎用バスの安全装置やこどもの見守りサービス及び
登園システムの導入に対する支援を行ったことにより、安心・安全な
保育環境の改善を図った。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 保育委託事業

5,665,055 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 保育施設運営支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

市内私立保育園等の適正な保育環境を維持・管理するため、運営費に
対して支援する。

３款２項２目

児童福祉運営措置

費 働きながら子育てする家庭を支援するため、市内・市外の認可保育園
に保育を委託するほか、小規模保育事業所等を通じて給付を行う。ま
た、幼児期の教育を希望する家庭のため、市内・市外の幼稚園や認定
こども園を通じて給付を行う。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

3,149,730 2,213,974 52,263 883,493

国・県 地方債 その他

○児童保育運営委託　1,642,110千円
　市内私立保育園運営委託　18園
　市外私立保育園運営委託  15園
○子どものための教育・保育給付　1,507,620千円
　市内私立幼稚園（1号認定）給付費　2園
　市内認定こども園（1・2・3号認定）給付費　10園
　市内家庭的保育事業所（3号認定）給付費　1園
  市内小規模保育事業所（3号認定）給付費　6園
　市内事業所内保育事業所（3号認定）給付費　1園
　市外施設、事業所に係る給付費　23園

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○私立保育園産休等代替職員費補助　458千円
　産休代替職員の雇用に要する経費の補助　1園
○保育体制強化事業補助　15,195千円
　保育園等の清掃業務や保育に係る周辺業務を行う職員の雇用に要す
る経費の補助　13園
○保育士確保・保育所等受入促進事業　9,900千円
　年度途中の保育需要に対応するため、上半期から加配する保育士の
雇用に要する経費の補助　20園
○医療的ケア児保育支援事業補助　5,290千円
　医療的ケアを必要とする子どもの受入のための看護師等の雇用に要
する経費の補助　1園
○保育環境改善等事業　374千円
　感染症対策として、使用済みおむつの保管用ごみ箱の購入に要する
経費の補助　5園

私立保育園等の運営費用に補助を行い円滑な施設運営を支援すること
により、保護者が安心して預けられる保育環境を維持することができ
た。

一般財源

31,217 16,506 8,000 6,711

年々増加する低年齢児の保育需要を含め、家庭の多様な保育・教育
ニーズに対応するため、私立保育園への委託や認定こども園等への給
付を行うことで、子育て世帯を支援した。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

③ 保育施設環境整備支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

３款２項２目

児童福祉運営措置

費

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

市内私立保育園等の適正な保育環境整備を支援するため、施設整備に
係る経費等の補助を行う。

107,162

老朽化が課題となっていた石鳥谷保育園と石鳥谷善隣館保育園を統合
したいしどりやこども園施設整備に対する補助を行ったほか、私立保
育園等の非常通報装置等の設置に対する補助を行ったことにより、保
育環境が充実した。

321,486 214,324

○幼保連携型認定こども園施設整備補助　300,861千円
　いしどりやこども園施設整備への補助（石鳥谷保育園と石鳥谷善隣
館保育園を統合し、令和6年4月1日に開設）
○石鳥谷町地域子育て支援センター施設整備補助　14,244千円
　石鳥谷保育園内からいしどりやこども園内への移転に伴う施設整備
への補助
○防犯対策強化整備補助　6,381千円
　外構整備（フェンス更新）への補助　1施設
　非常通報装置等（防犯カメラ、外灯等設置）への補助　1施設

(単位：千円）
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

④ 保育サービス向上支援事業

【事業目的】

【事業内容】

保育所

※次ページへ続く

わこのいえ 50 ○

○

○

○

○

○

○

○

児童福祉運営措置

○

保育施設名

○

花巻太陽の子 90 ○

○

○

○

○

費 私立保育園等が実施する、地域での子育て活動などの多様な保育サー
ビスの提供を支援する。

一時預
かり

○

延長

おひさま 60 ○ ○ ○

みどりの 50

笹間 45

○

日居城野

○

めぐみ 60

若葉 90

松園 60

３款２項２目

○地域子育て拠点事業　25,917千円
　地域子育ての拠点として、子育て支援センターの運営を委託　3園
○一時預かり事業　36,148千円
　一般型
　　保育園に通所していない児童を、冠婚葬祭など緊急時に保育する
　　事業への補助　12園
　幼稚園型Ⅰ
　　子ども・子育て支援新制度の幼稚園に在籍する満3歳以上の幼児
　　が、教育時間の前後又は長期休業日等に当該幼稚園において一時
　　的に児童を預かる事業への補助　2園
　余裕活用型
　　保育園に通所していない児童を、利用児童数が利用定員に満たな
　　い場合に保育する事業への補助　1園
○延長保育事業　7,984千円
　就労形態の多様化に対応するため、開所時間を超えた児童の保育事
業への補助　17園（保育園 11園、認定こども園 5園、小規模保育事
業所 1園）
○病児保育事業（体調不良児対応型）　51,006千円
　保育中に体調不良となった児童を看護師が対応する保育園等への補
助　15園（保育園 8園、認定こども園 4園、小規模保育事業所 3園）
○子育てのための施設等利用給付　5,667千円
　保育の必要性がある児童が、認可保育園や認定こども園を利用でき
ない場合に、認可外保育施設等を利用した利用料の一部を補助　15人
○認可外保育施設健康管理事業　142千円
　認可外保育施設の児童の健康診断への補助　延べ71人
○実費徴収に係る補足給付事業　1,145千円
　生活保護世帯の保護者が特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業所に対して支払うべき教材・行事費等及び給食費を補助　5人
　幼児教育・保育の無償化の施行に伴う子ども・子育て支援新制度未
移行幼稚園利用の子どもに係る副食費の補足給付　31人
○障がい児保育事業　15,275千円
　障がいのある児童を安心して預けられる環境整備のための事業への
補助　16園（保育園 7園、認定こども園 8園、小規模保育事業所 1
園）
○認可外保育施設保育料無償化事業補助　4,578千円
　認可外保育施設を利用する満3歳未満かつ第2子以降の子どもの保育
料を全額補助　21人

○

○

南城 60

支援セ
ンター

預かり
保育

病児

○

○

○ ○

○

○

80 ○

○

○

湯本 45

○

定員
(人)

障がい
児

○花巻太陽の子分園 30

○
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

※前ページからの続き

児童福祉運営措置

費

認定こども園

小規模保育事業所

家庭的保育事業所

事業所内保育事業所

私立幼稚園

【事業の成果】

○

八幡 60

○ ○

○

○○

○

石鳥谷善隣館

こどものくに 60 ○

80 ○ ○

石鳥谷 90 ○ ○ ○

○

12

八重畑 50 ○

たかき 30 ○

60

新堀 60

みなみ

○

○島 60

○ ○

縢乃 60 ○ ○

○ ○

○

○○

○

ピュア・チャイルド 12

やさわ

ゆもと 60

60 ○

60 ○

第二若葉 60

ぴっころ 60 ○ ○ ○

にじいろ 60

事業費
財源内訳

国・県

19園 35園 15園計 1,899

つちざわ 60

○ ○

○

16園

目標値 62.1

実績値 62.0 63.8

60

保護者の雇用形態の変化等により多様化した保育ニーズに対応するた
め、延長保育や一時預かり等の保育サービスの充実を図ったほか、地
域子育て支援センターの運営を委託し、家庭で保育を行う世帯を支援
した。また、幼児教育・保育の無償化に伴う認可外保育施設等の利用
料の無償化給付を行い、保護者の経済的負担の軽減を図った。

成果指標 4年度 5年度単位 区分

地方債 その他 一般財源

61.3

○ ○ ○ ○

5

青空 5

みつば

よつば

一時預かり、延長保育、病児保育のサービス
を実施した市内私立保育園等の割合

％

にまいばし

○

○

ひよこ 19 ○ ○

ぎんどろ 12

○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

わこの家 12

つくし 12

147,862 87,976 2,800 13,875 43,211

3園

※表中の○印は、補助等を行っているか否かにかかわらず、実際に当該
保育サービスを実施している園を示す。（障がい児保育事業を除く）

(単位：千円）

○中央みのり

2園

３款２項２目
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑤ 児童手当・児童扶養手当支給事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 障がい児通所等給付事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

障がい福祉サービスに満足している障が
い児及びその家族の割合

％
目標値 89.2 90.0

実績値 91.0 93.9

一般財源

10,000円

特例給付(所得制限)

財源内訳

1,478,010

児童福祉運営措置

費

３款２項２目

児童を監護し、かつ、これと生計を同じくするその父又は母に児童手
当及び児童扶養手当を支給する。

障がいの特性、発達段階に応じた適切な療育が受けられるよう、障が
い児通所サービスの利用等に要する費用を給付する。

○児童手当支給　1,147,125千円
　中学校修了前の児童を養育している者に対して、手当を支給
　支給児童数　8,621人（月平均）

児童手当支給額

第1子、2子 第3子以降

3歳未満

5,000円 5,000円

○児童扶養手当支給　330,885千円
　ひとり親家庭で18歳に達した日の属する年度末までの児童を養育し
ている者に、所得に応じて手当を支給
　受給者数　689人（月平均）

15,000円 15,000円

10,000円

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

地方債 その他 一般財源

1,079,062

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

(単位：千円）

事業費
国・県 地方債

障がい児通所支援を利用する費用を給付することにより、障がい児が
適切な療育支援を受けられた。

309,354 231,752 77,602

3歳以上小学校修了前

中学校修了前の児童を養育している者に児童手当、ひとり親家庭で児
童を養育している者に児童扶養手当を支給し、生活の安定を図った。

○障がい児通所支援　300,051千円
　児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問等に係るサービ
ス利用に対する給付　延べ2,762人
○障がい児相談支援　9,303千円
　障がい児支援利用計画の作成に対する給付

15,000円

中学生 10,000円

398,948

その他
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑦ 保育力充実事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

【事業の成果】

待機児童解消のため、保育士等への家賃や奨学金返済支援補助、再就
職及び新卒保育士へ１年間勤務で返還を免除する貸付等の支援を行う
など、保育士確保に取り組んだ。

費 保育所入所待機児童の解消を図るため、保育士確保等のための取組を
実施する。

○保育のおしごとフェア　231千円
　保育施設の魅力紹介や就職相談、保育士養成校による進学相談のイ
ベントを開催　来場者（学生等）11人
○保育士等保育料補助金　702千円
　私立認可保育所等へ勤務し、認可保育所等へ子どもを預ける保育士
へ保育料の一部又は全部を補助　8人
【参考：市内居住の保育料減免者　22人】
○一時預かり保育利用料補助　30千円
　一時預かり保育利用料に自己負担上限を定め、上限を超えた分の保
育利用料を補助　1人
○保育士等家賃補助金　2,842千円
　私立認可保育所等へ採用されてから起算して3年以内の保育士等が
負担する家賃の一部を補助　18人
○保育士等奨学金返済支援補助金　1,982千円
　奨学金を利用して資格を取得し、私立認可保育所等へ勤務している
保育士等の奨学金返済額の半額を補助　36人
○保育インターンシップ事業補助金　10千円
　私立認可保育所等が受け入れたインターンシップ学生へ支払う報酬
の半額を補助　1施設
○保育士等再就職支援金貸付　1,100千円
　保育士等資格保有者が私立認可保育所等へ就職した際に、再就職支
援金を貸付　11人
○新卒保育士等就職支援金貸付　2,800千円
　新卒保育士等が私立認可保育所等へ就職した際に、就職支援金を貸
付　14人
○保育のおしごとナビ
　保育施設等の施設情報や求人情報を提供する保育士等就職支援サイ
トの運営
○保育施設見学・体験ツアー
　保育士養成校の学生を対象に保育施設の見学・体験ツアーを開催
2日間開催　参加者12人

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

３款２項２目

児童福祉運営措置

9,697 5,000 4,697

目標値 0 0

実績値 20 28
待機児童者数（10/1現在） 人

成果指標 単位 区分 4年度 5年度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑨ はなまき子育て世帯臨時特別支援金給付事業（繰越明許費）

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

食費等の物価高騰に直面し、その影響を特に受ける低所得の子育て世
帯の生活支援のため、対象児童1人あたり50千円の特別支援給付金を
支給する。

コロナ禍における原油価格・物価高騰等に直面する子育て世帯を支援
する。

コロナ禍における原油価格・物価高騰に直面する子育て世帯の生活の
安定に寄与した。

３款２項２目

児童福祉運営措置

費

149,145

その他 一般財源

財源内訳

国・県

○低所得のひとり親世帯に対する給付　60,150千円
　支給対象児童　1,203人
○低所得の子育て世帯（ひとり親世帯以外）に対する給付
37,400千円
　支給対象児童　748人
○低所得の子育て世帯（均等割のみ課税世帯）に対する給付
14,450千円
　支給対象児童　289人
○令和５年度住民税非課税及び住民税均等割のみ課税世帯に対する給
付　35,000千円
　支給対象児童　700人
○給付に係る事務費　2,145千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

地方債 その他 一般財源

390 390

149,145

食費等の物価高騰の影響を特に受ける低所得の子育て世帯における、
生活の安定に寄与した。

〇はなまき子育て世帯臨時特別支援金給付　390千円
　令和5年3月31日までに生まれた児童のうち、出生届を4月1日以降に
提出したため給付を受けられなかった児童1人につき30千円を支給
13人

(単位：千円）

事業費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑩ 修学児童・生徒世帯生活応援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 児童養育事業

683,093 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 地域子育て支援センター事業

【事業目的】

【事業内容】

26

児童福祉運営措置

入所施設により、保護者及び児童の生活支援自立促進が図られた。

児童福祉施設費

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

児童を適正に養育するため、家庭において養育が困難になった児童の
養育・保護などを行う。

○短期入所生活援助（ショートステイ）　288千円
　保護者が一定の理由により児童の養育が困難となった場合に、児童
養護施設等において児童を養育・保護（原則として7日以内）
　実績　5世帯（児童6人）

３款２項３目

○修学児童・生徒世帯生活応援支援金の支給　68,164千円
　令和5年度末において満15歳の児童へ30千円を支給　845人
　令和5年度末において満18歳の児童へ50千円を支給　837人

３款２項２目

137 91

費 エネルギー・食料品価格等の物価高騰による負担増を踏まえ、特に家
計への負担が大きい高校・大学入学（就職）を控える子育て世帯に対
し支援金を支給する。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

288 60

利用希望者が利用できた割合 ％
目標値 100.0 100.0

実績値 100.0 100.0

その他 一般財源

68,164

物価高騰の影響による子育て世帯の経済的な負担が軽減された。

68,138

○地域子育て支援センター事業　20,467千円
　子育て親子の交流の場の提供と交流の促進　利用者　延べ6,866人
　子育て等に関する相談　延べ565件
　子育てに関する講習等の実施 38回（参加者　延べ251人）
　地域の子育て関連情報リーフレット、毎月のセンターだより発行
　地域子育て支援情報ネットワーク事業交流会(研修会)の開催　2回
　地域の子育て支援団体の活動へのスタッフ派遣や助言　3回

地方債 その他 一般財源

13,582 1,700 5,185

国・県

20,467

(単位：千円）

事業費
財源内訳

子育て家庭を支援するため、子育て中の親子の交流促進や子育て相
談、講習会を通じた情報提供を行う。また、地域全体で子育てを支援
する情報ネットワークを構築する。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

③ はなまきファミリーサポートセンター事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 保育所保育環境充実事業

【事業目的】

【事業内容】

25,364 2,900 20,154 2,310

○公立保育園環境整備　24,097千円
　宮野目保育園照明ＬＥＤ化業務、湯口保育園駐車場整備業務、太田
保育園屋根塗装工事、フェンス更新等業務、遊具移設、暖房機更新等
○公立保育園安全整備　449千円
　屋外遊具補修等
○公立保育園備品購入　818千円
　備品購入（冷凍冷蔵庫、オーブンレンジ、調理台、遊具）

(単位：千円）

％
目標値 98.0

公立保育園の安心・安全な保育環境を保つため、保育環境の整備及び
計画的な維持管理を行う。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

児童の預かり等の援助依頼に対して、きめ細やかに対応したことによ
り、適切な援助につながることができた。また、会員に対する制度の
理解や安全に関する講習会の実施により、相互援助活動の質の維持向
上が図られた。

％
目標値 95.0 95.0

実績値 98.7 99.0

5年度

地域子育て支援情報ネットワーク交流会
（情報交換、研修）の満足度

％
目標値 85.0

実績値 84.2

子育て家庭の負担の軽減を図るため、有償ボランティアによる児童の
あずかりや送迎等、会員相互の援助活動を推進する。

○はなまきファミリー・サポート・センターの運営　5,944千円
　会員数　769人（依頼会員551人、提供会員198人、両方会員20人）
  利用件数　1,029件
　ファミサポ会報紙発行（年1回）
　会員講習会（参加延人数 39人）
  ひとり親家庭、低所得者等の会員に対する利用支援　対象者5人

子育てに関する講座の満足度

90.0

100.0

成果指標

３款２項３目

児童福祉施設費 乳幼児とその保護者が気軽に集える場の開設や、子育て相談や子育て
講座等により、子育て家庭の育児の孤立化防止や子育ての不安や悩み
の軽減を図ったほか、子育て支援関係機関の交流会を開催し、情報共
有を行ったことにより、地域の子育て支援機関の連携を図った。

単位

実績値 100.0

5,944 3,000 2,944

93.8

100.0

98.0

実績値 98.6

区分 4年度 5年度

単位 区分 4年度

利用希望者が利用できた割合 ％
目標値 100.0

(単位：千円）

事業費

講習会内容の満足度

一般財源地方債 その他

成果指標

100.0

財源内訳

国・県
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

千円 ① 少年センター運営事業

3,668 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 家庭児童相談事業

8,421 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

5年度

家庭相談員の関わりが終了した世帯の割
合 81.1

5,625

家庭における児童の適正な養育とその福祉の向上を図るため、相談や
訪問調査、指導援助などを行う。

○家庭児童相談　8,421千円
　家庭相談員3人配置
（うち虐待対応強化支援員1人、安全確認対応職員1名）
　相談支援や訪問調査、指導援助の実施
　相談受理件数　247件

(単位：千円）

地方債 その他 一般財源

公立保育園の保育環境充実を図るため、太田保育園屋根塗装工事を実
施したほか、冷暖房機器・屋外遊具等の設備更新を実施した。また、
宮野目保育園の電気照明設備をＬＥＤに更新し、公共施設の脱炭素化
を図った。

単位 区分 4年度

8,421

成果指標

％
目標値 75.0 75.0

実績値 89.8

2,796

家庭児童相談費

児童相談所、教育・保育機関、警察等の関係機関との密な連携に努
め、各種相談や児童虐待通告に組織的に対応したほか、保護者への相
談支援や指導援助を行い児童のよりよい養育環境を整えた。

３款２項５目

事業費
財源内訳

国・県

少年センター費

非行少年補導数 人
目標値 0 0

実績値 0 0

3,668 3,668

３款２項３目

児童福祉施設費

財源内訳

国・県

○少年補導委員の設置　1,005千円
○主任少年補導委員の設置　2,663千円

区分 4年度

地方債 その他 一般財源

３款２項４目

少年の非行防止及び健全育成のため、補導、啓発活動及び少年相談を
行う。

(単位：千円）

事業費

5年度

少年の非行防止及び健全育成のため、少年補導委員による街頭補導活
動を実施し、少年非行を生まない社会づくりの推進が図られた。

成果指標 単位
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 生活困窮者支援事業

172,054 【事業目的】

【事業内容】

 

【事業の成果】

千円 １　生活保護の実施状況

1,084,032 　(１)　世帯類型別被保護世帯状況（保護停止中を含む。）

〔参考〕

5年度末被保護世帯数   600世帯　 5年度末被保護人員　 　720人

4年度末被保護世帯数   601世帯　 4年度末被保護人員　 　737人

　(２)　保護率の状況

目標値 15 15

実績値 34 38

区分 4年度

160 160

10.42

325 18 20

年度平均
‰ ‰

7.96 10.43

年 度 末 7.89

30

5年度成果指標 単位

就労者延べ数（生活困窮者） 人

就労者延べ数（被保護者） 人

172

傷病・障害
者世帯

その他
世帯

区分 花巻市 岩手県

年　度
平　均

321 20 22

165 72 600

68 603

年度末

３款３項２目

扶助費

区分
高齢者世帯 母子

世帯

目標値 0.50 0.50

計
単身 ２人以上

医療レセプト点検に係る過誤調整率 ％
実績値 0.90 1.73

生活困窮者等一人ひとりの状況に応じた自立支援計画を作成し、支援
を実施して自立を促した結果、67人の就労につなげることができた。

実績値 30 29

目標値 30

３款３項１目

国・県 地方債 その他 一般財源

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

事業費
財源内訳

○生活困窮者支援事業　19,305千円
　自立相談支援…一人ひとりに応じた自立向けプランの作成　18件
　家計改善支援…家計収支の改善、家計管理能力向上の支援　 0件
　就労準備支援…生活習慣訓練、技術習得等の支援等　　　　 9件
○子どもの学習支援事業　3,035千円
　中学生がいる被保護世帯への訪問相談、学習に関する支援
○被保護者就労支援事業　2,580千円
○被保護者健康管理支援事業　2,556千円
○生活保護適正実施推進事業　12,585千円
　医療受診の適正指導や収入資産状況把握、扶養義務調査の実施等
○医療扶助オンライン資格確認対応事業　4,111千円
○医療扶助オンライン資格確認対応事業（繰越明許費）　160千円
　オンライン資格確認対応のためのシステム改修等

(単位：千円）

生活保護総務費

生活保護に至る前の生活困窮者の自立を図るため、一人ひとりに応じ
た総合的な支援を実施する。また、生活保護制度の適正化を図るとと
もに、就労支援や健康管理支援を行い、被保護者の自立を支援する。

44,172 25,234 18,938

国・県 地方債 その他 一般財源
事業費

財源内訳

- 69 -



事　業　内　容　説　明科　目 決算額

① 生活保護事業

【事業目的】

【事業内容】

○生活保護費の支給　1,084,032千円

　生活保護費支給状況

【事業の成果】

扶助費

３款３項２目

延人数 扶助額 扶助額の

（世帯） （人） （千円） 構成比（%）

100.0

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

63,139 5.8

5,313 6,333 133,882 12.4

210 267 2,624 0.2

葬祭扶助費 12 12 2,620 0.2

施設事務費 21 21 57,989 5.3

住宅扶助費

就労支援や健康管理支援のほかケースワーカーの生活指導により、被
保護世帯の自立に向けた支援に努めた。

1,084,032 798,225 285,807

2,270 0.2

553,195 51.0

出産扶助費 0 0 0 0.0

医療扶助費 6,332 7,274

0.1

進学準備給付金 1 1 300 0.1

就労自立給付金 6 6 330

計 20,200 23,398 1,084,032

生業扶助費 148 161

生活扶助費 6,052 7,172

介護扶助費 2,105 2,151

教育扶助費

267,683 24.7

生活困窮者に対し困窮の程度に応じて必要な保護を行い、最低限度の
生活を保障するとともに、自立した生活を支援する。

区分
延世帯数
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【乳幼児と保護者の健康の保持増進】

　地球温暖化対策と省エネルギーを推進するため、特に電気使用量が増加する夏季及び冬季を中心に、
家庭でも取り組むことができる節電方法などについて、広報はなまきや市ホームページ、コミュニティ
ＦＭを通じて周知を行い、意識啓発を図った。

【省エネルギー型の暮らしへの転換】

　妊産婦及び乳幼児健診をはじめ、全ての妊産婦・子育て世帯への相談対応、産前・産後サポート事業
や産後ケア事業等により、妊娠前から子育て期まで切れ目のない支援を継続して実施することにより、
乳幼児とその保護者の健康の保持増進を支援した。

　定期予防接種の実施と、任意接種であるこどもと妊婦のインフルエンザ予防接種の費用助成を継続実
施し、感染症の予防に努めた。また、新型コロナウイルス感染症についてはワクチン接種を実施すると
ともに、抗原検査キットを確保し、必要に応じて高齢者施設等における緊急検査の際や、市内教育保育
施設職員及び小中高校教職員等に配布し、感染拡大の予防を図った。

【感染症予防の推進】

４　衛生費

　岩手中部水道企業団の経営基盤を強化するため、上水道の経年施設の更新や広域化のための施設統廃
合整備等に要する経費に対し、補助及び出資を行った。また、水道未普及地域における住民の安全な生
活用水を確保するため、浄水施設等の設置者に対して補助金の交付を行い、水道未普及地域内の浄水施
設等の整備を行った。

　良好な環境を保全・創造し、次の世代に引き継ぐため、現状の環境問題の把握に努めるとともに、第
２次花巻市環境基本計画及び計画に掲げる具体的施策の実施状況について、市ホームページを通じて周
知を図った。また、花巻市役所地球温暖化対策実行計画を推進し、温室効果ガスの削減を図った。

【地球温暖化対策の意識啓発】

　生活環境の保全のため、市民総参加一斉清掃及び河川清掃等を実施し、環境美化の促進を図った。ま
た、害虫防除活動支援のため、害虫駆除機器の貸し出しや広報はなまき等での情報提供を行い、公衆衛
生の向上を図った。

【安定した水の供給】

【環境衛生の促進】

【地域医療体制の推進】

　市民が将来にわたって安心して必要な医療が受けられるよう、病診連携に重要な役割を担う岩手中部
地域医療情報ネットワークの構築及び運用への支援、岩手医科大学附属病院利用者連絡バスの運行、市
町村医師養成事業の医学生奨学金制度への負担に加えて、周産期医療体制を確保するため、産科医師、
助産師等の市内産科医療機関への就業支援や、妊産婦の健診、診療、出産のための交通費等支援を行っ
た。また、公益財団法人総合花巻病院の経営悪化を受け、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
による法人解散事由を回避するため、同法人の債権者である金融機関とともに財政支援を行ったことに
より総合花巻病院の運営が継続され、市民が安心して暮らせる地域医療の確保を図った。

【市民の健康づくりの推進】

　市民一人ひとりが健康への意識を高めるとともに生活習慣を見直し健康づくりに取り組んでいけるよ
う、花巻保健大学・健康アップ講座・食育講座等を通じた健康の重要性の周知や、広報・ホームページ
等による普及啓発により、健康づくりの取組を推進した。また、スマートフォンアプリを活用し、楽し
みながら継続的に運動に取り組む「はなまき健康ポイント事業」を実施し、運動習慣の定着に取り組ん
だ。
　がん検診については、休日、夕方の検診を実施したほか、リーフレット配布等による周知により受診
率向上に努めた。さらに、医療用補正具購入支援事業について、医療用ウイッグや乳房補正具を補助対
象とし、がん患者の社会参加や療養生活への支援を図った。
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千円 ① 水道未普及地域対策事業

1,082,643 【事業目的】

【事業内容】

科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

　不法投棄の未然防止のため、パトロール等の監視活動や看板の設置等を実施し早期発見及び回収につ
なげることにより、生活環境や自然環境の改善を図った。

　ごみ減量化のため、資源集団回収活動の支援、広報はなまきや出前講座、ごみ減量アドバイザーによ
る啓発活動を実施し、ごみの再資源化を推進した。

　汚水を適切に処理するため、市内の許可業者へし尿の収集運搬業務を委託したほか、集められたし尿
を北上地区広域行政組合で共同処理することによる効率的な処理を行い、生活環境の保全と公衆衛生の
向上が図られた。また、浄化槽処理区域において浄化槽整備を推進した。

267 267

　環境に対する意識の高揚を図るため、環境マイスターの派遣や環境学習講座の実施により、市民が環
境について学ぶ機会を提供した。また、希少生物（ゼニタナゴ）の保護のため、保護活動を行う団体の
支援を行った。
　早池峰国定公園地域の自然環境を保全するため、県、市、関係機関や自然公園保護管理員による登山
マナー向上の呼びかけや高山植物等盗採パトロール活動を通じ、自然環境の保全に努めた。

【自然保護の推進】

４款１項１目

保健衛生総務費

水道未普及地域において安全な生活用水を確保するため、浄水施設等
の設置に対して補助を行う。

○浄水施設等設置補助　267千円
　対象施設工事費の9割（限度額270万円）を補助　1か所
○制度の効果的な住民周知
　パンフレット配布、補助金制度利用希望者への戸別訪問等を実施

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

　分別・再資源化によるごみ減量の取組みを推進するため、家庭ごみ収集分別表及び家庭ごみ収集カレ
ンダーの全戸配布や広報はなまき、市ホームページで周知を図ったほか、岩手中部広域行政組合におけ
る可燃ごみの共同処理により効率的なごみ処理を行った。

【廃棄物の適正な処理】

【不法投棄の防止】

【ごみの減量対策】

【汚水の適切な処理】

　悪臭発生による公害発生を防止するため、化製場に対し、臭気測定やパトロールの実施等による監視
及び指導のほか、悪臭発生防止対策の実施状況や施設等稼働状況等について確認及び指導を行い、悪臭
の発生防止に努めた。また、その他公害発生防止対策として、立入検査や排水水質検査の実施など、各
種公害法令に基づく指導を行った。

　生活環境の保全のため、市民が測定を希望する食品等の放射性物質濃度の測定を通年実施し、安心安
全な生活環境の維持に努めた。

【公害対策の推進】

【放射能測定体制の維持】
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

② 地域医療ビジョン推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 妊産婦交通費支援事業

【事業目的】

【事業内容】

「いわて中部ネット」に参加している市
民の数

人
目標値

市民が安心して出産できる環境の充実を図るため、妊産婦が産科医療
機関を利用する際に必要な交通費の支援を行う。

○妊産婦交通費支援　2,317千円
　対象者
　　・花巻市に住所を有し、母子健康手帳の交付を受けた妊産婦
　内容
　　・妊産婦健診、出産又は診療のために産科医療機関への通院又
　　は入院の際に負担した交通費に対する補助
　　・出産又は診療のために産科医療機関に近い宿泊施設に待機宿
　　泊する際に負担した交通費及び宿泊費に対する補助
　補助上限
　　・ハイリスク出産該当の妊産婦　50千円
　　・上記以外の妊産婦　　　　　　20千円

5,237

○病診連携の推進　13,689千円
　岩手中部地域医療情報ネットワーク協議会への補助、病診連携の普
及啓発、岩手医科大学附属病院利用者連絡バスの運行の補助等
○医療従事者確保　7,529千円
　岩手県国民健康保険団体連合会が運営する市町村医師養成事業に係
る市町村負担

(単位：千円）

事業費
財源内訳

15,981

76.2

かかりつけ歯科医を持っている市民の割
合[まちづくり市民アンケート結果]

％
80.0

実績値

目標値 80.0

73.9 75.0

72.7

9,000 10,000

1,479

実績値 10,626

実績値

9,712

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

かかりつけ医を持っている市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 80.0 80.0

将来の医療供給体制を確保するため、地域医療ビジョンに掲げる施策
を推進する。

地域医療ビジョンに掲げる施策の推進によって病診連携の普及が広が
るなど、市民が将来にわたって安心して暮らしていける質の高い医療
提供体制の維持・確保が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

21,218

国・県 地方債 その他

2,317 838

単位 区分 4年度

一般財源

※成果指標の浄水施設検討世帯数の96世帯は、平成29年度に実施したアンケート結果を反
映したものです。

5年度

浄水施設等設置率（浄水施設設置基数/
浄水施設検討世帯数（96世帯））

目標値 64.6 67.7

実績値 63.5 64.6
％

成果指標

平成29年度に行った補助金制度利用意向に関するアンケート調査を基
に、利用を希望した世帯に対し制度の利用促進を図ったほか、パンフ
レット配布や戸別訪問を実施し、1件の設置が図られた。

４款１項１目

保健衛生総務費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

④ 周産期医療確保対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 総合花巻病院財政支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

公益財団法人総合花巻病院の経営悪化を受け、市民が安心して暮らせ
る地域医療を確保するため、同法人の財政支援を行う。

○総合花巻病院財政支援　500,000千円
　同法人は、令和6年度3月決算において2期連続で債務超過（純資産
300万円未満）となり、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
による法人解散事由が生じる状況となったため、財政支援として補助
金を交付

市内産科診療所の数 箇所
実績値 2 2

1,000 371

市内産科医療機関が必要とする産科医師等が確保され、市民が安心し
て出産することができる環境の維持が図られた。

成果指標 単位

1,371

４款１項１目

市民が安心して出産できる環境の維持を図るため、市内産科医療機関
に就職する産科医師、助産師・看護師及び市内産科医療機関に対する
支援を行う。

○医師確保支援　819千円
　市内産科医療機関へ就職した産科医師に対して、就職支援（一時
金）、保育料、家賃及び交通費を補助
○助産師等確保支援　552千円
　市内産科医療機関へ就職した助産師・看護師に対して、就職支援
（一時金）、保育料、家賃及び奨学金返還を補助

国・県 地方債 その他 一般財源

財源内訳

保健衛生総務費 妊産婦が妊婦健診、診療、出産のために産科医療機関を利用する際に
必要な交通費等の負担軽減が図られた。

(単位：千円）

事業費

一般財源

500,000

国・県 地方債 その他

(単位：千円）

事業費
財源内訳

市の財政支援補助金5億円と同法人の債権者である金融機関から6億円
の債務減免を受けたことにより、総合花巻病院の運営が継続され、市
民が安心して暮らせる地域医療の確保が図られた。

5年度

目標値 2

500,000

区分 4年度

2
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 救急医療確保事業

696,422 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 健康教育相談事業

【事業目的】

【事業内容】

(単位：千円）

保健センター費

63,773

○休日等歯科診療所運営　5,403千円
　休日の歯科救急医療の確保するため、花巻市歯科医師会に委託
　　開設日数71日
　　診療日（時間）：日曜祝日（9時～13時）
　　場所：花巻保健センター
○在宅当番医制対策　6,862千円
　休日における一次救急患者の医療を確保するため、花巻市医師会に
委託、救急告示病院でない診療所での一次救急患者の受入れ等に要す
る経費に対する補助
　休日当番医47病院・診療所
　診療日：日曜祝日
　場所：内科・外科各1医院
○病院群輪番制病院運営　11,508千円
　夜間及び休日における二次救急患者の医療を確保するため、病院群
輪番制の事業運営に要する経費に対して補助
○救急医療確保支援　40,000千円
　夜間及び休日における二次救急医療体制を確保するため、病院群輸
番制に参加する民間二次救急告示病院の輪番制当番日以外の医療体制
確保に要する経費に対して補助

４款１項２目

救急医療を必要とする市民のため、夜間・休日等の救急医療体制の確
保・充実を図る。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

41,99221,781

市民の生活習慣の改善と健康の保持増進を図るため、健康教育、相談
等を実施する。

その他 一般財源

夜間・休日等の救急医療体制を整え、市民がいつでも安心して医療を
受けられる体制の確保・充実を図った。

○生活習慣病予防対策　13,498千円
　健康アップ講座の開催　2回（参加者139人）
　自動血圧計貸出事業の実施　26件
  健康ポイント事業の実施　参加者数1,725人
○自殺予防対策　564千円
　メンタルヘルスチェックシステム「こころの体温計」サイトの運用
アクセス数　 18,762件
○健康づくりフロンティア　932千円
　生活習慣病の早期発見と発症予防を目的とし、家庭血圧測定をはじ
めとする事業の一部を帝京大学等に委託して実施
〇保健大学　661千円
　適切な医療・保健情報の提供を目的に実施（事業の一部を花巻市医
師会に委託）　7回（参加者372人）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

15,655 2,651 800 109 12,095
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

③ 健康づくり推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

4,177

目標値 1,450 1,450

実績値 1,178 1,577

目標値 4,263 4,263

４款１項２目

100.0

3,303 3,303

健康増進計画や事業の円滑な推進を図るため、健康づくり推進協議
会、保健推進、献血推進の各事業を行う。

○健康づくり推進協議会 136千円
　健康づくり推進協議会の開催　3回
○保健推進　2,517千円
　保健推進委員の各種研修会参加及び事業への協力等　505回
　ウォーキングマップの作製　7地区
○献血推進　650千円
　献血思想の普及と献血事業の推進を図る献血推進協議会の活動に対
する補助

健康アップ講座等の満足度
[各種健康講座の参加者アンケート結果]

％
目標値

保健センター費 健康アップ講座をはじめとする各種健康講座を実施した結果、健康に
関する正しい知識の普及啓発が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

100.0

実績値 100.0 94.2

4,123

保健推進事業への協力者数 人

献血本数（200ml換算） 本

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

保健推進については、健診（検診）受診の呼びかけやウォーキング
マップの作製により地域における健康づくりの機会の創出につながっ
た。また、献血推進については、広報周知活動に力を注ぐことで一定
程度の献血本数を確保することができた。

区分 4年度 5年度成果指標 単位

実績値
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 母子保健事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 養育医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

1,483 890

身体の発育が未熟なまま生まれ入院の必要な乳児が、生後速やかに養
育に必要な医療を受けられるよう、養育医療の給付を行う。

○養育医療給付　5,029千円
　対象者：医師が入院による養育を必要と認めた未熟児
　給付額：保険給付以外の自己負担に相当する額
　　　　（ただし、扶養義務者等の所得に応じて費用徴収あり）
　給付方法：現物給付

生後速やかに養育医療の給付を行った結果、適切な医療が受けられ、
乳児の健やかな成長と発達を促すことにつながった。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

5,029 2,656

3歳児健診における受診の割合 ％
目標値 100.0 100.0

実績値 101.9 100.0

通年的に妊産婦・乳幼児健診を実施するとともに、未受診者に対して
丁寧に受診勧奨に努めたことにより、100％の受診率となった。

成果指標 単位 区分 4年度

一般財源

90,836 20,195 70,641

5年度

○妊産婦・乳幼児健康診査及び相談　67,567千円
　妊婦一般健康診査　15回（多胎妊婦の場合20回まで）
　産後健康診査（産後2週、1か月）
　新生児聴覚検査
　乳児一般健康診査（1か月児、4か月児、10か月児）
　集団健康診査及び相談（7か月児、１歳6か月児、2歳児親子歯科、3
歳児）
○子育て世代包括支援センターの設置　2,699千円
○産前産後ケア事業等業務　20,373千円
○赤ちゃんふれあい体験教室　60千円
○ライフスキル講演会（新規）　137千円
○妊娠前相談
　相談実人数 3人　相談延べ人数 3人

財源内訳

国・県 地方債 その他

保健センター費

安全安心な妊娠・出産を迎え、子どもの心身ともに健やかな成長と発
達を支援するため、健康診査及び健康教室、相談支援、産後ケア等を
実施する。

４款１項２目

(単位：千円）

事業費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑥ 食生活改善推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 健康診査事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

がんや疾病の早期発見・早期治療のため、がん検診等を行う。

○各種がん検診及び健康診査　156,416千円
　各種がん検診（胃・肺・大腸・乳・子宮・前立腺）
　肝炎ウイルス検診（40～79歳の未受診者）
　骨粗しょう症予防検診（40、45、50、55、60、65、70歳及び前年度
未受診者)
　ピロリ菌検診（20歳、21～39歳の未受診者）
　35歳の健康診査
　生活保護世帯の健康診査（40歳以上）
  結核検診（65歳以上）

(単位：千円）

市民の健康を守るため、各種がん検診や健康診査を実施し、疾病の早
期発見・早期治療につなげた。

成果指標 単位 区分

単位 区分 4年度

156,416 5,676 105,266

(単位：千円）

保健センター費

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

9.81

４款１項２目

食生活改善推進員の組織活動を支援するとともに、市民向けの各種講
座・研修会を開催するなど、生活習慣病予防や食育に関する啓発を行
うことにより市民の健康づくりを推進することができた。

成果指標

食事に気をつけている市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 50.6 50.6

実績値 46.5 47.0

一日の推定塩分摂取量 ｇ
目標値 8.00 8.00

実績値 9.99

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

4年度 5年度

目標値 50.0 50.0

実績値 36.3 35.5

5年度

5,791 5,000 791

45,474

目標値

50.0 50.0

実績値 31.532.6

50.0

大腸がん検診受診率 ％

乳がん検診受診率 ％
50.0

実績値 40.8

子宮頸がん検診受診率 ％
目標値

39.4

市民の健康保持増進を図るため、食生活の正しい知識と技術を普及す
る。

○食育推進事業　1,137千円
　講座等の開催を通じ、食育の普及啓発及び健康づくりの推進
　食育講座　25回　食育普及活動　55回
○栄養相談・指導　3,682千円
　栄養指導員の配置、食生活全般に関わる知識の普及啓発
○食生活改善推進　972千円
　食生活改善推進員を育成し、活動を支援
　食生活改善推進員養成　5回（10名修了）　伝達講習会開催　61回
　推進員育成事業（スキルアップ研修会）　14回
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ 歯科保健事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑨ 保健センター整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

花巻保健センターの環境改善のため、花巻保健センター空調設備改修
（第3期）及び、今後の施設の計画的な予防保全計画のため実施設計
を行った。

16.8
歯周病予防検診受診率

目標値
％

9,438

事業費
財源内訳

国・県 その他地方債

(単位：千円）

4,279

保健センター費

○成人歯科健診、歯周病予防検診　　4,067千円
　成人歯科健診（30、35歳）
　歯周病予防検診（40、50、60、70歳）
○訪問歯科診療委託　558千円
　寝たきりや障がい者等通院困難な市民を対象にした訪問診療
○歯科保健大会　459千円
　花巻市文化会館を会場に８０２０達成者・良い歯の親子・啓発推進
図画等の表彰、特別講演、啓発推進図画等の展示を実施
○歯科衛生教育・相談　2,993千円
○母子歯科健診等　1,361千円
　妊婦歯科健診、2歳児乳歯フッ化物塗布

４款１項２目

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

その他

16.0

事業費
財源内訳

〇花巻保健センター空調設備改修（3期）　34,694千円
　空調設備改修工事、工事監理、修正設計
〇花巻保健センター屋上防水改修工事実施設計　1,870千円
〇花巻保健センター改修（修正）計画策定検討業務　2,024千円
〇花巻保健センター自動火災報知設備更新業務（繰越明許費）
4,279千円

18.0

歯科口腔保健の推進のため、各種歯科健診、衛生教育等を実施する。

3,703

歯科健診や歯科衛生教育などを実施し、市民の口腔保健に関する意識
の高揚を図った。

18.0

実績値

38,588 32,000 6,588

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

5,735

一般財源

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

国・県 地方債

(単位：千円）

花巻保健センターの利用環境を整えるため、公共施設マネジメント計
画及び建物施設保全方針に基づき、計画的な保全を図る。

一般財源

4,279

一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑩ 医療用補正具購入支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 感染症予防対策事業

574,292 【事業目的】

【事業内容】

651

事業費
財源内訳

予防費

○定期予防接種　245,747千円
　二種混合、四種混合、麻しん風しん混合1期・2期、日本脳炎、ＢＣ
Ｇ、ヒトパピローマウイルス（子宮頸がん予防）、ヒブ、水痘、小児
用肺炎球菌、Ｂ型肝炎、ロタウイルス、高齢者インフルエンザ、高齢
者用肺炎球菌
○こどものためのインフルエンザ予防接種費用軽減事業 25,017千円
　全額自己負担である予防接種費用を一部補助
○妊婦のためのインフルエンザ予防接種費用軽減事業　222千円
　全額自己負担である予防接種費用を一部補助

○がん患者医療用補正具購入費補助金　1,010千円
　補正具購入費の1/2を補助（千円未満切り捨て）
　医療用ウイッグ：上限額3万円
　乳房補正具：上限額2万円
　（対象者1人につき補正具の種類ごとに1回）

○風しん抗体検査及び風しん第5期定期予防接種　3,261千円
　昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性を対象に抗体検査の
実施、抗体検査陰性者に予防接種の実施
○狂犬病予防　2,767千円
　狂犬病予防注射及び犬の登録管理、鑑札・注射済票の交付
　犬登録管理システム及び機器の更新

対象者

144,039 131,557

医療用補正具の購入費の一部を補助することによって、がん患者の経
済的負担の軽減と、社会参加や療養生活への支援が図られた。

補助額

地方債 その他 一般財源

治療に伴う外見の変化により医療用補正具（医療用ウイッグ・乳房補
正具）を購入したがん患者に対し、購入費の一部を補助することで社
会参加や療養生活への支援を図る。

(単位：千円）

1回3,000円上限（2回まで）

４款１項３目

妊婦 1回3,000円上限

中学生 1回3,000円上限

277,014 1,418

国・県

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

４款１項２目

保健センター費

その他 一般財源

感染症の発生や、まん延を予防するため、各種予防接種を実施する。

1,010 359

未就学児～小学生

- 80 -



科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

② 感染症予防緊急対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 新型コロナウイルスワクチン接種事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
新型コロナウイルス感染症のワクチン接種を計画的に実施し、新型コ
ロナウイルス感染症のまん延、重症化の予防に努めた。また、8月以
降はコールセンターを終了し、すべて個別接種に切り替え、令和6年
度に見込まれる定期接種化への移行に向けた体制作りにつなげること
ができた。

296,122

予防接種法の臨時接種に位置付けられた新型コロナウイルスワクチン
の接種を行う。

○新型コロナウイルスワクチン接種体制確保　181,761千円
　集団接種会場の運営等
○新型コロナウイルスワクチン接種対策　113,828千円
　ワクチン接種の実施
○新型コロナウイルスワクチンに係る予防接種健康被害調査員会開催
38千円
○新型コロナウイルスワクチン接種に係る予防接種健康被害給付
495千円

(単位：千円）

295,538 16 568

事業費

予防費 各種予防接種を実施し、感染症の発症やまん延、重症化の予防に努め
た。

成果指標 単位

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○感染症予防対策物品の購入、備蓄　531千円
○対策本部の運営　625千円

(単位：千円）

４款１項３目

一般財源
事業費

実績値 90.1 90.5

92.8

狂犬病予防接種率 ％
目標値

49.0

77.0

実績値 48.9

新型コロナウイルス感染症の発生・まん延の防止を図る。

1,156

新型コロナウイルス感染症の発生やまん延予防のため、消毒用アル
コールを確保し市関連施設に備えた。また、高齢者施設等で緊急的に
検査を必要とする場合には備蓄していた抗原検査キットを提供したほ
か、市内教育保育施設職員及び小中高校教職員等にも配布し、新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡大防止を図った。また、感染症の感染の
恐れがある場合に対処できるよう防護キットを確保し、有事の場合に
備えた。

地方債 その他

インフルエンザ予防接種率（こども） ％
目標値

5年度

％
目標値 98.0 98.0

77.0

実績値 92.4

100.0

1,156

麻しん・風しんの混合Ⅱ期接種率

財源内訳

国・県

100.0

区分 4年度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 環境衛生活動推進事業

11,031 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 環境学習推進事業

144,413 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

○環境マイスターの派遣　152千円
　派遣回数　29 回
○環境学習講座の実施　12千円
　環境学習講座　4回（参加者36人）
○環境教育の推進　63千円
　水生生物調査の実施　11回（10団体）
　環境学習チャレンジブックの配布、河川周辺草刈業務委託
○自然生物保護　21千円
  希少生物（ゼニタナゴ)保護活動の支援

(単位：千円）

目標値 79.0 80.0

5年度

実績値

自然環境を守る行動を行った市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％

901

880

実績値 830

４款１項７目

環境対策費

市民の環境に対する意識の高揚を図るため、環境教育の機会を提供す
る。

248

国・県 地方債 その他
事業費

財源内訳

環境学習の機会を提供するため、環境マイスターの派遣をはじめ、環
境学習講座や水生生物調査などを実施し、市民の環境に対する意識の
高揚を図った。

248

一般財源

59.7 59.1

成果指標 単位 区分 4年度

環境マイスターを派遣した研修会等に参
加した市民

人
目標値 880

成果指標

事業費
財源内訳

2,891

市内全域において、参加の呼びかけを行いながら一斉清掃を3回実施
し、市内の環境美化を推進した。

4年度

環境衛生費

４款１項４目

56.0 56.0

国・県

環境美化のため、清掃活動や害虫駆除を支援する。

○一斉清掃の実施　1,717千円
　実施日　4月16日・6月11日・9月10日
○衛生害虫駆除　195千円
　衛生害虫駆除用の機材貸出しと薬剤配布
○各種活動団体への補助　875千円
　花巻市公衆衛生組合連合会事業補助金
　岩手県食品衛生協会花巻支会補助金
○環境審議会の開催　　104千円
　環境審議会　2回（審議会委員 19人）

(単位：千円）

％

単位 区分

目標値

40.3

地方債 その他 一般財源

5年度

一斉清掃の参加率
実績値 47.6

2,891
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 公害防止対策事業

【事業目的】

【事業内容】

115

【事業の成果】

③ 河原の坊施設管理事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

早池峰国定公園内施設の適正な維持管理により、登山者の利便性が向
上された。

登山者等の利便性を図るため、早池峰国定公園内施設の適正な維持管
理を行う。

○自然公園施設の維持管理　1,519千円
　河原の坊総合休憩所、早池峰山頂避難小屋、鶏頭山避難小屋、うす
ゆき山荘

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1,519 830 689

○各種公害関係の測定、調査の実施　5,556千円
  河川水質定期測定　28河川37地点（159回）
　苦情等に伴う河川水質測定　5地点（16回）
　降下ばいじん測定　2地点（24回）
　騒音測定　27地点
　振動測定　4地点
　自動車騒音常時監視（国道、県道）
○放射線対策　2,882千円
　放射性物質濃度測定　22件
　空間放射線量測定　2地点（平日1回）
○公害防止対策　3,791千円
　公害防止関係法令対象事業場　42か所
　公害防止協定締結事業場立入調査　23事業場
　水質事故等対応　9件
　岩石・砂利採取法に関する事務
　認可申請審査（岩石1件、砂利8件）、巡視（随時）
○化製場悪臭公害対策　1,260千円
　臭気測定　8回
　悪臭モニターの悪臭感知件数　870件
　悪臭パトロール　51回

事業費
財源内訳

公害の発生防止のため、工業等における騒音、悪臭等の定期的な監視
や河川、工業排水等の水質検査等の実施及び事業所への指導を行うほ
か、食品等の放射性物質濃度の測定を実施する。

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

河川水質検査等の実施や事業場への立入調査と改善指導、公害防止パ
トロール、放射性物質濃度測定等の実施により、公害の未然防止に努
めた。

環境対策費

４款１項７目

悪臭苦情件数 件

区分 4年度 5年度成果指標 単位

13,489 2,821 266 10,402

公害防止関係法令基準、公害防止協定基
準遵守率

目標値 25 25

実績値 80 62

％
実績値 93.6 94.4

目標値 100.0 100.0
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 早池峰自然環境保全活動推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 浄化槽事業

【事業目的】

【事業内容】

その他 一般財源

12 1,252千円

9割

2事業所等

20

2

住宅

住宅

7 21,303千円

39,818

1事業所等

○私設汚水管設置費補助　864千円
　排水設備及び浄化槽放流管への補助　6件
　　30ｍを超えた延長に対し1ｍあたり4,000円　上限24万円
○排水設備設置促進事業補助　1,800千円
　65歳以上または18歳未満の者が居住する世帯への補助　18件
　　排水設備工事費相当額　上限10万円
○浄化槽維持管理費補助　2,950千円
　浄化槽を適正に維持管理している者への補助　295件
　　浄化槽維持管理費用相当額　上限1万円
○水洗便所等改造資金融資利子補給補助　99千円
　市が融資あっせんした水洗便所等の改造資金への利子の補給　15件
  　実行件数の内訳：前期分7件　後期分8件
○岩手県浄化槽推進協議会負担金　25千円
○全国浄化槽推進市町村協議会負担金　24千円

(単位：千円）

事業費

5割

財源内訳

国・県 地方債

5割

5 20,171千円

54,082

10 1,650千円 5割

9割23

2

住宅

事業所等

市民の快適で衛生的な生活環境と公衆衛生を確保し、併せて公共用水
域の水質を保全するために、浄化槽処理区域での浄化槽整備を推進す
る。

○浄化槽設置整備事業補助　48,320千円
　浄化槽設置工事費の補助　50基
　　設置基数内訳

10 2,970千円 9割

基数用途

5 974千円

人槽 補助金の額 補助割合

14,264

140

環境対策費

国・県 地方債 その他 一般財源

４款１項７目

県、市、関係機関や自然公園保護管理員による登山マナー向上の呼び
かけや高山植物等盗採パトロール活動を通じ、自然環境の保全が図ら
れた。

4,749 1,609 3,000

早池峰国定公園地域の自然環境を保全するため、登山マナー向上の呼
びかけやパトロール活動を行う。

○自然公園保護管理員設置　3,845千円
　自然公園保護管理員（期間5月～10月） 4人
○早池峰国定公園地域協議会負担金　740千円
　岩手県、遠野市、宮古市などと共同で自然環境保全活動を実施
○早池峰環境保全バス運行事業補助　164千円
　マイカーでの登山客を抑制し、自然環境の保全を図るため、6月か
ら9月までの第2土曜日等指定日にＪＲ花巻駅から早池峰山小田越登山
口まで1日1往復の運行

(単位：千円）

事業費
財源内訳
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

千円 ① 生活環境保全活動推進事業

10,613 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
115

千円 １　ごみ搬入状況 （単位：ｔ）

131,554

２　ごみ処理状況 （単位：ｔ）

再生処理 1,167.60

再生（紙、衣類、ビ
ン、ペット、プラ、廃
食用油、小型電子）

1,284.57

計

選別有価物（鉄、アル
ミ売却）

317.7

搬出量

△ 51.78

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

846

直搬

事業系
許可

直搬 60.98

資源物（電池、蛍光管） 21.63

27,226.73

160.63

処理内容 処理量 処理後の搬出内訳

13,921.48

349.13 △ 3.91

124.89

直搬

合計

家庭系 17,092.28 16,459.50

計

焼却処理 25,056.50
焼却残渣（埋立）
（中部広域組合より）

897.18

27,226.73 搬出計 3,001.44

４年度 ５年度

可
　
燃

家庭系
委託 14,451.83

△ 14.55

240.78 218.19 △ 22.59

不
燃
・
資
源

家庭系
175.18

2,112.23 2,028.26

比較

△ 632.78

事業系 10,691.03 10,767.23 76.20

△ 530.35

27,783.31

25.68

委託

9.20

破砕処理 1,002.63

破砕残渣（埋立） 480.36

(単位：千円）

846

河川の環境美化のため、市街地の河川清掃を行う。

○河川清掃業務　596千円
　河川清掃を自治会等へ委託　5か所
○豊沢川活性化・清流化事業推進協議会補助金　250千円
　豊沢川の清掃活動、啓発活動実施への補助

△ 83.97

河川清掃の実施により河川のごみが回収され、環境美化が図られた。

△ 556.58

４款１項７目

４款２項１目

事業系
許可 10,206.22 10,331.11

直搬 353.04

183.05 208.73

４款２項２目

清掃センター費

清掃総務費

実績値

12.0

11.0 11.0

環境対策費

浄化槽普及率 ％

浄化槽設置は、公共下水道や農業集落排水による集合処理方式に比べ
て管路工事やポンプ施設が不要なため初期投資が経済的であり、か
つ、工期が短く即効性が高いことから、水洗化率の向上に一定程度の
成果があった。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

目標値 12.0
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 １　塵芥収集実績

331,634

① 不法投棄防止事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 再資源化推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

4年度 5年度

821

目標値 7.0 7.0

821

目標値 28.5 28.5

廃棄物の不法投棄を防止するため、監視や啓発活動を行う。

○不法投棄防止パトロールの実施　480千円
　不法投棄監視員を委嘱しパトロールを実施　120回
○不法投棄防止啓発等　249千円
○不法投棄廃棄物の撤去・処理　92千円

(単位：千円）

その他 一般財源

4年度

実績値 1.7 1.8

5年度

4,102

不法投棄回収量

一般廃棄物のリサイクル率（家庭系） ％

成果指標

成果指標

379.0

区分

実績値 442.3 431.0

その他

ｇ/人・日

11,000

ごみ減量アドバイザーによるごみ集積所における分別・資源化の啓発
活動、資源集団回収に対する支援により、再資源化が図られた。

実績値 27.1 26.0

単位

家庭系可燃ごみ排出量

一般財源

367.0

（単位：ｔ）

５年度 比較

不法投棄監視員による監視活動のほか、公衆衛生組合連合会等と連携
した監視の強化や啓発活動により、不法投棄の早期発見及び回収につ
ながり、環境の改善が図られた。

可燃物 14,451.83 13,921.48 △ 530.35

不燃物 762.94 732.33

ごみ減量化のため、再資源化を推進する。

国・県 地方債
事業費

財源内訳

○資源集団回収団体への支援　9,952千円
　資源集団回収登録団体数　387団体
○資源集団回収運動優秀団体表彰　30千円
○生ごみのたい肥化　1,141千円
○資源化啓発・車両管理等　1,769千円
○ごみ減量アドバイザー設置　2,210千円

塵芥処理費

△ 30.61

４款２項３目

その他プラスチック 528.73 △ 27.07

単位 区分

15,102

目標値

事業費
財源内訳

国・県 地方債

(単位：千円）

ｔ

16,564.06 15,949.74 △ 614.32

490.75 △ 11.96

ペットボトル

４年度

190.79 194.81 4.02

衣類 99.99 81.64 △ 18.35

合計

555.80

ガラスびん 502.71
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

③ ごみ処理事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ ごみ収集運搬事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① し尿処理事業

307,069 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

ごみの適正処理のため、家庭ごみ分別表・ごみ収集カレンダーの配布
や可燃ごみの広域処理を行う。

４款２項３目

地方債

307,069 90,017

塵芥処理費

し尿の適正な収集運搬・処理により、生活環境の保全と公衆衛生環境
の向上が図られた。

し尿の適切な処理のため、収集運搬や広域での処理を行う。

○し尿処理　119,219千円
　し尿汲取り業務及び汲取り手数料の収入事務の委託
○北上地区広域行政組合分賦金　187,850千円
　北上地区広域行政組合のし尿処理に係る分賦金

(単位：千円）

事業費
財源内訳

し尿処理費

217,052

○家庭ごみ分別表、カレンダー作成・配布等　5,291千円
○ごみの広域処理　58,217千円
　岩手中部広域行政組合の運営費等の負担
○花巻温泉郷廃棄物処理組合補助金　16,000千円
　花巻温泉郷廃棄物処理組合が実施する廃棄物処理事業への補助
○ごみ分別及び適正排出に係る出前講座の実施
　ごみ減量アドバイザーによる出前講座　4か所
○一般廃棄物収集運搬許可車両運行支援対策交付金　8,435千円

25,496

ごみの分別に関する啓発により、分別の理解が浸透してきており、ご
みの適正処理につながった。また、岩手中部広域行政組合における可
燃ごみの共同処理により、処理業務の効率化が図られた。

成果指標

ごみの排出量 ｔ

一般財源

(単位：千円）

事業費
財源内訳

87,943 79,2888,435

目標値

227,768

国・県

一般財源

その他 一般財源

27,783 27,227

220

その他

４款２項４目

実績値

26,383

5年度単位 区分 4年度

市内のごみ集積所に排出される家庭系一般廃棄物について、効率的な
収集・運搬を行った。

○家庭系ごみの収集　227,768千円
　ごみ収集運搬業務委託（可燃物は岩手中部クリーンセンター、可燃
物以外は清掃センターに搬入）

(単位：千円）

ごみ処理のため、家庭系一般廃棄物の収集・運搬を行う。

事業費
財源内訳

国・県

227,768

国・県 地方債 その他

地方債

- 87 -



千円 ① 勤労青少年講座開催事業

16,787 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

勤労青少年向けの各種講座を実施した結果、受講生の福祉向上が図ら
れた。

成果指標 単位

2,096 2,096

科　目 決算額

講座受講者数 人
目標値 1,300 1,300

実績値 974 1,570

○各種講座の開催　2,096千円
　教養講座、スポーツ講座

５款１項１目

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

区分 4年度 5年度

【雇用環境の充実】

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け事業主都合により失業した者に対し、見舞金を交付すること
で再就職までの生活を守り、安心して就職活動を行うための支援を行った。

勤労青少年ホー
ム費 勤労青少年の福祉向上のため、各種講座を開催する。

事　業　内　容　説　明

  勤労青少年ホームにおいて、勤労青少年の健全な余暇活動の奨励と会員間の交流機会の創出を目的と
した各種講座を企画・開催した。また、中小企業退職金共済事業を通じた支援のほか、勤労者貸付資金
事業においては、新型コロナウイルス感染症の影響により、進学に要する資金を必要としている市内勤
労者に対して利子を補助し、勤労者の福祉向上への支援を行った。

【勤労者福祉の向上】

　「南部杜氏協会」への事業補助金の交付を通じ、日本三大杜氏である南部杜氏の後継者の育成や酒造
技術の取得・研鑽に対する支援を行ったほか、出稼ぎ労働者に対する出稼ぎ手帳の発給、互助会の加入
手続きや広報誌の送付などの支援を行った。また、「職業訓練法人花巻職業訓練協会」への事業補助金
の交付を通じ、専門性や技術力を有する人材の育成支援を行った。

５　労働費

【技能人材の育成・支援】

【職業人材の育成・支援】

　主に若年者の就職活動に関する能力向上のため、「ジョブカフェはなまき」においてキャリアカウン
セリングや面接指導等を実施した。また、ＵＩＪターン者に対する就業奨励金や移住支援金、市内事業
所のインターンシップに参加した大学生等への所要経費に対する助成金を交付したほか、市内への雇用
定着を図る観点から、高校生を対象とした市内事業所の紹介動画の上映会及び企業ガイダンスやバスツ
アーの開催、市内事業所向けに採用力向上や魅力向上を図るためのセミナーを開催し、人材確保の支援
に努めた。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 就労支援事業

148,664 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 技能人材育成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

14 14

実績値

人
目標値

実績値 648 673
シルバー人材センター正会員数

その他

財源内訳

国・県

専門相談員によるキャリアカウンセリングや面接指導等を実施したほ
か、求人情報の提供や雇用開発協会事業及びシルバー人材センター事
業への補助、ＵＩＪターン者就業奨励金や移住支援金制度の周知活動
を行った結果、雇用の確保が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度

雇用の安定のため、若年者や高齢者等の求職者支援を行う。

地方債 その他 一般財源

5年度

事業費

5,819

49.7 44.4

700 700

５款１項２目

労働諸費

(単位：千円）

○ジョブカフェはなまき運営　15,901千円
　求職者に対するキャリアカウンセリング、セミナー、講習会等の実
施
○シルバー人材センター事業補助金　18,893千円
○花巻雇用開発協会支援　697千円
○既学卒者等就業支援　7,536千円
　ＵＩＪターン者就業奨励金、移住支援金、労働関係実態調査等

ジョブカフェはなまき新規登録者数に対
する就職率

％
目標値

ＵＩＪターン者就業奨励金又は移住支援
金を活用して就職したＵＩＪターン者数

人
目標値

43,027 4,208 33,000

3,090

一般財源

12 14

目標値 15 15

酒造技術者の育成と技能者の養成のため、南部杜氏協会と花巻職業訓
練協会の支援を行う。

○酒造技術者育成支援　774千円
　南部杜氏協会が実施する杜氏講習会及び杜氏後継者育成に係る事業
支援
○南部杜氏協会支部支援　162千円
　南部杜氏協会に対する事業補助
○花巻職業訓練協会支援　2,154千円
　花巻職業訓練協会が実施する技能職種人材の育成に係る事業支援

南部杜氏協会への補助金交付を通じ、日本三大杜氏の一つである南部
杜氏の育成や日本酒づくりに関する技術の伝承が図られた。また、職
業訓練を必要とする技能者を支援するため、訓練に関する中心的役割
を担う花巻職業訓練協会に事業補助金を交付することによって、技能
人材の育成が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

花巻市内の杜氏資格選考試験合格者数 人
目標値 1 1

実績値 0 0

実績値 14 12
長期訓練受講生 人

財源内訳

国・県 地方債

3,090

45.0 45.0

実績値

(単位：千円）

事業費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 勤労者福祉向上事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 職業人材育成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

校
目標値 3 3

実績値 3 1

件
目標値 10 10

実績値 23 18
インターンシップ促進助成金交付件数

参加した生徒・学生の市内事業所に対する理解が促進されたほか、人
材不足が深刻な市内事業所に対しては、高校生とのマッチングの機会
を創出することにより、必要な人材確保を支援した。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

市内事業所説明会等実施校

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

５款１項２目

勤労者を支援するため、事業補助金の交付や資金の貸付を行うことに
よって、勤労者の福祉及び福利厚生の増進が図られた。

16,352

中小企業退職金共済加入者数 人
目標値 2,800 2,800

実績値 2,957 3,095

融資を受けている勤労者数 人
90 90

103

県内高校生、大学生等の地元企業への就業定着率の向上を図るため、
関係機関等の連携体制を構築し、就業促進・定着促進事業を実施す
る。

○職業人材就業促進に向けた取組  3,391千円
　市内事業所の事業内容等を紹介する動画を製作し、市内の高校で上
映とともに企業ガイダンスを実施、また、市内事業所をめぐるバスツ
アーを実施
○インターンシップ促進助成　147千円
　市内事業所へのインターンシップを独自に行う大学生等を対象に交
通費、宿泊費を助成

(単位：千円）

3,538

勤労者の福祉向上のため、福利厚生及び資金面の支援を行う。

○勤労者福祉推進　4,077千円
　花巻共同福祉施設の管理運営、中小企業退職金共済事業に係る補助
○勤労者貸付資金預託金　90,500千円
　市の勤労者貸付資金に係る原資を金融機関に預託し、市内勤労者の
円滑な教育資金の調達を支援
　協調倍率：2倍
○勤労者貸付資金利子補給　506千円
　新型コロナウイルス感染症の影響により、進学に要する資金を必要
としている市内勤労者に対し、3年間利子を補助（令和2年度貸付実行
分のみ）

花巻市共同福祉施設の利用者数 人
目標値 6,000 6,000

実績値 10,284

目標値

実績値 97

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

3,538

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

95,083 90,500 4,583

労働諸費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑤ 失業者支援事業（繰越明許費）

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 職業人材確保対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

市内企業の人材確保を図るため、採用力向上及び魅力向上に資する支
援を行う。

○市内企業の人材確保促進に向けた取組　1,720千円
　市内企業を対象とした自社の採用力向上や魅力向上を図るためのセ
ミナーを開催
○市内企業検索サイト運営　1,107千円
　市内企業の情報発信力向上及び求職者の情報収集ツールとして、市
内企業検索サイトを運営

(単位：千円）

企業検索サイトに登録した市内企業数 社
目標値 120 140

実績値 99 130

2,827 2,827

市内企業における深刻な人手不足の課題に対応するため、市内企業向
けに採用力向上を図ることをテーマにセミナーを開催し、自社の職場
環境の見直しや魅力を高める情報発信に関する意識啓発を図った。ま
た、人材確保の後押しとなるよう、ジョブカフェはなまきと連携して
企業検索サイト登録に向けてのサポートや周知を行った。

4年度 5年度

新型コロナウイルス感染症の影響により失業した方の生活を支援する
ため、見舞金を給付する。

○失業者生活見舞金　200千円
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、事業主都合により失業し
た方に対して一律に10万円の見舞金を支給

成果指標 単位 区分

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

その他 一般財源

200 200

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、事業主都合により失業した
方に対し見舞金を支給することで、再就職するまでの生活支援が図ら
れた。

５款１項２目

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

労働諸費
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　効率的な生産基盤を確保するため、国営かんがい排水事業と県営圃場整備事業、水路整備事業を推進
した。また、自動操舵システム機器や農業用ドローンなどのＩＣＴを活用した効率的な農業経営を支援
した。
　農地・水路等の資源の管理と農村環境の保全を図るため、地域ぐるみで行う農地・農業用水路等の保
全管理活動や農業用施設の長寿命化のための支援を行い、良好な生産環境の維持につなげた。

【６次産業化の推進】

　花巻産の農畜産物の新たな付加価値を生み出すため、６次産業化に関するセミナーの開催や農商工連
携事業補助金の交付などを通じて、農業者等が主体となって６次産業化に取り組むための支援を行っ
た。また、平成２８年１１月に認定された「花巻クラフトワイン・シードル特区」を有効活用し、ワイ
ンやシードル等の醸造に取り組むことができる環境づくりのため、醸造設備等の整備や販路拡大に対す
る支援を行うとともに、ワイン産地としての認知度向上のため、ＷＥＢを活用したプロモーションや首
都圏の飲食店で「花巻ワイン・シードルフェア」を実施した。

【効率的な生産基盤整備】

６　農林水産業費

【農業経営の安定化支援】

【担い手の育成確保】

　花巻産農畜産物の産地確立のため、米の生産に係る土壌改良資材の導入支援を行ったほか、人口減少
などで需要の減った主食用米を生産する農業者の生産意欲を維持するため、主食用米の種子や水稲苗の
購入経費、水稲に使用する肥料の購入経費に対する支援を行った。また、米の需給調整に対応した水田
の有効利用を図るため、野菜や花きなどの振興作物の導入に対する支援に加え、主食用米から飼料用米
や加工用米等への作付転換に対する支援や麦、大豆、子実用とうもろこしの生産資材費購入に対する支
援、園芸作物に使用する肥料の購入経費に対する支援を行った。
　加えて、水田活用の直接支払交付金の見直しを受け、畜産農家の牧草生産コストに対する支援を行っ
た。

　地域での話し合いにより目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する「地域計画」の策定に向け、関
係機関や団体とともに取り組んだ。また、農地中間管理機構を活用して農地集積・集約を行ったことな
どにより、担い手への農地集積率が向上した。
　さらに、新規就農者へ新規就農者育成総合対策や新規就農者支援事業により支援を行い、担い手の育
成確保に努めた。

　農業経営の安定を図るため、経営所得安定対策の円滑な実施に対応するとともに、園芸作物や畜産物
の価格補てん事業により、価格下落時の補てんによる農家所得の確保に努めた。また、農業者の経営努
力では避けられない様々な自然災害のリスクに備え、収入保険に加入する際の支援や凍霜被害を受けた
農作物に対する支援、消費需要の減少により経営の悪化が懸念される肉用牛肥育農家に対し、花巻産の
肥育素牛の導入または自家保留の経費について支援し経営の安定化に努めた。
　さらに、物価高騰対策として、畜産農家が使用する輸入粗飼料や国産粗飼料、配合飼料の購入経費、
酪農家が乳用子牛等を生産し、市場へ出荷するまでの経費に対する支援を行った。
　加えて、中山間地等の生産条件不利地での農業生産を支援し、所得の確保を図った。

【農業生産の振興】

　有害鳥獣の被害防止対策として、電気柵設置への支援、新規狩猟免許取得への支援、小動物の捕獲用
罠の貸し出し、国の交付金を活用した捕獲活動を行った。
　ツキノワグマの出没対応として、関係機関によるツキノワグマ対策連絡会議の開催、ビジネスチャッ
トツールを活用した庁内関係部署間での早期の情報共有、出没場所付近の教育保育施設や行政区長への
情報提供、市ホームページ、市公式ＳＮＳ、コミュニティＦＭ、東和有線放送での情報発信、広報車に
よる広報活動、日中の警戒パトロール、早期発見のためのＡＩカメラの導入を行うなど、人身被害の防
止に努めた。

【有害鳥獣対策】
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千円 ① 有害鳥獣被害対策事業

1,047,364 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

　松くい虫等の被害拡大を防止するために、被害地区の駆除を重点的に実施するとともに、市有林にお
ける樹種転換の実施、松林の保全地域である胡四王山の樹幹注入作業やその周辺の広葉樹林化などによ
り被害予防対策を実施し、被害拡大の防止を図った。
　森林に対する意識の醸成を図るため、小学生を対象にした植樹体験の実施、自伐型林業を推進するた
めのスモールフォレストカレッジの開催、伐採作業時の事故防止のための安全講習会の実施など、担い
手の育成に努めた。また、地域住民が自ら取り組む里山の保全活動に対して支援を行った。

【森林の多面的機能の維持】

【木材生産の支援】

　木材の有効活用を促進するため、市有林の間伐を行うとともに木質バイオマス利用に向けた小口での
木材買取を支援し、木材の有効活用に努めた。
　民有林の森林整備を進めるため森林環境譲与税を活用し、航空レーザ計測による森林資源解析と森林
所有者情報の一元化を目的に林地台帳を引き続き整備するとともに、森林所有者を対象とした個別相談
会の開催により、森林経営計画の策定に取り組む森林所有者が増加した。さらに、市有林を中核とした
私有林との共同による森林経営計画策定の推進により森林施業が集約化された民有林が増加した。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

有害鳥獣の追い払いや捕獲のほか、被害防止対策への支援を行ったこ
とにより、被害の軽減に努めた。

○有害獣防除対策　28,023千円
　電気柵設置補助、有害鳥獣パトロール体制整備、地域内防除対策指
導
○有害鳥獣駆除対策　4,451千円
　有害鳥獣捕獲・監視用機材の整備、遠隔監視システムの運用
○新規狩猟者の確保支援　39千円
　狩猟免許取得に要する手数料の補助
○緊急捕獲活動支援事業補助金　584千円
　ニホンジカ捕獲に対する県補助金の不足分を補完
○鳥獣被害特別対策事業補助金　8,891千円
　捕獲活動推進のため、一頭当たりの捕獲単価を市単独でかさ上げ補
助
○鳥獣被害防除活動支援補助金　1,723千円
　ツキノワグマの追払い活動費に対する県補助金の不足分を補完

3,640 3,640

区分 4年度 5年度成果指標 単位

被害防止計画対象鳥獣捕獲頭数 頭・羽
目標値

農業総務費

国・県 地方債 その他 一般財源

43,711

６款１項２目

生産性や農村環境の向上を図るため、農林産物や人身に被害を及ぼす
鳥獣対策を行う。

実績値 1,926 1,827

43,711

科　目 決算額 事　業　内　容　説　明
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 園芸品目経営安定事業

737,905 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 中山間地域農業支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

事業費

野菜生産者の再生産所得確保のために基金造成を行い、予測し得ない
気候の変化等に伴う出荷数量や販売単価の下落に対応することで、安
定した農業経営の継続を図ることができた。

成果指標

園芸農家の再生産所得確保のため、野菜の平均販売価格が保証基準額
を下回った場合等にその差額の補てんを行う。

６款１項３目

農業振興費

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1,527

区分 4年度 5年度単位

○園芸品目経営安定対策事業負担金　1,527千円
　対象青果物（きゅうり、トマト、ピーマン、ねぎ等）の価格が下落
し、青果物等価格安定事業が発動され、かつ一定要件を満たした場合
に、生産者へ補給金を交付する事業の一部を負担
　負担割合：市40％、ＪＡ40％、生産者20％

野菜販売数量 箱
目標値 501,717 523,881

実績値 358,155 331,571

青果物出荷販売額(花巻農協) 千円

503,962 368,913 135,049

協定集落による共同活動への支援を行ったことにより、耕作放棄地の
発生防止と農地の持つ多面的機能の維持につながった。

中山間地域等において、耕作放棄地の発生を防止し、多面的機能を確
保するため、農業生産活動の継続に積極的な取組を促進する。

○中山間地域等直接支払制度　503,036千円
　協定締結集落に対する直接支払交付金の交付　111集落
○中山間地域等直接支払制度推進　926千円
　協定締結集落の活動に対する支援

(単位：千円）

2,028,000目標値 2,002,379

実績値 1,719,752 1,559,702

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1,527

成果指標 単位

多面的機能維持面積 ha
目標値 2,686 2,685

実績値 2,682

区分 4年度 5年度

2,680
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

③ 農業振興対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

9,453

4年度 5年度

5,194

12,251 9,664
農畜産物販売額(花巻農協) 百万円

成果指標 単位

その他 一般財源

8,767

６款１項３目

農業振興費

農業所得の向上及び農業経営の安定化を図るため、農業関係機関・団
体と連携し各種振興策を行う。

○花巻市農業振興対策本部負担金　6,240千円
　花巻市農業振興対策本部の運営支援（花巻市農業賞の表彰、農業生
産革新実証事業等）
○農業支援資金の利子補給　4,110千円
　農業経営安定のため農業者等が借り入れた資金の利子の一部を補給

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

区分

10,350 156 5,000

目標値

実績値

農業者の生産意欲の高揚や農畜産物の消費拡大を図るため、農業関係
機関・団体が連携し、新たな農業技術の普及や農畜産物の販売促進活
動等に取り組むことにより、農畜産物の消費拡大を図った。また、利
子補給により制度資金の活用が推進され、農業生産の向上につながる
設備投資が促進された。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 担い手育成支援事業

【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

研修会の実施や担い手支援アドバイザーの支援により、担い手農業者
の育成や法人化が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

地域農業の担い手となる農業者や新規就農者、集落営農組織の育成を
図る。

○担い手農業者等法人化支援事業　200千円
　農業経営法人化等支援事業の補助対象とならない一戸一法人等の設立
に対し補助金を交付　1経営体
○認定農業者協議会運営支援　1,116千円
　担い手農業者を対象とした研修会の開催、情報提供、国の農業制度へ
の加入の推進
○担い手支援アドバイザー設置　8,000千円
　認定農業者の掘り起こしと経営改善計画の作成支援、達成に向けた
指導、集落営農組織の立ち上げと法人化の促進
　担い手支援アドバイザー　4人
　令和5年度末認定農業者　527経営体
○農業次世代人材投資事業　14,040千円
　新規就農者の経営を支援するため、就農後最長5年間にわたり最大150
万円/年（夫婦の場合225万円/年）を交付（令和3年度までの認定者を対
象）
　交付対象者　8経営体
○新規就農者育成総合対策事業　24,426千円
　新規就農者に対して、就農直後の所得を確保し定着を図るため最長3年
間150万円/年（夫婦の場合225万円）を交付する経営開始資金及び就農後
の経営発展のために必要な機械、施設の導入を支援する経営発展支援事
業（最大補助対象事業費1,000万円）を実施
　交付対象者　経営開始資金　8経営体
　　　　　　　経営発展支援事業　3経営体
○花巻版農業女子プロジェクト事業　2,503千円
　県内マルシェ等へ出店　計18回
　講習会、研修会　計4回
○新規就農者支援事業　6,474千円
　新・農業人フェア(東京)への出展　1回（9月）
　農業経営開始に係る初期費用(農業機械、生産資材費等)補助 6経営体
　農地の賃借料への補助 9経営体、農業研修受入補助 3人、家賃補助 1
人

新規就農者数
実績値 24 19

人
目標値 15 15

56,759 38,466 16,000 2,293

事業費
財源内訳

農業振興費

一般財源国・県 地方債 その他

(単位：千円）

６款１項３目
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑤ 農地有効活用事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ ６次産業化推進事業

【事業目的】

【事業内容】

一般財源

花巻産の農畜産物に新たな付加価値を生み出すため、新商品の開発や
販路拡大等の支援を行う。

416 416

○６次産業化セミナー・個別相談会の開催　330千円
　６次産業化実践者及び志向者を対象としたセミナー・個別相談会の
開催
○農商工連携推進　86千円
　新たな加工品開発等に係る農商工連携事業補助金の交付等

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

６款１項３目

農地の利用調整と効率的な営農を進め、農地の有効活用を図る。

○機構集積協力金　4,210千円
　農地中間管理機構を通じて農地を一定以上貸し付けた地域や、機構
に農地を貸し付けることにより経営転換又はリタイアした農業者等に
協力金を交付　地域集積協力金　12地域、経営転換協力金　7名
○特定地域農地流動化交付金　762千円
　農地中間管理機構を通じて、中山間地域等の借受希望者が少ない農
地を借り受けた者に対し交付　交付対象　6名（381a）
○農地中間管理事業受託費　2,198千円
　農地中間管理機構が行う担い手への農地集積を目的とした業務の一
部を受託
○花巻農業振興公社負担金　13,684千円
　農地中間管理機構と連携した農地の利用調整事業等に係る経費を負
担
　花巻農業振興公社が行う主な業務
　・農地中間管理機構の受託事務
  ・新規就農者技術習得施設の管理
　・大迫宇瀬水牧野の管理
○農地集約化推進事業　683千円
　担い手同士が農地の地理的な集約化について話し合うことができる
場を設定するなど、農地の地理的な集約化を進めやすい環境の整備
○地域計画策定推進緊急対策事業　696千円
　地域計画を策定する市町村の取組に対する国の支援

4年度 5年度

担い手への農地集積率 ％
目標値 78.0 80.0

実績値 70.3 70.6

農地中間管理事業の推進により、農地の利用調整が図られ、担い手へ
の農地集積率が向上した。

農業振興費

成果指標 単位 区分

22,233 4,902 14,198 3,133

(単位：千円）

事業費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

⑦ 生産施設等整備事業

【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1,500 1,000 500

目標値

○いわて地域農業マスタープラン実践支援事業　4,500千円
　認定農業者や集落営農組織等が行う基盤整備、生産機械等の導入に
対する支援
　1経営体(生産管理用機械 1台)
○農地利用効率化等支援交付金　2,400千円
　地域農業マスタープランに位置付けられた中心経営体に対する機
械、施設の整備を支援
　1経営体(生産管理用機械 1台)
○中山間地域農業継続支援事業　4,389千円
　認定農業者や花巻市地域農業マスタープランの中心経営体に位置付
けられている個人経営体が中山間地域で農業を継続するための生産機
械等の導入に対する支援
　8経営体(生産管理用機械 10台)
○園芸産地確立推進事業　2,732千円
　野菜、花き生産者の栽培に係る機能強化や省力化を図るための機械
導入の一部を支援
　12経営体(生産管理用機械　14台)
○産地パワーアップ事業(麦・大豆機械導入対策)　47,609千円
　地域の営農戦略に基づいて実施する産地の高収益化に向けた取り組
みを総合的に支援
　12経営体(生産用管理機械 16台)
○いわて地域農業マスタープラン実践支援事業(繰越明許費)
1,500千円
　1経営体(生産管理用機械 1台）

61,630 53,009 6,000 2,621

5年度

5.0

実績値 5.0 5.0

5.0

市の支援により地場産品の高付加価値化
に取り組んでいる事業所数

事業所
目標値 5 5

実績値 3 1

一般財源

生産施設等の導入により、作業の効率化や経営面積の拡大が図られ、
販売量が増加した。

花巻市の農業を担う認定農業者や集落営農組織等の経営の複合化、基
盤強化、産地拡大、６次産業化を推進する生産施設等の整備に対して
補助を行う。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

成果指標 単位 区分 4年度

事業実施主体の農産物等の販売（生産）
量の増加率

％

６款１項３目

農業振興費 付加価値の高い商品開発を促進するため、セミナーや個別相談会を開
催し、６次産業化志向者の掘り起こしが行われた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ 地産地消推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑨ 都市農村交流推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

844

単位 区分 4年度 5年度

教育旅行受入者数 人
目標値

目標値 838 838

実績値 839

一般財源

450

事業費

農業体験ツアー参加者数 人

交流人口の拡大を図るため、農村の自然・文化・人との交流を楽しむ
グリーン・ツーリズムを推進する。

○はなまきグリーン・ツーリズム推進協議会運営支援　450千円
　受入農家の研修や修学旅行誘致及び農業体験ツアー実施にかかる経
費の一部を負担

(単位：千円）

成果指標

目標値 100 100

実績値 298

1,000

実績値

その他

産直での商品購入者数 千人

1,000

国・県 地方債

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

成果指標 単位

143

450

受入農家数が減少する中で、受入農家への支援内容を充実させること
で、教育旅行や農業体験の受け入れが継続できた。

4年度 5年度区分

390 699

財源内訳

産直スタンプラリーの実施により集客数が向上し、協議会員の集客や
販売に対する意識の向上が図られた。

農業振興費

178

地場産品の利用を促進し、農家所得の向上を図るため、産地直売所相
互の情報交換と連携を活発にし、品質、品揃え、加工、販売等のレベ
ルアップを図る。

○産地直売所連携支援　178千円
　産地直売所連絡協議会の活動に要する経費を補助
　産直スタンプラリーの開催と産直間の連携強化、視察研修の実施

(単位：千円）

178

事業費

６款１項３目
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑩ スマートアグリ推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑪ 農作物災害復旧対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

ＩＣＴ・ロボット技術研修会参加者数 人
目標値

実績値 220 80

13,000 2,338

成果指標 単位

100 100

4年度

実績値

被害を受けた農業経営体に対し、農作物の病害虫防除や再生産及び生
育回復に係る経費への支援を行い、生産意欲の継続に繋げることがで
きた。

〇農作物災害復旧対策事業　6,226千円
　事業対象農作物に対し、緊急病害虫防除や生育回復対策等、必要な
対策に係る経費を支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

5年度区分

農業の生産性向上や農作業の省力化、経営コスト削減を図るため、農
業用ロボット技術・情報通信技術（ＩＣＴ）機器等の導入に向けた環
境整備を行う。

○農業生産革新実証事業　1,320千円
　農業用ロボット技術・ＩＣＴ機器を利用した低コスト・省力化生産
技術の実証や技術研修会の開催
○先進地等視察　64千円
　農業Ｗｅｅｋ（スマート農業展示会）への参加
○農業用ロボット技術・ＩＣＴ機器導入支援補助金　13,954千円
　農作業の省力化、コスト低減、生育状況均一化を目的としたロボッ
ト技術・ＩＣＴ機器（自動操舵システム等）の導入経費、農業用ド
ローンの技能認定取得に必要な教習費を支援

目標値

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

スマート農業に関する実演会や体験試乗会の開催、スマート農業技術
機器の導入に対する支援等により、生産性の向上や経営コストの削減
が期待できるスマート農業技術の普及・拡大が図られた。

地方債 その他 一般財源

15,338

６款１項３目

農業振興費

国・県 地方債 その他 一般財源

6,226 2,073 4,153

凍霜被害を受けた農業経営体に対し、被害を受けた農作物の病害虫対
策や再生産及び生育回復に係る経営費への支援を行う。

補助対象経営体数 経営体

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

403

425
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑫ 有機農業産地づくり推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑬ 農畜産物販路拡大支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
事業費

６款１項３目

農家所得の向上と農業経営の安定を図るため、農業に関して最新の情
報を提供する体制を構築するとともに、市内農産物の品質向上と販路
拡大に対して支援を行う。

(単位：千円）

○農畜産物販路拡大支援事業　1,463千円
　農畜産物の販路拡大に必要な付加価値力の増加、ふるさと納税等Ｅ
Ｃサイト活用に関する研修会の開催、花巻市農産物特設サイトの開設
○農業情報配信事業　210千円
　気象情報や市場動向、補助事業情報など、農業経営体が経営の安定
化に必要な情報について、正確かつ迅速に把握できるよう、ショート
メールシステムを利用し情報を発信

国の「みどりの食料システム戦略」に基づき、化学肥料を使用しない
など環境に配慮した農業生産を推進するため、生産方法や消費者動向
等について関係機関と連携を図りながら検討し、国産需要や環境に配
慮した生産方法を希望する農業者の動向に対応していく。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

2,781 2,781

農業振興費

○有機農業産地づくり推進事業　2,781千円
　有機農業推進実施計画策定に向けた検討会の開催
　栽培講習会、先進事例研修、消費者への有機農業周知講演会の実施

環境に配慮した農業生産を推進するため、生産者、関係機関による実
施計画策定に向けた検討会を重ねたほか、環境にやさしい農業を広く
消費者に周知するための講演会を開催することで理解促進が図られ
た。

1,673 791 882

実施計画策定に向けて検討会や試行的な
取組に参加する人数

人
目標値 600

実績値

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

304

販路拡大に向けＥＣサイト活用に関する研修会を開催したほか、ＥＣ
サイト上に花巻市特設ページを開設し花巻市の農産物の周知が図られ
た。また、農業情報配信登録者に対し、農産物の生産に係る気象情報
等を配信することにより、迅速な対策が図られた。

ショートメール配信サービスを利用する
生産者数

人
目標値 1,500

実績値 84

ふるさと納税に参画する生産者数 人
目標値 50

実績値 42

成果指標 単位 区分 4年度 5年度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑭ 農業法人等支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑮ 花巻クラフトワイン・シードルブランド化推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

1 1

0 0

その他 一般財源

4年度

新規ワイナリー設立件数 件
目標値

実績値

市内ワイナリーへの施設整備及び販路開拓を支援し、経営力の向上が
図られた。また、ワイン需要が多い首都圏等へのＷＥＢを活用した効
率的かつ継続的なＰＲや、都内飲食店を活用してプロモーションイベ
ントを実施したことで、ワイン産地としての認知度の向上が図られ
た。

成果指標 単位 区分

○いわてワインヒルズ推進協議会負担金　50千円
○ワイン・シードル醸造志向者に対する支援　1,090千円
　ワイナリー整備等事業補助金　計8件
○花巻ワイン飲食店活用プロモーションイベント開催　5,930千円
　首都圏等での飲食店において花巻ワインフェアを開催
　仙台中心街での試飲、即売会の開催
　首都圏の店舗を中心にＷＥＢ上でのマッチング営業ツールを活用し
た営業

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

7,070

ワイン・シードル産地の形成と認知度向上を図るため、ワイン・シー
ドル製造者に対する支援や産地としてのＰＲ活動を行う。

1,070

5年度

110 110

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

６款１項３目

農業振興費

○カルテの作成・更新
　市内農業法人が抱える課題の整理、解決に向けたカルテの作成・更
新
○農業法人等ＰＲパンフレットの作成　110千円
　市内農業法人や市内への新規就農のＰＲ等を目的としたパンフレッ
トを作成

市内農業法人等が抱える課題の整理、解決のため、法人ごとの個別カ
ルテを作成するとともに、周知活動の強化や個別相談等を通して、市
内農業法人等の経営の安定化を図る。

岩手県が設立した「いわて農業経営相談センター」と連携し、ＪＡを
はじめとした関係機関とともに農業法人を訪問し、カルテをもとにし
た法人経営のアドバイスを行った。また、市内農業法人の優良事例を
掲載したパンフレットを作成し、法人を訪問する際などに活用した。

カルテの作成、更新数 件
目標値 50 50

実績値 50 52

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

6,000
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑯ 大迫地域ぶどう産業振興事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑰ 収入保険加入促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

新型コロナウイルス感染症の影響による米価下落や、自然災害等の農
業者の経営努力では避けられない様々なリスクに備え、農業者及び農
業法人が収入保険に加入する際の保険料に対して支援する。

○収入保険加入促進事業　21,410千円
　市内に住所を有する農業者または市内に拠点を有する農業法人が加
入する収入保険の保険料のうち掛け捨て分の2分の1を補助

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

21,410 19,000 2,410

成果指標

収入保険加入件数 件
目標値 864 864

単位 区分 4年度 5年度

農業者、農業法人が収入保険に加入する際の保険料の一部を補助する
ことにより、加入促進が図られ加入件数の増加につながった。

実績値 543 575

4年度 5年度

大迫地域の基幹産業の維持発展を図るため、新規就農者の受け入れ体
制の整備と大迫ぶどう産業振興ビジョンを推進する。

○葡萄が丘農業研究所長の配置等　4,378千円
  農業者の生産技術の向上と所得の増大を図るため、葡萄が丘農業研
究所長を配置
○新規就農者技術指導員の配置　2,531千円
　新規就農者等の支援を行うため、新規就農者技術指導員1名を配置
○ぶどう園地管理耕作事業補助金　234千円
　高齢化や担い手不足によりぶどう栽培を継続できない農家の園地を
新規就農者等へ引き継ぐため、ぶどう栽培作業の委託に要する費用を
農家へ補助
○醸造用ぶどう垣根等改修事業補助金　11,275千円
　ワインの原料となる醸造用ぶどうを安定的に確保するため、新設す
る垣根施設等の設置に係る経費に対し補助
○大迫ぶどう産業振興協議会負担金　1,974千円
　大迫地域の目指す姿を示した、大迫ぶどう産業振興ビジョンを実現
するため、大迫ぶどう産業振興協議会が実施する事業を支援

６款１項３目

農業振興費

(単位：千円）

18,000 2,392

財源内訳

国・県
事業費

2

20,392

地方債 その他 一般財源

2

実績値
ぶどう栽培新規就農者数 人

目標値 2

新規就農者やぶどう農家への支援により、大迫地域のぶどう産業の振
興と地域の活性化が図られた。

成果指標

1

単位 区分
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑱ 農業資材等高騰緊急対策事業（繰越明許費）

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 農畜産物生産向上事業

109,077 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

一般財源

養豚業者・肉用牛肥育経営者の経営安定のため、価格差補てん制度へ
の生産者積立金へ支援を行い、肉の価格下落時に生産者へ価格差補て
ん金が交付された。なお、養鶏については、価格差補てん金制度に参
加する業者はなかった。

3,900

生産資材費の価格高騰分に対する一部補助事業を実施し、農業経営体
の安定化を図ることができた。

単位 区分 4年度 5年度

実績値 521

660

実績値 660 0

６款１項４目

2,3852,385

畜産業費

養豚・養鶏・肉用牛肥育経営の安定のため、肉の価格が一定価格を下
回った場合の価格差補てん金制度積立金に対して支援する。

○肉豚価格差補てん事業補助金　1,416千円
　生産者の負担を軽減するため、価格差補てん金制度積立金に対し補
助　対象頭数　28,318頭
○肉用牛肥育経営安定対策事業補助金　969千円
　生産者の負担を軽減するため、価格差補てん金制度積立金に対し補
助　対象頭数　633頭

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

28,824

単位 区分成果指標

ブロイラー出荷羽数 千羽
目標値 660

3,900

目標値 31

○園芸作物生産資材価格等高騰対策事業　3,900千円
　物価高騰の影響を受ける農業経営体に対し、生産意欲減退を防ぐた
め、生産資材費（肥料）の購入経費の一部を支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

コロナ禍及びロシア、ウクライナ情勢により、農業生産資材が高騰し
農業者の経営を圧迫しているため、生産意欲の減退を防ぎ、安定した
農業経営に繋げるため、生産資材費の購入経費を支援する。

1,065

29

成果指標

4年度

補助対象経営体数 経営体

5年度

28,900 28,900

実績値 28,318
肉豚出荷頭数 頭

目標値

６款１項３目

農業振興費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 家畜防疫対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 畜産基盤強化対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 優良乳用牛確保対策事業

【事業目的】

【事業内容】

区分

頭
目標値 3,000

1,771

その他 一般財源

○優良乳用牛確保対策事業補助金　396千円
　雌雄性判別精液を利用した場合に、1本当たり3,000円を補助（1頭
につき2本まで補助対象）
　ホルスタイン種　 延べ126頭
　ブラウンスイス種 延べ6頭

30

牛呼吸器病及び牛ウイルス性下痢・粘膜病の予防及びまん延防止のた
め、市内の肉用繁殖牛及び乳用牛にワクチンを接種した経費に対して
補助する。

○家畜防疫対策事業補助金　354千円
　花巻市内の肉用繁殖牛及び乳用牛に牛6種混合ワクチンを接種した
場合に1頭当たり200円を補助　接種頭数　1,771頭

(単位：千円）

3,395

(単位：千円）

優良雌牛（後継牛）を効率的に確保して酪農家の生産基盤体制を強化
するため、雌雄性判別精液を利用する際の経費を補助する。

実績値 25

その他 一般財源

(単位：千円）

花巻農協・岩手県農業共済組合と連携し、対象となる農家を全戸訪問
して予防接種を実施した結果、当該疾病の発生はなかった。

4年度成果指標 単位

30

財源内訳

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

飼養管理施設及び飼料生産用機械等の導入を支援することで、畜産経
営における作業の省力化や低コスト化が図られた。

牛6種混合ワクチン接種頭数

事業費
財源内訳

国・県

国・県 地方債

396

○畜産基盤強化対策事業補助金　3,395千円
　簡易畜舎及び付帯設備 2棟、低コスト生産管理用機械 14台、
　電気牧柵 1か所、耕畜連携用機械 1台

3,000 395

5年度

飼養規模や飼料作付面積の拡大が図られ
た畜産農家数

戸
目標値

畜産の生産基盤を強化し、生産性や作業効率の向上を図るため、飼養
管理施設の整備、機械の導入などに要する経費に対して補助する。

成果指標 単位 区分 4年度

2,500

実績値 1,458

354 354

18

地方債

5年度

396

事業費

６款１項４目

畜産業費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

⑤ 肥育経営安定緊急支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

乳用牛群検定牛の1頭当たりの乳量

2,461

○花巻産牛銘柄確立緊急対策事業補助金　2,461千円
　花巻市内で生産された黒毛和種の子牛を肥育素牛として自家保留又
は県内市場から導入し、市内の農場で肥育後出荷した場合に1頭当た
り23,000円を支援（1経営体当たり導入頭数上限20頭）
　対象頭数　107頭

(単位：千円）

事業費
一般財源

5,379
生産乳量 t

目標値 5,200

区分

６款１項４目

kg

畜産業費 優良な後継牛が効率的に確保され、安定した乳量生産が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

実績値 5,585

5,200

財源内訳

国・県 地方債 その他

9,400

実績値 10,711 10,454

9,400

成果指標 単位

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、消費需要の減少により枝肉価
格が低迷し肉用牛肥育農家の経営悪化が懸念されていることから、意
欲ある肉用牛肥育農家の肥育素牛導入を支援し、肉用牛生産基盤の維
持・強化を図る。

市内で生産された肥育素牛を自家保留又は県内市場から導入した際の
費用の支援に努めた。また、枝肉の価格下落時の生産者負担を軽減し
肉用牛肥育農家の経営安定が図られた。

4年度 5年度

2,461

目標値

180

実績値 143 107
肥育素牛の導入頭数 頭

目標値 180
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑥ 飼料購入緊急支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

113

10,742 10,742

飼料購入経費の一部を助成することで、畜産経営体の経費負担が軽減
され、安定した畜産経営の継続を図ることができた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

38,431 38,431

新型コロナウイルスの感染拡大等による畜産業への影響が深刻化して
いることを受けて、配合飼料、乾牧草の高騰により畜産経営体の経営
悪化が懸念されていることから、飼料購入経費の一部を助成すること
で、畜産経営の安定化を図る。

飼料購入への助成件数 件
目標値 200 200

実績値 133

６款１項４目

畜産業費

○飼料購入緊急支援助成金　38,431千円
　市内に畜舎を有する畜産経営体が飼料を購入した場合に、輸入乾牧
草は1トン当たり15,000円、国産乾牧草は1トン当たり2,500円、配合
飼料は1トン当たり1,000円を助成
　助成件数　113経営体
○飼料購入緊急支援助成金（繰越明許費）　10,742千円
　市内に畜舎を有する畜産経営体が飼料を購入した場合に、輸入乾牧
草は1トン当たり10,000円、国産乾牧草と配合飼料は1トン当たり
1,000円を助成（令和5年1月から令和5年3月購入分）
　助成件数　109経営体
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑦ 乳用子牛等出荷緊急支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

６款１項５目 千円 ① 農村施設維持事業

151,392 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

助成頭数 頭
目標値 260 350

実績値 143 182

510 510

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

乳用子牛等の市場価格の下落に伴う畜産経営体への影響を緩和するた
め、市内の畜産経営体が飼養する乳用牛が出産した乳用子牛等を初生
牛市場に出荷するまでの期間に要した経費の一部を助成する。

国・県 地方債 その他 一般財源

2,057 2,057

(単位：千円）

事業費
財源内訳

4年度 5年度

設備更新により、施設利用者の利便性を向上することができた。

28,700

一般財源

4,337

６款１項４目

畜産業費

○乳用子牛等出荷緊急支援助成金　2,057千円
　市内の畜産経営体が飼養する乳用牛が出産した乳用子牛等を市場に
出荷するまでの経費に対して1頭当たり11,300円（1頭につき1回限
り）を助成
　助成件数　16経営体（182頭）
○乳用子牛等出荷緊急支援助成金（繰越明許費）　510千円
　市内の畜産経営体が飼養する乳用牛が出産した乳用子牛等を市場に
出荷するまでの経費に対して1頭当たり6,300円（1頭につき1回限り）
を助成（令和5年1月から令和5年3月出荷分）
　助成件数　17経営体（81頭）

農業構造改善費

産業振興資源でもある農村施設の長寿命化を図るため、計画的に改修
を行う。

○大迫ふるさとセンター空調設備更新　19,679千円
　工事設計業務、更新工事
○大迫森のくにセンターガラス溶解炉更新　9,219千円
　溶解炉撤去・設置、電気配線、ガス管配管等
○ホテルベルンドルフ増築　4,139千円
　実施設計業務委託、建築確認手数料

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

33,037

乳用子牛等を初生牛市場に出荷するまでに要する経費の一部を助成す
ることで、畜産経営体の経費負担を軽減し、安定した畜産経営の継続
を図ることができた。

成果指標

助成件数 件
目標値 19 17

実績値 17 16

単位 区分
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

６款１項６目 千円 ① 農村環境保全事業

1,078,312 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

農地費

多面的機能支払取組面積 ａ

国・県 地方債

209,175

農村環境保全のため、農業の多面的機能の維持・発揮のための地域活
動や地球温暖化防止、生物多様性保全に効果の高い生産活動等への支
援を行う。

○多面的機能支払交付金　788,665千円
　・農地維持支払
　　多面的機能を支える活動を支援　112組織
　・資源向上支払（共同活動）
　　地域資源の質的向上を図る共同活動を支援　95組織
　・資源向上支払（長寿命化）
　　農業用用排水路、農道などの施設の長寿命化を支援　80組織
○環境保全型農業直接支払交付金　38,671千円
　化学肥料、化学合成農薬の5割低減の取組と合わせて行う、地球温
暖化防止や生物多様性保全に効果の高い農業生産活動を支援　13組織
○農村環境保全事業事務費等　3,500千円

830,836 621,661

その他 一般財源

成果指標 単位 区分

実績値

環境保全型農業取組面積 ａ
目標値

4年度

63,502 73,370

73,646

実績値

(単位：千円）

事業費
財源内訳

5年度

地域ぐるみで農村景観を守る活動や老朽化した施設の補修・更新への
支援等により農業生産基盤の機能が維持された。また、地球温暖化防
止や生物多様性保全に効果の高い農業生産活動を支援し、農業の有す
る多面的機能の発揮を促進することができた。

81,035

1,285,850 1,285,650

1,285,850目標値 1,285,113
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

６款１項６目 ② 土地改良事業

【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

事業費

生産性の高い農地を確保するため、ほ場整備やかんがい排水施設等の
生産基盤の整備を行う。

○農業経営高度化支援事業　2,840千円
　ほ場整備事業の実施にあたり担い手の農地集積等を促進
　8地区（大沢、平良木、砂子、柴沼、太田、鍋割、下小山田、石鳩
岡）
○水利施設管理強化事業　14,382千円
　国営造成施設の管理体制の整備を促進するための経費の一部を負担
○県営土地改良事業　208,400千円
　県営土地改良事業の事業費の一部を負担
　・ほ場整備事業 8地区（大沢、平良木、砂子、柴沼、太田、鍋割、
下小山田、石鳩岡）
　・農村防災減災整備事業　3地区（東和北、東和南、田沢ため池）
　・調査事業 8地区（大興寺、大瀬川、北寺林八幡、前田北部、川
目、宿舘、北湯口幹線、十二丁目堰）
○国営土地改良事業償還基金基金繰出金（利子） 1千円
○団体営土地改良事業補助金　579千円
○団体営土地改良事業補助金（繰越明許費）　361千円
○他団体土地改良事業　2,879千円
　土地改良区が実施した土地改良事業の一部を負担
○土地改良換地業務事業　1,654千円
○ため池保全対策　15,228千円
　・未登録ため池の地震・豪雨時の防災のための点検業務
　・ため池データ管理システム保守業務
　・ため池廃止計画策定業務

財源内訳

(単位：千円）

地方債 その他 一般財源

目標値 68.9

245,963 7,532 145,200

農地費

5年度

水田整備率（30ａ区画程度以上） ％
68.9

区分 4年度成果指標 単位

(単位：千円）

一般財源

実績値

事業費
財源内訳

国・県

361

国・県

ほ場整備やかんがい排水施設等生産基盤の整備が進んだ。

361

69,001 24,230

68.9

地方債

68.9

その他
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 水田農業経営安定事業

170,666 【事業目的】

【事業内容】

一般財源

対策事業費 米の需給調整に対応した水田の有効利用を図るため、米の生産数量調
整や経営所得安定対策の円滑な実施を支援するほか、野菜や果樹、花
きの作付や牛の導入への支援を行う。

園芸生産拡大支援事業

①野菜（果菜類5品目）やりんどう、小
菊栽培に係る支柱や遮熱資材の経費を補
助
②野菜（果菜類5品目）及び花き（8品
目）の苗とねぎ種子の購入経費を補助
③りんどう、カンパニュラ、グラジオラ
スの種苗に係る経費を補助
④切花りんどう新品種開発に係る経費を
補助
⑤カンパニュラ栽培の電照セット導入に
係る経費を補助
⑥業務加工用たまねぎの種苗費、加工ね
ぎの種苗及び培土に係る経費を補助

農業用廃プラスチックの処理に係る経費
の補助

事業費
財源内訳

23,83138,860

①果樹優良品種の新植、改植に際し、苗
木や支柱等に係る経費を補助
②老朽化した生食用ぶどう棚の補修に係
る経費やシャインマスカット栽培の雨除
け施設化に係る経費、潅水装置設置に係
る経費を補助

基礎雌牛増頭推進事業
肉用繁殖牛及び乳用牛の地域内導入や、
自家保留に係る経費

花巻産牛銘柄確立対策事業
花巻市産の肥育用素牛の導入並びに自家
保留に係る経費

○水田農業確立推進事業補助金　685千円
　花巻市農業推進協議会が行う米の需給調整事務経費を補助
○経営所得安定対策推進事業補助金　18,216千円
　花巻市農業推進協議会が行う経営所得安定対策事務経費を補助
○土地改良区決済金等支援事業補助金　4,930千円
　土地改良区の地区内の土地において、水田を畑地化する際に係る決
済金等の経費を補助

①果菜類、アスパラガスほ場への自動点
滴潅水装置の導入に係る経費を補助
②米穀生産から園芸品目へ転換する際の
排水対策や土壌改良資材に係る経費を補
助
③果菜類のハウス保温資材、露地トンネ
ル被覆資材に係る経費を補助
④ハウス栽培における環境制御装置（自
動換気装置）導入に係る経費を補助
⑤ハウス防虫ネット、防草マット資材の
導入に係る経費を補助

水田農業構造改革

６款１項７目

アスパラガス産地確立事業

アスパラガスの新規導入、増反に際し、
支柱や種苗、土壌改良資材等に係る経
費、雨よけのための被覆資材に係る経費
を補助

国・県

13,000 2,029

(単位：千円）

地方債 その他

反収向上対策事業

○水田農業経営安定対策事業補助金　15,029千円
　米の需給調整に対応した野菜や果樹、花き等園芸作物の作付や牛の
導入経費に対する補助

果樹産地育成支援事業

環境保全型農業推進対策事業
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

② 花巻米生産確立支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 花巻米生産緊急支援事業（繰越明許費）

【事業目的】

【事業内容】

2,618 2,476

○水稲生産緊急支援事業補助金　30,969千円
　水稲生産に係る肥料費（基肥）購入経費の支援
○水田作付転換支援事業補助金　1,580千円
　主食用米から飼料用米等へ作付転換（拡大）に取り組んだ際に支援
○主食用米種子等購入費支援事業補助金　31,693千円
　主食用米の種子等の購入経費の支援
○水田作付転換等生産資材費支援事業補助金　21,818千円
　該当作物の生産資材（種子等）の購入経費の支援

目標値 1,811

4年度

17,785

5年度

1,855

86,060

394

一般財源

86,060

生産意欲の維持と農業経営の安定化を図るため、新型コロナウイルス
感染症拡大に伴う米価下落の影響を受ける主食用米（もち米、酒米を
含む）の生産者に対し、出荷に必要な経費の支援を行う。

(単位：千円）

農業経営の安定のために、土壌改良資材の投入経費を補助し、良食味
米の生産を推進することができた。

区分

9,664

単位 区分 4年度

事業費

成果指標 単位

16,000 1,785

563

実績値 380

目標値

財源内訳

国・県

経営所得安定対策による交付金額

主食用米集荷数

○花巻米生産確立支援事業補助金　17,785千円
　水稲（主食用米・加工用米）生産者が、稲体強化に効果のあるケイ
酸を含む土壌改良資材を投入する場合に必要な経費の一部を補助

実績値

水稲生産者の生産意欲向上と花巻米の産地確立を図るため、水稲（主
食用米・加工用米）生産者がケイ酸を含む土壌改良資材を投入する場
合に補助金を交付する。

8,767

5年度

実績値
百万円

対策事業費

千袋

６款１項７目

米の需給調整や経営所得安定対策等に係る事務が円滑に実施され、農
業所得の向上と農業経営の安定が図られた。また、野菜や果樹、花き
等の園芸作物の作付や飼料作物の供給先となる牛の導入を推進するこ
とにより、米の需給調整に対応した水田の有効利用が図られた。

9,453
農畜産物販売額(花巻農協)

水田農業構造改革

目標値 12,251

成果指標

財源内訳

国・県

百万円

その他 一般財源

(単位：千円）

地方債

583

その他地方債
事業費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

④ 水田活用永年生牧草支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 森林保全啓発事業

30,217 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 一般財源

5,134

その他

水田農業構造改革

対策事業費

区分 4年度

森林の保全を推進するため、森林に触れる活動を展開し意識啓発を図
る。

○森林保全意識啓発　1,161千円
　木工体験教室、自然観察会、植樹体験（10月11日開催）
　（木工体験教室、自然観察会はクマの出没増等により開催中止）
　全国植樹祭招待者用記念品
○森林保全活動啓発　3,344千円
　スモールフォレストカレッジ（7月～12月、全15回開催）
　安全講習（令和6年1月20日開催）
○森林・山村多面的機能発揮対策事業交付金　629千円
　里山林の保全活動等の取組に対する支援

(単位：千円）

牧草作付面積

山の手入れ作業や森林の恵みを体験するイベント等を通じて、森林に
ついての理解を深めた。

成果指標 5年度

4,000

事業費

単位

25,000

財源内訳

成果指標

６款２項１目

林業総務費

1,134

その他 一般財源

実績値

a
目標値

2,961

播種を行わない場合の交付金の減額に対し、差額の一部を補助するこ
とにより、農業経営の安定化を図ることができた。

令和4年度の水田活用の直接支払交付金の見直しにより、牧草に対す
る助成金額が播種の有無で異なることとなり、牧草を生産する農業者
の経営が圧迫されていることから、経営の安定を図るため、播種の有
無による生産コストの差額に対し補助する。

27,961

○水田活用永年生牧草支援事業　27,961千円
　牧草生産において播種を行う場合と行わない場合の交付金の差額の
一部を補助

3,985

区分

補助対象経営体数 経営体
目標値

米価下落による減収の影響を受けた水稲生産者に対し、経費の支援や
作付転換の推進を行うことにより、農業経営の安定化を図ることがで
きた。

成果指標 単位 4年度 5年度

６款１項７目

3,552

各種イベント総参加人数 人
目標値 310 310

実績値 137 158

国・県 地方債

57,650

実績値 43,119

区分 4年度 5年度単位
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 森林資源活用事業

【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

○木質資源活用支援事業　3,487千円
　バイオマス発電燃料材納入時の運搬経費に対する補助（569.67t）
　作業道敷設経費に対する補助　4者　総延長400m
　素材搬入運営業務委託
○特用林産物生産資材導入支援事業　430千円
　農協等の団体が生産者に対する支援事業を行う場合に補助額の1/2
を補助
○特用林産施設体制整備事業（繰越明許費）827千円
　しいたけ生産用ほだ木の購入に対する補助

3,917

(単位：千円）

3,000 917

６款２項１目

林業総務費

実績値 362 570

成果指標

森林資源の活用を推進するため、木材の利用や特用林産物の生産を拡
大する事業者に対して支援する。

68

実績値 64 65

事業費
財源内訳

国・県

出荷再開者数 人

地方債 その他 一般財源

その他 一般財源
事業費

財源内訳

国・県 地方債

松くい虫被害木や地域資源の有効活用を促進させるため、バイオマス
発電燃料材の運搬経費補助や、作業道敷設補助を行い、木質資源の有
効活用につながった。また、露地栽培原木しいたけの生産再開のため
に、しいたけ生産ほだ木の購入支援を行った。

827

単位 区分

68

素材搬入量 ｔ
目標値 440 440

4年度 5年度

目標値

(単位：千円）

827
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 森林整備事業

254,795 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

② 森林環境保全事業

【事業目的】

【事業内容】

造林業費

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○森林整備　34,191千円
　市有林の保育（再造林2.60ha 下刈11.06ha、除伐11.96ha）
　胡四王山周辺森整備、アカマツ補植
　東和町田瀬地区濁水対応
○森林整備地域活動支援　726千円
　森林経営計画作成促進（66.54ha）
　森林境界案の作成（5.09ha）
○民有林保全対策　5,591千円
　森林整備事業（補助事業）のかさ上げ補助
　（再造林14.42ha 下刈り53.24ha）
○森林整備（繰越明許費）　26,826千円
　市有林等造林業務、森林整備・林業等振興整備事業

森林の多面的機能の増進と林業の持続的な経営確立のため、市有林の
計画的な施業と森林経営計画作成支援を行い、森林施業の安定的な実
施に成果があった。

民有林（市有林・私有林）の多面的機能を維持増進するため、良好な
森林資源を確保する。

６款２項２目

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

40,508 6,623 8,000 25,885

26,826 25,337 1,489

520
森林整備面積 ha

目標値 520

実績値 246 157

民有林の保全のため、松くい虫被害拡大を防止するとともに、林野火
災等森林災害の未然防止、適正な維持管理を行う。

○森林病害虫駆除　21,222千円
　赤松枯損木の伐倒駆除（焼却またはくん蒸）
　市有赤松への薬剤樹幹注入作業 76本
　森林整備事業による樹種転換（市有林）3.09ha
○森林管理維持増進　2,090千円
　民有林の巡視等

素材生産量 ㎥
目標値 31,000 31,000

実績値 56,044 49,573

23,312 7,578 11,000 4,734

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

(単位：千円）
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

③ 森林経営支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

95,197 63,706

森林の多面的機能の十分な発揮や林業・木材産業の成長産業化に向け
た持続的な林業経営のために、スマート林業の構築、森林経営の推
進、人材の確保育成、里山の整備促進を図り、森林資源の適切な管理
の推進に努めた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

森林経営計画作成面積（私有林） ha
目標値

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

158,903

６款２項２目

240 240

実績値 191 286

5年度

○スマート林業の構築　129,419千円
　森林資源情報の把握・解析
　レーザ計測8,000ha 森林解析6,000ha
　林地台帳の運用
　ＩＣＴ機器等導入支援　3件
○森林経営の推進　3,642千円
　森林経営個別相談の実施
　更新伐および補植の実施に対する支援　1件
○人材の確保育成　765千円
　森林施業プランナーの育成 2事業体
　林業労働者の技術向上等の支援　3回
○里山整備の促進　6,399千円
　里山整備等活動支援　5団体
　（研修4回、間伐21.8ha、間伐材の運搬44t）
〇森林の保全　3,740千円
　山地災害の防災対策、応急対策
○森林環境譲与税基金積立金　14,938千円
〇森林経営の推進（繰越明許費）5,246千円
　針葉樹林における間伐と一体的に行う針広混交林・広葉樹林を対象
とした更新伐を支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

造林業費 重点的に駆除する箇所を定めた伐倒駆除や樹幹注入による防除作業、
樹種転換による被害地域の空白化により、守るべき松林の保全が図ら
れた。

国・県 地方債 その他 一般財源

5,246

花巻市内の森林の適切な管理を図るため、持続的な林業経営が行える
ように支援する。

松くい虫被害量 ㎥
目標値 3,400 3,200

実績値 1,284 964

5,246

成果指標 単位 区分 4年度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 水産多面的機能発揮対策事業

2,149 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

○水産多面的機能発揮対策事業　234千円
　漁業者を中心とする活動組織が実施する水産多面的機能発揮対策事
業に係る活動に対して、国と地方が7対3の割合で活動経費を負担（河
川清掃、モニタリング）
○淡水漁業推進事業補助金　1,150千円
　【豊沢川350千円、稗貫川450千円、猿ヶ石川350千円】
　漁業協同組合が実施する稚魚放流事業に対し、総放流目標量に応じ
て稚魚購入経費の一部を補助
　事業実施主体は豊沢川漁業協同組合、稗貫川漁業協同組合、猿ヶ石
川漁業協同組合

その他 一般財源

稚魚放流や河川の定期的な清掃活動、モニタリングにより、水産資源
の増殖や環境保全、生態系維持が図られた。

市内漁業協同組合受入遊漁料 千円
目標値 2,600 1,800

実績値 1,768 1,552

1,384 89 1,295

水産業振興費

水産業の多面的機能を発揮するため、環境・生態系を保全する活動に
対して補助する。

６款３項１目

5年度

(単位：千円）

成果指標 単位 区分 4年度

事業費
財源内訳

国・県 地方債
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　道の駅「石鳥谷」の施設の魅力と利便性の向上を図るため繰越事業の外構部の工事等を国と連携して
進め、７月１５日のリニューアル記念式典開催前に完成し、道の駅「石鳥谷」施設再編に関する全ての
整備を完了した。

７　商工費

【市内企業への総合的な支援】

  新型コロナウイルス感染症や原油価格・物価高騰等の影響を受けた市内事業者の資金繰りを支援する
ため、市中小企業振興融資及び県制度融資にかかる利子・保証料補給を実施した。
　起業化支援センターや岩手大学附属生産技術研究センターと連携し、新規創業、研究開発及び技術分
野の課題克服に関する産学共同研究等を含めた総合的な支援を行ったほか、市内事業所の企業間競争力
や技術力の向上のため、企業競争力強化支援事業補助金や成長分野進出事業補助金の交付などの支援を
行った。また、燃料費高騰等の影響を受けた市内の貨物自動車運送事業者の事業継続を図るために燃料
費支援を実施した。

【商業機能の充実】

　魅力ある商店街の形成や賑わいを創出するため、中心市街地における未利用店舗を活用した創業の支
援、商店街活性化イベントの支援、地域の特色や歴史、先人を活かした商店街づくりの支援等により、
中心市街地に来街者を誘導した。また、新型コロナウイルス感染症や物価高騰の影響を受けている市内
事業者の事業継続のために、キャッシュレス決済を活用したポイント付与キャンペーンを実施した。

【観光の魅力向上と情報発信】

【企業誘致の推進】

　岩手県南地域において自動車・半導体関連を中心に産業集積が加速する中、関連企業の新規立地及び
既立地企業の事業拡大を促進するとともに、企業ニーズに柔軟に対応するため、花巻市企業立地促進奨
励事業補助金の制度の拡充を行ったほか、アンケート調査や企業訪問等のフォローアップを行ったこと
により補助金を活用した新増設の企業数が増加した。
　市内の産業団地は令和５年度末で分譲率９６．４％であり、市外からの企業を誘致する受け皿が僅少
であることから、花南産業団地全３２．９ha（Ａ工区１１．３ha、Ｂ工区１２．３ha、Ｃ工区９．３
ha）の整備に向け、Ｂ工区の実施設計や用地買収等を令和４年度に引き続き実施した。

　新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行に伴い、予定したすべてのまつりやイベントを開催
することができた。また、各種まつりやイベントに合わせて情報を発信し、誘客に努めたほか、ター
ゲットを精査の上、ＳＮＳ等を活用した国内外への情報発信や映像作品のロケ誘致などを行い、より多
くの人に花巻での観光の魅力を発信することができた。
　これらに加え、訪日外国人観光客を市内に呼び込むため、国内外で開催された商談会へ参加し、旅行
業者に向けて花巻の観光ＰＲを行ったほか、国補助金の活用を希望する宿泊施設事業者と連携して、宿
泊施設の高付加価値化を引き続き推進した。

【観光関連事業者への支援】

【南部杜氏の里づくりの推進】

　コロナ禍や燃料費高騰等の影響を受けた市内観光関連事業者の事業継続を図るため、各種支援を実施
した。
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千円 ① 技術力・経営力向上支援事業

2,203,460 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 中小企業振興融資事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

国・県 地方債

171実績値 213

一般財源

87 71

実績値 23

区分 4年度

6,571

科　目

件

140,000 45,240

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

決算額 事　業　内　容　説　明

15,571

(単位：千円）

事業費
財源内訳

中小企業の振興及び育成を図るため、市内の中小企業者の円滑な事業
資金の調達を支援する。

9,000

企業のニーズに応じた支援メニューの拡大や見直しを行ったことによ
り、市内企業の競争力強化が図られた。また、関係団体（花巻商工会
議所、一般社団法人ビジネスサポート花巻等）と連携して産業支援施
策制度説明会を開催し、企業へのタイムリーな情報提供や支援を行っ
た結果、経営課題への解決が図られた。

目標値 80

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

企業競争力強化支援事業補助金交付件数
80

実績値

商工振興費

総合的な企業競争力の強化や経営課題解決のため、市内企業の技術力
や経営力を向上させる支援を行う。

７款１項２目

25

5年度

○市中小企業振興融資預託金　140,000千円
　市の中小企業振興融資に係る原資を金融機関に預託し、中小企業の
円滑な事業資金の調達を支援
　　年度末貸付残高　678,336千円
○中小企業振興融資利子・保証料補給　15,560千円
　市の中小企業振興融資に係る利子・保証料を補助
○中小企業県制度融資利子・保証料補給　29,630千円
　県の制度融資に係る利子及び信用保証料を補助
○中小企業震災融資保証料補給　50千円
　東日本大震災により著しい被害を受けた中小企業者に対し、保証料
を補助（平成26年度貸付分まで）

(単位：千円）

成果指標 単位

目標値 30
中小企業振興融資新規実行件数 件

市内企業の円滑な事業資金調達（融資）を支援し、経営安定を図っ
た。

その他 一般財源

○企業競争力強化支援　10,390千円
　展示会の出展、人材育成などの企業競争力強化及び新型コロナウイ
ルス感染症の影響による事業再構築に資する自立的活動に対する支援
○花巻工業クラブ事業補助金　440千円
○花巻モノづくりＥＸＰＯ２０２３開催支援事業補助金　4,000千円
○産業支援施策制度説明会の開催　741千円
　市と関係機関の各種支援施策等の紹介

185,240

17

中小企業県制度融資新規実行件数 件
目標値 170 200
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

③ 成長分野参入促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 商店街賑わいづくり事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

目標値 95,000

７款１項２目

商工振興費

5

6
まちなか創業支援補助金利用件数

プロジェクトマネージャーの派遣を受け
た市内企業数

件
目標値

(単位：千円）

事業費
財源内訳

成長分野進出事業補助金により、市内企業の新規事業への本格参入や
販路拡大への取組が推進された。

成果指標

実績値

1,456

実績値

1,456

商店街の賑わい創出のため、中小企業等の支援団体への補助、賑わい
づくりイベント補助、新規出店者の創業支援等を行う。

商店街活性化イベント来街者数 人

単位

件

0 0

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

50,203

区分 4年度 5年度

目標値 3 3

3 3

実績値

成長分野への新規参入を促すため、専門職による指導・助言や、製
品・技術開発・調査・販路拡大等の取組を支援する。

○成長分野進出事業補助金　1,456千円
　市内事業者が新たに成長分野（エネルギー・環境、医療・福祉、食
品、自動車、航空機、バイオ・新素材、ＡＩ、ＩｏＴ）において行う
製品開発・技術開発を支援

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

国・県 地方債 その他 一般財源

41,000 9,203

市の支援により成長分野に取り組んだ件
数

70,000

実績値 22,356 57,514

5
件

目標値 5

2 1

花巻商工会議所や中小企業団体中央会の経営指導事業、商店街組合等
が実施する自主的なイベントを支援するとともに、中心市街地への創
業支援により空き店舗活用が進み、まちなかの活性化が図られた。

○各種団体補助金・負担金　34,001千円
　花巻商工会議所事業補助金、岩手県中小企業団体中央会補助金
○商店街活性化イベント補助金　3,266千円
　商店街団体等が実施する賑わいづくりイベント事業への補助
○まちなか創業支援　2,822千円
　中心市街地で未利用店舗等を活用して新たに創業する事業者への補
助及び経営指導
○日本ワインフェスティバル花巻大迫の開催　10,114千円
　北海道・東北・関東・北信越地方等のワイナリーを招聘して有料試
飲会を開催

(単位：千円）
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑤ 商店街利便性向上事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 商店街景観形成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

11,053 0

商店街の利便施設の管理を行うほか、商店街来街者用の駐車場を確保
したことで、利便性や安全性、快適性の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

11,053

中心市街地の賑わいづくりのため、３地区の顔づくり事業を実施し、
商店街の一体感醸成とイメージアップが図られた。

商店街の賑わい創出と来街者の利便性、安全性、快適性を向上させる
ため、駐車場確保や商店街共同施設の補修を支援する。

○市民ふれあい広場運営　9,235千円
　中心市街地での買い物客が休憩等に利用する利便施設の運営
  小さな百貨店ぷらっとの運営に必要な人件費等を補助
○公共駐車場確保対策　1,359千円
　大迫地区内の中心商店街来街者用駐車場を確保
○商店街共同施設補修事業補助金　459千円
　商店街が設置した共同施設の補修経費への補助

国・県 地方債 その他 一般財源

○中心商店街顔づくり交付金　5,500千円
　大迫、石鳥谷、東和それぞれの中心商店街の顔づくりに取り組む商
店街等への支援
○大迫地域まちなみ整備検討委員会負担金　2,300千円
　大迫地域の宿場町らしい景観づくり等を図るためワークショップ等
を開催

(単位：千円）

事業費
財源内訳

中心商店街の賑わい創出のため、地域の特色や歴史、先人を活かした
商店街づくりと街なか誘導を支援する。

市街地における一日当たりの歩行者数
【商工会議所】

人
目標値 6,000 7,000

実績値 6,617 6,565

実績値 6,617 6,565

市街地における一日当たりの歩行者数
【商工会議所】

人
目標値 6,000 7,000

成果指標 区分 4年度 5年度

7,800 5,000 2,800

単位

７款１項２目

商工振興費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑦ 起業・新事業展開推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑧ 企業誘致推進事業

【事業目的】

【事業内容】

一般財源

353,296 317,000 36,296

商工振興費

○市内事業所への総合的な支援　31,415千円
　起業化支援センター及びビジカフェはなまきの運営を通じた市内企
業及び入居企業に対するコーディネート活動
○生産技術研究開発推進　18,000千円
  岩手大学との産学共同研究、新技術開発のための研究

市内企業の育成と発展を図るため、新規創業と新事業への展開を支援
する。

4年度 5年度

39,000

実績値

100

実績値 112 63

社

実績値 5 8

その他

3

セミナー・事業相談会参加企業数 社
目標値 100

ビジカフェはなまきの支援により起業・
創業した数

件
目標値 3

サテライトの研究会参加企業数

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

10,415

地方債 その他 一般財源

７款１項２目

目標値 40

55 98

49,415

40

起業化支援センター、ビジカフェはなまき及び岩手大学等と連携し市
内企業を支援することにより、新規創業、技術及び研究開発等が推進
された。

成果指標 単位 区分

新規企業の立地及び円滑な企業活動のため、企業誘致活動、立地企業
支援及び工業団地等の緑地保全を行う。

○企業誘致活動　11,284千円
　企業情報の収集、訪問活動及び県企業誘致推進委員会や市企業誘致
促進協議会等への参画による誘致活動の展開
○企業立地促進奨励事業補助金　274,483千円
　産業団地等に立地する企業等への支援　8件（増設）
○新事業創出基盤施設卒業企業立地促進事業補助金　2,901千円
　市内に立地する上記施設卒業企業への支援　1件
○民間産業用地整備促進奨励事業補助金　59,092千円
　市内に産業用地整備を行う民間事業者への支援　1件
○工業団地等緑地保全業務　5,536千円
　工業団地の保全等の実施

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

⑨ 起業化支援センター機能強化事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑩ 産業団地整備事業（繰越明許費）

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
花南産業団地全32.9haのうち、先行開発するＢ工区の整備に向け、令
和4年度に引き続き、実施設計や用地買収を実施したほか、造成工事
に着手した。また、団地外となる下流において改修を要する排水路の
用地買収や調査業務を実施し、下流排水路の工事に着手した。

5,478

区分 4年度 5年度

起業化支援センター開放試験機器の機能を維持するため、機器の更新
を行う。

○開放試験機器更新　5,478千円
　材料の引張り、曲げ、圧縮強度を測定する精密万能試験機のデータ
処理制御装置の更新

90 90

実績値 91 92

社

社
目標値

目標値 3 3

実績値 5 9

企業誘致の推進にかかる立地環境の整備のため、産業団地（花南地
区）の拡充を図る。

○産業団地Ｂ工区整備　287,890千円
　実施設計業務、用地交渉等業務、用地購入費、物件移転補償費、環
境整備（雑物撤去等）業務、用地取得にかかる収入印紙等
○下流排水路敷設替え区間整備　13,133千円
　用地購入費、物件移転補償費、揚水調査業務

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

支援制度を活用して新規立地、増設した
企業

単位

(単位：千円）

事業費

操業継続している誘致企業

７款１項２目

商工振興費 新規立地の獲得や既立地企業の操業継続につながるよう、企業訪問や
アンケート調査等を通じたニーズの把握に努めた結果、新規立地３件
の実績につながり、操業継続している誘致企業数が増加した。また、
企業ニーズに柔軟に対応するため、補助制度を拡充した結果、補助金
を活用し新増設した企業数が増加した。

成果指標

4,000 1,478

精密万能試験機を更新することにより、市内企業の製品開発の支援体
制を維持することができた。

301,023301,023
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑪ 中小企業持続支援事業

【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

⑫ 商業振興施設等整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

事業費
財源内訳

大迫交流活性化センターの利用環境を整え、施設の長寿命化を図るた
め、計画的に改修を行う。

14,000 1,62015,620

○大迫交流活性化センター展示館屋根外壁塗装補修　3,410千円
○大迫交流活性化センター駐車場舗装補修　12,210千円

国・県 地方債 その他

237,943

一般財源

新型コロナウイルス感染症や物価高騰の影響を受けている市内中小企
業者に対し、事業継続及び売上向上を支援した。

事業費

(単位：千円）

165,387

30,546

○はなまき小判事業支援補助金　2,087千円
　花巻商工会議所が発行する地域商品券「はなまき小判」事業への補
助
○中小企業売上アップ応援事業　230,716千円
　キャッシュレス決済に対するポイント付与キャンペーンを実施
○運輸事業者運行支援緊急対策交付金　35,686千円
　燃料費高騰の影響を受けた貨物自動車運送事業者に対し1台当たり
23千円を支援
○中小企業売上アップ応援事業（繰越明許費）　133,426千円
○運輸事業者運行支援緊急対策交付金（繰越明許費）19,596千円
○中小企業持続支援事業（地代・家賃補助）（繰越明許費）
12,365千円
  事業に要する店舗等の固定経費（地代・家賃）の一部を補助

(単位：千円）

一般財源

(単位：千円）

７款１項２目

商工振興費

165,387

268,489

財源内訳

国・県 地方債 その他

新型コロナウイルス感染症や物価高騰により特に大きな影響を受けて
いる市内事業者に対し、事業継続の下支えを行う。

事業費
財源内訳

国・県

大迫交流活性化センターの長寿命化を図るための必要な改修が行わ
れ、利用者の利便性が向上された。

地方債 その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 観光イベント開催事業

487,548 【事業目的】

【事業内容】

○まつり・イベントにかかる開催経費の一部負担　60,100千円

【事業の成果】

② 広域観光推進事業

【事業目的】

【事業内容】

20,000 40,100

新型コロナウィルス感染症の5類感染症への移行を受け、予定するイ
ベント全てをコロナ禍前の水準で開催することができた。また、この
ことにより各イベントの来場者数が大きく回復したほか、久々のイベ
ント参加や観覧を市民や観光客が楽しむ機会が創出された。

成果指標

1,000

○釜石線沿線広域エリア活性化事業支援　400千円
　釜石線沿線広域エリア（花巻・遠野・釜石・住田・大槌）とＪＲ東
日本等が連携して、ＪＲ釜石線を運行する企画や特別列車を軸とした
観光ＰＲを行う釜石線沿線広域エリア活性化委員会への負担金
○花巻・遠野・平泉観光推進事業支援　600千円
　花巻・遠野・平泉観光推進協議会が実施する広域的な誘客への取組
を支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

イーハトーブフォーラム

4,850

32,000

9/30

田瀬湖湖水まつり

5,000

3,400 5,000

花巻まつり特産品フェア 9/8～10 1,000 25,636

1,600 3,500

大迫ワインまつり 9/17

1,000

石鳥谷まつり

大迫あんどんまつり 8/14・16 1,900

4,400 3,350

32,000

わんこそば全日本大会 R6.2/11 1,800 2,500

国・県 地方債 その他 一般財源

土沢まつり 9/16～17

7/29

７款１項３目

観光費

花巻まつり 9/8～10

イーハトーブ音楽祭 8/5～6 500

石鳥谷夢まつり 8/13 5,000

8/19～20 16,000

地域資源の保全と魅力アップを図るため、まつりやイベントの開催を
支援する。

9/8～10 4,800

18,600

4,634

南部杜氏の里まつり 400 178

決算額 入込数まつり・イベント 開催日

(単位：千円）

市内への誘客を促進するため、広域的な観光資源の組み合わせによる
事業を展開する。

60,100

単位 区分 4年度 5年度

支援対象祭事、イベントへの来場者数
（年度）

人
目標値 301,500 301,500

(単位：千円）

事業費
財源内訳

実績値 108,439 248,148

大迫宿場の雛まつり R6.2/23～3/3 700 7,500

122,000
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

③ 観光情報発信事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

実績値 423.3 493.4

花巻観光協会ホームページのアクセス件
数

万件
目標値 103.7 150.4

実績値 134.3 141.8

（一社）花巻観光協会への支援を通じ、ターゲットを明確にしたＳＮ
Ｓ広告の掲載やホームページでの情報発信の充実を図った結果、同協
会のホームページ閲覧者が前年度と比較して大幅に増えたものの、目
標値よりは下回った。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

７款１項３目

観光費 観光列車「ひなび」の乗客へのおもてなしの実施や首都圏での観光Ｐ
Ｒなどの取組を行った。また、花巻・遠野・平泉観光推進協議会への
支援を通じ、観光客数の増加に向けて取り組んだ結果、新型コロナウ
イルス感染症の5類感染症への移行とともに、旅行を待ち望んだ客足
が戻り観光客が増加した。

広域（花巻・遠野・平泉）観光客入込者
数（暦年）

万人
目標値 486.1 500.0

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

52,164 8,000 44,164

(単位：千円）

事業費

○観光情報の発信　30,300千円
　（一社）花巻観光協会が実施する誘客事業や宣伝広告事業等に対す
る支援
○関係団体負担金　2,778千円
　いわて観光キャンペーン推進協議会、（公財）岩手県観光協会への
負担金
○宿泊施設利用促進への支援　6,000千円
　（一社）花巻観光協会が実施する閑散期等の市内宿泊施設に対する
誘客キャンペーンへの支援
○イーハトーブ大使による観光ＰＲ等　529千円
○体験型観光推進事業補助金　171千円
  体験型コンテンツを創出・改良する事業者の取組を支援
○観光パンフレット、ポスター等の作製　9,299千円
○映像作品のロケ誘致　1,331千円
　映画、ＣＭ、テレビ番組等のロケを誘致するための情報発信等
○電照広告（カラーコルトン）掲出　770千円
　いわて花巻空港内に電照広告の掲出
○商談会や物産展等への参加　761千円
○滞在型観光推進事業補助金　114千円
　自施設内または徒歩圏の周辺環境において、宿泊者に対し体験プロ
グラムを提供する宿泊事業者への支援
○コンベンション開催支援事業補助金　111千円
　市内の会議室を利用する県外団体への支援

より多くの人に花巻の魅力を知ってもらうため、観光情報の発信を行
う。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 観光ルート整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ まちぐるみ観光推進事業

【事業目的】

【事業内容】

249実績値

観光環状バス等の利用者数

観光客の満足度を向上させるため、まちぐるみでのおもてなしサービ
スを充実させる。

10,800

万人

団体旅行貸切バスツアー運行支援を受け
る貸切バス台数

台

○同心屋敷活用事業　400千円
　ボランティアによる湯茶サービス実施
○観光案内所の運営支援　7,200千円
　ＪＲ花巻駅・新花巻駅等への観光案内所の設置
○花巻温泉郷観光推進協議会が実施する事業への支援　1,200千円
　広告宣伝、誘客イベントへの参加・協力等への支援
○花巻おもてなし観光ガイドの育成、派遣支援　1,000千円
　11人（令和５年度末）の観光ガイドにより延べ年間118件の派遣
○歓迎花巻おもてなし事業への支援　1,000千円
　駅、空港などで郷土芸能をお披露目し、観光客を歓迎

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

目標値 4.8 5.5

実績値 5.1 6.3

390 400

674

観光費

観光客の利便性向上のため、二次交通の充実と市内回遊性を高める事
業に対し支援を行う。

花巻温泉郷への無料送迎バスやどんぐり号・やまねこ号への支援を引
き続き行うとともに、レンタサイクル事業をＪＲ花巻駅前で新たに開
始するなど、観光客向けの二次交通の利便性を向上させることができ
た。また、団体バスツアーへの支援については、国内ツアー分が前年
比でやや減少となった半面、台湾への定期国際便が復活したことなど
から海外ツアー分の申請が増加し、結果的に目標値を大きく上回っ
た。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

37,475 37,475

○花巻温泉郷共同送迎バスの運行支援　11,262千円
　花巻温泉郷が共同で実施するＪＲ新花巻駅～各温泉施設への無料送
迎バスの運行支援
○どんぐり号・やまねこ号の運行支援　4,500千円
　花巻温泉郷、宮沢賢治記念館等の主要観光地とＪＲ新花巻駅や花巻
駅をレトロジャンボタクシーで結ぶどんぐり号・やまねこ号への運行
支援
○団体旅行貸切バスツアーの運行支援　20,220千円
　県外及び海外から貸切バスを利用する団体ツアーへの補助（バス1
台あたり30千円）
○レンタサイクル等事業支援　1,493千円
　市内周遊を目的とする二次交通の整備として、公共交通機関と隣接
した場所でレンタサイクル等を行う事業者への支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

７款１項３目

目標値

10,800
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

⑥ 観光施設維持事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 観光案内板整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

実績値

事業費
財源内訳

国・県 地方債

観光客の満足度を高めるため、観光案内所の運営や観光ガイドの派
遣、歓迎のための郷土芸能のお披露目などの実施を通じ、観光客への
おもてなしサービスの向上や観光地としての魅力向上につながった。

91.7

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

案内板に満足した観光客の割合【観光客
アンケート】

％
目標値 91.0

90.1

91.0

その他 一般財源

７款１項３目

観光費

観光客の利便性向上のため、観光案内板の新設・更新等を進める。

○観光案内標識等整備業務委託　3,093千円
　観光案内看板等の修繕・表示面更新を実施
○ソフトウェア使用料　282千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

観光施設の長寿命化を図るため、施設の調査・改修等を行う。

○花巻市交流会館防水業務　6,600千円
　屋上部を5エリアに分けた上で雨漏り要因となっていると思わ
れる箇所への集中的な部分防水の施工
○台温泉ぬくもりトイレ電動弁システム改修　4,950千円
○花巻市交流会館第４研修室照明修繕　304千円

(単位：千円）

対応やおもてなしに満足した観光客の割
合【観光客アンケート】

％
目標値 97.0 97.0

実績値 97.3 97.7

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

観光施設に必要な維持修繕を行うことで施設の長寿命化を図り、継続
した観光施設の維持保全につなげた。

3,375 3,375

11,854 4,000 7,854

市内の観光案内板を必要に応じて修繕・撤去を実施し、観光客の利便
性を向上させることができた。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ 外国人観光客誘致促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑨ 道の駅「石鳥谷」施設再編事業

【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

7,703

訪日外国人観光客を誘致するため、現地での直接的なＰＲ活動を実施
したことに加え、新型コロナウイルス感染症の5類感染症への移行や
台北線の国際定期便の再開があったことなどから、訪日外国人観光客
の入込数が前年度と比べて大幅に回復した。

7,703

その他 一般財源

７款１項３目

観光費

訪日外国人観光客を誘致するため、海外に向けたプロモーションの強
化を図るとともに、受入環境を整備する。

訪日外国人観光客入込数（暦年） 万人
目標値 3.5 4.4

実績値 0.2 5.6

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

○関係団体負担金　404千円
　北東北三県観光立県推進協議会国際観光部会や日本政府観光局（Ｊ
ＮＴＯ）賛助団体への負担金の支出
○外国人観光客誘致促進事業への支援　7,035千円
　（一社）花巻観光協会が実施する外国人観光案内所の運営、ＳＮＳ
による多言語での情報発信、商談会や台湾で開催された旅行博への出
展などのプロモーションへの事業支援
○外国人観光客受入環境整備　264千円
　音声翻訳機リース料（市内観光関連公共施設10か所へ設置）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

繰越事業の外構部の工事等を国と連携して進め、7月15日のリニュー
アル記念式典開催前に完成し、道の駅「石鳥谷」施設再編に関する全
ての整備が完了した。
7月15日の記念式典と道の駅開所３０周年記念イベントに際しては、
雨天による会場変更にも関わらず多くの来場者で賑わったほか、酒匠
館北側に設置されたルンビニーアート作品が来場者の目を楽しませ
た。

5,980 5,980

5,82050,90017,18173,901

一般財源その他
事業費

(単位：千円）

国・県

財源内訳

地方債

道の駅「石鳥谷」の施設の魅力向上、利便性の向上を図るため、施設
の再編を行う。

○道の駅３０周年リニューアル記念式典・記念イベント　3,982千円
　式典運営及び会場設営業務委託、リニューアルオープン広告料
○ルンビニーアート・施設案内表示の設置　1,903千円
　酒匠館フェンスラッピング業務委託、施設案内表示設置業務委託、
観光インフォメーションコーナー設置業務委託
○共通経費　95千円
　国や関係機関等との協議
○外構部の工事等(繰越明許費)　73,901千円
　南側駐車場舗装及び広場舗装等工事等

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑩ 観光・物産事業者等緊急対策事業

【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

千円 ① 定住交流センター改修事業

　 113,331 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

その他 一般財源

７款１項４目

国・県

41,679

定住交流セン
ター費

41,600 79

施設の機能維持に要する改修を行う。

事業費
財源内訳

(単位：千円）

地方債 その他

千人
目標値 2,076.0 2,120.0

実績値 1,574.3 1,973.8

単位 区分 4年度 5年度

観光客入込数（暦年）

6,646 6,646

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債

物価高騰の影響により、深刻な影響を受けている観光事業者への経営
支援につながる事業を行う。

７款１項３目

一般財源

6,720 6,720

観光費

トイレの洋式化を全館的に行い、多様な方が利用する交流拠点として
の機能を維持することができた。

○定住交流センタートイレ洋式化改修工事　40,403千円
○定住交流センタートイレ洋式化改修工事監理　1,276千円

国・県 地方債 その他 一般財源

○貸切バス事業者運行支援緊急対策交付金　6,720千円
○貸切バス事業者運行支援緊急対策交付金（繰越明許費）
3,080千円
　市内に本社又は営業所を有し、東北運輸局岩手運輸支局に貸切バス
として登録している貸切バス事業者に対する燃料費高騰を緩和するた
めの交付金の交付（県と協調して対応。上期、下期の２回、１台あた
り40千円を交付）
○温泉宿泊施設等利用促進事業補助金（繰越明許費）　3,566千円
　市内温泉宿泊施設等の利用者（県民又は県内勤務者）を対象とした
利用料の助成

(単位：千円）

コロナ禍や燃料費高騰等の影響を受けた観光関連事業者に対する支援
を通じ、事業継続が図られた。

成果指標

事業費
財源内訳
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 宮沢賢治童話村整備事業

宮沢賢治童話村 63,232 【事業目的】

費

【事業内容】

【事業の成果】

７款１項５目

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

令和6年度の建築工事に向け宮沢賢治童話村ライトアップ機材等倉庫
新築設計を行った。

宮沢賢治童話村の魅力や利便性を高めたり、建物の長寿命化を図るた
め、施設の整備を行う。

○宮沢賢治童話村ライトアップ機材等倉庫新築設計　1,936千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1,936 1,000 936

65.0

実績値 51.3 51.3

日常の生活の中で宮沢賢治の作品や考え方に
触れる機会があると思う市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 63.0
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千円 ① 自然災害防止対策事業

301,871 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

財源内訳

土木総務費

自然災害を未然に防ぐため、急傾斜地の崩落等へ対策を行う。

８款１項１目

(単位：千円）

事業費
地方債 その他 一般財源

7,997 7,900

　東日本大震災での地震や津波により被災した住宅の早期復興及び自宅を失われた被災世帯の住宅再建
を支援するため、災害復興住宅融資に対して補助を行った。

【公園緑地の維持管理】

　市民が安全、快適に公園緑地を利用することができるように、公園施設の計画的な整備と速やかな補
修を行うことで安全で快適な施設を保ち、大きな事故やトラブルを防止した。

　安全で快適に通行できる道路網を構築するため、各コミュニティ地区の土木施設整備要望に沿って、
市道の道路改良、現道舗装及び側溝整備を行い、生活道路の整備を進めるとともに、交通安全環境の向
上を図るため、歩道や点字ブロック・区画線等の整備を進めた。また、花巻ＰＡスマートインターチェ
ンジ整備については、工事が完了し、令和６年３月に開通した。

【道路の整備】

　水害の防止と健全な河川環境の向上を図るため、排水路及び河川の整備改修・浚渫を進めた。

【橋梁の補修】

【管理不十分な空家等の対策】

　安心して生活できる住環境を確保するため、近隣住民からの通報等により管理不十分な空家を確認し
た場合に、空家の維持管理業務を行っているシルバー人材センターのチラシ等を同封して空家所有者等
に適切な管理をお願いする文書を送付し、老朽危険住宅の除却費用について補助を行った。空家・空き
地問題の解消と土地の有効活用を推進するため、建て替えを条件に、空家等の解体費の一部に対して補
助を行った。空家等の所有者等の悩みを解決するため、空家等無料相談会を実施した。

【住宅の安定確保】

　市営住宅の入居者に安心して利用してもらうため市営住宅維持補修、諏訪アパートＤ棟改修工事、Ｅ
棟の実施設計、大谷地アパート解体工事、松園町中アパート解体実施設計を行なった。
　子育て世帯と高齢者に対し優良な住宅を提供するため、民間事業者が管理する子育て世帯向け地域優
良賃貸住宅と高齢者向け優良賃貸住宅に対し家賃支援を行った。

【花巻駅東西自由通路（駅橋上化）等の整備】

　ＪＲ東日本とＪＲ花巻駅の東西自由通路整備に係る基本協定及び基本設計協定を締結し、基本設計に
着手した。また、市民参画手法により東西自由通路及び駅舎のデザイン案を決定した。

【震災被災者の生活支援】

岩手県が実施する急傾斜地崩壊対策事業の進捗が図られた。 

○岩手県営急傾斜地崩壊対策事業への負担金　7,997千円 

８　土木費

【災害危険個所の解消】

　安全で快適に通行できる道路網を構築するため、橋梁の補修を進めた。

国・県

97
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 生活道路維持事業

1,267,182 【事業目的】

【事業内容】

○道路維持補修　371,613千円

　道路施設の点検及び補修　302,588千円、舗装修繕　69,025千円

　舗装修繕一覧

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

舗装応急補修 L= ｍ

○道路維持工事　376,634千円

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

A= m2

N= 箇所

L= ｍ

※次ページへ続く

1,100

舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 300

黒森開拓線

鱒沢線 舗装修繕（打替） 236 17,250

８款２項２目

事業費(千円)

トンネル点検 定期点検 3,520

三日堀線 舗装修繕（設計） 3,400

路線名 内容 事業費(千円)

高木・穂貫田線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 210 1,771

道路維持費

生活道路を安全に安心して通行できるようにするため、維持修繕（舗
装の打ち換え、オーバーレイ等）及び除排雪を行う。

舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 10 798

430

下坂井・関上場線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 530 3,278

花南東線

仲町西部線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 30 1,001

9,559

大畑・糠塚線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 40 1,771

田面木線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 127 2,002

大瀬川線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 100 4,840

大北線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 158 5,830

大迫1号線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 100

拝峠線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 165 4,942

馬場稲荷線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 150 3,916

舗装修繕（打替）刈松田線

舗装修繕（ﾊﾟｯﾁﾝｸﾞ） 4,316 28,217

上小舟渡・方八丁線 舗装修繕（設計） 3,419

卸町６号線 舗装修繕（設計） 1,000

第一工業団地東２号線 舗装修繕（設計） 1,000

二津屋金属工業団地環状線

177 13,353

路線名 内容

舗装修繕（打替）

75 24,079

鱒沢線 21,986

向山根線 舗装修繕（設計） 2,022

石南線 舗装修繕（設計） 5,165

東宮野目・東野袋線（東宮野目地下道） 94,000照明ＬＥＤ化（積算・工事） 444

材木町・下二枚橋線 舗装修繕（設計） 2,375

吹張町・滝ノ沢線 35,217

台線（台温泉） 融雪補修（積算・工事・補償） 1 88,773

向山根2号 道路土工構造物修繕（工事）

32,106

融雪補修（積算・工事） 236

旭の又線 道路土工構造物修繕（積算・工事） 48 14,428

道路土工構造物修繕（工事） 92

2,365

小又線 道路土工構造物修繕（設計） 11,176

道路土工構造物長寿命化 点検・計画更新
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

※前ページからの続き

○機械・車両購入　42,766千円

N= 台

N= 台

○除雪業務等　290,862千円

　業務委託延長L=1,920km、委託業者70社、委託稼働日数52日

○補修資材等　43,559千円

　道路補修資材等

○諸経費等　141,586千円

　給与・報酬、光熱水費、手数料等

【事業の成果】

千円 ① 生活道路整備事業

1,273,291 【事業目的】

【事業内容】

 　 (１)道路改良　36路線(内繰越明許5路線)

用地測量、補償調査

改良工事

施工延長 L=260m

施工延長 L=135m

用地測量、補償調査

施工延長 L=55m

用地測量

用地補償

用地測量

測量設計

用地測量

補償調査、用地補償

測量設計

施工延長 L=193m

用地測量、橋梁工事

※次ページへ続く

施工延長 L=14m

当該年度の舗装修繕延長

機械・車両名

小型除雪機

８款２項２目

道路維持費

3.1m級 1 29,480

内容 事業費(千円)

道路維持全般は概ね目標通り実施し、安全に安心して通行できる生活
道路網の構築が図られた。

成果指標 単位 区分

その他機械 タブレット等 218

地方債

247,615 162,700 206,453 650,252

0

4年度

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

5年度

1,267,020

ロータリー、10HP 30 13,068

その他 一般財源

除雪グレーダ

8,371

実績値 10 0

目標値 7,000 7,000
ｍ

0

実績値 8,140 7,079

市の瑕疵
かし

による事故件数 件
目標値

８款２項３目

道路新設改良費

安全で快適に通行できる道路網を構築するため、各コミュニティ地区
の土木施設整備要望に沿って、市道の道路改良、現道舗装、側溝整
備、雪寒対策を行う。

○生活道路整備　1,186,708千円

路線名 内容 事業費(千円)

26,404

二枚橋下通り線 3,353

上下駒板線 16,500

下小路環状線 4,729

法定外道路（上似内） 5,783

工沢2号線

諏訪2号線 施工延長 L=164m 54,424

山の神東横断線 測量設計

烏森西1号線 施工延長 L=95m 9,508

南万東縦断4号線 6,649

上町・成田線（法面防災） 47,070

山の神産業団地2号線外 51,460

山の神・諏訪線（南諏訪工区） 34,333

台屋敷2号線

小在家西5号線外 7,892

好地20号線外 34,190

寺林線 36,553

6,373

姥宿・月夜線 10,043

槐田・片子沢線 13,868

東宮野目西線外 27,497
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

※前ページからの続き

測量設計

用地測量

用地測量、補償調査

施工延長 L=36m

施工延長 L=153m

用地補償

用地測量

用地測量

用地測量

用地測量

測量設計

移設補償

用地測量、用地

施工延長 L=143m

施工延長 L=160m

施工延長 L=147m

施工延長 L=269m

　 (２)現道舗装　11路線（内繰越明許2路線）

測量設計

用地

用地測量、用地

(３)側溝整備　15路線（内繰越明許2路線）

測量設計

測量設計

※次ページへ続く

８款２項３目

道路新設改良費 島岡線外 13,992

法定外道路（大迫町大迫） 1,628

小又川2号線 2,173

小豆田線外 4,992

栄田線外 10,254

舘迫落合線 109

中居平線外 8,421

法定外道路（東和町安俵） 3,683

竹中線 15,322

黒沢矢柄線 29,540

八木巻線（第2工区） 46,425

前林松子林線外 12,326

路線名 内容 事業費(千円)

天下田椚ノ目側並線 施工延長 L=248m 14,229

八木巻線（第2工区）（繰越明許費） 39,795

舘迫落合線（繰越明許費） 36,197

法領横断線（繰越明許費） 1,647

東宮野目西線外（繰越明許費） 18,720

寺林線（繰越明許費） 61,659

槻ノ木・安野線外 施工延長 L=654m 29,483

森ノ越南5号線 施工延長 L=389m 17,494

中村東線 施工延長 L=170m 6,240

宇津野北縦断線 施工延長 L=314m 15,564

石神町西南線 4,797

前郷1号線 施工延長 L=250m 9,038

新堀4号線外 施工延長 L=384m 18,114

南住宅1号線外 4,411

上小舟渡東7号線外 施工延長 L=81m 22,085

路線名 内容 事業費(千円)

浅沢南11号線（繰越明許費） 384

好地3号線（繰越明許費） 2,657

莫大線 施工延長 L=92m 5,596

轟木横断線外 6,974

塚原線 施工延長 L=126m 7,171

上根子中野4号線外 測量設計 4,967

高木団地地区側溝 施工延長 L=303m 33,588

小山田中央線 施工延長 L=149m 16,830

赤部線外 施工延長 L=61m 7,578

狄川線 施工延長 L=196m 20,211

亀ケ森1号線 施工延長 L=122m 10,246

八重畑幹線 施工延長 L=212m 20,727

小又線 施工延長 L=113m 12,557

大瀬川線（繰越明許費） 施工延長 L=102m 13,340

若葉町縦断2号線（繰越明許費） 施工延長 L=126m 13,121

野金山線 施工延長 L=78m 37,642
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

※前ページからの続き

(４)雪寒対策　3路線（内繰越明許2路線）

(５)道路用地等測量調査委託等

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

② 花巻スマートインターチェンジ整備事業

【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】
工事が完了し、令和6年3月に開通した。

22,970 12,630 9,700 640

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

高速道路の利便性を向上させ、産業振興等の発展を図るため、東北縦
貫自動車道花巻パーキングエリアにスマートインターチェンジを整備
する。

新設改良整備（完成）延長 km
目標値 1.1

各コミュニティ地区の土木施設整備要望に沿って、36路線の道路改良
と11路線の現道舗装、15路線の側溝整備、3路線の雪寒対策を実施
し、安全で快適に通行できる道路網の構築が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

実績値 3.4 1.8

○花巻スマートインターチェンジ整備事業　63,613千円
　会場設営等業務委託、工事等負担金
○花巻スマートインターチェンジ整備事業(繰越明許費)　22,970千円
　標識・照明工事、工事等負担金

側溝整備（完成）延長 km
目標値 1.2 1.2

実績値 2.1 1.7

263,193 137,685 117,900 0 7,608

(単位：千円）

事業費
財源内訳

事業費(千円)

その他 一般財源

923,515 417,670 422,800 0 83,045

舗装新設整備（完成）延長 km
目標値 0.0 2.2

実績値 3.1 2.5

0.9

国・県 地方債

寺林線（南工区） 施工延長 L=144m 19,613

若葉町・天下田線（繰越明許費）施工延長 L=148m 46,076

路線名 内容 事業費(千円)

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

道路用地等測量調査委託等 24,495

(単位：千円）

寺林線（南工区）（繰越明許費）施工延長 L=216m 29,597

路線名 内容

1,560 30,153

(単位：千円）

63,613 31,900 0

８款２項３目

道路新設改良費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 橋梁維持事業

633,003 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

633,003千円

橋梁名 内容 事業費(千円)

交通の安全を確保するとともに橋梁の長寿命化を図るため、花巻市橋
梁長寿命化修繕計画に基づき、早期に対策すべき橋梁を優先して修繕
する。

橋梁点検　5橋

幸田稲荷橋

71,929

中央橋 修繕工事 17,937

小呂別四の橋（繰越明許費） 修繕設計 7,698

橋梁維持費

諏訪前橋（繰越明許費） 修繕工事

104

井戸向橋（繰越明許費） 修繕工事

橋守事業

○橋梁維持補修

13,980

８款２項４目

16,170

90,165

幸橋

橋梁点検を実施するとともに、橋梁の修繕を行い、交通の安全確保及
び橋梁の長寿命化が図られた。

成果指標 単位

下大橋橋（繰越明許費） 修繕工事 12,231

105,325

小呂別五の橋（繰越明許費）

穴沢跨線人道橋

清水橋

寿橋 修繕工事 2,144

(L＜15m:0橋、L≧15m:5橋)

稗貫川橋 修繕工事

橋梁点検

諏訪前橋

修繕工事

橋梁長寿命化修繕計画

9,958

清水橋（繰越明許費） 14,651

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

胡四王橋

稲荷橋（繰越明許費）

修繕工事 10,793

5,445

6,785

小呂別一の橋（繰越明許費）

454,597 249,972

修繕工事 18,187

計画策定

修繕工事 9,229

26,709

修繕工事

撤去工事

橋梁点検・調査 19,784

修繕設計

44.0

実績値

5,565

(単位：千円）

その他 一般財源

上片平橋（繰越明許費）

46.0

99,300

事業費
財源内訳

国・県

178,406 97,941 74,900

穴沢跨線人道橋（繰越明許費）

修繕工事

修繕工事 11,250

16,302

寿橋（繰越明許費）

黒森橋（繰越明許費） 修繕工事

胡四王橋（繰越明許費） 修繕工事

修繕工事

修繕設計 2,776

(単位：千円）

11,223

下西沢橋

撤去工事 2,344

下立石橋（繰越明許費） 修繕工事 11,449

5,657

積算委託 5,918

区分 4年度

井戸向橋 修繕工事

％
目標値 36.0

修繕設計 8,789

田尻橋（繰越明許費）

5年度

174,062

29,334

修繕工事

地方債

修繕対象橋梁修繕率（R1～R5：全71橋）
38.0
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 交通安全環境整備事業

382,126 【事業目的】

【事業内容】

施工延長 L=71m

施工延長 L=18m

用地補償

用地補償

用地測量

施工延長 L=208m

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

284,794 123,148 90,300 4,000 67,346

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

9,725

上町・成田線(南城工区) 57,653

城内・大通り一丁目線(大通り工区) 15,443

吹張町・滝ノ沢線(第2工区) 施工延長 L=100m

4年度 5年度

道路付属物（大迫支所） 区画線、防護柵、歩道修繕等 9,999

97,332 44,363 33,600 0 19,369

歩道整備（完成）延長 km
目標値 0.3 0.6

実績値 0.8 0.6

成果指標 単位 区分

上町・成田線（南城工区）
(繰越明許費)

用地補償 49,084

四日町後川線（繰越明許
費）

施工延長 L=72m 48,248

道路付属物（石鳥谷支所） 区画線、防護柵、歩道修繕等 4,972

道路付属物（東和支所） 区画線、防護柵、歩道修繕等 4,983

８款２項５目

交通安全施設整備

費 道路利用者の交通安全環境の向上を図るため、歩道の設置、歩道の段
差解消等の整備を行う。

○交通安全環境整備　382,126千円

路線名 内容 事業費(千円)

道路付属物（建設部道路課） 区画線、防護柵、歩道修繕等 22,214

太田公民館・泉屋敷線 55,900

危険交差点対策 電光掲示板等 5,310

上小舟渡・方八丁線

3,064

63,016

(単位：千円）

歩道設置、段差解消等の整備を進め、道路利用者の交通安全環境の向
上が図られた。

26,453

工沢・椚ノ目線外 6,062

四日町後川線

藤沢・石神町公園線 施工延長 L=91m
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 河川排水路改修事業

418,201 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

38,370

高松川

川原町排水路 改修工事

3,003

用地取得

14,641

用地取得

改修工事

事業費
財源内訳

137,500

118,869

L= 168m

鳴沢川

5,834

測量設計油沢川筋二枚橋排水路

宇南川 河川浚渫

270,419

河川浚渫

L= 128m

後通排水路（繰越明許） 改修工事

目標値

0.3
当該年度の河川排水路整備延長 km

117,200

河川浚渫

山口川 河川浚渫

枇杷沢川

大堰川 測量設計

改修工事

事業費(千円)

水害の防止と健全な河川環境の向上を図るため、河川及び排水路の整
備改修を行う。

○河川排水路改修

55,866

389,288千円

河川浚渫 3,674

間木沢川

移転補償

河川浚渫

河川浚渫

3,905

3,245

河川浚渫

4,345

河川浚渫

(単位：千円）

3,443

改修工事 L= 32m 29,227

改修工事

4,675

測量設計

391

21,767

0.4

5年度

5,742

改修工事

3,410

87

測量 1,333山下川

花南地区排水路 改修工事

後通排水路

4年度成果指標

新地川 河川浚渫

6,567改修工事

稚鍋川

1,669

高松川

3,630

河川排水路改修・浚渫を進め、水害の抑制と河川環境等の向上が図ら
れた。

事業費
財源内訳

990

国・県 地方債

3,124

黒森川

河川浚渫

L= 16m 7,668

河川浚渫

８款３項１目

河川費

小通川

その他 一般財源

54,016

移転補償 1,659

新田川

河川浚渫

4,939

区分

国・県

湯本地区排水路（繰越明許）

単位

後川

0.3 0.4

13,919

河川（水路）名 内容

湯本地区排水路 改修工事 10,593

7,935

1,782

折壁川 測量設計 10,449

12,771

大沢口川

119,000

(単位：千円）

折壁川

実績値

油沢川筋二枚橋排水路（繰越明許） 改修工事 L= 96m 60,207

大沢口川（繰越明許）

地方債 その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 都市再生推進事業

都市計画総務費 115,036 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② リノベーションまちづくり推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 民間宅地開発支援事業

【事業目的】

【事業内容】

件
目標値

(単位：千円）

財源内訳

国・県 地方債

1 1

7月から9月にかけて道路等の公共空間を利用した社会実験を実施し、
多様な使い方を試みエリアの魅力向上が図られた。また、地元商店街
や新たな活用者向けに公共空間活用の先進地事例を紹介する勉強会を
開催し、取り組みの意義などの意識啓発をすることができた。

実績値 1

4年度 5年度

リノベーション事業化案件

160

70

その他 一般財源

様々な人が集える賑わいある都市づくりに向け、不動産オーナーの意
識啓発を図ると同時に遊休不動産を活用した新たなビジネスとまちづ
くりの担い手を発掘し、魅力的な都市型産業を集積する。

○社会実験の主催　4,922千円
　花巻中央エリアの魅力向上を図るため、花巻中央広場周辺の公共空
間を活用した社会実験を行い、その効果や影響の分析のため調査を実
施
○公共空間活用のための勉強会の開催　238千円
　公共空間を活用したエリアの魅力向上の取組を広く認知し、多様な
活用を促すための公共空間活用勉強会を開催

事業費

区分

5,160

シンポジウム等参加者 人
目標値

91 36

成果指標 単位

5,000

その他 一般財源

国や県と立地適正化計画の状況に関する打合せを実施した。

0 34

財源内訳

(単位：千円）

34 0

○関係機関との協議等　34千円

８款４項１目

5,300

事業費
国・県 地方債

立地適正化計画に基づく持続可能な都市の形成と地域の活性化を実現
するため、事業・施策の実施に関し必要な協議等を行う。

事業費
財源内訳

国・県 地方債

4,000 1,300

0

70

実績値

その他 一般財源

優良な宅地開発を推進し快適な居住環境の形成を図るため、宅地開発
に係る経費の補助を行う。

○民間宅地開発支援事業補助金　5,300千円
  対象区域において行われる優良な宅地開発に対し補助金を交付

（単位：千円）
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

都市計画総務費

④ ＪＲ花巻駅東西自由通路等整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 公園整備事業

221,026 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

一般財源

62,575 7,500

(単位：千円）

事業費

8,300 538

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

８款４項４目

公園費

市民が安全・快適に公園や緑地を利用することができるようにするた
め、公園施設の整備を行う。

○上口児童公園遊具更新工事（繰越明許費）　17,676千円
○若葉公園遊具更新業務委託　2,442千円
○愛宕公園遊具更新工事資材価格調査（特別調査）業務委託
605千円
○愛宕公園芝生等整備実施設計業務委託　6,202千円
○わかたけ公園芝生等整備工事　31,845千円
○わかたけ公園上水道加入金（増径分）　44千円
○わかたけ公園ベンチ更新業務委託　847千円
○天下田開発１号公園外公園施設撤去業務委託　814千円
　天下田開発１号公園、天下田開発４号公園
○花巻市公園施設長寿命化計画見直し業務委託　17,411千円
○材木町公園馬面電車修繕調査設計業務委託　2,365千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

ＪＲ花巻駅の西口からのアクセス向上と安全性の確保、駅周辺の利便
性向上を図るため、ＪＲ花巻駅東西自由通路の整備、西口駅前広場の
整備を行う。

ＪＲ東日本と基本協定を締結したのち、基本設計協定を締結し東西自
由通路整備に係る基本設計に着手した。ＪＲ東日本から駅舎及び東西
自由通路のデザイン案が提示され、市民参画手法によりデザイン案を
決定した。

418

17,676 8,838

国・県 地方債 その他

○ＪＲ花巻駅東西自由通路整備基本設計負担金　350千円
　ＪＲ東日本に対する基本設計負担金67,133千円のうち令和5年度分
○有識者会議、デザイン検討ワークショップの開催　68千円

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

不動産会社等へ個別訪問し広報活動を行ったことにより、補助件数が
3件、事業認定が2件、相談が2件あった。

８款４項１目

37,000 18,075

418
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

千円 ① 市営住宅環境改善事業

361,381 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 生活再建住宅支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

509

38,520

○市営住宅改修　125,160千円
　市営諏訪アパート Ｄ棟（8戸）改修工事
　市営諏訪アパート Ｅ棟（8戸）改修工事実施設計
　市営本館アパート 改修工事
　定住新堀住宅給水ポンプ交換
　市営松ノ木、百ノ沢住宅ガス給湯器交換
○市営住宅解体　117,357千円
　市営大谷地アパート 解体工事
　市営松園町中アパート 解体実施設計
○市営住宅住み替え　5,677千円
　松園町中アパート、清水ヶ丘住宅、六本木住宅(長屋)

248,194 104,874

被災者の生活再建を図るため、災害復興住宅利子補給を行い、住宅及
び宅地の早期復興に取り組んだ。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

東日本大震災での地震や津波により被災した住宅・宅地の早期復興及
び自宅を失われた被災世帯の住宅再建を支援する。

○災害復興住宅融資利子補給　509千円
　新築又は補修等に係る融資の利子に対する補助　5件

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

509

17 7

実績値 6 5
被災住宅・宅地の復旧・再建件数 件

目標値

104,800

市営住宅大規模改修計画に対する進捗率 ％
目標値 23.7 30.1

実績値 23.7 28.0

国・県 地方債 その他 一般財源

単位 区分 4年度 5年度

(単位：千円）

事業費
財源内訳

施設の長寿命化と良好な居住環境を確保するため、改修工事実施設計
等を行い、入居者の住環境の改善に努めた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

入居者が安心して生活できる住環境の提供及び施設の長寿命化を図る
ため、市営住宅等の大規模修繕を行う。

８款５項１目

住宅管理費

目標値 0 0

実績値 0 0

成果指標

公園内の事故及びトラブル 件

８款４項４目

公園費 施設の計画的整備の実施や遊具等の定期点検に基づき、予防保全的対
策を実施するとともに、地域住民等からの情報、要望等に対し速やか
に対応することにより、事故及びトラブルを防止した。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

③ 地域優良賃貸住宅等支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 空家等対策事業

170,734 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

空家所有者等に対し送付した適切な管理
についてのお願い文書に、対処した件数

件
目標値 40 40

実績値 16 25

所有者が不明であること等から管理が不十分な状態の空家等が周辺地
域等へ悪影響を及ぼさないよう対策するとともに、空家所有者等の相
談や指導・支援を行う。

○空家相談会謝礼金　40千円
○空家所有者へのリーフレット配布　57千円
○特定空家等代執行による解体工事　63,360千円
　解体工事（本体工事）、アスベスト除却工事、内部動産処分
○老朽危険住宅除却費補助　2,000千円
　老朽危険住宅の除却費用に対する補助　４件
○花巻市空家等解体活用補助　8,929千円
　空家・空き店舗を解体し住宅等を新築する場合にその解体費用の一
部を補助　10件

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

目標値 36

37,936

草木の繁茂や建物の一部破損等管理不十分な空家について近隣の方か
らの通報を受け、現地確認を行い適切な管理をお願いする文書を56件
送付した結果、市で把握できた25件について所有者等に対処いただい
た。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

家賃補助件数 戸

地方債 その他 一般財源

74,386 28,450 8,000

８款５項２目

5,684

住宅管理費

建築指導費

まちなか居住の推進のため、子育て世帯向け地域優良賃貸住宅と、高
齢者向け優良賃貸住宅に対し家賃の補助を行う。

○高齢者向け優良賃貸住宅家賃減額補助　9,986千円
　花城さくらマンション（17戸/全18戸中）
　こっぽら土澤（6戸/全8戸中）
○子育て世帯向け地域優良賃貸住宅家賃減額補助　4,720千円
　ル・サントル（10戸/全10戸中）
〇令和3年度公的賃貸住宅家賃対策補助額確定による返還金　80千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

14,786 9,102

36

実績値 34 33

子育て世帯向け地域優良賃貸住宅と高齢者向け優良賃貸住宅の入居者
に家賃補助を行い、安定した居住が図られた。

８款５項１目
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　いわて消防指令センターと花巻市消防本部をつなぐ指令回線の冗長化のため、多重無線設備の実施設
計業務を行うとともに消防本部指令室の移動に伴う庁舎の改修設計業務を行い、消防指令業務の共同運
用の推進を図った。

【消防指令業務の共同運用】

　火災による被害を最小限に抑えるため、事業所への立入検査等で防火管理指導を実施するとともにイ
ベントや様々な広報媒体等を活用した住宅用火災警報器の設置及び維持管理促進の広報活動、園児及び
児童の消防絵画展・作品展を開催し市民の防火意識の高揚に努めた。

９　消防費

【防火意識の啓発と安全管理の強化】

【消防・救急救助体制の強化及び応急手当の普及啓発】

　各種災害を見据えた災害対応力を強化するため、消防学校や消防大学校及び各種講習会に職員を派遣
するとともに、署内においても継続的な訓練を実施し職員の技術や知識の向上に努めたほか、救急救命
士新規養成や就業前実習、指導救命士への派遣を行い運用救急救命士の充足と教育体制の強化を図っ
た。また、市民の応急手当に関する知識及び技術の習得のため、応急手当講習指導を積極的に行うとと
もに、応急手当講習資器材の貸出しを行うなど継続的に普及啓発を図った。

　地域消防力の充実・強化のため、消防屯所の新築や小型動力ポンプの整備を行い、防災活動に係る環
境の確保や地域の「安心・安全」に成果があった。

【消防水利の充実】

【消防団施設等の整備】

　消火体制の充実を図るため、消火栓の点検や修繕、防火水槽の機能調査や補修を実施し、消防水利充
足率の維持及び消火活動環境の向上に努めた。

【消防拠点施設等の整備】

　迅速かつ確実な消防活動を行うため、消防防災拠点施設である消防庁舎の設備改修や消防車両及び消
防指令センター設備等を更新整備することで、各施設の安定的な運用と災害対応力の強化を図り、市民
の「安心・安全」な環境確保に努めた。

【地域消防力の向上】

　消防団員の災害対応力を高めるため、各分団におけるポンプ取扱訓練や火災防ぎょ訓練を実施すると
ともに団員が県消防学校へ入校し、階級に応じた知識や技術を習得したことにより、地域消防力の向上
に成果があった。
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千円 １　令和5年中（1月～12月）の活動状況

1,208,625 　(１)　火災出動の状況

中央消防署(分遣所含む)

東和分署

北消防署

大迫分署

　(２)　救急出動の状況

中央消防署

花巻温泉分遣所

花巻南温泉分遣所

東和分署

北消防署

大迫分署

① 消防・救急救助充実強化事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

消防学校等への職員派遣は計画どおりに実施できた。現地開催やＷｅ
ｂ開催を組み合わせながら受講可能な講習会への積極的な参加によ
り、職員の技術や知識の維持向上を図ることができた。また、救急救
命士新規養成研修への派遣を計画どおりに実施したほか、救急救命士
資格取得者2人を就業前実習に派遣し、運用救急救命士の充足を図る
とともに、指導救命士1人を養成し救急救命士の教育体制についても
強化することができた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

2,200 29,761

事業費
財源内訳

国・県 一般財源地方債

○救急体制の整備　18,669千円
　学校教育研修、各種講習会、災害対応訓練への派遣及び救急救命士
新規養成と救急救命士病院実習
　（指導救命士養成研修1人、消防学校救急科5人、各種学会等7人、
　　救急救命士新規養成研修2人、救急救命士各種病院実習34人）
　救急活動装備品の整備
　救急医療機器の保守管理
○各種災害を見据えた災害対応力の強化　13,292千円
　学校教育研修、各種講習会、災害対応訓練への派遣
　（救助科3人、警防科2人、上級幹部科2人、初中級幹部科2人、女性
　　活躍推進講習2人、消防大学校総合教育上級幹部科1人、消防大
　　学校総合教育幹部科1人、各種研修等6人）
　消防業務遂行のための免許・資格取得
　（各種免許資格取得7人）
　消防、救助活動装備品の整備
　（無人航空機（ドローン）1機新規購入）

31,961

各種災害を見据えた災害対応力を強化するため、職員の育成と装備の
充実を図る。

(単位：千円）

損 害 額
（千円）

176

6.9 2,166

502 1.4 428

12.9 4,149計 4,744

心肺停止傷病者の救命率 ％
目標値 5.0

実績値

罹 災
人 員
（人）

1,339

65 17

4

1

112 0 243 0

5.0

3.1 4.1

198

科　目 決算額

常備消防費

520 1.4 485

0.5

268 0.7 227

９款１項１目

32 44,288

署　所　別
出場件数（件） 搬送人員

（人）総　数 1日平均

749 2.0 667

その他

事　業　内　容　説　明

2,507

建　物
（㎡）

林　野
（ａ）

403 32

0 38,243 37

0 5,785 2

45計 31 2,300

署　所　別
火 災
件 数
（件）

21

446

焼損面積
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 応急手当普及事業

【事業目的】

【事業内容】

　講習会開催の状況

講習内容

受講者の要望に応じた講習

【事業の成果】

3,966

救急隊が到着するまでに、市民が心肺蘇
生を実施した割合

％
目標値 50.0 50.0

実績値 61.0 63.3

2,811実績値

4年度 5年度

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

新型コロナウイルス感染症が5類移行後、消防本部主催による応急手
当講習や各事業所及び市民に対しての応急手当講習指導を積極的に実
施してきたものの目標を達成することはできなかったが、応急手当講
習資器材の貸出しや応急手当普及員に講習を担ってもらうなど、継続
的な普及啓発を図った。

733

成果指標 単位

一般講習 1時間～ 136回

普通救命講習上記講習に心肺蘇生法、止血法、
異物除去法、効果測定を追加

 3時間
233人

救命入門
コース

39人1回

救命効果の向上を図るため、応急手当の普及啓発により、応急手当を
行える市民を育成する。

講習種別 時間 実施回数 参加者数

９款１項１目

常備消防費

○市民及び事業所等を対象とした応急手当講習の実施　634千円

2時間
実技救命講
習（eラーニ
ング受講後）

心肺蘇生法、ＡＥＤの使用、止血
法、異物除去法

5,200

○応急手当講習用資器材の充実　99千円
　ＡＥＤトレーナ更新　1台

応急手当講習受講者（暦年） 人
目標値

733

区分

事業所内の従業員が応急手当の指導 8時間
1回

5,200

上級救命講習

1時間30分

普通救命講習に傷病者管理法、熱
傷の手当、搬送法等を追加

20人
普及に従事するための知識の習得 ×3日

26回

3,229人

応急手当の意義、胸骨圧迫、ＡＥ
Ｄの使用方法

18回 393人

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

普及員講習

8時間 2回 52人

～4時間
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

③ 火災予防充実強化事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 消防指令業務共同運用事業

222,960 【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

【事業の成果】

県内10消防本部が連携・協力し、消防事務の高度化及び消防力の強化
を図るため、共同で消防指令センターを整備し、消防通信指令業務を
行う。

○消防本部指令室改修工事設計業務委託　2,816千円
　消防本部指令室の移動に伴う庁舎改修設計業務
○多重無線整備実施設計業務委託　29,546千円
　多重無線を整備し、指令回線のバックアップ用アプローチ回線を構
築するための実施設計を実施
○いわて消防指令業務共同運用推進室運営費負担金　473千円
　消防指令センター及び消防救急デジタル無線設備の整備、いわて消
防通信指令事務協議会の事務等を行う推進室の運営負担金
○いわて消防指令センター整備実施設計業務委託負担金　5,898千円
　いわて消防指令センター整備に係る消防指令システム、消防無線シ
ステムの設計業務負担金

地方債 その他 一般財源

％
目標値 3.7 3.7

実績値 3.6 3.4

９款１項２目

人口1万人当たりの火災件数（出火率）

常備消防施設費

1,433

火災による被害を減少させるため、火災予防イベントや事業所への立
入検査実施、屋外でのたき火、枯れ草焼き等から発生する火災予防の
注意喚起を行うとともに、農協関連施設に注意喚起のリーフレット及
びＰＲ用物品を設置、配布し広報活動を行った。また、消防車両によ
る巡回・口頭指導及び様々な広報媒体を活用した火災予防広報活動に
より、市民の防火意識の向上を図ることができた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

1,433

火災による被害を減少させるため、火災防止対策を推進する。

常備消防費

９款１項１目

○防火対象物等への査察、違反是正、防火管理指導の実施　517千円
　防火対象物及び危険物施設の立入検査　1,128件
　防火管理者講習会　受講者97人
○市民を対象とした防火意識の普及啓発の推進　276千円
　春、秋季火災予防運動啓発ポスターの配布
　野火火災多発期の注意喚起用ＰＲ物品配布
○消防フェスティバル等火災予防啓発イベントの実施　30千円
　火災予防運動週間に防火パレード実施
○幼年少年消防クラブ防火活動の推進　257千円
　幼年消防クラブ絵画展　合計515作品出展
○職員の教育研修　353千円
　学校教育研修　消防学校火災調査科2人
　その他研修会

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

事業費
財源内訳

国・県

38,733 38,100 633

消防指令業務の共同運用を行うため、消防本部指令室改修工事設計業
務及び多重無線整備実施設計業務を行い、必要な施設、設備の整備を
進めた。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 消防拠点施設等整備事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

【事業の成果】

千円 １　管理運営状況

178,784 （１）消防団員数 1,609人（うち機能別団員169人）※令和6年3月31日現在

（２）令和5年度の消防団出動状況

① 消防団員育成強化事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

12,203 10,000 2,203

地域防災力の向上を図るため、入団を促進するとともに団員の安全を
担保するため装備品を整備する。

９款１項３目

非常備消防費

種　　別 出動回数 出動延べ人員

138回 4,466人

○消防団員への教育、研修　1,002千円
　県消防学校に入校し、階級に応じて必要となる知識・技能を習得
　他自治体消防団の組織や活動を視察し、組織の見直しや今後の在り
方を検討
○消防演習の実施　3,599千円
　日頃の訓練成果を披露し、市民の防火・防災意識の向上を図るとと
もに消防団に対する関心を高め入団促進につなげることを目的に開催
○活動装備品等の更新　7,602千円
　活動に必要な装備の更新整備（活動服上下、乙種半纏、ヘルメッ
ト、編上靴及び消防ホース等）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

66回 4,784人

合　計 265回 10,530人

広報・警戒等

演習・訓練・講習

９款１項２目

成果指標 単位 5年度

耐用年数内の消防車両の割合 ％
目標値 96.0 100.0

実績値 96.0 100.0

災害・救急対応の充実を図るため、本部庁舎の空気調和設備改修によ
る職場環境の整備や災害情報案内の移行整備により市民への情報提供
体制を維持した。また、高圧空気充填設備と救急車等の更新を行い、
消防防災拠点施設としての機能を確保し、円滑に業務を遂行すること
ができた。

常備消防施設費

火災・災害・捜索 61回 1,280人

区分 4年度

13,34575,919

事業費

122,564 33,300

○消防庁舎管理事業　73,084千円
　消防本部庁舎空調設備改修業務
　消防本部庁舎電源設備改修設計
　高圧空気製造所設備更新
○消防車両等管理事業　44,640千円
　資機材搬送車更新　1台（中央消防署）
　消防広報車更新　1台（東和分署）
　高規格救急自動車更新　1台（大迫分署）
○消防指令体制管理事業　4,840千円
　災害情報案内の移行整備

大規模災害時への対応、平時の火災、救急対応を充実させるため、消
防拠点を整備する。

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

千円 ① 消防団施設等整備事業

67,213 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 消防水利維持管理整備事業

【事業目的】

【事業内容】

4年度

89.2 87.0

非常備消防施設費

９款１項３目

非常備消防費 団員が県消防学校へ入校することにより、知識や技能の習得が図ら
れ、地域防災力の向上につなげることができた。また、団員の活動に
必要な装備品の更新整備を行うことにより、団員の安全確保に成果が
あった。

成果指標 単位 区分 5年度

９款１項４目

消防団員数の充足率 ％
目標値 94.0 94.0

実績値

耐用年数内の消防団車両の割合 ％
目標値

33,109 5,200 26,000 1,909

消防屯所の新築及び下水道接続を行い、防災拠点を整備したほか、小
型動力ポンプ4台を更新したことにより災害対応力の向上を図った。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

消火体制の充実及び消防水利充足率維持のため、老朽化水利の保守・
修繕を行う。

87.6 87.6

○消火栓維持管理　13,724千円
　消火栓保守点検（2,066基）
　既存消火栓一般修繕
　消防活動使用水
○防火水槽等維持管理　2,537千円
　消火栓データ化業務委託
　消防水利標識の更新整備
○消火栓整備　7,311千円
　水道配水管敷設替えに伴う消火栓設置7基
○防火水槽維持管理　9,537千円
　経年防火水槽調査業務委託
　（湯口1基、八幡2基、八重畑2基、好地2基、新堀1基）
　防火水槽清掃・汚泥除去業務委託
　（湯口1基、八幡2基、八重畑2基、好地2基、新堀1基）
　無蓋防火水槽防護柵設置業務委託

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

2,30329,003 26,700 0

100.0

実績値

100.0

大規模災害時への対応、平時の火災対応を充実させるため、防災拠点
を整備する。

一般財源

(単位：千円）

○消防団施設の整備　20,059千円
　消防屯所新築工事1棟
　　第12分団第2部（石鳥谷・交番跡地）
○下水道接続業務委託　888千円
　消防屯所下水道接続業務委託
　　第7分団第3部（花巻・轟木）
○消防団車両等の整備　8,056千円
　小型動力ポンプ4台（3-12、7-4、8-4、22-1）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】９款１項４目

非常備消防施設費 消防水利充足率維持のため、消火栓の点検及び修繕、防火水槽の機能
調査や補修を行うことにより、消防水利の安定的な機能保全、有効な
消防水利確保に努め、消火体制の充実を図ることができた。

4年度 5年度

68.0 68.0

66.8 66.8

75.0 100.0

実績値 75.0 100.0
防火水槽の調査実施率 ％

目標値

成果指標 単位 区分

実績値
消防水利の充足率 ％

目標値
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【就学前教育の充実】

　就学前教育の充実を図るため、就学前教育推進計画に基づく「はなまき保幼一体研修」を実施し、市
内の保育士等の資質向上に努めた。また、就学前教育の充実と小学校へのスムーズな接続を図るため、
保育・教育アドバイザーを市内の保育・教育施設に派遣し、園内研修の進め方や子ども理解についてな
ど、施設の状況に合わせた指導・助言を行った。

【特別支援体制の充実】

　不登校児童生徒に対応するため、教育相談員を増員したほか、生徒支援員やスクールソーシャルワー
カーを配置し、教育相談体制の充実を図るとともに、特別な指導・支援や医療的ケアを要する児童生徒
へのきめ細やかな指導を行うため、各学校にふれあい共育推進員を配置し、児童生徒が豊かな学校生活
を送ることができるよう、子どもの心に寄り添うことに努めた。

１０　教育費

【豊かな人間性の育成】

【教育環境の充実】

　活力ある教育環境を創出するため、石鳥谷の４地区及び太田地区で教育懇談会を開催し、各地区の小
学校の現状への理解を深めた。また、矢沢地区における義務教育学校設立に向けた基本構想策定のた
め、設立委員会やワークショップを開催し、地域との意見交換を行うことで、義務教育学校についての
理解を深めた。
　私立高校の教育環境の充実のため補助金を交付した。
　小中学校の良好な学習環境と安全・安心な学校運営のため、花巻市学校施設長寿命化計画に基づく学
校施設の長寿命化改修等や各学校からの施設修繕要望を踏まえた施設の維持修繕等を行い、児童生徒の
安全な学習環境を確保した。

【高校教育への支援】

　岩手県立大迫高等学校の生徒確保のため、高校生おおはさま留学生への支援を行うとともに、生徒確
保対策に係る事業への支援を行った。

　家庭の教育力を高めるため、保護者代表者交流会や子育て講演会の開催、子育て情報紙「ニコニコガ
イド」の発行を通じて子育てに関する情報提供を行ったほか、早寝早起きや挨拶など、親子で目標を決
めて一定期間取り組む「家族でニコニコチャレンジ」を年２回実施し、子どもの基本的生活習慣の定着
を図った。

【家庭の教育力向上】

　児童生徒の豊かな人間性・社会性を育むため、体験活動や地域学習活動を実施したほか、学校におけ
る復興教育への取組を支援し、復興・発展を支える児童生徒の育成に努めた。また、人権教育を推進
し、自分の大切さとともに他人の大切さを認めることができる児童生徒の育成に努めた。さらに、「花
巻市いじめ防止等のための基本的な方針」に基づき「花巻市いじめ問題対策連絡協議会」を開催し、関
係機関と連携するとともに、各学校では６月の「いじめ防止を考える日」に児童会や生徒会が主体と
なっていじめをなくすための取組を実践した。

　経済的な理由により児童生徒を就学させることが困難な保護者及び特別支援学級へ就学している児童
生徒の保護者の経済的負担軽減のため、就学に要する費用の一部を援助した。また、就学に向けた支援
が必要な方を対象とした返還免除型の奨学金制度「はなまき夢応援奨学金」や「奨学金活用人材確保支
援事業補助金」による支援を行った。

　スクールガード・リーダーによる巡回指導及びスクールガード養成講習会を開催し、児童生徒の登下
校中の安全確保を図った。
　家庭・地域との連携による学校経営を推進するため、コミュニティ・スクールの導入を推進し、学校
運営協議会設置校に地域コーディネーターを配置した。
　学校図書館の充実を図るため、学校図書館支援員を配置するとともに、モデル校に学校図書館司書を
配置し、児童生徒が読書に親しみやすい環境づくりに努めた。
　休日の部活動の地域連携及び地域移行を推進するため、地域部活動コーディネーターを配置するとと
もに、全ての中学校への部活動指導員の配置やモデル校へのスポーツ指導員の配置を通じて、生徒がス
ポーツ及び文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保するとともに、教員の部活動に対す
る負担軽減に努めた。
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　「花巻市学力向上アクションプラン」に掲げる目標を達成するため、学力向上支援員を配置して学力
調査等の結果分析を行い、その結果に基づいて各校の取組を支援したほか、３０人以上の学級を有する
学校に、はなまき授業サポーター、中学サポーターを配置して、児童生徒へのきめ細やかな指導を行
い、一人ひとりの実態に応じた指導の充実を図った。さらに、小中学校におけるＩＣＴ環境の活用を推
進するため、ＩＣＴ支援員を増員して教員の資質向上を図りながらタブレット端末の効果的な活用を
図った。
　小学校３年生と４年生の外国語活動、５年生と６年生の外国語においては異文化に触れる授業を実施
するため、中学生の英語においては語学力向上と国際理解、国際感覚の育成のため、外国語指導助手
（ＡＬＴ）による外国語学習を行い、外国語教育の充実に努めた。
　体力向上のため、体力向上実践校を指定して基礎体力向上の取組を支援し、児童の運動に対する意識
向上を図った。

【幼児教育環境の充実】

　幼児教育環境の充実を図るため、私立幼稚園の利用料や運営費に対する支援を行った。また、公立幼
稚園の安心安全な教育環境を維持するため、遊具や備品の更新を行ったほか、花巻幼稚園の電気照明設
備をＬＥＤに更新し、公共施設の脱炭素化を図った。

【児童生徒の学力・体力向上】

【競技スポーツの推進】

　市民の競技力、指導力の向上を図るため、スポーツ競技大会出場補助金や各種大会開催補助金をはじ
め、各種団体に対し補助金・負担金の交付を行ったほか、新型コロナウイルス感染症の５類移行によ
り、一部を除き通常どおりのスポーツ大会、実技講習会を開催するなど、競技スポーツを推進した。
　４月のイーハトーブ花巻ハーフマラソン大会は最小限の感染症防止策を講じたうえで実施、１０月の
イーハトーブレディース駅伝は前夜祭を含めて通常どおり開催するなど、市民がスポーツに接する機会
を提供した。
　県大会以上の各種スポーツ競技大会は、再開された大会が増加したことなどから出場補助件数が増加
した。また、市民スポーツ大会も予定どおり１８競技が開催されたところであり、前年度を上回る参加
者数となった。

【生涯学習の推進】

　市民一人ひとりが生涯にわたって学習ができる環境を充実させるため、生涯学園都市会館等における
各種講座の実施や各地域コミュニティが実施する地域生涯学習事業を支援するなど、多様な学習機会を
提供した。また、ふれあい出前講座やまなびキャンパスカード、はなまきまなびガイドの運用等によ
り、自主的な学習への取組を推進し生涯学習活動の支援に努めたほか、まなび学園祭を通常規模に戻し
て開催した。

【生涯スポーツの推進】

　市民の健康増進と体力づくりを図るための各種スポーツ事業について、新型コロナウイルス感染症が
５類に移行したことから、一部を除いて通常どおり実施し、市民がスポーツに接する機会を提供した。
また、スポーツ推進委員や地域スポーツ普及員を配置し、誰でも楽しめるニュースポーツ交流大会等を
開催し、生涯スポーツを推進した。

　市内における指定・未指定の文化財の保存と活用を図るため、花巻市文化財保存活用地域計画を策定
した。また、国の記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財「石鳩岡神楽・土沢神楽」の映像記録
と、国天然記念物「花輪堤ハナショウブ群落」保存活用計画を作成し、文化財の調査と保存を図った。
個人等が所有する文化財の保存のための指導と保存修理等に要する費用への補助を行った。さらに、遺
跡保護の周知や開発行為に伴う発掘調査に加え、花巻城本丸御殿跡の内容確認調査を行ったほか、文化
財に関する理解と愛護の意識を高めるため、市民向けの講座や講演会の開催等を行った。

【民俗芸能の伝承】

　新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行により、計画どおり活動発表の機会を確保することがで
きた。加えて小中学校で民俗芸能鑑賞会を実施し児童生徒への普及を図った。民俗芸能団体との意見交
換会では、コロナ禍を経た現在の状況や課題等の推移を関係者で共有することができた。さらに地域に
伝わる民俗芸能の伝承を支援した。

【文化財の保護と活用】
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千円 ① 小中学校学区再編成等調査事業

596,494 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 私立高校振興事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

【大規模スポーツ大会・合宿の推進】

　大規模スポーツ大会・合宿誘致を推進し、スポーツ交流人口の拡大を図るため、はなまきスポーツコ
ンベンションビューローへ支援を行い、大規模スポーツ大会の誘致やローイング日本代表選手、首都圏
の大学の合宿の受け入れを行うことができた。また、第５０回東北総合体育大会が開催され、ローイン
グ、サッカー、ハンドボール、ソフトボール、軟式野球、クレー射撃の６競技の会場となったほか、第
７５回日本ハンドボール選手権大会（女子の部）の会場となるなど、市民がスポーツに接する機会を提
供することができた。
　スポーツ施設については、良好な利用環境を維持するとともに、大規模大会や合宿の開催に備え計画
的な改修や整備を行った。

事　業　内　容　説　明科　目 決算額

私立高校に補助金を交付することで、教育環境の整備充実を図った。

１０款１項２目

活力ある教育環境を創出するため、関係団体や地域住民等とともに小
中学校の望ましい在り方の検討を進める。

○現状認識のための情報共有　95千円
　・「花巻市内小中学校児童生徒数の推移と今後の見通し」を市議会
議員、区長、コミュニティ会議、校長、ＰＴＡに配布
　・石鳥谷の4地区、太田地区の小学校ＰＴＡ等を対象に「教育懇談
会」を開催 5回
○矢沢地区義務教育学校の設立準備　21千円
　・学校設立委員会の開催　3回
　・基本構想検討のためのワークショップの開催　4回

（単位：千円）

事業費
財源内訳

事務局費

地方債 その他

4,485

事業費
財源内訳

石鳥谷の4地区及び太田地区において教育懇談会を開催したことによ
り、各地区における小学校の現状への理解を深めた。また、矢沢地区
における義務教育学校の設立に向けた基本構想策定のため、設立委員
会やワークショップを開催し、地域との意見交換を行うことで、義務
教育学校についての理解を深めた。

私立高校の教育環境の整備充実のため、私学助成を行う。

一般財源国・県

116 116

○私立高校振興事業補助　3,240千円
　・私立高校の振興に対する補助金交付
〇私立高校振興事業補助（エネルギー価格高騰対策）　1,245千円
　・エネルギー価格の高騰分に対する補助金交付

（単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源

3,2401,245
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 奨学金活用人材確保支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ はなまき夢応援奨学金事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

637 637

○ふるさと保育士確保事業補助　155千円
　市内認可保育園で勤務している保育士に返還金の半額を補助
○ふるさと奨学生定着事業補助　482千円
　市内大学を卒業後に市内に居住している者に返還金の半額を補助

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

人
目標値 20

○はなまき夢応援奨学金　5,280千円
　対象：生活保護世帯、児童養護施設入所者、ひとり親家庭で非課
　　　　税世帯、特別支援学校高等部在籍者、日本学生支援機構給
　　　　付奨学金採択者のいずれかに該当し、高等学校などを卒業
　　　　後、大学・短期大学・専修学校専門課程等に進学し、卒業
　　　　後に市内に居住する意志を持つ者

（単位：千円）

4

補助金交付した人数（奨学生） 人
目標値 9 9

実績値 6 8

１０款１項２目

事務局費

市内認可保育園等で勤務する保育士の確保及び市内大学卒業者の定住
促進のため、市奨学金の返還者へ支援を行う。

奨学金の返還を補助することにより優秀な人材の市内定着を促進し、
人材の確保に寄与した。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

補助金交付した人数（保育士） 人
目標値 5 5

実績値 3

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

経済的な事情により就学が困難な方の大学等への進学を後押しするた
め、返還免除のある奨学金により支援を行う。

就学に向けた支援が必要な大学等進学者24人（うち新規9人）に対
し、卒業後市内に居住する期間は返還免除となる奨学金を貸与し、自
立の支援と卒業後の市内居住の促進を図った。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

7 9

返還免除となった要自立支援者の人数 人
目標値 4 11

実績値 4 8

貸与する要自立支援者の人数（新規）
20

実績値

4,000 1,2805,280
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑤ 就学援助事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 岩手県立大迫高等学校生徒確保対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

１０款１項２目

岩手県立大迫高等学校の生徒確保のため、全国から高校生おおはさま
留学生を募集して受け入れるとともに生徒確保対策事業を支援する。

46,000 10,303

学用品費、修学旅行費、学校給食費等の支給を行うことで保護者の就
学費用負担の軽減を図った。

国・県 地方債 その他 一般財源

59,843 3,540

16,948

事務局費

経済的理由により児童生徒を就学させることが困難な保護者及び特別
支援学級へ就学している児童生徒の保護者の経済的負担軽減のため、
就学に要する費用の一部を援助する。

○要保護及び準要保護児童生徒就学援助費　53,161千円
　内訳：小学校29,389千円、中学校23,148千円、事務的経費624千円
　経済的理由により就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費、
修学旅行費、学校給食費等を支給
○特別支援教育就学奨励費　6,682千円
　内訳：小学校3,314千円、中学校3,368千円
　特別支援学級へ就学する児童生徒の経済的負担を軽減するため、学
用品費等を支給

（単位：千円）

事業費
財源内訳

○高校生おおはさま留学生の受け入れ　8,727千円
　ホテルベルンドルフの客室を学生寮として提供するほか、寮長や生
活支援員を配置し留学生の生活全般を支援
○地域みらい留学事業負担金　880千円
　地域みらい留学フェスタ２０２３へ参加し、募集を実施
○岩手県立大迫高等学校生徒確保対策協議会事業補助　8,200千円
　生徒確保対策協議会が行う通学支援事業、学習支援事業、生徒募集
ポスターの作成、高校の魅力化促進事業、制服購入支援事業、各種検
定支援事業、オープンスクール参加支援事業への補助
○岩手県立大迫高等学校学生寮改修　36,883千円
　令和6年度の留学生を受け入れるため、改修工事実施設計業務、改
修工事及び設備設置業務を実施

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

54,690 4,742 33,000

高校生おおはさま留学生への支援を行うとともに、生徒確保対策に係
る事業を支援し、岩手県立大迫高等学校の生徒確保が図られた。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 学力向上推進事業

164,113 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 学校安全確保事業

【事業目的】

【事業内容】

１０款１項３目

教育研究費

児童生徒の学力向上を図るため、きめ細かな指導の充実と教師の資質
向上に資する事業を行う。

○学力向上支援員　2,618千円
　学力調査等の結果を分析し、学力向上の取組を支援する支援員（1
人）を配置
○はなまき授業サポーター　9,037千円
　児童の学力を向上させるため、30人を超える学級を有する小学校に
授業サポーターを配置　6校に8人配置
○中学サポーター　4,421千円
　生徒の学力を向上させるため、30人を超える学級を有する中学校に
中学サポーターを配置　4校に4人配置
○ＩＣＴ支援員　10,473千円
　小中学校におけるＩＣＴ環境の活用を推進するため、ＩＣＴ支援員
（4人）を配置
○学習定着教材の活用　1,473千円
　中学生の数学と英語の学力向上を図るため、授業の補充教材として
学習定着シート（Ｇアップシート）を活用
○到達度学力検査　2,117千円
　児童生徒の学力を把握するため、全国的に用いられている到達度学
力検査を実施
○知能検査　1,006千円
　個々に応じた学習指導の充実を図るため、到達度学力検査と相関す
る知能検査を実施
○漢字能力検定料助成　2,335千円
　読解力向上と家庭学習の習慣、動機付けを図るため、小学5・6年生
を対象に検定料（年1回分）を全額助成

（単位：千円）

33,480

実績値

158

97.9 94.8

100.2

児童生徒の登下校中の安全確保のため、学校安全体制に関わる組織を
構築し、より効果的な安全指導や見守り活動を展開する。

○学校安全体制整備　471千円
　スクールガード・リーダーによる巡回指導　265回
　スクールガード養成講習会の実施　9回

（単位：千円）

471 313

その他

99.5 99.5

事業費

目標値

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

一般財源

96.6

地方債

区分 4年度 5年度

30,000 3,480

国・県

財源内訳

学力向上支援員による学力調査結果の詳細な分析に基づき、授業力向
上のための助言や指導を実施するとともに、はなまき授業サポーター
や中学サポーターを配置して少人数指導を充実したことで、基礎学力
の向上に努めた。

教科学習における基礎基本の定着度（県平均
を100とした場合の対比）（小学校）

％
目標値

教科学習における基礎基本の定着度（県平均
を100とした場合の対比）（中学校）

％

成果指標 単位

100.2

実績値 98.1
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

③ 特別支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

財源内訳

特別な支援を必要とする児童生徒への支援策として、ふれあい共育推
進員を配置し、当該児童生徒が安心して学校生活を送れる環境を整え
た。また、教育相談員、生徒支援員及びスクールソーシャルワーカー
が連携・協力し、不登校や不登校傾向の状況が見られる児童生徒への
支援を行い、不登校等の状況の改善に努めた。

目標値

単位 区分

特別な支援を必要とする児童生徒が生き生きと学校生活を送ることが
できるよう、生活・学習支援を行うとともに、不登校・不登校傾向に
ある児童生徒への登校支援を行う。

89,095 1,418

3.82

１０款１項３目

75,000 12,677

○ふれあい共育の推進　42,433千円
　特別な支援が必要な児童生徒に対し支援を行うふれあい共育推進員
を配置　小学校16校・中学校11校へ57人配置
○特別支援体制の整備　2,030千円
　障がいのある児童生徒への教育支援体制の整備
○学校適応支援　30,785千円
　問題を抱える児童生徒及び保護者の教育相談や、特別な支援が必要
な児童生徒に関する巡回指導等のため、教育相談員（7人）、スクー
ルソーシャルワーカー（3人）及び生徒支援員（6人）を配置
○ことばの教室巡回指導　11,080千円
　「ことばの教室」での指導を必要とする児童に対する巡回指導のた
め、ことばの教室巡回指導員（4人）を配置
○日本語指導講師　2,767千円
　帰国子女等の日本語が不慣れな児童生徒を支援する日本語指導講師
（3人）を配置

児童生徒を取り巻く様々な危険に対応するため、スクールガード・
リーダーによる学校への巡回や地域ボランティアの養成を行い、地域
社会全体で学校安全に取り組む体制の整備を図った。

その他

0.56

一般財源

不登校生徒出現率（中学校）

4年度 5年度

国・県 地方債

成果指標

4.95

不登校児童出現率（小学校） ％
0.56

教育研究費

％
目標値 3.92 3.92

実績値

（単位：千円）

事業費

実績値 0.93 1.43
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

④ 家庭教育力向上事業

【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

⑤ はなまき保幼一体研修事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

その他

240

356

4年度 5年度

事業費

356

財源内訳

国・県 一般財源地方債

○公開保育研修　10千円
　公立の公開指定園による公開保育と協議による研修
○市内保育園・幼稚園等保育技術研修会　15千円
○市内保育園・幼稚園等職員研修　25千円
　新規採用保育者・食育担当者など園職員対象の研修
○専門研修　115千円
　市内全園職員を対象とした専門的内容研修
○保幼小連携研修
○保育・教育アドバイザー派遣　75千円

実績値

１０款１項３目

教育研究費

就学前教育の充実のため、家庭、保育園・幼稚園・認定こども園、小
学校及び地域が連携して心身ともに健全な子どもを育成できるよう、
子育てに関する情報提供を行う。

○就学前教育振興会議、保護者代表者交流会の開催　24千円
○保護者、家庭の教育力を高めるための情報提供　332千円
　保護者向け講演会の開催
　子育て情報紙（ニコニコガイド）の発行による情報提供
○家族でニコニコチャレンジの実施
　年長児の各家庭で基本的生活習慣の定着に向けた親子での取組
　年2回実施

（単位：千円）

親子で目標を決めて家族で一緒に取り組む「家族でニコニコチャレン
ジ」は、就学前の子どもが基本的生活習慣を身につけるための家庭で
の意識付けにつながった。また、乳幼児期におけるデジタル機器との
付き合い方について、子育て講演会やニコニコガイドの発行を通じ情
報提供した。

成果指標 単位 区分

基本的生活習慣が身についている子ども
の割合

％
78.0 80.8

目標値 80.0

実績値 97.0 96.1

80.0

就学前の保育・教育の充実と小学校へのスムーズな接続を図るため、
市内保育園、幼稚園等の職員の資質向上のための研修を行う。

（単位：千円）

事業費
財源内訳

4年度 5年度

研修会の満足度 ％

国・県 地方債 その他 一般財源

区分

240

保育者の資質向上につながる研修を企画・運営することで、就学前教
育の充実を図った。

成果指標 単位

目標値 90.0 90.0
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑥ 幼児ことばの教室事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 体力向上実践推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

一般財源

（単位：千円）

196

児童生徒の基礎体力の向上を図るため、実践校を指定し、その取組を
支援する。

○実践校の事業支援　196千円
　実践校（3校）を指定し、各校の特色を生かした基礎体力向上のた
めの取組を支援
　・実践校　　湯口小学校、八幡小学校、八重畑小学校
　・取組内容　講師を招いてのスポーツ教室、縄跳び運動、
　　業間マラソン、マラソン大会等

その他

国・県 地方債 その他 一般財源

8,154

4年度

事業費
財源内訳

国・県

4年度 5年度

自校で設定した目標値を達成した実践校 校
目標値 3 3

実績値 3 3

発音や吃音などことばに課題がある就学前の子どもが表現能力を十分
発揮できるようにするため、ことばに関する課題を早期に把握し、一
人ひとりの発達を考慮した指導を行う。

○幼児ことばの教室の運営　8,154千円
　・ことばの巡回検査
　　幼児ことばの指導員が市内の保育園・幼稚園等へ計画的に巡回
　検査を実施
　・対象幼児及び保護者への指導
　　対象児個々の状況に応じた指導計画に基づいた指導と、家庭で
  の取組を指導
　・保護者からの相談への対応
　　ことばに関わる子どもの保護者からの相談により、必要に応じ
　て指導、他機関等へ紹介
　・幼児ことばの教室の周知
　　案内リーフレットの作成と配布

単位 区分

教育研究費

成果指標

地方債

79.2 85.4

１０款１項３目

196

7,000 1,154

児童生徒が成長する過程で、いかなる競技種目を選択しても有益な成
果が期待できる、基礎的な体力向上を目指すことができた。

子どものことばの発達課題を早期に把握し、一人ひとりに応じた相
談・指導を実施したことで、子どもの発音・発語が改善され、言語表
現力の向上につながった。指導の継続が必要な子どもについては、切
れ目のない指導ができるよう小学校の「ことばの教室」にこれまでの
指導内容の引継ぎを行い接続を図った。

成果指標 単位

90.0 90.0

実績値

（単位：千円）

区分

事業費
財源内訳

５年度

指導終了幼児の割合 ％
目標値
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑧ 教科用図書採択事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑨ 人権教育研究推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑩ 地域部活動推進事業

【事業目的】

【事業内容】

目標値 92.0 96.0

「すべての人が大切にされなければなら
ないと思う」生徒の割合

％

4,000 649

１０款１項３目

教育研究費

令和6年度に小学校で使用する教科用図書の採択を行うため、中部地
区教科用図書採択協議会へ負担金を交付する。

成果指標

一般財源

177 177

令和6年度から小学校で使用する教科用図書の採択を行うため、中部
地区教科用図書採択協議会へ負担金を交付し、円滑に採択事務を進め
ることができた。

人権教育研究指定校に指定された花巻北中学校において、人権教育の
推進を意図的・計画的に全教育活動に位置付け、人権を意識した教育
活動を参加型・協力型・体験型により実践したことで、生徒の心のユ
ニバーサルデザイン及び人権感覚を育むことができた。

人権教育研究指定校に指定された花巻北中学校生徒の人権意識の醸成
を図るため、人権教育の推進に資する事業を行う。

○人権教育研究指定校事業　177千円
　人権教育研究指定校に指定された花巻北中学校において、人権を意
識した教育活動や人権課題に係る参加的・協力的・体験的な授業、人
権課題に係る講演会等を実施

地方債

（単位：千円）

国・県
事業費

財源内訳

事業費
財源内訳

（単位：千円）

財源内訳

休日の部活動の地域移行を推進するため、地域部活動コーディネー
ターを配置するとともに、環境整備を図る。

「人権問題（差別・偏見）をなくすため
に行動しようと思う」生徒の割合

180

国・県 地方債 その他 一般財源

4,649

97.5
％

180

○中部地区教科用図書採択協議会負担金　180千円

（単位：千円）

事業費
その他国・県 地方債

実績値

目標値 98.0 98.0

実績値 98.0 99.6

4年度 4年度

その他 一般財源

○地域部活動コーディネーター　1,374千円
　部活動の地域連携及び地域移行に関する助言指導を行う地域部活動
コーディネーター（1人）を配置
○地域部活動移行に向けた環境整備　3,275千円
　スポーツ指導員による指導、事務補助員の配置

単位 区分

96.0

- 160 -



事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑪ 学校図書館支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑫ キャリア学習支援事業

【事業目的】

【事業内容】

時間外勤務について健康状態や家庭事情等に応じた
適切な配慮が行われていると感じる教職員の割合
（中学校）

目標値

学校図書館支援員による各小中学校を巡回しての図書整備や利用等の
運営に関する助言指導を行うとともにモデル校2校に学校図書館司書
を配置したことにより、児童生徒の読書活動の推進や学校図書館の環
境整備を図ることができた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

図書標準冊数達成率（小中学校） ％
目標値 100.0

学校図書館の充実を図るため、モデル校に学校図書館司書を配置す
る。

○学校図書館支援員　2,759千円
　各小中学校を巡回して図書整備及び利用等の運営に関する助言指導
を行う学校図書館支援員（1人）を配置
○学校図書館司書　1,595千円
　モデル校（2校）に蔵書管理や学校図書館の環境を整備する学校図
書館司書（2人）を配置

（単位：千円）

読書率（小中学校） ％
目標値 95.0

実績値 91.8

6,150

70.0

地域部活動コーディネーターを中心に部活動の地域連携及び地域移行
に向けた環境を整備したことにより、生徒がスポーツ及び文化芸術活
動に継続して親しむことができる機会を確保するとともに、教員の部
活動に対する負担軽減に努めた。

4,354 3,000 1,354

１０款１項３目

教育研究費

実績値 100.0

○体験的な学習の充実　5,853千円
　各小中学校が総合的な学習の時間等に農業体験、伝統芸能継承活
動、職業体験、福祉体験、被災地訪問や防災に関する授業等を実施
○生徒会ボランティア活動支援　297千円
　各中学校生徒会が自ら企画・実施するボランティア活動（地域清
掃、花壇整備、除雪等）に対する支援

1,100

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

スポーツ・芸術文化活動に親しんでいる
生徒の割合

％
目標値

実績値

自ら学び、考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する力（生き
る力）の育成を図るため、市内外における各種活動を支援する。

％
実績値 67.0

94.6

5,050

80.0

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑬ 部活動適正化促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑭ 学校地域協働連携事業

【事業目的】

【事業内容】

区分 4年度

93.0

自分が住んでいる地域には良いところがある
と思うと答えた生徒の割合(中学校)

％

１０款１項３目

教育研究費

1,2913,524

「花巻市部活動等の在り方に関する方針」の浸透による活動時間等の
適正化と併せ、部活動指導員を配置したことにより、教員の働き方改
革を推進した。

実績値

95.0

区分 4年度 5年度
時間外勤務について健康状態や家庭事情等に応じた
適切な配慮が行われていると感じる教職員の割合
（中学校）

各小中学校における体験的な学習や各中学校生徒会におけるボラン
ティア活動を支援することにより、児童生徒が自ら学び、考え、主体
的に判断し、よりよく問題を解決する力（生きる力）の育成が図られ
た。

成果指標

87.0

成長期の生徒の部活動と休養のバランスを取るとともに、部活動指導
員の配置により教員の負担を軽減する。

95.0

5年度

92.0

目標値 87.0

単位

自分が住んでいる地域には良いところがある
と思うと答えた児童の割合(小学校)

％
実績値

70.0

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

％
目標値 70.0

○部活動指導員　3,524千円
　実技指導や大会引率を行う部活動指導員を中学校に配置　11校に29
人

（単位：千円）

事業費

88.0

成果指標 単位

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

実績値 71.5

目標値

88.0

学校・家庭・地域が一体となり地域ぐるみで子どもを育てるため、家
庭や地域社会、学校間の連携・協働による学校経営を推進する。

○学校地域連携　3,312千円
　地域コーディネーターを配置し、地域と学校の連携・協働による学
習支援活動を実施
○コミュニティ・スクールの調査・導入　229千円
　学校運営協議会制度の継続調査及び学校運営協議会を設置するコ
ミュニティ・スクールの導入

3,541 2,358 1,183

2,233

67.0
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

千円 ① 小学校施設維持事業

870,636 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

その他

99,220 33,616 40,000

教育研究費

成果指標 単位 区分 5年度

児童生徒の教育環境の向上を図るため、学校と地域が協働・連携し、
「地域とともにある学校づくり」を進めるコミュニティ・スクールの
導入に努めた。

4年度

小学校管理費

良好な学習環境と安全・安心な学校運営のため、施設の維持管理・長
寿命化を図る。

事業費
財源内訳

国・県

○設備設置等　14,634千円
　・湯口小学校プールろ過装置取替
　・大迫小学校放送設備更新
　・エアコン移設
○校舎等維持補修工事・設計　447,470千円
　・桜台小学校長寿命化改良（工事等）
　・南城小学校屋外トイレ等移設（設計）
　・湯口小学校ＬＥＤ照明更新・ＦＦ式暖房更新・校舎屋根改修（設
計）
　・笹間第一小学校ＦＦ式暖房更新（設計）
　・湯口小学校バリアフリー化（設計・工事）
　・湯本小学校プールサイド改修（設計・工事）
　・太田小学校プールサイド改修（設計）
　・小学校修繕計画作成・劣化状況調査票作成
　・矢沢小学校耐力度調査
　・宮野目小学校給食車搬入口庇補強等（設計）
　・小学校特別教室等エアコン設置調査
　・小学校屋内運動場空調設備調査

○校舎等維持補修工事・設計（繰越明許費）99,220千円
　・花巻小学校第二体育館非構造部材耐震化（工事）
　・花巻小学校ＦＦ式暖房更新（工事）
　・南城小学校・湯本小学校・石鳥谷小学校バリアフリー化
　　（設計・工事）
　・矢沢小学校校舎給水配管更新（工事）

地方債

１０款２項１目

一般財源

136,634 245,000 25,000

地方債 その他 一般財源

55,470

％
目標値 94.0 94.0

実績値 93.3 91.7

１０款１項３目

学校生活が楽しいと答えた児童の割合
（小学校）

学校生活が充実していると答えた生徒の
割合（中学校）

％
目標値 93.0

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

93.0

実績値 92.5 94.2

花巻市学校施設長寿命化計画に基づき、計画的に学校施設の長寿命化
改修等を実施したほか、各学校からの施設修繕要望を踏まえた施設の
維持修繕等を行ったことにより、児童の安全な学習環境が確保され
た。

462,104

（単位：千円）

25,604
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 小学校外国語教育推進事業

234,598 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 学校安全特別対策事業（繰越明許費）

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

事業費

27,000

外国語を学ぶ素地や国際理解力を養うため、外国語指導助手（ＡＬ
Ｔ）を派遣して外国語学習、異文化に触れる授業を行う。

3,239

財源内訳

国・県 地方債

1,051

30,239

スクールバスへの児童置き去りを防止するため、小学生が利用するス
クールバス車両に安全装置を整備する。

〇安全装置設置業務委託　1,904千円
　運行業務委託貸切バス　12台
〇安全装置購入費　554千円
　市所有バス　9台

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

2,458

１０款２項２目

小学生が利用するスクールバス車両に安全装置を整備し、児童の置き
去り防止対策を強化した。

1,407

各小学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣し、ネイティブスピー
カーと接することにより、外国語学習に対する興味・関心を高めた。

（単位：千円）

小学校教育振興費

その他 一般財源

○小学生外国語教育推進　30,239千円
　各小学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣　6人
　3・4年生　各学級年間　35時間
　5・6年生　各学級年間　70時間
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 中学校施設維持事業

410,462 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

一般財源

27,423

良好な学習環境と安全・安心な学校運営のため、施設の維持管理・長
寿命化を図る。

地方債

その他

9,70031,339 12,9578,682

○設備設置等　9,676千円
　・矢沢中学校プールろ過装置取替
　・エアコン移設
○校舎等維持補修工事・設計　141,047千円
　・花巻中学校ＦＦ式暖房更新（設計）
　・湯本中学校屋体キャットウォーク手摺新設
　・湯本中学校普通教室等床改修（工事）
　・湯本中学校特別教室等床改修（設計）
　・湯本中学校プールサイド改修（設計・工事）
　・湯本中学校屋体屋根改修（工事）
　・宮野目中学校屋体屋根改修（工事）
　・東和中学校校舎（音楽室）・屋体雨漏り対策（設計等）
　・中学校修繕計画作成・劣化状況調査票作成
　・矢沢中学校耐力度調査
　・東和中学校大規模盛土造成地滑動崩落防止対策（工事等）
　・湯本中学校・宮野目中学校校舎雨漏り対策検討
　・南城中学校・宮野目中学校校舎外壁修繕（設計）
　・中学校特別教室等エアコン設置調査
　・中学校屋内運動場空調設備調査
　・花巻北中学校・南城中学校バリアフリー化（設計）
○設備設置等（繰越明許費）　8,800千円
　・特別支援教室エアコン設置
○校舎等維持補修工事・設計（繰越明許費）　22,539千円
　・大迫中学校柔剣道場非構造部材耐震化（工事）
　・湯本中学校・宮野目中学校バリアフリー化（設計）
　・宮野目中学校バリアフリー化（工事）

75,000150,723 48,300

中学校管理費

花巻市学校施設長寿命化計画に基づき、計画的に学校施設の長寿命化
改修等を実施したほか、各学校からの施設修繕要望を踏まえた施設の
維持修繕等を行ったことにより、生徒の安全な学習環境が確保され
た。

国・県
事業費

財源内訳

国・県

１０款３項１目

事業費
財源内訳

一般財源

（単位：千円）

地方債

（単位：千円）

その他
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 中学校外国語教育推進事業

106,177 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 幼稚園教育環境充実事業

142,914 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

事業費
財源内訳

１０款４項１目

幼稚園費

20,375

１０款３項２目

3,18027,180

○公立幼稚園環境整備　352千円
　遊具等安全整備・施設備品更新　1園
○公立幼稚園施設照明ＬＥＤ化　2,994千円　1園
○子育てのための施設等利用給付　72,510千円
　私立幼稚園の入園料、保育料の無償化給付
　保育の必要性の認定を受けた幼稚園等の園児に係る預かり保育の利
用料を無償化給付
○私学運営補助　8,434千円
　私学振興のため私立幼稚園運営費・預かり保育事業費の一部を補助
　5園
○特定施設２歳児就園支援費補助　2,067千円
　私立幼稚園に在園する2歳児が満3歳になる前月までの保育利用料等
を補助　児童数　28人

（単位：千円）

幼児教育の充実を図るため、幼稚園における教育環境の整備を行う。

86,357 54,382 2,600

公立幼稚園の教育環境の充実及び安全対策として、遊具の補修を実施
したほか、花巻幼稚園の電気照明設備をＬＥＤに更新し、公共施設の
脱炭素化を図った。
私立幼稚園に対し、私立幼稚園運営事業補助金及び預かり保育事業補
助金を交付し、教育環境の改善を図った。また、幼児教育・保育の無
償化による私立幼稚園無償化等の給付を行い、保護者の経済的負担の
軽減を図った。

（単位：千円）

生徒の語学力の向上のため、外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣して授
業を行うほか、英語検定の検定料を助成する。

○中学生外国語教育推進　20,882千円
　各中学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣　4人
　英語指導、スピーチ・コンテスト指導、英語教員の研修補助、学習
教材の作成等
○英語検定料助成　6,298千円
　各中学校で実施する英語検定の検定料（年1回分）を全額助成

中学校教育振興費

一般財源

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

24,000

国・県

9,000

担当教諭と外国語指導助手（ＡＬＴ）の協力・連携によるティーム
ティーチングにより、授業内容の充実が図られた。併せて英語検定の
助成実施により、生徒の学習意欲を高めた。

地方債 その他

- 166 -



事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 生涯学習講座開催事業

361,627 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 生涯学習活動支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

92.9
％

目標値 90.0 90.0

実績値 94.5

23,000 2,753

実績値 5 10

90.0

単位 区分 4年度

生涯学習講師新規登録者数 人
目標値

（単位：千円）

％
実績値 52.9 49.9

財源内訳

国・県 地方債

5年度

％
94.5 92.9

○ふれあい出前講座　1,210千円
　市民の主体的な学習活動へ講師を派遣　269回開催
○生涯学習フェア（まなび学園祭）開催　987千円
　生涯学習の成果発表の場として開催　展示55団体、舞台11団体
○まなびキャンパスカード発行　126千円
　児童生徒・富士大生の市内文化・体育施設の入館料等を減免
　利用児童生徒数　8,674 人　保護者数　2,316人　合計　10,990人
○学習資源検索システム（はなまきまなびガイド）の運用　169千円
　指導者など市内の学習資源をホームページで紹介
○生涯学習活動支援　4,963千円
　会計年度任用職員に係る経費

前年に比べてふれあい出前講座の開催回数や受講者数が増加した。ま
なび学園祭については4年ぶりに通常開催し、生涯学習活動のきっか
けづくりや学習の成果発表の場を提供することができた。

学習機会として提供している各種講座を通じて、自主的学習への関心
が高まった。

市民の生涯学習のきっかけづくりや学習機会の増加を図るため、生涯
学習講座を開催する。

○まなび学園・総合支所の学習講座、振興センターの事業支援
25,753千円
　富士大学花巻市民セミナー、振興センター生涯学習、高齢者学級、
女性学級、市民講座、地域支援室生涯学習事業ほか　31講座318回

成果指標

目標値 60.0 60.0

1014

１０款５項１目

（単位：千円）

25,753

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

まなび学園祭を見て、生涯学習に取り組
んでみたいと思う人の割合

受講者アンケートによる、もっと学んで
みたいと思う人の割合

目標値 90.0受講者アンケートによる、もっと学んで
みたいと思う人の割合

市民の自主的な生涯学習の活動を支援するため、学習機会と発表の場
を提供する。

6,000 1,455

実績値

社会教育総務費

その他 一般財源

7,455

事業費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 青少年活動推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 芸術文化推進事業

【事業目的】

【事業内容】

事業費

〇小学生のためのアートセミナー開催　403千円
　小学生の芸術文化活動（年2回）
　夏：まゆ工作
　冬：クリスマスリース作り、クリスマスキャンドル作り
○小中学生美術展事業　62千円
　市民芸術祭小中学校美術展出展記念品
〇花巻市芸術協会事業の支援　2,416千円
　市内4地区の芸術文化団体で組織する協会の活動への補助
　交付先：花巻市芸術協会
〇花巻市民芸術祭事業の支援　3,888千円
　合同開幕祭、合同文芸大会、各地区ごとの芸術祭開催への補助
　交付先：花巻市民芸術祭実行委員会
〇芸術文化全国大会等への出場補助　64千円
　市内高等学校生徒の全国総合文化祭への出場補助
　交付先：花巻北高等学校　2件

6,833 6,000 833

実績値

2,273

青少年体験活動事業の実施や青少年関係団体への支援、ボランティア
グループの活動誘導を通じて、地域のリーダー等の育成を図った。

成果指標 単位 区分

110

90.0 90.0

事業費

20 24

4年度 5年度

青少年体験学習参加者数

（単位：千円）

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

一般財源

実績値

97.4 98.1
２０歳のつどいに参加された方の満足度 ％

目標値

2,273

75
人

目標値

市民が身近な場所で気軽に芸術文化に親しむ環境をつくるため、芸術
文化活動の場や作品の鑑賞機会を提供するとともに、芸術文化活動に
取り組む環境をつくるため、芸術文化活動団体への支援を行う。

社会教育総務費

児童・生徒・青年の健全育成を図るため、体験活動の場の提供や青少
年関係団体への支援を行うとともに、２０歳のつどいを開催する。

○青少年体験活動　142千円
　はなまき！おもしろ探検隊開催　参加者　延べ110人
○青少年関係団体への補助　350千円
　青少年育成に取り組む団体の活動へ補助
　交付先：ガールスカウト岩手県第５団、花巻少年少女発明クラブ、
花巻市青少年育成市民会議
○２０歳のつどいの開催　1,781千円
　成人の意義を改めて考え、20歳の節目を祝うとともに、郷土の素晴
らしさを認識する機会として開催

（単位：千円）

財源内訳

国・県 地方債 その他

１０款５項１目
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑤ 先人顕彰推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 視聴覚教育推進事業

【事業目的】

【事業内容】

○共同企画展開催　1,761千円
　令和6年1月20日～2月18日
　萬鉄五郎記念美術館、花巻新渡戸記念館、高村光太郎記念館で花巻
ゆかりの先人についての企画展を開催
○先人顕彰ギャラリー展　22千円
　令和6年3月2日～3月17日
　文化会館、大迫図書館、石鳥谷図書館、東和図書館で開催
○偉人マンガ展等の開催　1,267千円
　令和4年度に作成した花巻の先人「佐藤昌介」に関するマンガの制
作過程や完成作品のパネル展示

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

3,279

15,000

実績値 11,432 13,317

事業費
国・県 地方債 その他 一般財源

○視聴覚教育の推進　3,279千円
　視聴覚資料の貸出、16ミリ映写機操作技術講習会、16ミリ映写機保
守点検、こども映画会、夏・冬休み巡回こども映画会、休日ほっと映
画会、バリアフリー映画会等を実施

（単位：千円）

財源内訳

3,279

市民が生涯にわたって学ぶ習慣を身につけるため、良質な資料を提供
し自主的な生涯学習活動を支援するとともに、視聴覚学習の場を提供
する。

市民芸術祭参加者数及び入場者数 人
目標値 14,700

郷土の先人の業績を広く紹介するため、市内施設で企画展・パネル展
を行う。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

（単位：千円）

郷土の先人を紹介し、顕彰する機会を設けることにより、地域の文化
や歴史について市民の意識醸成を図った。

19 3,0313,050

１０款５項１目

社会教育総務費 子どもたちが芸術文化に触れる機会を提供し、また市民芸術祭などに
よる文化活動の発表の場や鑑賞機会の提供、芸術文化団体への支援を
行うことにより、市民が日常的に芸術文化に親しむ環境が整い芸術文
化活動の充実が図られた。

成果指標 単位 区分

実績値 1,998 1,576
共同企画展入場者数 人

目標値 5,000 3,000

人
目標値 120 120

小学生のためのアートセミナー参加者数

4年度 5年度

実績値 108 176
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑦ 学校文化活動事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑧ 生涯学習施設整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

社会教育総務費 市民の生涯学習の機会を広げるため、視聴覚教育ライブラリーの情報
提供を促進し、周知活動を行ったことにより、視聴覚資料を活用した
学習機会の提供が図られた。

成果指標 単位

視聴覚資料を活用した観覧者数 人
実績値 2,806 6,628

区分 4年度 5年度

目標値 7,600 7,600

１０款５項１目

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

（単位：千円）

発表の場を提供するなどの連盟の取組等に対し補助金を交付し、中学
校における文化活動を支援することで、感情や情緒を育み、心を豊か
にする情操教育の充実を図った。

460

その他 一般財源

460

事業費
財源内訳

国・県 地方債

児童生徒の文化活動の振興・発展を図るため、補助金を交付し支援す
る。

○花巻市中学校文化連盟事業補助金　360千円
　市中学校文化連盟が実施する各種事業に対し補助
○音楽コンクール等出場事業補助金　100千円
　市内中学校の文化部等の大会出場経費の一部を補助

生涯学習拠点施設である生涯学園都市会館（まなび学園）、石鳥谷生
涯学習会館及びその他生涯学習施設の長寿命化及び利用者の利便性向
上を図るため、計画的な修繕を行う。

98,340 1,100 86,000

生涯学習の活動拠点施設の適正な整備修繕などの工事等を行った。

11,240

○生涯学園都市会館（まなび学園）整備　44,825千円
　大規模改修工事（第3期）
○石鳥谷生涯学習会館整備　51,645千円
　本館外壁塗装改修工事
○沢崎生活改善センター整備　1,870千円
　耐震改修実施設計業務等

（単位：千円）

事業費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 自治公民館整備事業

6,188 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 読書活動推進事業

275,680 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

１０款５項２目

公民館費

6,188 5,000 1,188

コミュニティ活動の推進を図るため、地域づくりの場である自治公民
館施設の整備を支援する。

○自治公民館整備事業補助　6,188千円
　自治公民館改修（水洗化を含む）事業に対し、補助金を交付
　補助金交付 16館

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

整備された公民館等の数 館
目標値 9 17

実績値 9 16

6.7

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

18歳以下の人口に対する1人当たりの図
書貸出冊数

7.1

地域の施設が整備充実されたことにより、生涯学習活動や地域活動の
活性化のための環境が整えられた。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

6.7

図書館費

本に親しむ環境づくりや読書活動推進のため、読み聞かせ等の活動、
人材育成を行う。また、第四次花巻市子ども読書活動推進計画に基づ
き、子どもの発達段階に合わせた取組や読書への関心を高める取組を
行うなど更なる読書活動の推進を図る。

○ブックスタート及びブックスタートプラス事業　1,569千円
　5か月児離乳食教室及び1歳6か月児健診の際に絵本を贈り、読み聞
かせを実施
○読み聞かせ事業　5,293千円
　乳幼児親子から小学生を対象とした読み聞かせの実施
○花巻市みんなでライブラリー事業　91千円
　読書習慣の定着化や図書館の活用方法の周知、本と親しむ喜びなど
を体得するために開催
○読書活動推進スキルアップ講座　53千円
　読書活動を行っている個人や団体等のスキルアップを図るため、講
座を開催
○読書おもいで帳の発行　792千円
　読書おもいで帳を市内の乳幼児から中学生を対象に、希望者へ発行

7,000

１０款５項３目

区分 4年度 5年度

事業費

7.4

実績値

（単位：千円）

冊
目標値

読書習慣の定着化のため、乳幼児親子へ対象年齢に合った絵本を選書
することに努めたほか、読み聞かせなどの事業を実施し、多くの親子
に絵本を渡す機会が得られ、早い時期から本に親しみ、継続して読書
を行う環境づくりが図られた。

成果指標 単位

7,798 798
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 図書館整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 図書館改修事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 芸術文化推進事業

304,429 【事業目的】

【事業内容】

11,300 1,881

1,218

財源内訳

地方債

○文化会館自主事業　29,299千円
　一般及び市内小中高生を対象とした鑑賞事業を実施
　一般鑑賞事業8事業（音楽公演2事業、落語公演2事業、演劇公演、
ファミリー向け公演、映画上映、花巻市民劇場公演）
　団体鑑賞事業4事業（小学生低学年団体鑑賞、小学校高学年団体鑑
賞、中学校団体鑑賞、高等学校団体鑑賞）

国・県

１０款５項３目

（単位：千円）

（単位：千円）

新花巻図書館整備をするための基本計画策定に向け、各種団体や専門
家などによる新花巻図書館整備基本計画試案検討会議を開催し、新花
巻図書館のサービスや機能などについてまとめた。

○東和図書館北側トイレ改修　12,015千円
　トイレ改修工事実施設計
　トイレ改修工事前金払
○花巻図書館改修　1,166千円
　改修工事実施設計業務委託

事業費
財源内訳

国・県

文化会館費

（単位：千円）

事業費
一般財源

1,218

利用者の安全性、快適性が図られるよう改修工事等を行った。

図書館の老朽化に伴い、利用者の安全性かつ快適性を確保し、施設の
長寿命化を図るため、計画的に改修等を実施する。

１０款５項４目

生涯学習の拠点施設として、知識の向上や心の豊かさを求める市民
ニーズに的確に対応できる機能を備えた新しい図書館を整備する。

〇新花巻図書館整備基本計画作成業務　502千円
　新花巻図書館整備基本計画策定に向けた計画試案の策定
　先進図書館視察、図書館司書研修、会議記録資料作成
〇図書館整備情報発信等業務　716千円
　新図書館の整備計画策定状況等の情報発信業務
　専用ポータルサイト年間保守、ページ修正・更新、新規ページ作成
　

地方債 その他 一般財源

13,181

その他

国・県 地方債 その他 一般財源

29,299

市民に優れた舞台芸術の鑑賞機会を提供するため、主催事業を実施す
る。

事業費
財源内訳

13,900 15,399

図書館費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

② 文化会館施設改修事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

138,842 131,800 7,042

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

目標値 90.0 90.0

実績値 87.0

4年度 5年度区分

文化会館一般鑑賞事業に満足した、ほぼ
満足したと回答した市民の割合

％

○屋上設備設置部分等防水工事実施設計　1,045千円
○文化会館機能維持・改修・整備計画作成　7,920千円
○文化会館照明器具ＰＣＢ含安定器コンデンサー全数調査業務
971千円
○大ホール音響設備改修工事監理業務（繰越明許費） 2,068千円
○大ホール音響設備改修工事（繰越明許費） 136,774千円

（単位：千円）

事業費
財源内訳

利用者の安全確保と建物の長寿命化を図るため、文化会館施設改修を
実施する。

国・県 地方債 一般財源

9,936 9,936

85.6

予定事業をすべて実施し、市民に芸術に触れる機会を提供することが
できた。

成果指標 単位

市民が舞台芸術を鑑賞しやすいよう、大ホール舞台音響設備の改修を
計画どおりに進めたほか、屋上防水工事に向けた実施設計及び躯体と
設備について調査を行い長期改修計画を作成した。

その他

１０款５項４目

文化会館費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 宮沢賢治普及・啓発事業

41,122 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

24,270 30,406

416

500 500

実績値

9,000

5年度

11,668 2,668

宮沢賢治に関する資料が収集・保存、情報提供され、宮沢賢治イーハ
トーブ館が情報拠点として重要な役割を果たした。また、企画展等の
開催により、賢治の調査研究が進められ、賢治に関心を持つ人たちの
交流が深められた。

4年度

26,000 26,000

実績値

国・県 一般財源
事業費

セミナー出席者数 人
目標値

288

入館者数 人
目標値

企画展示名 内容

Ｓｈｉｎｚｉ　Ｋ
ａｔｏｈの宮沢賢
治幻燈館

4/2～7/13
Ｓｈｉｎｚｉ　Ｋａｔｏｈの作
品から、宮沢賢治の詩情豊かな
作品世界を紹介

『銀河鉄道の夜
四次稿編』複製原
画展～ますむらひ
ろしの新たな挑戦
～

会期

○宮沢賢治学会イーハトーブセンター運営補助  10,568千円
　宮沢賢治学会イーハトーブセンターが実施する賢治に関する資料の
収集・保存及び情報提供、宮沢賢治賞・イーハトーブ賞選考等に要す
る経費への補助

7/15～12/27

宮沢賢治の人と作品に対する理解を深めるとともに、研究者・愛好者
の交流を深めるため、宮沢賢治に関する資料を収集・保存し、情報を
提供するとともに、セミナーや研究発表会、シンポジウム、研修会、
企画展等を開催する。

第４回賢治さんの
世界を描く絵画展

R6/1/6～3/31

宮沢賢治を育んだ花巻の風土や
賢治作品への理解をテーマに市
内小中学生が制作した絵画や切
り絵、版画などを展示

地方債

新たなますむら版『銀河鉄道の
夜　四次稿編』の複製原画か
ら、宮沢賢治が改稿を繰り返し
た「銀河鉄道の夜」の魅力を再
考

その他

成果指標 単位 区分

財源内訳

○企画展の開催　1,100千円

１０款５項６目

宮沢賢治イーハ
トーブ館費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 新渡戸記念館企画展示事業

42,114 【事業目的】

【事業内容】

　花巻新渡戸記念館移動研修を実施

【事業の成果】

収蔵資料展～雛人
形展～

R6/2/19～4/11
新渡戸家や市内旧家に伝わる雛
人形や花巻人形等を紹介

　新渡戸家の業績を紹介する「新渡戸教室」や開館記念行事「新渡戸
フェスティバル（講演会や郷土芸能公演）」の開催

市民に地域の歴史や文化を紹介するため、新田開発などで活躍した新
渡戸氏や新渡戸氏ゆかりの先人の企画展示を開催し、郷土の歴史や先
人の業績に対する理解を深めた。また、移動研修や館長講話、新渡戸
フェスティバルなどを実施し、教育普及活動に努めた。

事業費
財源内訳

（単位：千円）

11,000 11,000

14.0

人
実績値 7,274 9,033

目標値

％
目標値

一般財源

1,339

国・県 地方債

入館者数

実績値 7.1 0.0

14.0生涯学習に利用した市内小中学校数の割
合

5年度

市民が地域の歴史や文化に触れ、郷土への愛着や誇りを醸成するた
め、花巻の開発に貢献した新渡戸氏の顕彰と新渡戸家に関わりのあっ
た先人達の業績などを紹介する。

企画展示名 会期 内容

新渡戸稲造の著書
Ⅱ

6/10～9/24

成果指標 単位

11/1～11/23
当館収蔵の新渡戸稲造の書や著
書等を紹介

1,339

区分 4年度

○特別展の開催　1,162千円

費

１０款５項７目

花巻新渡戸記念館

新渡戸稲造の著書を紹介

その他

○新渡戸教室の開催（教育普及事業）　177千円

新渡戸稲造没後
９０年収蔵展
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 文化財保護活用事業

155,399 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

％
目標値 24.0 25.0

実績値 9.5 15.1

5年度

計

（単位：千円）

2,537

2 2

0 0

計

文化財保護費

市内の文化財を保護するため、文化財指定を行い適切な保存管理に努
めるとともに、市民の文化財への関心を高めるため、文化財の紹介や
講座を実施する。

66

無形文化財 0 0

記念物

民俗文化財 2

2

市内の国指定文化財を6つ以上知っている市民の割合
［まちづくり市民アンケート結果］

9 55

12 31

国登録 合計

花巻市内登録文化財件数（令和6年3月現在）

民俗文化財

285

有形文化財 2 2

区分

文化財を後世に伝え保護していくため、市内文化財調査を行うととも
に、個人所有の文化財に対する管理指導と保存修理費の補助を行うな
ど適切な保護に努めた。また、市民の文化財への関心を高めるため、
市民向け講座の開催や説明板の設置により文化財の活用を図った。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

実績値 21.1

目標値

１０款５項８目

4 5

2

62 71

有形文化財 6 17 123 146

○文化財の保護　18,282千円
　文化財の調査と指定
　市が所有する文化財の保存管理（国指定重要文化財「旧小原家住
宅」「伊藤家住宅」、国指定天然記念物「花輪堤ハナショウブ群落」
「カズクリ自生地」、市指定有形文化財「熊谷家」「花巻城内伊藤家
住宅」）
　個人が所有する指定文化財の管理指導
　指定文化財の保存に対する補助
　　花巻市文化財保存事業費補助金　4件
　国指定天然記念物「花輪堤ハナショウブ群落」の調査と保存管理
　国選択無形民俗文化財「石鳩岡神楽・土沢神楽」の映像記録作成
　文化財保存活用地域計画の策定
○文化財の活用  1,693千円
　文化財の周知（文化財説明板の設置及び修繕）
　市民向け講座の開催　3回
　文化財調査報告書の作成
　岩手県文化財愛護協会負担金

％

記念物 0 0

成果指標 単位 区分 4年度

19,975

この1年間に博物館等の市内の文化施設を訪れたり、
文化財に関する講座・セミナー等に参加した市民の
割合［まちづくり市民アンケート結果］

50.0

無形文化財 0 0

242

一般財源

22.6

花巻市内指定文化財件数（令和6年3月現在）

区分 国指定 県指定 市指定 合計

3,055 14,383

50.0
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 民俗芸能伝承支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 埋蔵文化財保護活用事業

【事業目的】

【事業内容】

2,054 1,960
郷土芸能鑑賞会の入場者数 人

目標値 2,200

28,124 9,956 0 198 17,970

１０款５項８目

市内各地域に古くから伝承されてきた民俗芸能を後世に引き継いでい
くため、5公演を実施した。小中学校にて民俗芸能鑑賞会を実施し、
その担い手となることを期待する子ども達に民俗芸能に直接触れる機
会を提供した。また、民俗芸能団体代表者との意見交換会を実施して
現状や課題等を共有した。そのほか国庫補助事業を活用し、8団体の
衣装新調や山車修理を行った。

（単位：千円）

市内各地域に古くから伝承されてきた民俗芸能を保存するため、伝承
活動や後継者の育成を支援する。

○郷土芸能鑑賞会の開催　2,839千円
　5公演（郷土芸能鑑賞会、青少年郷土芸能フェスティバル、古民家
活用郷土芸能鑑賞会、大迫郷土文化保存伝習館公演、みちのく神楽大
会）
○民俗芸能全国組織への参加　15千円
○民俗芸能団体の支援　20千円
　意見交換会の実施、修理費等補助金申請の支援
○小中学校への民俗芸能普及の支援　100千円
　小中学校での民俗芸能鑑賞会の開催　2回

（単位：千円）

0 2,000

一般財源

文化財保護費

区分 4年度 5年度

目標値 56

事業費
財源内訳

974

無形民俗文化財（民俗芸能）の指定数 件

国・県 地方債 その他 一般財源

2,200

実績値

単位

55 54実績値

事業費
財源内訳

成果指標

国・県 地方債 その他

貴重な歴史財産である埋蔵文化財を適切に保護するため、遺跡の調査
等を行うとともに、遺跡に対する市民の興味関心を高めるため、講演
会の開催等により埋蔵文化財の活用を図る。

○埋蔵文化財の保護　21,237千円
　・埋蔵文化財保護のための遺跡情報周知と保護措置(発掘調査・
    工事立会)の実施
　・埋蔵文化財の記録保存調査の実施、市内遺跡の分布状況調査
　・花巻城跡内容確認調査の実施
　・公有化遺跡の環境整備
○埋蔵文化財の活用 　6,887千円
　・埋蔵文化財・史跡等を活用した各種講座及び講演会・セミナー
    の開催
　・遺跡標柱の設置
　・総合文化財センターにおける埋蔵文化財資料の収蔵・展示
　・利活用に向けた資料の再整理及び展示・体験学習等の実施

56

2,974
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

千円 ① 展示活動事業

175,060 【事業目的】

【事業内容】

○展示活動事業　42,102千円

企画展覧会名 会期 内容

成果指標 単位 4年度 5年度

目標値 80 80
保護された遺跡の件数 件

１０款５項９目

博物館費

市民の、花巻の歴史や文化に対する関心を高め知見を深めるため、展
覧会を開催し、貴重な歴史的資料や美術作品等を紹介する。

実績値 157 151

文化財保護費 貴重な歴史財産である埋蔵文化財を適切に保護するため、花巻城本丸
御殿跡などの遺跡調査を行うとともに、遺跡に対する市民の興味関心
を高めるため、講演会を開催するなど埋蔵文化財の活用を図った。

埋蔵文化財関係講座等受講者数 人
目標値 1,500 1,500

実績値 729 863

１０款５項８目

区分

特別展
「日本中の子ども
たちを笑顔にした
絵本作家かがくい
ひろしの世界展」

9/30～12/24
代表作「だるまさん」シリーズ
の絵本作家、かがくいひろしの
絵本原画や制作資料等を紹介

テーマ展
「北松斎と
    南部政直」

花巻の三画人のひとり、八重樫
豊澤の作品を、博物館が所蔵し
ている中から紹介

テーマ展
「花巻市博物館所
蔵刀剣コレクショ
ン展」

7/22～9/18
花巻市博物館に収蔵されている
刀剣や刀装具の魅力を紹介

テーマ展
「八重樫豊澤」

5/27～7/9

R6/1/20～3/3
北松斎と南部政直の関係資料や
市内の寺院に残されている二人
のゆかりの品々を紹介

テーマ展
「花博コレクショ
ン/斎藤宗次郎」

R6/3/23～5/6

博物館が誇るコレクションか
ら、学芸員が厳選した魅力あふ
れる作品や資料を紹介。併せ
て、郷土の先人との交流を膨大
な日記や記録に遺した斎藤宗次
郎の魅力について紹介

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

令和6年度の「アニメージュと
ジブリ展」花巻市博物館展の開
催に向け、展覧会や関連イベン
トを実施する実行委員会への負
担金

「アニメージュとジブリ展」実行委
員会負担金

42,102 10,731 31,371
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

② 教育普及活動事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

１０款５項９目

博物館費

博物館を利用した学習活動の支援や各種講座を開催したことにより、
市民が花巻の歴史や文化への関心を高める機会と意識向上が図られ
た。

2,124 16 2,108

市民の、花巻の歴史や文化への関心を高め、ふるさとを愛する心を育
むため、各種講座や体験学習を開催する。また市内小中学校との総合
的な学習や博物館を利用した学習活動を支援する。

博物館入館者数 人
目標値 20,000 20,000

実績値 12,129 33,578

区分 4年度 5年度成果指標 単位

503

一般財源その他地方債国・県

2,248 2,694

体験学習受講者数 人
目標値 450 200

実績値 152

講座受講者数

区分 4年度 5年度成果指標 単位

（単位：千円）

○教育普及活動事業　2,124千円
　・講座の開催
　（内訳）・館長、学芸員講座等  18回　  410人
        　・出前講座　　　       8回  　199人
      　  ・出前授業　　　　    21回　1,407人
          ・修学旅行
　　　　    校外学習等見学　    24回　　678人
　・体験学習の開催
　（内訳）・勾玉つくり　　　　  4回　   74人
　　　　　・鍛冶丁焼作り　      1回　    9人
        　・弓矢火起こし体験　  2回　  166人
　　　　　・花巻人形絵付体験　  2回　   29人
          ・台焼作り          　1回　   13人
　　　　　・刀の研ぎの実演　　　1回　　 47人
　　　　　・ペーパナイフ作り　　1回　　 11人
　　　　　・絵本の読み聞かせ　　3回　　117人
　　　　　・花巻おもちゃ美術館
　　　　　　出張工作教室　　　　1回　　 17人
　　　　　・職場体験　　　　　　4校 延べ20人

財源内訳
事業費

特別展では、特別支援学校の教員でもあり絵本作家だった、かがくい
ひろし氏の原画や資料を紹介した。当該特別展は、障がい児教育の現
場から生み出された作品もあったことから、博物館と学校、保育・幼
児教育施設との連携を図ったことで、これまで博物館へ来館する機会
が少なかった子どもたちにも足を運んでもらうことができた。また、
テーマ展においては、花巻の地域に関わることに重きを置いて実施し
たことが、入館者増につながった。

人
目標値 2,000 2,000

実績値
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 市史編さん事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 萬鉄五郎記念美術館企画展示事業

73,788 【事業目的】

【事業内容】

○企画展示事業　8,866千円

【事業の成果】

１０款５項９目

博物館費

○花巻市史の編さん　3,754千円
　市史編さん委員会の設置、編さん委員の選定、資料の収集と調査研
究

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

旧市町史の発刊以降、花巻市としての自治体史は未整備の状態である
ため、市域全体の歴史を体系的に整理し、市史を編さんする。

8,866

成果指標 単位 区分

目標値 75.0 75.0

入館者数 人

4年度 5年度

3,000 754

花巻市史編さん委員会において、編さんの基本方針や、調査研究、執
筆に関わるための専門部会の設置について協議を行ったほか、児童向
け市史を先行して執筆していくこととした。また、花巻の歴史資料や
先人に関わる資料の収集、整理を行った。

3,754

イラストやマンガを使って萬作
品をめぐり自由に絵画の見方を
提案してもらう展覧会

8,866

（単位：千円）

3/9～3/31
盛岡市在住の重石晃子の最初期
から現在までの代表的な油彩作
品展

9,395

目標値

空調設備改修工事により9/25～1/12まで休館する時期があったが、萬
鉄五郎関連、若年層への美術普及を目的とした絵本作家展、岩手出身
の現代作家展などバランスの良い企画展示を行い、市民の美術への関
心を高めることができた。

11,000 11,000

実績値

目標値 250 250

330

実績値 69.3

11,959

企画展覧会名 会期 内容

事業費

安野光雅展 7/8～9/24
旅の絵本などの代表的な絵本原
画に加え教師時代から晩年まで
の作品を公開

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

萬鉄五郎記念美術

館費 萬鉄五郎を顕彰するとともに市民の美術に対する関心を高めるため、
企画展覧会を開催する。

１０款５項１０目

重石晃子展

みんなの萬鉄五郎 4/22～7/2

萬鉄五郎や芸術文化に関心を持った人の
割合（来館者アンケートより）

％

97

72.3

講演会、ワークショップ等の参加者数 人
実績値
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 美術普及活動推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

※新型コロナウイルス感染症の影響により実績値なし

千円 ① 高村光太郎記念館企画展示事業

24,160 【事業目的】

【事業内容】

１０款５項１０目

萬鉄五郎記念美術

館費

その他
事業費

4年度

（単位：千円）

※ － 34

実績値 71 41

○企画展開催　837千円

企画展示名

国・県

会期

（単位：千円）

975

「山のスケッチ」

240

単位 区分

○美術普及活動の推進　240千円
　萬鉄五郎顕彰式典関連事業の開催、児童生徒等写生会・作品展示会
の実施、土澤アートクラフトフェアへの支援

新型コロナウイルス感染症の感染対策を行いながら、式典を4年振り
に開催し、来賓のほか土澤アートクラフトフェアにいらした不特定多
数の方々にも参加いただくことができた。また、あいにくの雨天で目
標値には届かなかったが、写生会も4年振りに参集開催することがで
きた。

費

内容

１０款５項１１目

財源内訳

高村光太郎をより多くの方々に紹介するため、企画展等を開催する。

萬鉄五郎の顕彰のための式典を開催するとともに、市民の芸術文化に
対する関心や親しみを向上させるため、美術活動に取り組む機会を提
供する。

目標値 60 60

地方債 その他 一般財源
事業費

財源内訳

児童生徒等写生会参加者数 人

国・県 地方債

975

5年度

萬鉄五郎祭式典の参加者数 人
目標値 60 60

実績値

240

一般財源

高村光太郎記念館

6/17～8/31
光太郎が花巻で過ごした7年間
で描いたスケッチを中心に紹介

「光太郎と吉田幾
世」

10/5～11/30

○高村光太郎記念館講座　138千円
　・企画展「光太郎と吉田幾世」関連講座
　・ワークショップ「紙絵をつくろう」の開催（小学生対象）

光太郎と吉田幾世、盛岡生活学
校と光太郎の関わりについて、
関連資料ととともに紹介
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

千円 ① 地域スポーツ推進事業

204,816 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 地域スポーツ支援事業

【事業目的】

【事業内容】

事業費
財源内訳

国・県

成果指標 5年度

16.2 16.2
％

実績値

8,261

財源内訳
事業費

21,409 3,561

12,000 1,868

％
50.0

4年度 5年度

一般財源

入館者数 人
実績値 8,787

保健体育総務費

区分

13,868

実績値 45.6

地方債 その他 一般財源

24,970

新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことにより、各種スポー
ツ教室やイベント等を通常どおり開催するとともに、スポーツ推進委
員等の活動により、市民が生涯スポーツに取り組むことができた。

早起きマラソン三賞（皆勤賞・精勤賞・
努力賞）受賞率

スポーツ教室等（市関連事業）の参加者
率

目標値

各地域における生涯スポーツの推進活動の支援のため、スポーツ団体
等に対して助成する。

4年度

１０款６項１目

単位 区分

１０款５項１１目

○スポーツ・レクリエーション指導者の配置　6,037千円
　スポーツ指導員（1人）、スポーツ推進委員（39人）及び地域ス
ポーツ普及員（331人）の配置
○スポーツ教室・イベント等の開催　7,831千円
　早起きマラソン（開催期間5月14日～10月9日）、ニュースポーツ交
流大会、スノースポーツフェスティバルのほか生涯スポーツの企画、
運営、普及活動

（単位：千円）

15,000

3.7 8.0

国・県

高村光太郎記念館

単位

費

○スポーツ団体等の支援　24,970千円
　花巻市体育協会、石鳥谷町体育協会、大迫町体育協会、東和町体育
協会、花巻市スポーツ少年団本部、総合型地域スポーツクラブの活動
支援

（単位：千円）

目標値 50.0

常設展示のほか企画展・講座を開催し高村光太郎を顕彰する機会を提
供することにより、光太郎に対する理解を深めることができた。特に
小学生対象の講座を開催することで、若い世代に向け高村光太郎につ
いて理解を深める機会を提供できた。

各地域における生涯スポーツの推進を図るため、スポーツ推進委員等
を配置しその活動を支援するとともに、市民がスポーツに親しむ機会
を提供する。

地方債 その他

目標値 15,000

43.4
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

③ 競技スポーツ支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

人
実績値 1,978

目標値 6,000 6,000

25目標値

事業費

単位

35,00039,056

競技レベルや指導レベルの向上を図るため、大会出場者の支援やス
ポーツ大会の開催支援、選手や指導者の養成を行う。

区分 4年度 5年度

全国等のスポーツ大会参加に係る経費を補助するとともに、各種競技
スポーツ大会等の開催を支援したことや、新型コロナウイルス感染症
の5類移行により再開された大会が増加したため、県大会以上の優勝
件数が前年度と同じ件数となり目標を上回るなど、競技力の向上が図
られた。
市民スポーツ大会も予定どおり18競技が開催されたことから、前年度
を上回る参加者数となった。

4,056

市民スポーツ大会参加延べ人数
6,000

実績値 3,168 4,150

生涯スポーツの推進を図るため、スポーツ団体等への支援を行うとと
もに、新型コロナウイルス感染症が5類に移行しそれぞれの団体が通
常どおり事業を企画運営したことにより、市民が生涯スポーツに取り
組むことができた。

保健体育総務費

成果指標

2,656

区分 4年度 5年度

体育協会やスポ少本部主催のスポーツ教
室の延べ参加者数

25

（単位：千円）

実績値 26 26

財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○全国大会等出場支援　18,836千円
　全国等のスポーツ大会へ出場したチーム・選手に対する支援
○スポーツ大会開催支援　17,688千円
  早起き野球リーグ
　岩手県高等学校駅伝競走大会
　ふれあいソフトボール大会
　イーハトーブレディース駅伝
　イーハトーブ花巻ハーフマラソン大会
　第５０回東北総合体育大会
　第７５回日本ハンドボール選手権大会（女子の部）
○専門の競技指導者及び選手の養成・確保　2,532千円
　指導者講習会、スポーツ大会開催への支援

6,000
人

目標値

１０款６項１目

成果指標

競技大会出場事業補助金を交付した岩手
県大会以上の優勝件数

件

単位
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

④ スポーツ大会・合宿誘致推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 学校保健事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

市内での東北大会以上の大会開催数

単位 区分

134,000

大会
実績値 17 33

大規模スポーツ大会やイベントの入込者
数

人
目標値 134,000

実績値 52,030 71,800

はなまきスポーツコンベンションビューローの誘致活動により、大規
模スポーツ大会の誘致や首都圏からの合宿受け入れを行ったところで
あり、新型コロナウイルス感染症の5類移行により通常どおりの開催
となった大会が多く、大会開催数や入込者数は前年度より増加した。

4年度 5年度

○スポーツコンベンションビューローへの支援　1,850千円
　大規模大会誘致・開催支援、スポーツ合宿誘致・支援
　スポーツイベント招致・観戦支援
○スポーツ大会・合宿誘致推進事業補助　2,177千円
○スポーツ合宿支援事業補助金　384千円
○ローイング合宿受入環境整備　455千円

保健体育総務費

交流人口の拡大を図り、スポーツに接する機会を提供するため、大規
模なスポーツ大会やスポーツ合宿の誘致を図る。

成果指標

１０款６項１目

財源内訳

国・県 地方債 その他

4,866 4,000 866

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

目標値 38 38

59,937 50,727

児童生徒及び教職員の健康保持のため、学校医の確保及び各種健診等
を実施する。

9,210

生活習慣病予防健診「異常なし」者率
(小4)

％

83.86 83.87

○学校保健管理　58,154千円
　児童生徒や教職員の健康保持のための学校医等の確保や各種健診の
実施
○花巻市学校保健会補助　100千円
　学校保健の推進向上を図る事業を実施する花巻市学校保健会への補
助金交付
○新型コロナウイルス感染症対策衛生用品　1,683千円

（単位：千円）

事業費
一般財源

目標値 75.00 75.00

実績値

各種健診の実施と結果に基づく受診勧奨のほか、日常の学校保健活動
の推進により、児童生徒の身体の健全育成を図った。また、各学校に
新型コロナウイルス感染症対策に必要な保健衛生用品を配備した。

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

生活習慣病予防健診「異常なし」者率
(中1)

％

83.45 81.43

目標値 75.00 75.00

実績値
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑥ 小中学校スポーツ振興事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ はなまきベースボールフェスタ開催事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

１０款６項１目

2,940 2,940

財源内訳

各種体育大会の開催や学校体育に関する研究、講習等を行っている団
体に補助金を交付し、中学校における体育の健全な発展を図った。

国・県

児童生徒のスポーツ活動の振興・発展を図るため、補助金を交付し支
援する。

○花巻市小学校体育連盟事業補助金　840千円
　市小学校体育連盟が実施する各種事業に対し補助
○花巻市中学校体育連盟事業補助金　2,000千円
　市中学校体育連盟が実施する各種事業に対し補助
○岩手県中学校総合体育大会開催事業補助金　100千円
　市内で開催される岩手県中学校総合体育大会に対し補助

（単位：千円）

5年度

事業費

保健体育総務費

地方債 その他 一般財源

目標値 300

実績値

野球を通じた本市のＰＲと技術のレベルアップを図るため、プロ野球
公式戦における花巻デーの実施や、本市ゆかりのプロ野球選手による
野球教室を開催する。

地方債 その他 一般財源

野球教室の参加者数 人

1,833

花巻市にゆかりのあるプロ野球選手とのふれあいの場を提供すること
により、子どもたちにプロ野球選手を身近に感じてもらうとともに、
夢を与えてもらうことができ、競技意欲の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 4年度

274

7,833 6,000

国・県

○「キラキラはなまき銀河鉄道ナイター」の開催　5,797千円
　埼玉西武ライオンズ ベルーナドームで行われる公式戦に合わせ
「キラキラはなまき銀河鉄道ナイター」を開催し、花巻市のＰＲ等を
実施
　開催日　8月2日
○ふれあい野球教室の開催　2,036千円
　花巻市にゆかりのある埼玉西武ライオンズの選手を講師に招き野球
教室を開催
　開催日　12月10日

（単位：千円）

事業費
財源内訳
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① スポーツ施設環境整備事業

803,036 【事業目的】

【事業内容】

外壁屋根等改修工事実施設
計

2,981千円

和田プール

施設

石鳥谷体育館

北湯口野球場

3,795千円

295,799 886 74,800 171,000 49,113

東和ふれあい施設
（毘沙門ドーム）

車いす用トイレ建築工事実
施設計・工事

9,871千円

大瀬川運動公園、八日
市運動公園

プール解体工事 27,269千円

管理棟外壁屋根改修工事 9,482千円

鉛温泉スキー場

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

事業費

スポーツ施設の快適な利用環境を整えるとともに、大規模大会や合宿
の開催に備えるため、計画的な施設の改修や整備を行う。

すぱーく石鳥谷

東和体育館
外壁屋根改修工事
フロア等改修工事実施設計

27,698千円

外壁軒天鉄骨塗装等改修工
事実施設計

1,320千円

7,150千円

矢沢農村運動広場 プール解体工事 16,064千円

Ｂ＆Ｇ海洋センター 台船昇降設備改修 11,000千円

花南地区社会体育館
吊下式バスケットゴール設
置

○スポーツ施設改修・整備　295,799千円

1,265千円

外野グラウンド等整備

大迫体育館
照明設備ＬＥＤ化改修工事
実施設計

1,870千円

改修・整備内容

総合体育館

第1リフト維持整備 23,045千円

スポーツキャンプむら 人工芝定期改修整備 1,232千円

体育施設費

１０款６項２目

4,070千円

笹間地区社会体育館 改修工事 38,390千円

外川目地区社会体育館 改修工事実施設計

クレー射撃場、大迫体
育館、和田プール

事務所等エアコン設置 781千円

屋内練習場改修工事 （前金
払）

47,020千円

市民体育館 電気設備改修工事実施設計

バスケットゴール台更新、
競技用電光掲示板更新

61,496千円

花巻球場
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

千円 ① 学校給食センター改修事業

849,254 【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

成果指標

750,000

単位 区分

人施設利用者数

4年度

目標値 750,000

5年度

大規模大会・合宿誘致関連施設や地域スポーツの拠点施設を整備し、
利用環境の向上が図られた。新型コロナウイルス感染症が5類に移行
したことにより、施設利用も通常に戻ってきており、利用者数は目標
に達しないものの前年度を上回る人数となった。

499,194 564,846

安心安全な学校給食を将来にわたり安定的に提供するため、施設等の
長寿命化対策を行う。

〇学校給食センターの施設改修　21,901千円
　・屋根塗装工事実施設計（石鳥谷）
　・空調設備更新工事（東和）
　・学校給食センター施設統廃合可能性調査（花巻地区）
　・空調設備設置工事設計業務（宮野目・湯本）
　・空調設備設置工事設計業務（南城・矢沢）
○学校給食センターの備品更新　7,260千円
　・業務用冷蔵庫　4台（矢沢・宮野目・湯本・南城）
　・パススルー冷蔵庫　2台（石鳥谷）

（単位：千円）

施設等の不具合を原因とする給食停止日
数

日
実績値 0 0

目標値 0 0

一般財源

成果指標 単位 区分 4年度 5年度

29,161 2,804 10,300 14,000 2,057

安心安全な学校給食を提供するため、老朽化した学校給食センターの
備品の更新等長寿命化対策を実施し、学校給食の提供体制を確保し
た。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

１０款６項２目

体育施設費

１０款６項３目

学校給食費

実績値
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千円 ① 農林施設災害復旧事業

21,647

(単位：千円）

千円 ① 公共土木施設災害復旧事業

62,818

(単位：千円）

事　業　内　容　説　明

事業費(千円)

科　目 決算額

１１款１項１目

○農林施設災害復旧 21,647千円

内　容

復旧工事等

9,389

復旧工事等農業用施設災害（１箇所）繰越明許費 498

2,252

林道施設災害（6箇所） 復旧工事等

復旧工事等

大迫地区 道路（2箇所） 復旧工事等

大迫地区 道路（12箇所）繰越明許費 復旧工事等 16,457

15,768 1,800

地方債 その他

事業費
財源内訳

国・県

一般財源

5,123

24,678

水路（3箇所）

5,225

事業費(千円)

河川（1箇所）繰越明許費 復旧工事等 505

河川（1箇所） 復旧工事等

東和地区 道路（2箇所）繰越明許費 復旧工事等

429

924大迫地区 林道施設災害（1箇所）繰越明許費 復旧工事等

2,548

道路（3箇所） 復旧工事等

道路（12箇所） 復旧工事等

【事業内容】

○公共土木施設災害復旧 62,818千円

花巻地区 道路（1箇所） 復旧工事等

東和地区

石鳥谷地区

復旧工事等

一般財源地方債 その他

5,708

被災地区及び施設

国・県 地方債

0 13,968

現年災害復旧費 【事業目的】

公共土木施設の災害復旧事業を行う。

現年災害復旧費 【事業目的】

内　容被災地区及び施設

復旧工事等農業用施設災害（2箇所）

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

東和地区 農業用施設災害（2箇所）

農地災害（1箇所）繰越明許費 復旧工事等 2,205

2,717

１１　災害復旧費

一般財源

19,107 12,500 6,607

5,879 5,879

国・県 地方債 その他

１１款２項１目

農林施設の災害復旧事業を行う。

【事業内容】

2,650石鳥谷地区

大迫地区

【災害復旧】

　令和５年８月豪雨により被災した農林施設・公共土木施設の災害復旧事業を実施した。

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

事業費
財源内訳

43,711 25,500

2,145

0 18,211

石鳥谷地区

東和地区

林道施設災害（1箇所）繰越明許費

林道施設災害（1箇所） 復旧工事等 1,012

財源内訳

その他 一般財源
事業費
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附表１　財政状況

令 和 5 年 度 令 和 4 年 度 増 減 額 増減率

1 市税 11,799,823 11,575,569 224,254 1.9% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

個人市民税 4,006,776 3,882,897 123,879 3.2%

法人市民税 614,551 631,984 △ 17,433 △2.8%

固定資産税 5,672,754 5,580,698 92,056 1.6%

国有資産等所在市交
付金

220,784 217,334 3,450 1.6%

環境性能割 28,080 30,406 △ 2,326 △7.6%

種別割 367,580 360,893 6,687 1.9%

市たばこ税 726,025 720,775 5,250 0.7%

入湯税 103,831 88,451 15,380 17.4%

滞繰分 59,442 62,131 △ 2,689 △4.3%

2 地方譲与税 898,487 899,591 △ 1,104 △0.1% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

地方揮発油譲与税 201,301 202,576 △ 1,275 △0.6%

自動車重量譲与税 607,029 606,339 690 0.1%

森林環境譲与税 63,760 63,760 0 0.0%

航空機燃料譲与税 26,397 26,916 △ 519 △1.9%

3 利子割交付金 2,487 3,032 △ 545 △18.0%

4 配当割交付金 26,981 23,739 3,242 13.7%

5
株式等譲渡所得割
交付金

31,716 17,977 13,739 76.4%

6 法人事業税交付金 148,040 132,935 15,105 11.4%

7 地方消費税交付金 2,334,992 2,340,017 △ 5,025 △0.2%

8
ゴルフ場利用税交
付金

15,463 15,208 255 1.7%

9 環境性能割交付金 52,130 45,584 6,546 14.4%

10 地方特例交付金 91,650 86,859 4,791 5.5%

11 地方交付税 14,952,231 14,826,774 125,457 0.8% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

普通交付税 13,694,201 13,460,956 233,245 1.7%

特別交付税 1,258,030 1,365,818 △ 107,788 △7.9%

12
交通安全対策特別
交付金

11,850 13,589 △ 1,739 △12.8%

13 分担金及び負担金 526,155 616,538 △ 90,383 △14.7% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

後期高齢者保健事業 12,340 8,557 3,783 44.2%

保育所 81,645 146,428 △ 64,783 △44.2%

施設管理 2,453 23,350 △ 20,897 △89.5%

14 使用料及び手数料 601,351 597,279 4,072 0.7% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

宮沢賢治記念館 34,979 25,486 9,493 37.2%

駐車場 41,189 31,767 9,422 29.7%

博物館 5,871 1,686 4,185 248.2%

スキー場 3,604 13,697 △ 10,093 △73.7%

し尿汲取 90,825 94,693 △ 3,868 △4.1%

市営住宅 161,570 164,459 △ 2,889 △1.8%

行政財産 8,629 10,780 △ 2,151 △20.0%

15 国庫支出金 9,109,742 9,371,705 △ 261,963 △2.8% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

地方創生臨時交付金 1,518,346 728,841 789,505 108.3%

就学前教育・保育施
設整備

204,828 204,828 皆増

価格高騰緊急支援 438,266 △ 438,266 皆減

住民税非課税世帯等
臨時特別給付金

282,253 △ 282,253 皆減

新型コロナウイルス
接種体制確保

237,323 516,442 △ 279,119 △54.0%

新型コロナウイルス
ワクチン接種対策

134,928 368,640 △ 233,712 △63.4%

臨時道路除雪 73,000 △ 73,000 皆減

16 県支出金 3,858,617 3,966,523 △ 107,906 △2.7% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

知事・県議会議員選
挙

51,096 51,096 皆増

産地パワーアップ 47,609 47,609 皆増

いわて子育て応援保
育料無償化

43,372 43,372 皆増

障害者介護給付 543,718 510,650 33,068 6.5%

子どものための教
育・保育給付

631,472 612,257 19,215 3.1%

いわて子育て世帯臨
時特別支援

299,700 △ 299,700 皆減

17 財産収入 290,358 203,662 86,696 42.6% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

土地売払 220,158 136,979 83,179 60.7%

立木売払 30,412 32,420 △ 2,008 △6.2%

(１)　歳　入
(単位：千円)

区　　　分 増減額の主なもの
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令 和 5 年 度 令 和 4 年 度 増 減 額 増減率

18 寄附金 9,066,150 4,636,081 4,430,069 95.6% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

まちづくり 9,034,270 4,608,477 4,425,793 96.0%

地方創生 3,500 10,000 △ 6,500 △65.0%

19 繰入金 2,505,515 1,606,848 898,667 55.9% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

財政調整基金繰入金 2,185,514 1,060,000 1,125,514 106.2%

国際交流基金繰入金 7,411 230 7,181 3122.2%

まちづくり基金繰入
金

302,620 524,500 △ 221,880 △42.3%

介護保険特別会計繰
入金

16,003 △ 16,003 皆減

20 繰越金 2,931,680 2,755,903 175,777 6.4%

21 諸収入 805,795 704,475 101,320 14.4% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

森林資源環境整備 95,198 95,198 皆増

デジタル基盤改革支
援

39,076 39,076 皆増

中小企業振興融資預
託金返還金

140,000 166,000 △ 26,000 △15.7%

勤労者貸付資金預託
金返還金

90,500 100,800 △ 10,300 △10.2%

22 市債 2,930,200 3,355,300 △ 425,100 △12.7% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

学校施設 353,300 208,500 144,800 69.4%

住宅 111,100 111,100 皆増

河川 259,100 179,000 80,100 44.7%

臨時財政対策債 196,800 435,800 △ 239,000 △54.8%

振興センター 160,100 △ 160,100 皆減

道路 1,011,200 1,170,100 △ 158,900 △13.6%

観光施設 50,900 147,100 △ 96,200 △65.4%

生涯学習施設 1,100 85,100 △ 84,000 △98.7%

現年土木災害 38,000 99,300 △ 61,300 △61.7%

62,991,413 57,795,188 5,196,225 9.0%

令 和 5 年 度 令 和 4 年 度 増 減 額 増減率

24,890,599 23,350,143 1,540,456 6.6% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

人件費 8,588,391 8,502,026 86,365 1.0%

扶助費 10,533,159 9,179,656 1,353,503 14.7%

公債費 5,769,049 5,668,461 100,588 1.8%

6,210,450 5,284,454 925,996 17.5% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

普通建設事業費 6,125,985 5,111,139 1,014,846 19.9%

　補助事業 3,549,572 3,171,319 378,253 11.9%

　単独事業 2,576,413 1,939,820 636,593 32.8%

災害復旧費 84,465 173,315 △ 88,850 △51.3%

29,747,919 26,228,911 3,519,008 13.4% （R5） （R4） （増減額） （増減率）

物件費 10,075,868 9,460,518 615,350 6.5%

維持補修費 1,121,837 1,355,542 △ 233,705 △17.2%

補助費等 10,201,808 9,282,585 919,223 9.9%

積立金 2,703,121 1,591,966 1,111,155 69.8%

投資出資貸付金 1,205,547 888,119 317,428 35.7%

繰出金 4,439,738 3,650,181 789,557 21.6%

60,848,968 54,863,508 5,985,460 10.9%

(単位：千円)

区　　　分 増減額の主なもの

　投資的経費

　その他の経費

合　　　計

合　　　計

(２)　歳　出　( 性 質 別 )

(単位：千円)

区　　　分 左のうち主なもの

　義務的経費
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附表２　市税の収入状況調

総  額 総  額

うち現年分 うち現年分

2.3 2.4

１ 市民税 4,642,120 4,621,327 4,538,704 4,514,881 103,416 106,446

3.1 3.2

(１) 個人 4,026,400 4,006,776 3,905,259 3,882,897 121,141 123,879

△ 2.8 △ 2.8

(２) 法人 615,720 614,551 633,445 631,984 △ 17,725 △ 17,433

1.6 1.6

２ 固定資産税 5,927,648 5,893,538 5,832,152 5,798,032 95,496 95,506

1.6 1.6

(１) 純固定資産税 5,706,864 5,672,754 5,614,818 5,580,698 92,046 92,056

1.6 1.6

(２) 交付金 220,784 220,784 217,334 217,334 3,450 3,450

1.0 1.1

３ 軽自動車税 398,241 395,660 394,213 391,299 4,028 4,361

△ 7.6 △ 7.6

(１) 環境性能割 28,080 28,080 30,406 30,406 △ 2,326 △ 2,326

1.7 1.9

(２) 種別割 370,161 367,580 363,807 360,893 6,354 6,687

0.7 0.7

４ 市たばこ税 726,025 726,025 720,775 720,775 5,250 5,250

17.9 17.4

５ 入湯税 105,789 103,831 89,725 88,450 16,064 15,381

1.9 2.0

合計 11,799,823 11,740,381 11,575,569 11,513,437 224,254 226,944

（注）比較欄の上段の数値は、増減率を表す（単位 ：％）

（単位：千円）

区        分

令和5年度　ａ 令和4年度　b ａ-ｂ　比較

総  額

うち現年分
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附表３　市税調定額収納額調

（単位：千円、％）

令和5年度 令和4年度 令和5年度 令和4年度 令和5年度 令和4年度

ａ ｂ ｄ ｅ (ｄ／ａ)ｇ (ｅ／ｂ)ｈ

一 11,952,002 11,723,045 228,957 2.0 11,694,034 11,485,844 208,190 1.8 97.8 98.0 △ 0.2

１ 11,952,002 11,723,045 228,957 2.0 11,694,034 11,485,844 208,190 1.8 97.8 98.0 △ 0.2

(１) 4,705,473 4,595,675 109,798 2.4 4,642,120 4,538,704 103,416 2.3 98.7 98.8 △ 0.1

ア 168,750 168,335 415 0.2 166,483 166,216 267 0.2 98.7 98.7 0.0

イ 3,912,467 3,786,701 125,766 3.3 3,859,917 3,739,043 120,874 3.2 98.7 98.7 0.0

ウ 293,109 296,659 △ 3,550 △ 1.2 289,101 293,328 △ 4,227 △ 1.4 98.6 98.9 △ 0.3

エ 331,147 343,980 △ 12,833 △ 3.7 326,619 340,117 △ 13,498 △ 4.0 98.6 98.9 △ 0.3

(２) 6,112,665 6,002,805 109,860 1.8 5,927,648 5,832,152 95,496 1.6 97.0 97.2 △ 0.2

ア 5,891,881 5,785,471 106,410 1.8 5,706,864 5,614,818 92,046 1.6 96.9 97.1 △ 0.2

（ア）土 地 1,727,424 1,720,894 6,530 0.4 1,673,179 1,670,133 3,046 0.2 96.9 97.1 △ 0.2

（イ）家 屋 2,771,818 2,715,801 56,017 2.1 2,684,778 2,635,694 49,084 1.9 96.9 97.1 △ 0.2

（ウ）償却資産 1,392,639 1,348,776 43,863 3.3 1,348,907 1,308,991 39,916 3.0 96.9 97.1 △ 0.2

イ 220,784 217,334 3,450 1.6 220,784 217,334 3,450 1.6 100.0 100.0 0.0

(３) 407,839 403,790 4,049 1.0 398,241 394,213 4,028 1.0 97.6 97.6 0.0

ア 28,080 30,406 △ 2,326 △ 7.6 28,080 30,406 △ 2,326 △ 7.6 100.0 100.0 0.0

イ 379,759 373,384 6,375 1.7 370,161 363,807 6,354 1.7 97.5 97.4 0.1

(４) 726,025 720,775 5,250 0.7 726,025 720,775 5,250 0.7 100.0 100.0 0.0

二 114,081 92,280 21,801 23.6 105,789 89,725 16,064 17.9 92.7 97.2 △ 4.5

１ 114,081 92,280 21,801 23.6 105,789 89,725 16,064 17.9 92.7 97.2 △ 4.5

12,066,083 11,815,325 250,758 2.1 11,799,823 11,575,569 224,254 1.9 97.8 98.0 △ 0.2

区　　　　分

調　　定　　済　　額 収　　入　　済　　額 収納率（単位：％）

増減額 増減率 増減額 増減率 比較

(ａ－ｂ)ｃ ｃ／ｂ (ｄ－ｅ)ｆ ｆ／ｅ ｇ－ｈ

普 通 税

法 定 普 通 税

市 民 税

個 人 均 等 割

所 得 割

法 人 均 等 割

法 人 税 割

固 定 資 産 税

純固定資産税

交 付 金

軽 自 動 車 税

環 境 性 能 割

種 別 割

市 た ば こ 税

目 的 税

入 湯 税

合　　     　　計
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附表４　入湯税の充当実績

国・県 起債 その他

○観光振興・観光施設整備 260,560 8,435 28,220 223,905 105,789

４款２項３目　塵芥処理費 87,943 8,435 220 79,288 8,000

　ごみ処理事業費 87,943 8,435 220 79,288 8,000 花巻温泉郷廃棄物処理組合補助金

７款１項３目　観光費 172,617 28,000 144,617 97,789

　観光案内板整備事業費 3,375 3,375 1,687

　観光イベント開催事業費 60,100 20,000 40,100 18,200

イーハトーブフォーラム実行委員会負担金
花巻まつり実行委員会負担金
わんこそば全日本大会運営委員会負担金

　広域観光推進事業費 1,000 1,000 600 花巻・遠野・平泉観光推進協議会事業補助金

　観光情報発信事業費 52,164 8,000 44,164 35,423

花巻観光協会事業補助金
宿泊施設利用促進事業補助金
体験型観光推進事業補助金
コンベンション開催支援事業補助金
いわて観光キャンペーン推進協議会負担金
岩手県観光協会負担金
映像作品ロケ誘致事業

　観光ルート整備事業費 37,475 37,475 33,409

花巻温泉郷共同送迎バス運行事業補助金
観光ルート整備事業補助金
団体旅行貸切バスツアー支援事業補助金
レンタサイクル等事業補助金

　まちぐるみ観光推進事業費 10,800 10,800 5,200

観光案内所運営事業補助金
花巻温泉郷観光推進事業補助金
花巻おもてなし観光ガイド事業補助金
歓迎花巻おもてなし事業補助金

　外国人観光客誘致促進事業費 7,703 7,703 3,270

外国人観光客誘致促進事業補助金
北東北三県観光立県推進協議会国際観光部会
負担金
日本政府観光局賛助団体負担金

260,560 8,435 28,220 223,905 105,789合　　　　　　計

（単位：千円）

左のうち
入 湯 税
充 当 額

備　　　考款 項 目 及 び 事 業 名 決算額

特定財源

一般財源
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附表５　地方消費税率引上げに伴う社会保障経費調

( 歳 入 )

　地方消費税交付金（社会保障財源化分）

( 歳 出 )

　社会保障経費及びその他社会保障施策に要する経費（一般財源分）

国県支出金 地方債 そ の 他
引上げ分の
地方消費税

そ の 他

社 会 福 祉 費 5,677,061 3,079,693 243,701 365,468 1,988,199

児 童 福 祉 費 6,204,424 4,357,671 5,800 169,920 557,000 1,114,033

生 活 保 護 費 1,116,967 816,017 15,000 285,950

保 健 衛 生 費

小　計 12,998,452 8,253,381 5,800 413,621 937,468 3,388,182

社 会 福 祉 費 2,121,302 367,245 350,000 1,404,057

児 童 福 祉 費

生 活 保 護 費

保 健 衛 生 費

小　計 2,121,302 367,245 350,000 1,404,057

社 会 福 祉 費

児 童 福 祉 費

生 活 保 護 費

保 健 衛 生 費 1,441,765 314,069 400 312,937 9,000 805,359

小　計 1,441,765 314,069 400 312,937 9,000 805,359

16,561,519 8,934,695 6,200 726,558 1,296,468 5,597,598合　　計

特　定　財　源 一　般　財　源

１　社会福祉

２　社会保険

３　保健衛生

施策区分 予　算　区　分
令和5年度決算額のう
ち社会保障施策に要

する経費

　財　源　内　訳

1,296,468千円

6,894,066千円

(単位:千円)
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附表６‐１

現在高の状況 （単位：千円）

令 和 4 年 度 令 和 5 年 度 差 引 現 在 高

末 現 在 高 発 行 額 元 金 利 子 計

(A) (B) (C) (D)

1 公共事業等債 1,990,197 469,400 182,055 3,457 185,512 2,277,542

2 防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債 17,300 0 17,300

3 公営住宅建設事業債 601,507 111,100 95,967 3,047 99,014 616,640

4 災害復旧事業債 256,031 39,800 33,212 382 33,594 262,619

(1)単独災害復旧事業債 213,023 39,800 25,461 375 25,836 227,362

(2)補助災害復旧事業債 43,008 7,751 7 7,758 35,257

5 全国防災事業債 129,068 16,780 225 17,005 112,288

6 教育・福祉施設等整備事業債 892,399 251,500 159,116 4,839 163,955 984,783

7 一般単独事業債 22,546,850 828,700 2,367,883 117,548 2,485,431 21,007,667

うち合併特例債 18,469,508 363,500 1,738,786 87,109 1,825,895 17,094,222

　　緊急防災・減災事業債 745,104 163,800 149,211 2,111 151,322 759,693

　　緊急自然災害防止対策事業債 624,400 227,300 10,056 1,702 11,758 841,644

8 辺地対策事業債 533,067 191,400 26,904 1,047 27,951 697,563

9 過疎対策事業債 6,066,696 352,300 580,215 6,488 586,703 5,838,781

うち過疎対策事業債(ソフト分) 866,620 108,300 101,740 813 102,553 873,180

10 公有林整備事業債 79,949 11,787 1,564 13,351 68,162

11 財源対策債 1,783,602 300,900 178,619 6,295 184,914 1,905,883

12 減収補てん債 77,000 9,618 15 9,633 67,382

13 減税補てん債 52,528 24,180 39 24,219 28,348

14 臨時財政対策債 16,544,606 196,800 1,652,529 17,370 1,669,899 15,088,877

15 県貸付金 486 243 243 243

16 その他 2,395,452 171,000 195,692 6,033 201,725 2,370,760

53,949,438 2,930,200 5,534,800 168,349 5,703,149 51,344,838

17 病院事業債 271,383 59,763 6,137 65,900 211,620

54,220,821 2,930,200 5,594,563 174,486 5,769,049 51,556,458

地　方　債　の　状　況

区 分

令 和 5 年 度 償 還 額

(A)+(B)-(C)
=(E)

小 計

合 計
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附表６‐２

借入先別及び利率別現在高の状況 （単位：千円）

令和 4年度 令和 5年度 令和 5年度 差引現在高

末 現 在 高 発 行 額 償 還 元 金

(A) (B) (C)

１ 27,874,115 1,930,500 2,876,864 26,927,751 26,104,426 767,460 12,450 43,415

(１)財 政 融 資 資 金 27,589,549 1,930,500 2,753,299 26,766,750 26,076,079 634,806 12,450 43,415

(２)郵 便 貯 金 資 金 20,517 16,245 4,272 4,272

(３)簡易生命保険資金 264,049 107,320 156,729 24,075 132,654

２ 16,833,011 650,600 1,912,193 15,571,418 11,680,239 3,881,221 9,958

３ 79,949 11,787 68,162 2,079 46,285 13,540 5,719 539

４ 7,082,210 349,100 396,756 7,034,554 7,034,554

５ 1,979,717 375,812 1,603,905 1,501,743 102,162

６

７ 371,333 20,908 350,425 350,425

８ 486 243 243 243

54,220,821 2,930,200 5,594,563 51,556,458 46,673,709 4,797,128 35,948 49,134 539

注) １の（１）「財政融資資金」には、旧資金運用部資金を含む。

注) ２の「地方公共団体金融機構」には、旧公営企業金融公庫資金を含む。

＜参考：特別会計・企業会計＞

令和 4年度 令和 5年度 令和 5年度 差引現在高

末 現 在 高 発 行 額 償 還 元 金

(A) (B) (C)

117,563 11,568 105,995 105,995

35,427,383 1,137,300 3,042,601 33,522,082 17,412,000 10,410,559 4,863,495 828,363 7,665

35,544,946 1,137,300 3,054,169 33,628,077 17,517,995 10,410,559 4,863,495 828,363 7,665

89,765,767 4,067,500 8,648,732 85,184,535 64,191,704 15,207,687 4,899,443 877,497 8,204

そ の 他 の 金 融 機 関

保 険 会 社 等

共 済 組 合 等

3.0%以下

合 計

全 会 計 合 計

公 設 地 方 卸 売 市 場 事業
特 別 会 計

4.0%以下

そ の 他

合 計

会 計 名 称

(D) の 利 率 別 内 訳

(A)+(B)-(C)
=(D)

1.0%以下 2.0%以下 5.0%超

5.0%超
借 入 先 区 分

(D) の 利 率 別 内 訳

(A)+(B)-(C)
=(D)

1.0%以下 2.0%以下 3.0%以下 4.0%以下

政 府 資 金

地方公共団体金融機構

国 の 予 算 貸 付 ・
政 府 関 係 機 関 貸 付

市 中 銀 行

5.0%以下

5.0%以下

下 水 道 事 業 会 計
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附表７

令和4年度 令和5年度 令和5年度 繰上償還等 差引現在高

末現在高 発行額 償還額 変更額

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） (Ａ)+(Ｂ)-（Ｃ)+（Ｄ)

1 農業近代化資金利子補給 163 109 54

2 農業近代化資金利子補給（平成22年度） 186 124 62

3 農業近代化資金利子補給（平成24年度） 136 68 68

4 農業近代化資金利子補給（平成25年度） 19 15 △ 4 0

5 農業近代化資金利子補給（平成26年度） 1,135 325 810

6 農業近代化資金利子補給（平成27年度） 2,111 569 1,542

7 農業近代化資金利子補給（平成28年度） 79 25 54

8 農業近代化資金利子補給（平成29年度） 120 45 75

9 農業近代化資金利子補給（平成30年度） 667 183 484

10 農業近代化資金利子補給（令和元年度） 598 78 520

11 農業近代化資金利子補給（令和２年度） 769 268 501

12 農業近代化資金利子補給（令和３年度） 7,181 1,062 6,119

13 農業近代化資金利子補給（令和４年度） 1,054 302 752

14 農業近代化資金利子補給（令和５年度） 5,534 5,534

15 農業経営基盤強化資金利子補給 93 93

16 農業経営基盤強化資金利子補給（平成19年度） 11 4 7

17 農業経営基盤強化資金利子補給（平成20年度） 2 1 △ 1 0

18 農業経営基盤強化資金利子補給（平成21年度） 7 7 0

19 農業経営基盤強化資金利子補給（平成28年度） 20 0 20

20 農業経営基盤強化資金利子補給（令和４年度） 412 300 112

21 農業経営基盤強化資金利子補給（令和５年度） 334 334

22
訴訟業務委託（令和５年（ワ）第３０号　損害
賠償請求控訴事件）

訴訟代理委
託に伴う実
費に弁護士
報酬を加え
た額の範囲
内

訴訟代理委
託に伴う実
費に弁護士
報酬を加え
た額の範囲
内

23 次期総合計画策定支援業務 3,806 3,684 △ 122 0

24 振興センター指定管理 499,008 166,336 332,672

25 振興センター指定管理 489 163 326

26 振興センター指定管理（令和5年度分） 5,336 5,336

27
高齢者運転免許返納支援事業補助(令和4年度
分）

1,536 1,536 0

28
高齢者運転免許返納支援事業補助(令和５年度
分）

1,512 1,512

29 公共施設マネジメント計画改訂業務 3,630 3,366 △ 264 0

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調
（単位：千円）

区　　　　分
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令和4年度 令和5年度 令和5年度 繰上償還等 差引現在高

末現在高 発行額 償還額 変更額

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） (Ａ)+(Ｂ)-（Ｃ)+（Ｄ)

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調
（単位：千円）

区　　　　分

30 公用車再リース（令和５年度） 29,574 29,574

31 事務機器再リース（令和５年度） 28,437 28,437

32 バス車両購入費 26,549 26,549

33 宮沢賢治創造芸術公演開催準備 2,871 2,871

34 土地評価基礎資料整備業務 13,739 13,035 △ 704 0

35 公金収納システムデータ伝送方式移行業務 4,500 2,748 △ 1,752 0

36
母子家庭等高等職業訓練促進給付金（令和4年
度分）

1,680 1,680 0

37 岩手県立東和病院共用施設等管理負担金 8,087 2,231 5,856

38 介護人材確保事業補助（令和2年度分） 96 48 48

39 子ども・子育て支援事業計画策定支援業務 6,716 6,716

40 （仮称）石鳥谷こども園施設整備補助 33,669 33,669

41 宇瀬水牧野指定管理 63,858 21,494 42,364

42 むらの家指定管理 3,556 1,778 1,778

43
大迫ふるさとセンター、大迫多目的広場等指定
管理

79,298 37,589 41,709

44 新規就農者技術習得施設指定管理 12,738 4,395 8,343

45 自然休養村センター指定管理 957 319 638

46 農業振興施設指定管理 5,697 1,899 3,798

47 石鳥谷生産物直売指定管理 2,577 859 1,718

48 大迫労働安全衛生推進施設指定管理 2,400 800 1,600

49 新事業創出基盤施設指定管理 41,251 40,638 △ 613 0

50 新事業創出基盤施設指定管理 204,357 204,357

51 技術振興会館指定管理 5,694 1,898 3,796

52 技術振興会館指定管理（令和5年度分） 360 360

53 大迫交流活性化センター指定管理 18,150 6,050 12,100

54
大迫交流活性化センター指定管理（令和5年度
分）

1,770 1,770

55
田瀬湖オートキャンプ場・釣り公園管理休憩施
設指定管理

9,331 4,574 4,757

56 交流会館指定管理 90,528 29,816 60,712

57 南部杜氏伝承館指定管理 33,859 5,467 28,392

58 花巻市定住交流センター等指定管理 76,153 67,752 △ 8,401 0

59 花巻市定住交流センター等指定管理 144,410 144,410

60 道の駅はなまき西南地域振興施設指定管理 28,920 14,460 14,460
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令和4年度 令和5年度 令和5年度 繰上償還等 差引現在高

末現在高 発行額 償還額 変更額

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） (Ａ)+(Ｂ)-（Ｃ)+（Ｄ)

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調
（単位：千円）

区　　　　分

61 ＬＥＤ街路灯リース 145,273 15,210 130,063

62 生活道路維持事業（0市債） 15,000 15,000 0

63 生活道路整備事業（0市債） 30,000 30,000 0

64 生活道路維持事業（0市債） 31,000 31,000

65 除雪車両購入費 41,800 41,800

66 花巻スマートインターチェンジ整備事業 140,153 86,583 △ 53,570 0

67 交通安全環境整備事業（0市債） 15,000 9,725 △ 5,275 0

68 交通安全環境整備事業（0市債） 70,000 70,000

69 JR花巻駅東西自由通路整備基本設計負担金 72,219 72,219

70 花巻市営住宅等指定管理 251,758 63,954 187,804

71 いわて消防指令センター整備設計事業 5,899 5,898 △ 1 0

72 ふるさと保育士確保事業補助（平成28年度） 323 24 299

73 ふるさと保育士確保事業補助（平成30年度） 110 60 50

74 ふるさと保育士確保事業補助（令和3年度） 726 30 696

75 ふるさと保育士確保事業補助（令和5年度） 370 370

76 ふるさと奨学生定着事業補助（平成28年度） 96 96 0

77 ふるさと奨学生定着事業補助（令和2年度） 640 52 588

78 ふるさと奨学生定着事業補助（令和3年度） 1,138 88 1,050

79 ふるさと奨学生定着事業補助（令和4年度） 470 0 △ 470 0

80 ふるさと奨学生定着事業補助（令和5年度） 2,014 2,014

81 桜台小学校長寿命化改良工事及び工事監理業務 847,111 405,846 441,265

82 東和コミュニティセンター指定管理 8,499 2,833 5,666

83
東和コミュニティセンター指定管理（令和5年
度分）

118 118

84 新花巻図書館候補地比較検討業務 17,996 17,996

85 花巻市スポーツ施設等指定管理 560,500 258,000 302,500

86 花巻市スポーツ施設指定管理 20,940 6,980 13,960

87 花巻市スポーツ施設指定管理 3,729 1,243 2,486

88
老人福祉施設特別養護老人ホーム東和荘増床整
備資金借入償還金補助金

23,305 7,768 15,537

3,096,971 726,946 1,347,490 △ 71,177 2,405,250合　計
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令和4年度 令和5年度 令和5年度 繰上償還等 差引現在高

末現在高 発行額 償還額 変更額

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） (Ａ)+(Ｂ)-（Ｃ)+（Ｄ)

1 公用車再リース（令和５年度） 4,000 4,000

令和4年度 令和5年度 令和5年度 繰上償還等 差引現在高

末現在高 発行額 償還額 変更額

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） (Ａ)+(Ｂ)-（Ｃ)+（Ｄ)

1 （仮称）花南産業産地（Ｂ工区）造成工事 390,260 390,260

区　　　　分

（単位：千円）
産業団地事業特別会計

介護保険特別会計
（単位：千円）

<参考：特別会計>

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調

区　　　　分
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特 別 会 計                           



 



（単位：千円）

歳 入 総 額 歳 出 総 額
歳 入 歳 出
差 引 額

翌年度へ繰越
す べ き 財 源

実 質 収 支 額

(Ａ) (Ｂ) (Ａ)－(Ｂ) (Ｄ) (Ａ)－(Ｂ)－(Ｄ)

令和５年度 8,418,873 8,417,910 963 963

令和４年度 8,466,164 8,465,595 569 569

令和５年度 2,265,215 2,263,546 1,669 1,669

令和４年度 2,202,461 2,201,386 1,075 1,075

令和５年度 10,861,512 10,771,931 89,581 89,581

令和４年度 10,716,363 10,520,777 195,586 195,586

令和５年度 42,840 38,590 4,250 4,250

令和４年度 42,309 40,302 2,007 2,007

令和５年度 707,180 648,506 58,674 58,674 0

令和４年度 0 0 0 0

年度会 計

国民健康保険特別会計

特　別　会　計　決　算　状　況

公設地方卸売市場事業
特 別 会 計

産業団地事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計
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１　花巻市国民健康保険特別会計

１　被保険者の状況（年度末現在）

増減 増減率(％)

168 0.4

△ 1,239 △ 1.4

△ 301 △ 2.6

△ 0.9

△ 576 △ 3.3

△ 0.4

※年度平均（事業年報Ａ表に基づく当年3月から翌年2月までの平均）

国保加入世帯数 （世帯） △ 360 △ 3.0

被保険者数 （人） △ 782 △ 4.4

２　決算状況

　(１)　歳入

増減額 増減率

国民健康保険税 △ 35,379 △ 2.9

10 50.0

△ 207 △ 55.8

△ 197 △ 29.2

△ 4,359 △ 14.1

0 0.0

17,875 0.3

6,036 6.9

19,552 0.3

繰入金 △ 13,000 △ 1.5

繰越金 △ 934 △ 62.1

その他の収入 △ 17,416 △ 41.7

△ 47,291 △ 0.6

※出産育児一時金臨時補助金については、令和５年度のみの時限措置

区　　　分

市
全
体

県
支
出
金

特定健康診査等負担金

歳入合計

11,346 11,647

29.2 30.1

令和５年度 令和４年度

38,845 38,677

90,469 91,708

16,639 17,215

18.4 18.8加入率（％）

加入率（％）

被保険者数（人）

11,571 11,931

17,037 17,819

41,734

8,418,873 8,466,164

特例措置支援事業費補助金

24,318

社会保障・税番号制度システム整備費補助金 164 371

30災害臨時特例補助金

872,061

569 1,503

（単位：千円、％）

区　　分 令和５年度 令和４年度

26,485 30,844

計 277 391

1,201,002 1,236,381

20国
庫
支
出
金

859,061

0 0

計 6,333,646 6,314,094

出産育児一時金臨時補助金 83

　令和５年度末の被保険者数は１６，６３９人で対前年度５７６人の減、加入率は１８．４％であった。
　保険給付費は６，２５０，９３３千円で、対前年度１４，１８９千円（０．２％）の増となった。
　国保税収入は１，２０１，００２千円、対前年度３５，３７９千円（２．９％）の減であり、収納率に
ついては現年課税分が９６．１３％、滞納繰越分が３０．７２％であった。
　また、被保険者の疾病等に必要な保険給付を行うとともに、医療費の適正化を図るため、特定健康診査
などの保健事業を実施し、生活習慣病の予防、早期発見と早期治療に取り組んだ。

国
　
　
保

世帯数（世帯）

人口（人）

世帯数（世帯）

普通交付金 6,213,803 6,195,928

特別交付金 93,358 87,322
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　(２)　歳出

増減額 増減率

総務費 △ 6,306 △ 6.4

療養給付費 12,190 0.2

療養費 △ 1,251 △ 3.5

審査支払手数料 △ 520 △ 3.0

高額療養費 7,436 0.9

高額介護合算療養費 1,553 0.0

移送費 0 0.0

出産育児一時金 △ 4,585 △ 35.3

葬祭費 △ 30 △ 0.6

傷病手当金 △ 604 △ 96.2

14,189 0.2

国民健康保険事業費納付金 △ 55,380 △ 2.8

共同事業拠出金 0 0.0

保健事業費 5,128 4.4

その他の支出 △ 5,316 △ 15.2

△ 47,685 △ 0.6

394 69.2

基金残高（出納閉鎖時） △ 294,296 △ 31.3

３　療養諸費の状況

件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額

療養給付費＋療養費(件、千円) 347,736 7,293,912 358,296 7,313,718 △ 10,560 △ 19,806

(1か月平均) 28,978 607,826 29,858 609,477 △ 880 △ 1,651

1人当たり費用額 （円） 428,122 410,445 17,677

区　　分

8,409 12,994

91,579 97,885

計

保
険
給
付
費

24 628

6,250,933 6,236,744

17,211

35,382

16,691

5,370,333 5,358,143

5,040 5,070

1,924,636 1,980,016

0

0 0

1,553

0 0

歳出合計

収支差引額 569

8,465,595

令和４年度

34,945

8,417,910

963

121,133 116,005

29,629

（単位：千円、％）

814,752 807,316

令和５年度 令和４年度

34,131

940,905

増　減年　　　度

区　　　分

646,609

令和５年度
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４　保健事業

 （１）特定健康診査・特定保健指導事業（実績値の確定は令和5年10月）

動機付け支援 積極的支援

対象者数 814人 595人 219人

実施者数 384人 325人 59人

 （２）人間ドック・脳ドック利用奨励事業

受診者数 　　　　奨励金額

343人 6,793千円

28人 538千円

５　賦課及び収納状況

　(１)　調定額等の状況

調定額 収入済額 収納率 調定額 収入済額 収納率

現年課税分 1,213,307 1,167,147 96.13% 1,236,764 1,195,652 96.62%

　うち後期分 278,799 268,641 96.30% 283,870 274,807 96.77%

　うち介護分 109,675 103,372 94.19% 111,173 105,428 94.81%

滞納繰越分 110,202 33,855 30.72% 124,122 40,729 32.81%

　うち後期分 22,993 7,448 32.39% 25,713 8,814 34.28%

　うち介護分 15,470 4,389 28.37% 16,980 5,409 31.86%

1,323,509 1,201,002 90.68% 1,360,886 1,236,381 90.80%

（円） 104,858 100,868 103,660 100,214

（円） 71,216 68,507 69,407 67,100

※各々の係数で四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。

　収納率＝（収入済額－還付未済額）÷調定額×100

　(２)　督促状及び不納欠損処分状況

件　数 人　数

485件 114人

　(３)　口座振替及びコンビニ収納状況納税方法別の件数・利用割合

件数 16,698件 25,448件 150件 749件 9,288件 17,355件

利用割合 21.2% 32.3% 0.2% 1.0% 11.8% 22.0%

※クレジットカード収納の件数に、ネットバンキング収納（ペイジー）の件数を含む。

区　　分 期別件数 口座振替
コンビニ

収納
クレジット
カード収納

スマート
フォン決済
(PayPay)

地方税共通
納税システ

ム
年金特徴

国民健
康保険
税

78,713件

100.0%

令和４年度令和５年度

現年
課税分

（千円、％）

（千円、％）

（千円、％）

（千円、％）

国民健康保険税 9,259件

区　　分

（千円、％）

（千円、％）

計

151,910千円 5,130千円

不 納 欠 損 処 分

件　数 欠 損 額
区　　分

金　　額

督 促 状 発 送

１世帯当たり額

対象者数

受診者数

脳ドック

支給限度額

　　　20,000円／人

特定健康診査

受診率

区分

7,141人

14,503人

49.2%

区分

人間ドック

区分
特定保健指導

１人当たり額

　　　20,000円／人
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２　花巻市後期高齢者医療特別会計

歳入 歳出

※収納率＝（収入済額－還付未済額）÷調定額×100

　後期高齢者医療制度の運営全般は、県内全市町村が加入する「岩手県後期高齢者医療広域連合」が
運営主体となって担い、市は各種の申請や届出の受付、被保険者証等の引渡し、保険料の徴収等を
行った。

１　被保険者の状況 （単位：人）

65～74歳
(障害認定)

75～79歳 80～89歳 90～99歳 100歳～ 合　計

14,922

２割負担 9 1,015 1,177 272 5 2,478

247 4,716 7,481 2,407 71１割負担

662

計 257 6,057 8,934 2,734 80 18,062

３割負担 1 326 276 55 4

※令和5年4月から令和6年3月までの各月末時点の人数の平均。

２　決算の状況

（単位：千円） （単位：千円）

 保 険 料
特別徴収 551,487  総 務 費 17,740

普通徴収 321,907

 広域連合
 納 付 金

保険料分 873,608

 繰 入 金

医療給付費分 1,031,557 医療給付費分 1,031,557

その他の収入 2,895  諸支出金 732

合　　計 2,265,215 合　　計 2,263,546

保険基盤安定分 293,276 保険基盤安定分 293,276

事務費分 64,093 事務費分 46,633

 合　計 576,173 件 13,953,196 千円 1,191 件 35,730 千円

※歳入歳出差引額1,669千円は翌年度へ繰越し。

３　医療費等の状況

療養給付費＋療養費 葬　祭　費

件　数 金　額 件　数 金　額

 被保険者1人当たり 31.9 件 772,517 円

 1か月当たり 48,014 件 1,162,766 千円 99 件 2,978 千円

(千円） (千円） (千円） (千円） （％）

※岩手県後期高齢者医療広域連合のデータによる。

４　保険料収納状況

調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 収納率

合　計 875,821 873,394 200 2,227 99.56

滞納繰越分  普通徴収 3,400 1,915 200 1,285 56.33

 現年度分
 特別徴収 550,312 551,487 0 △ 1,175 100.00

 普通徴収 322,109 319,992 0 2,117 99.26
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３　花巻市介護保険特別会計

１　被保険者の状況

(１)　一般状況

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

%) %)

％ ％

%) %)

％ ％

※
※

※

(２)　所得段階別第１号被保険者数

(55.8

6,179

　平成１２年４月に介護保険制度が始まって以来、高齢化の進展に伴い介護サービス利用者数等は
年々増加しており、介護サービスの重要性は、ますます高まっている。令和３年度から令和５年度ま
でを計画期間とする第８期介護保険事業計画では、基本目標に「高齢者が慣れ親しんだ地域で心身と
もに健康で生きがいをもって生活できるまち」を掲げ、令和５年度はその３年目として事業を実施し
た。
　また、平成２９年度に開始した、介護予防・日常生活支援総合事業により、住民の主体的な介護予
防の支援や地域における日常生活の支援体制づくりなど、高齢者が自立した生活を送るための取り組
みを行った。
　令和６年３月末現在、６５歳以上の高齢者は３１，９２８人、高齢化率は３５．３％となってお
り、前年同期に比べ０．３ポイント上昇している。また、要介護等認定者数は６，２１２人、サービ
ス受給者数は４，７９２人で要介護等認定者の７７．１％となっている。

総 世 帯 数

第 １ 号 被 保 険 者 数

要 介 護 等 認 定 者 数

計 31,791

8.7

第 ５ 段 階

11.7

第 ９ 段 階

第 ３ 段 階

3,707

1,542

第 ４ 段 階

2,684 8.4

20.9

17.6

第１０段階 532

1.6

第 ５ 段 階

第 ６ 段 階 5,568

第 ４ 段 階

100.0

第１１段階 510

人

3,920

5,609第 ６ 段 階

－

2,767

所 得 段 階

　総人口及び高齢者（65歳以上）人口は、外国人登録者を含む。
　市内に所在する介護老人福祉施設入所者等で他市町村出身者は、従前の市町村の被保険者（住所地特例）と
なるため、第１号被保険者数と高齢者人口とは異なっている。
　前期高齢者及び後期高齢者の割合欄の（　　）は、第１号被保険者数に対するそれぞれの割合である。

77.24,792

6,212

令和5年3月末 (人)

199

12.3

0.6

4.9

第 １ 段 階

第 ２ 段 階 2,721

6,647

第 ７ 段 階

11.8

所 得 段 階

3,770

18,046 人

人

8.5

第 ７ 段 階

19.4
後期高齢者数（ 75歳以上）

11.7

高 齢 者 （ 65 歳 以 上 ） 人 口

前期高齢者数（ 65～ 74歳）

90,469

人

35.3人

人
(43.2

13,745

31,928

総 人 口

15.2

31,791

人

高齢者（65歳以上）のいる世帯数 21,901

－

5381.7

人

第 ３ 段 階

サ ー ビ ス 受 給 者 数

－

4,770

構成比(％)

第 ８ 段 階

第 １ 段 階 3,674 11.6

6,751

4,143

2,696

令和6年3月末 (人)

人 77.1

人

人

17,824

38,677世帯

56.4世帯 21,912

31,945

19.9

(56.8

91,708

32,071

35.1

人

区 分

34.8

15.4

比　率

人
(44.2

－ －

比　率 令和5年3月末

56.7

14,121

世帯

－

35.0人

構成比(％)

第 ２ 段 階

17.4

令和6年3月末

世帯38,845

21.1

4.31,356

1.7

181

8.4

13.0

3,741

第 ９ 段 階

31,945

第 ８ 段 階

計

480 1.5第１１段階

第１０段階

0.6

100.0
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２　決算状況

(１)　歳入

（千円）

保険給付費返納金ほか0.0

100.0

30,936

歳 入 合 計

1,557,080

繰 越 金

113,760

0

介 護 給 付 費 準 備 基 金 繰 入 金

保険者機能強化推進交付金

低所得者保険料軽減繰入金

1,896,836

676,618調 整 交 付 金

地 域 支 援 事 業 交 付 金
( そ の 他 地 域 支 援 事 業 )

計

災 害 等 臨 時 特 例 交 付 金

県

支

出

金

地 域 支 援 事 業 交 付 金
(介護予防・日常生活支援総合事業)

支

払

基

金

13

一

般

会

計

繰

入

金

1,429,720

特 例 措 置 支 援 事 業 補 助 金

介 護 給 付 費 負 担 金

介 護 給 付 費 繰 入 金

1.1121,453

0.3

1,600 0.0

24.82,696,657

0.4

介 護 保 険 事 業 費 補 助 金

25.42,757,534

39,521

13.2

そ の 他

1.8

0.4

0.0

地 域 支 援 事 業 交 付 金
( そ の 他 地 域 支 援 事 業 )

そ の 他 の 収 入

地 域 支 援 事 業 交 付 金
(介護予防・日常生活支援総合事業)

10,861,511

30,898

1,500,177計

0.3

39,513

0

0.8

25.6

介 護 給 付 費 交 付 金

計

2,783,169

2,066,824

地 域 支 援 事 業 交 付 金
( そ の 他 地 域 支 援 事 業 )

0.1

保 険 料

0.2

備 考区 分 決 算 額

第１号被保険者保険料

交

付

金

国

庫

支

出

金

構成比(％)

1,141

11.5

13.9

0.0

195,586

14.3

1,251,456

1.0

地 域 支 援 事 業 交 付 金
(介護予防・日常生活支援総合事業)

計

介 護 給 付 費 負 担 金

0.886,512地 域 支 援 事 業 支 援 交 付 金

保 険 者 努 力 支 援 交 付 金 17,926

86,492

64,434

19.0

0.6

0.0

17.5

6.2

13,615
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(２)　歳出

（千円）

審査支払手数料

３　介護保険料の賦課及び収納状況

※  収納率＝（収入済額－還付未済額）÷調定額×100

４　保険給付の状況

(１)　介護保険事業計画との比較

13,314

93.0

2.1

1.6

備 考

介 護 予 防 事 業 費

4,572普通徴収滞納繰越分

地域密着型介護予防サービス

予

防

給

付

9,358,857

計

区 分

127,128

3,232,664

2,175,010

2,078,169

458,979

3,131,669

9,188,452

3,413,217

※　保険給付費のうち高額サービス費、高額医療合算介護サービス費、特定入所者サービス費及び審査支払手数料を除く。

事

業

費

計

保

険

給

付

費

3,679,679

487,125

9,744,124

△ 3.8

△ 4.0

169,646計

介 護 予 防 支 援

11,240

△ 7.2

△ 4.09,574,478

介 護 予 防 サ ー ビ ス

合 計

31,278

11,923

介

護

給

付
計

施 設 サ ー ビ ス

居 宅 介 護 支 援

居 宅 サ ー ビ ス

現 年 度 分 特 別 徴 収

地 域 密 着 型 サ ー ビ ス

2,016

（千円）

2,066,824

令和５年度事業計画

476,646

0162,699現 年 度 分 普 通 徴 収

2,184,587

1.5

2,016

令和５年度事業実績

（千円）

9,328

計画に対する
増減割合(％)

（千円）

1,905,2461,903,547

包括的支援事業・任意事業費

計

特 定 入 所 者 サ ー ビ ス 費

調 定 額 収 入 済 額

8,722

介 護 予 防 サ ー ビ ス 費

高額医療合算介護サービス費

区 分

159,671

160,543

諸 支 出 金 等

地

域

支

援

諸 費

10,771,931歳 出 合 計

（千円）

229,921

170,405

高 額 サ ー ビ ス 費

区 分

介 護 サ ー ビ ス 費

総 務 費

10,012,114

123,500

3.6

2.9

（千円）

100.0

0

収 納 率

（千円）

△ 1,699

収入未済額

170,405

34,745

0.4

△ 5.8

△ 3.1

0.4

11.1

18.5

122,346

382,955

31,659

38.2

0.3

99.4

85.3

決 算 額

96.55,693157,006

5,334

構成比(％)

不納欠損額

0.1

1.1

316,103

9,188,452

100.0

1.5

4.4

介護給付費負担金返還金ほか

（％）
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(２)　居宅サービスと施設サービスの比較

※
※

５　要介護（支援）認定者等の状況（令和6年3月末現在）

(１)　被保険者別認定者数 単位：人

（％）

(２)　介護（介護予防）サービス別受給者数 単位：人

（％）

※受給者数は、延べ人数。

392

0

構 成 比

20

２ ３

293

計

計

介護療養型医療施設

介 護 医 療 院

居

　
　
宅

305

386

介 護 老 人 保 健 施 設

0

00

要介護要介護

第１号被保険者

90

734

12.1構 成 比 8.2

906

18.9

要介護
５

300

3,811

4,792

981

0

164299

579

0

392

589

0 0

（人）

13,347

1人当たり

計

居 宅 サ ー ビ ス 81.8 6,383,712

区 分

施 設 サ ー ビ ス

構 成 比

100.0

2,876

（千円）

919

951

要介護

812

14.9

10

929

14 28

　受給者数は、令和5年3月から令和6年2月までの延べ利用人数
　居宅サービス（その他分）、施設サービス（施設等分）の区分は、介護保険の国庫負担金の算定等に関する
政令及び介護給付費負担金交付要綱の区分による。

100.0

104

10.6

6,212656

10

計

要介護

13.3

要支援
２

6,108

１ ５
要介護

15

898

計

構 成 比 保険給付費受 給 者 数

４３

17.6

要介護

1,092

15.3

要支援

6

888

754

0

0

392

１

556

13.8

186

436737

要支援

826 860

1,018

935157

0

84

934

0

62,511 10,012,114

51,129

（％） （％）

10,405

（円）

9

641942

100.0

63.8

要介護

842

要介護

1,064

36.2

計
４

0 0 0

838

0

6.4

合 計

216

305

21.215.7 17.5

施

設

サ

ー

ビ

ス

0

0

84

0

0

126

20

90

407 254

100.0

168

622

居 宅 （ 介 護 予 防 ）
サ ー ビ ス

499

199

325

108

0

0

介 護 老 人 福 祉 施 設 0

0

月額給付費

12

26,565

197
地域密着型 (介護予防 )
サ ー ビ ス

18.2

２１ ２

１

178

要介護

第２号被保険者 18

サ

ー

ビ

ス

区分

3,628,402

区 分

11,382

要支援

14.5
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６　地域支援事業の状況

(１)　介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）

①介護予防・生活支援サービス事業 単位：人

②一般介護予防事業

ア　地域介護予防活動支援事業

イ　介護予防普及啓発事業

回 人 人

回 人 人

回 人

（２）総合相談事業

*1内訳

*2　基本チェックリスト（運動・口腔の機能、栄養状態、認知症、うつの兆候等を確認するた
めの質問票）により、心身機能の低下が認められた方。

計 ①+②

事業対象者 要支援１

　地域で自立した日常生活を送ることができるよう、住民が主体的に介護予防に取り組むための支
援のほか、介護事業所に加え住民ボランティア等、地域の多様な主体による介護予防を目的とした
訪問型および通所型のサービスを提供した。

261 495

　日常生活圏域ごとに５か所の地域包括支援センターを設置して、高齢者の暮らしや介護等に関す
る総合的な相談支援を行うとともに、要支援者、総合事業の事業対象者に対する介護予防ケアマネ
ジメントを行い要介護状態への移行抑止に努めた。

相談対応延件数 ケアプラン作成実人数

316

訪 問 型 介 護 予 防 事 業

介 護 予 防 教 室 26

13 19

114

18

182

　広く市民に介護予防の基本的な知識を普及啓発するとともに、口腔機能向上・低栄養改善・
運動器の機能向上を目的に、通所や訪問による個別指導、集団指導を行った。

　高齢者が容易に通える場所で、住民が主体となり、体操などを行いながら生活機能の向上や
介護予防に取り組む「通いの場」を市内全域に展開するため、専門職による団体の立ち上げに
向けた「導入支援」や取組の「継続支援」を行った。

通いの場
取組団体数

導入支援 継続支援

実 施 団 体 数

116 8 22

延べ実施回数

参 加 ・ 利 用
実 人 数

参 加 ・ 利 用
延 べ 人 数 等

6,783 　件 1,931　人　*1

38

計

要支援２

延べ実施回数 実 施 団 体 数

35 41

計

区　　　　分 実 施 回 数

通 所 型 介 護 予 防 事 業 50

サービスＡ
（訪問型・通所型）

要支援1 要支援2 要支援2

①予防給付分 ②総合事業分

362 503 865 338 414 314 1,066

現行相当サービス
（訪問型・通所型）

199 395 457 1,051

1,931

合計

102

事業対象者*2 要支援1
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(３)　在宅医療・介護連携推進事業

(４)　生活支援体制整備事業

(５)　認知症総合支援事業

回 人

回 人

回 人

実施回数　 5回
　　　養成者数　46名

事 業 実 績

　医療と介護の両方を必要とする高齢者に対し、在宅医療及び介護を一体的に提供するため、在宅
における医療を提供する医療機関、介護サービス事業者その他の関係者の連携推進を行った。

1,244

231

延べ10

44

1

2ステップアップ講座

認 知 症 サ ポ ー タ ー
養 成 講 座

参 加 者 数

 在宅生活を支える多職
種が集う会

医療と介護の連携機能の高度化を図るため、関
係者同士の「顔の見える関係」を構築し、それ
ぞれの専門性や果たす役割について理解する

実 施 回 数

地域の特性に応じた生活支援体制に向け、多様
化する生活支援の担い手となる住民ボランティ
アを養成する

事業概要

生活支援ボランティア
養成講座

　認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるよう、認知症に関する
正しい知識と理解を持ち、認知症の人や家族に対して支援を行うとともに、早期発見・早期治療を
推進する取組を行った。

区　　　　分

実施回数 　2回
参加者数 128人

 講演会

市民や関係機関が、在宅医療介護連携の必要性
を理解し、地域の今後の在り方を考えるととも
に、人生の最期の過ごし方について考える機会
とする

実施回数 　1回
参加者数　131人

区分 事業概要

在宅医療介護連携推進の
ための関係者会議

在宅医療と介護の連携に関する課題の整理及び
その解決に資する施策の検討を行う

実施回数 　7回
参加者数 120人

認知症セミナー

　高齢者世帯、認知症の高齢者が増加するなか、医療・介護サービスのみならず、多様な主体によ
る多様な日常生活上の支援体制の充実、強化を図った。

事業名
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７　花巻市介護認定審査会

(１)　要介護（支援）認定申請の審査件数

(２)　新規申請者の要介護（支援）認定結果

(３)　変更及び更新申請者の要介護（支援）認定結果

13.4

要介護要介護

（％）

672
件 数

構 成 比

（件）

区　　　分 非該当
要支援

0.2
（％）

要支援

3
件 数

構 成 比

３１

284250

25.1 17.5

３２１
要介護 要介護

132

更 新

　要介護等認定申請に係る審査判定は、花巻市介護認定審査会で実施しており、令和5年度は95回開
催した。
　要介護（要支援）認定の有効期限は原則として12か月（介護認定審査会の意見に基づき特に必要と
認める場合にあっては、3～48か月の範囲で定める。）であることから、有効期間が満了するものに
ついては更新認定を行うとともに、新規申請も1か月当たり約119件の認定申請が提出され、逐次審査
判定等を実施している。

（件）

４
要介護

計区　　　分
要介護

146

要支援

24.2

２

100.0

5,915

非該当

（件）

構 成 比

要介護

0.0 15.0 15.2 16.2

計

10.9 100.0

487600684

17.8 11.5

２

7991

１ ４ ５

725 517 4,485

（％）

3,579

要介護

件 数

５

計

906

60.5

1,430

２
要介護

１
要支援

359

19.9 100.09.29.9

114

10.2

1,430142

8.0

要介護

15.3

変 更区　　　分 新 規
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４　花巻市公設地方卸売市場事業特別会計

１　決算の状況 （単位：千円）

２　公債費の状況 （単位：千円）

105,995
政府資金
地方公共団体金融機構

117,563 0 11,568 198 11,766

40,302 △ 1,712

借入先
令和４年度末
未償還元金

令和５年度
発　行　額

令和５年度元利償還金 令和５年度末
現　 在　 高元金 利子 計

計 42,840 42,309 531 計 38,590

５　市債 0 0 0

４　諸収入 18,017 19,602 △ 1,585

２　繰入金 5,919 0 5,919 ２　公債費 11,766

３　繰越金 2,007 6,112 △ 4,105

26,824 31,360 △ 4,536

8,942 2,824

１　使用料及び
　　手数料

16,897 16,595 302 １　事業費

　近年の卸売市場を取り巻く環境は、多様な流通形態が進展する中、市場外流通の傾向が強まっているこ
とにより、市場経由率が低下傾向にあるが、市場では市民への安心安全な食料品の安定供給に努めてい
る。
　青果部においては、取扱高３，８１４トン（前年度比８９．６％）、取扱金額１，３１１，０８９千円
（同９２．５％）、水産部においては、取扱高１，８６０トン（同１４９．５％）、取扱金額２，２２
９，８１８千円（同１１１．６％）となり、水産部においては前年を上回る取り扱いとなった。

歳　　　　　　　入 歳　　　　　　　出

区　　分 ５年度 ４年度 比　較 区　　分 ５年度 ４年度 比　較

- 213 -



５　花巻市産業団地事業特別会計

１　決算の状況 （単位：千円）

　岩手県南地域においては、集積が進む半導体・自動車産業の関連企業に加え、「２０２４年問題」への
対応が必要な運輸・物流企業の施設整備が今後も見込まれており、それらの関連企業を市内に誘導する好
機を迎えているが、その一方で、市内全体の産業団地の分譲率は令和５年度末時点で９６．４％となって
おり、市内に進出を希望する企業の要望に応えることができない状況である。
　このような中、新たな企業の受け皿を確保し、企業誘致を展開するため、「花南産業団地」全３２．９
ha（Ａ工区：１１．３ha、Ｂ工区：１２．３ha、Ｃ工区：９．３ha）の分譲に向け整備を進めている。
　令和５年度においては、先行開発するＢ工区について埋蔵文化財発掘調査を実施し、その後、造成工事
及び上下水道工事に着手したほか、Ａ・Ｃ工区については、基本設計や埋蔵文化財試掘調査、各種測量調
査等を行った。

歳　　　　　　　入 歳　　　　　　　出

区　　分 ５年度 ４年度 比　較 区　　分 ５年度 ４年度 比　較

１　繰入金 707,180 0 707,180 １　事業費 648,506 0 648,506

648,506 0 648,506

２　諸収入 0 0 0

計 707,180 0 707,180 計
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基金運用状況調書                           



 



  
令和５年度花巻市基金運用状況調書     地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４１条第５項の規定により、令和５年度花

巻市における基金の運用状況を次のとおり提出する。      令和６年９月６日提出                               花巻市長 上 田 東 一                     



 １

自 令和５年４月１日　　　至 令和６年３月３１日

 ２ 運用基金（決算年度末現在高）

 ３

 ４

 ５
（単位：円）

岩手県収入証紙購入基金の運用状況調書

運用の期間

４，７００，０００円

運用状況

区 分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 備　　　考

現 金 1,826,960円 196,710円 2,023,670円
受入 13,701,710円

払出 13,505,000円

証 紙 2,873,040円 △ 196,710円 2,676,330円
受入 13,505,000円

払出 13,701,710円

合 計 4,700,000円 0円 4,700,000円

購入種別

岩手県収入証紙

（１円、５円、１０円、５０円、１００円、２００円、３００円、５００円、

　７００円、１，０００円、３，０００円、５，０００円、１０，０００円）

区　分 購入 売捌 残高 備考

月別運用状況（岩手県収入証紙）

繰越 2,873,040

5年 4月 0 757,420 2,115,620

5年 5月 1,722,500 545,000 3,293,120

5年 6月 836,000 1,058,400 3,070,720

5年 7月 1,590,000 1,053,920 3,606,800

5年 8月 760,000 1,039,830 3,326,970

5年 9月 1,561,000 1,229,550 3,658,420

5年 10月 1,240,000 927,970 3,970,450

5年 11月 635,000 788,100 3,817,350

5年 12月 1,050,000 663,650 4,203,700

6年 1月 855,000 1,342,010 3,716,690

6年 2月 575,000 590,900 3,700,790

6年 3月 2,680,500 3,704,960 2,676,330
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１　運用の期間

　　　自 令和５年４月１日　　　至 令和６年３月３１日

２　運用基金（決算年度末現在高）

３　運用状況 （単位：円）

区　分 前年度末現在残高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 備考

現　金 312,803,753 15,961,481 328,765,234 寄附金・利子含む

債　権 0 0 0

貸付金 358,554,650 △ 13,802,040 344,752,610 貸付金額

36,580,000

返還金額

50,382,040

免除額

0

合　計 671,358,403 2,159,441 673,517,844

４　月別運用状況 （単位：円）

区　分 貸付金額 返還金額 寄附金・利子 現金

繰　越 312,803,753

5年 4月 4,870,000 2,926,870 310,860,623

5年 5月 2,890,000 6,518,470 314,489,093

5年 6月 2,830,000 3,029,370 159,038 314,847,501

5年 7月 2,860,000 3,620,070 315,607,571

5年 8月 2,860,000 3,863,170 205 316,610,946

5年 9月 2,990,000 2,857,670 316,478,616

5年 10月 2,905,000 2,929,070 316,502,686

5年 11月 2,875,000 2,944,070 316,571,756

5年 12月 2,875,000 10,161,440 1,000,000 324,858,196

6年 1月 2,875,000 480,400 322,463,596

6年 2月 2,875,000 2,927,170 198 322,515,964

6年 3月 2,875,000 8,124,270 1,000,000 328,765,234

奨学基金の運用状況調書

６７３，５１７，８４４円
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３　運用状況
　　

繰　　越 9,977,920

5年 4月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 9,987,920

5年 5月 35,000 0 0 0 0 0 0 35,000 0 0 0 22,080 9,975,000

5年 6月 46,500 0 0 0 0 0 11,500 35,000 0 0 0 25,000 9,953,500

5年 7月 15,000 0 0 0 0 0 0 15,000 0 0 0 35,000 9,973,500

5年 8月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26,500 10,000,000

5年 9月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000,000

5年 10月 277,000 0 0 0 0 0 262,000 15,000 0 0 0 250,500 9,973,500

5年 11月 10,000 0 0 0 0 0 0 10,000 0 0 0 26,500 9,990,000

5年 12月 25,000 0 0 0 0 0 0 25,000 0 0 0 9,965,000

6年　1月 20,950 0 0 0 0 0 10,950 10,000 0 0 0 35,000 9,979,050

6年　2月 10,000 0 0 0 0 0 0 10,000 0 0 0 20,950 9,990,000

6年　3月 25,000 0 0 0 0 0 0 25,000 0 0 0 10,000 9,975,000

合　　計 464,450 0 0 0 0 0 284,450 180,000 0 0 0 461,530

貸付件数 21 0 0 0 0 0 6 15 0 0 0

１件当り金額 22,117 0 0 0 0 0 47,408 12,000 0 0 0

福祉医療資金貸付基金の運用状況調書

１　運用の期間

   自　令和５年４月１日　　至　令和６年３月３１日

２　運用基金（決算年度末現在高）

   １０，０００，０００円

（単位：円）

決算年度末現在高

現　　　金 9,977,920 △ 2,920 9,975,000

区　　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高

４　月別運用状況

25,000

合　　　計 10,000,000 0 10,000,000

貸　付　金 22,080 2,920

（単位：円）

区  分 貸付金額
貸付金額の事業毎の内訳

返還金額 差  引

乳幼児 小学生 中学生 寡婦等高校生 妊産婦
重度心身
障がい者
（一般）

重度心身
障がい者
（後期高
齢）

ひとり
親
家
庭

心身障
がい児
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　　　自 令和５年４月１日　　　至 令和６年３月３１日

　　　３０，０１５，１０２円

前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 備考

現

金
25,738,785円 857,317円 26,596,102円

取崩額　　  　　　　0円
返還金　 　 857,056円

利息積立　　　　  261円

牛 8頭 △1頭 7頭
新規貸付牛　　   　 0頭
契約満了譲渡牛　　　1頭

基
金
の
内
訳

高齢者等貸付牛購入基金の運用状況調書

１　運用の期間

２　運用基金（決算年度末現在高）

３　運用状況

区　分
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１　運用の期間

自 令和５年４月１日　　　至 令和６年３月３１日

２　運用基金（決算年度末現在高）

１６，０００，０００円

３　運用状況 （単位：円）

区　分 前年度末現在残高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 備　考

現　金 16,000,000 0 16,000,000

貸付金 0 0 0

合　計 16,000,000 0 16,000,000

４　月別運用状況 （単位：円）

区　分 貸付金額 返還金額 差　引 備　考

繰　越 16,000,000

5年 4月 0 0 16,000,000

5年 5月 0 0 16,000,000

5年 6月 0 0 16,000,000

5年 7月 0 0 16,000,000

5年 8月 0 0 16,000,000

5年 9月 0 0 16,000,000

5年 10月 0 0 16,000,000

5年 11月 51,000 0 15,949,000

5年 12月 0 51,000 16,000,000

6年 1月 0 0 16,000,000

6年 2月 0 0 16,000,000

6年 3月 0 0 16,000,000

国民健康保険高額療養資金貸付基金の運用状況調書
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１　運用の期間

自 令和５年４月１日　　　至 令和６年３月３１日

２　運用基金（決算年度末現在高）

３，０００，０００円

３　運用状況 （単位：円）

区　分 前年度末現在残高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 備　考

現　金 3,000,000 0 3,000,000

貸付金 0 0 0

合　計 3,000,000 0 3,000,000

４　月別運用状況 （単位：円）

区　分 貸付金額 返還金額 差　引 備　考

繰　越 3,000,000

5年 4月 3,000,000

5年 5月 3,000,000

5年 6月 3,000,000

5年 7月 3,000,000

5年 8月 3,000,000

5年 9月 3,000,000

5年 10月 3,000,000

5年 11月 3,000,000

5年 12月 3,000,000

6年 1月 3,000,000

6年 2月 3,000,000

6年 3月 3,000,000

国民健康保険出産費資金貸付基金の運用状況調書
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　　　自 令和５年４月１日　　　至 令和６年３月３１日

　　　６４８，００７，１５６円

前年度末現在残高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 備考

現

金
432,470,164円 △ 323,984,848円 108,485,316円

土地取引　 △323,995,000円

利息積立　 　　　 10,152円

土

地
215,526,840円 323,995,000円 539,521,840円

取得

　総合花巻病院跡地
　宅地　　16,159.36㎡
　　　　323,995,000円

土地開発基金の運用状況調書

１　運用の期間

２　運用基金（決算年度末現在高）

３　運用状況

区　分

基
金
の
内
訳
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　　　自 令和５年４月１日　　　至 令和６年３月３１日

　　４０，０００，０００円

前年度末現在残高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 備考

現

金
20,000,000円 20,000,000円 40,000,000円

教育寄附金　　20,000,000円

債
　
務

0円 3,000,000円 3,000,000円

絵
　
画

0円 3,000,000円 3,000,000円

購入　絵画1点　3,000,000円
萬鉄五郎　1910-11（明治43-
44）年
「霜の朝」1点
油彩・画布　24.0㎝×33.0㎝

萬鉄五郎美術品取得基金の運用状況調書

１　運用の期間

２　運用基金（決算年度末現在高）

３　運用状況

区　分

基
金
の
内
訳
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健全化判断比率及び資金不足比率                           



 



  
令和５年度花巻市健全化判断比率及び資金不足比率     地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項 

及び第２２条第１項の規定により、令和５年度花巻市における健全化判断比率及び資金不

足比率を次のとおり報告する。      令和６年９月６日提出                               花巻市長 上 田 東 一                    



花巻市健全化判断比率

早期健全化基準 財政再生基準

① 実 質 赤 字 比 率 １１．８６％ ２０％

② 連 結 実 質 赤 字 比 率 １６．８６％ ３０％

③ 実 質 公 債 費 比 率 ２５％ ３５％

④ 将 来 負 担 比 率 ３５０％

花巻市資金不足比率

令和５年度 経営健全化基準

－％ ２０％

－％ ２０％

４４．４％

花 巻 市 公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計

花 巻 市 産 業 団 地 整 備 事 業 特 別 会 計

令和５年度

－％

－％

８．７％

健 全 化 判 断 比 率

会　　計　　名
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